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研究成果の概要（和文）： 
細胞レベルの研究成果を高度に組織化された個体において実証することは極めて重要である。当該プ
ラットフォームでは、研究者の要望に応じて先進的なモデル動物を作製・提供するとともに、それらの
病理学的、生理学的解析に加えて化合物や遺伝子の働きを明らかにする分子プロファイリング解析を
支援することで研究の進展を加速させた。実際のべ 3,857 件の科研費研究課題を支援し、1494 報の論
文発表に貢献した。また、若手技術講習会や成果発表会を毎年開催し、異分野連携及び若手育成を促進
した。これらの活動を通じて、我が国の生命科学研究の盤石な発展と、国際的なプレゼンスを向上させ
る役割を果たした 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
当該プラットフォームによる支援の利用を多くの研究者に促すため支援説明会・成果シンポジウムや
ホームページ等で支援内容や申請方法を紹介するとともに、関連学会でパネル展示による説明や相談
会等を実施した。コロナ禍には、支援活動紹介動画を作成して、ホームページ、YouTube 等に掲載す
るとともに学会の特設サイト等から紹介動画にリンクさせた。また、市民公開シンポジウム等で国民
に科研費研究の社会福祉における重要性を紹介した。このような活動を通じて本支援活動の学術的、
社会的意義を明確にした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
It is extremely important to demonstrate the results of research at the cellular level in highly organized individuals. 
The platform has accelerated research progress by producing and providing advanced animal models in response 
to researchers' requests and supporting molecular profiling analysis to clarify the function of compounds and genes 
in addition to pathological and physiological analysis of these animals. In fact, we supported 3,857 (cumurative 
total number) Grant-in-Aid research projects and contributed to the publication of 1,494 papers. In addition, we 
held young researchers' technical seminars and presentations of research results every year to promote 
collaboration among different fields and the development of young researchers. Through these activities, we 
played a role in the solid development of life science research in Japan and the enhancement of its international 
presence. 
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１．研究開始当初の背景 
平成 22 年度～27 年度まで実施されてきた文部科学省科研費新学術領域研究『生命科学系 3 分野（が
ん、ゲノム、脳）支援活動』を発展強化させ、平成 28 年度より、新学術領域研究の枠組みに新たに『学
術研究支援基盤形成』が創設された。これは、科研費により助成されている「学術研究」に関し、研究
者の多様なニーズに効果的に対応するため､ 大学共同利用機関、共同利用・共同研究拠点を中核機関
とする関係機関の緊密な連携の下、学術研究支援基盤の形成を図る制度である。その中で、我々はモデ
ル動物の生命科学研究における重要性を鑑み「先端モデル動物支援プラットフォーム」の新設を申請
し、「先端技術基盤支援プログラム」の一つとして採択された。このプログラムは、複数の施設や設備
を組み合わせることにより、幅広い研究分野・領域の研究者への最先端の技術支援を行うというもの
である。当プラットフォームでは、中核機関（東大医科研）ならびに連携機関の施設・設備や、それぞ
れの機関が持つ高度に専門的で先進的な技術を組み合わせて実施される、先端的で学術的価値の高い
モデル動物作製・解析支援及び分子プロファイリング支援を行うこととなった。 
 
２．研究の目的 
モデル動物を用いた生命科学研
究は、ヒトへの応用の前段階と
して、細胞レベルの研究で得ら
れた成果を高度に組織化された
個体において実証するためや、
遺伝子改変動物においては個体
としてどのような表現型を示す
かを検証する上で極めて重要で
ある。従って、世界的水準の研
究成果を挙げるためには、的確
かつ迅速な遺伝子改変技術と胚
操作技術を使ったモデル動物作
製と、出来上がったモデル動物
の表現型の高水準な技術での解
析は必須である。本プラットフ
ォームは、遺伝子改変動物を初
めとする先進的なモデル動物を作製し、その病理形態解析や生理機能解析を支援すること、およびこ
れまでに構築した先進的な分子プロファイリング技術・資源を利用し、個体レベルの研究の端緒とな
る分子・細胞レベルの研究支援を行うことを目的とした。また、目的達成のため代表の井上が所属する
東大医科研を中核機関とし、本プラットフォームの事務局をおいた。総括支援から井上、高田（京大霊
長研）、中村（がん研）、武川（東大医科研）が幹事として本プラットフォームの運営の中心的な役割を
担い、モデル動物作製支援の班長八尾（がん研）、病理形態解析支援の班長豊國（名大）、生理機能解析
支援の班長池田（都医学研）、分子プロファイリング支援の班長清宮（がん研）と幹事 4 名で「幹事班
長会議」を組織しプラットフォーム運営に関する諸問題を検討し方向性を決定した（図）。 
 
３．研究の方法 
（1)総括支援活動 
支援説明会・シンポジウム・講習会を開催し、国内の研究者との情報共有を目指した。ホームページで
の広報や一元化した窓口において利用者に対するサービスの向上を図った。若手研究者の育成やネッ
トワークを形成するため、技術講習会・ワークショップを開催した。技術講習会ではモデル動物作製解
析技術の基本的知識の取得、若手研究者相互の交流促進や共同研究を推進した。支援活動の成果発表
シンポジウムを生命科学連携推進協議会とともに開催し、生命科学分野の国内外の相互交流を促進し、
新たな支援を考案した。さらに、COVID-19 の感染拡大による研究者交流や情報交換の停滞を打破する
目的で、本支援活動の内容を広く紹介した書籍、マウス・ラットモデル作製・解析プロフェッショナ
ル、を出版した。 
（2）モデル動物作製支援 
科研費でサポートされる国内の学術研究の推進を目的として、研究者の個別の要望に応じて、相同組
換えやゲノム編集を用いて遺伝子改変マウスおよび遺伝子改変ラットを作製し、提供した。年に二回、
公募を行い、公平な審査に基づき採否を決定した。採択課題は、被支援者との直接面談を行い立案され
た最適化されたストラテジーに基づき、研究目的に応じてカスタム化された遺伝子改変動物を作製し
た。通常の遺伝子改変に加え、支援拠点が独自に開発したリソースを用いた遺伝子改変動物やヒト疾
患モデルマウスの提供、さらに本事業により作製された遺伝子改変動物などへの追加の変異導入を行
った。期間中は、最新のゲノム編集技術を導入することに加え、独自に改良・開発を行い、先端的な遺
伝子改変動物を迅速かつ効率的に作製した。動物実験の経験が少ない研究者に対しては、動物の維持・
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管理に関して指導を行った。また、被支援者の要望に応じて、手技や解析に関するアドバイスや論文作
成に関するサポートを行った。作製された遺伝子改変動物は、公的リソースセンターに寄託すること
により、国内の動物実験基盤の充実に貢献した。 
（3）病理形態解析支援 
支援応募の評価を外部委員も含む 2 段階で実施し適切な支援例を選択し、その後、被支援者の希望を
面接等で十分に考慮しながら専門性の合う班員（すべて病理専門医）が支援を実施した。遺伝子改変や
薬物投与を受けたマウスやラットなどの高等動物個体で示す形態・機能異常を、ヘマトキシリン・エオ
ジン染色・免疫組織染色・fluorescent in situ hybridization など主として光学顕微鏡を用いた解析
技術を駆使して支援活動を実施し、その病態を良性・悪性腫瘍、発生異常（奇形）、神経疾患、感染性
疾患、自己免疫疾患などに分類し、最終診断を行った。免疫染色の多くは定量性・再現性の得られやす
い自動免疫染色機を使用した。病理標本の whole slide デジタル化や、病勢、タンパク量、mRNA 量な
どの定量化も ImageJ をはじめとするソフトウェアを使用しながら実施し、論文が受理されるまで図の
作成なども含め積極的にサポートを行った。 
（4）生理機能解析支援 
マウス等動物モデルにおける病態・生理学的基盤の解明を推進するための支援活動を実施した。年に
三回、プレコンサルテーションを推奨した公募を行い、有意義で実施可能な支援課題が申請されるよ
うに、多くの場合で申請予定者との事前検討を入念に実施した。申請課題に関しては、2 段階および 3
段階の外部審査員も含む公平な審査に基づき採否を決定した。採択課題は、被支援者と密に連携を取
り、研究目的に応じてカスタム化された支援を実施した。行動学的解析支援では遺伝子改変マウス等
の行動異常等を網羅的に解析するための支援活動を行った。薬理学的解析支援では、規制薬物感受性
に関する臨床データ・ゲノム試料等に基づく疾患解析やモデル動物等における規制薬物の反応性解析
を支援した。光技術による操作解析支援では、光遺伝学の in vitro から in vivo 解析に資する最先端
技術の支援・普及を行った。多機能電極・計測データ解析支援では、多機能電極を駆使し組織深部の生
理機能解析を支援した。 
（5）分子プロファイリング支援 
上述のモデル動物・個体関連支援の分子的側面を補強するため、化合物や遺伝子の働きを分子・細胞の
レベルで解明するための支援活動を実施した。化合物評価支援については年に三回、分子探索支援に
ついては年に四〜五回公募を行い、外部審査員を含む公平な審査に基づき、採否を決定した。化合物評
価支援では、細胞パネル増殖、細胞形態・表現型、トランスクリプトーム、プロテオームの連携解析に
より評価依頼化合物の生理活性および作用点を予測するとともに、精度向上のためのデータベースを
拡充した。分子探索支援では、標準阻害剤キット・標準 miRNA キットの配付、寄託化合物ライブラリー
の拡充と配付、目的別 siRNA の配列デザインと合成、バーコード shRNA ライブラリーによる化合物の
標的遺伝子経路の探索・技術支援、分子間相互作用解析を実施した。さらに、必要に応じて in silico
バイオインフォマティクス解析支援を実施した。また被支援者からの要望に応じた高次解析、実地指
導、動物実験に向けたコンサルティング等を実施し、成果の取りまとめを積極的に支援した。 
 
４．研究成果 
（1） 総括支援活動 
①ホームページの活用による公募のワンストップ化促進 
総括支援班としてホームページを作成・運営し、各支援班の公募活動を促進した。英語化も進めて科学
研究費で支援される幅広い研究領域の研究者からの支援要請を、各班における審査に迅速に進めるよ
うに毎年度更新を加えながら整備した。 
②若手支援技術講習会 
毎年開催した。平成 28 年度〜令和元年度は９月初旬に長野県茅野市蓼科において２泊３日の日程で約
90 名が参加し、支援班班員によるモデル動物の作製や解析技術の指導を受けるとともに、若手参加者
自身による発表と相互のディスカッションを行った。コロナ感染が深刻だった令和 2、3 年度は Web 開
催としたが、若手研究者の司会によるセッションの進行と情報交換が好評を博した。 
③成果発表会 
毎年開催した。令和 2 年度を除いて１月下旬〜２月初旬に滋賀県大津市において 80〜100 名が参加し
て本支援活動による研究成果をワークショップ形式と個別の口頭・ポスター発表形式とで行った。年
度が進むにしたがって支援の成果の充実が示され、支援班員とユーザーとの相互理解も進んだ。令和 2
年度は Web 開催形式で行った。 
④出版物 
「マウス・ラットモデル作製・解析プロフェッショナル」を出版した。この書籍では、支援班員全員が
モデル動物の作製と解析の各項目を担当するとともに、ユーザー側からの視点での研究内容も取り入
れた。現在またこれからモデル動物を使った生命科学研究を志す若手研究者の研究活動に資する内容
となっている。 
（2）モデル動物作製支援 
初年度は、107 件の応募に対し、54 課題が採択され、採択率は 50.4%であった。これに対し、採択率が
他の支援活動に比べ低いという指摘があったため、新技術導入による効率化や運搬費・検疫費用等の



受益者負担を含めた経費運用を見直すことにより、採択課題を、年間 83課題まで増やすことができた。
6 年間の平均採択率は 64.7%となり、総計で 466 課題を支援することができた。動物別の内訳は、遺伝
子改変マウス作製支援は 421 件、遺伝子改変ラット作製支援は、45 件である。 
作製されたモデル動物は、全て依頼者に無償提供され、それぞれの施設で、解析が進められた。分野横
断的な支援により、がん、神経、発生、生殖など幅広い研究領域で、個体レベルの生命研究が推進され
た。特に近年の次世代シークエンサーの普及により、ヒト疾患を再現する遺伝子変異導入の需要が高
まっており、本支援活動で作製されたモデルマウスは、疾病モデル動物として、今後のヒト疾病の病態
解明に貢献することが期待される。また、実験の指導やサポートを行うことにより、動物実験を行う研
究者を育成した。 
作製されたモデル動物は、各施設で行われる系統維持に加え、公的リソースバンクへの寄託を進める
ことにより、国内の研究リソース構築に貢献した。 
（3）病理形態解析支援 
6 年間に渡り、支援件数 189 件、合計 876 項目に渡る支援を実施し、その総解析動物個体数は 1 万匹以
上、作製標本は 6 万ブロック以上になる。支援応募の評価を 2 段階で実施し適切な支援例を選択し、
その後、被支援者の希望を十分に考慮しながら専門性のあう班員が支援を実施した。マウスやラット
などの遺伝子改変動物の解析においては、どのような表現系が現れるのかが研究の方向性を決める上
で極めて重要であるが、各支援例に関してその病理形態学的評価を実施し報告書を送付した。遺伝子
改変によっては予想外の表現系が出る場合があり、病理医による総合的な判定を必要とした。例えば、
若年週齢で大脳に変性が発生してんかん様発作を起こした後、成獣では脳組織も正常と区別がつかな
くなり、最後には糸球体や尿細管傷害で腎不全にいたる例があった。また、種々の前臨床治療モデルに
おいては、標的以外の臓器に副作用が見られないのも重要な所見であり、そのような解析も全臓器に
渡って複数実施した。さらに、生直後の死因が心肺の奇形によることもあり、このような場合には胎児
切片を連続的に数百枚薄切するような解析も実施した。このような病理形態解析の成果は最終的に、
以下にリスト化されている査読のあるハイレベルの国際誌に多数報告されており、支援は国際的にも
高いレベルであることを示している。また、本支援においても AI による定量解析や高感度 mRNA ISH
など常に新しい手法を取り入れるように努めた。 
（4）生理機能解析支援 
行動学的解析支援では、大規模行動解析実験施設を用いたハイスループットで網羅的な行動解析が 220
以上のマウス系統に対して行われ、モデル動物の表現型が明らかとなった。また、神経科学のみなら
ず、がん研究、毒性学等の幅広い分野を専門とする研究者の支援を実施し、学際的な研究成果が得られ
た。このような支援の結果得られたデータをデータベースとして公開するなど個別支援に限らない当
該学術領域全般の研究基盤整備、オープンサイエンスに貢献した。 
薬理学的解析支援では、メタンフェタミン、モルヒネ、ケタミンなど一般研究者が取り扱うことが難し
い規制薬物の反応性に関する解析支援が動物およびヒトレベルでなされ、モデル動物の病態やヒト疾
患との関連に関する多くの知見が得られた。  
光技術による操作解析支援では、世界最高速の Ca2+インディケーターR-CaMP2 の開発・実用化に成功し
ており、支援の成果が Cell など一流誌に発表され、最先端技術支援により成果が得られた。  
多機能電極・計測データ解析支援拠点が実施する生体からの生理的な信号を多元的に計測操作する装
置と手法を支援することにより、最新の生理学研究成果が得られた。例えば脳深部機能イメージング
をはじめとする生体深部細胞機能イメージング、オプトジェネティクス用の光刺激、細胞応答の電気
的光学的イメージング、組織中の単一がん細胞の可視化、毛細血管中の血流の可視化等がなされた。 
（5）分子プロファイリング支援 
分子プロファイリング支援は、本プラットフォームが分子から細胞、動物・個体へと一気通貫した支援
を展開するためのハブとして機能し、以下の成果を得た。 
化合物評価支援では、のべ 1,723 件の支援を行った。新規化合物の生理活性・作用点の解明に成功す
るなど、多くの成果が得られた。これらの成果は、生理イベントを選択的に検出・制御・再現する優れ
たバイオプローブの創出例として、一流誌を含む多くの学術誌に論文発表された。一部の成果は創薬
シーズの発見と位置づけられ、特許出願や応用開発プロジェクトに繋がった。分子探索支援では、のべ
1,112 件の支援を行った。制御機構が明らかでない生理イベントに影響を与える化合物・遺伝子を同定
するためのリソース・技術支援を行い、多くの成果を得た。これらの成果は、幅広い領域にわたる生命
現象の分子基盤を理解する契機となり、一流誌を含む多くの学術誌への論文発表に繋がった。さらに、
寄託化合物ライブラリーの配付を通じ、生物系研究者と化学系研究者の異分野連携を推進した。要望
に応じて実地指導も行い、解析技術の普及に貢献した。 
本支援の前身となる「がん支援・化学療法基盤支援活動」では、被支援者の専門が腫瘍学と理工系にほ
ぼ限定されていたが、現体制ではこれらの領域への支援は全体の約 3 割となり、総計で約 60 領域（科
研費審査区分）の幅広い分野を支援し、分野特化型から分野横断型への転換を果たした。 
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 Lee Jin, Chen Xiaoxi, LI Mengjiao, Wang Yuming, 石川聡子、東條有伸、後藤典子 

２．発表標題 

 A novel inhibitor of one carbon metabolism with Chk1 inhibitor is a rational combination 

strategy to treat breast cancer 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Tran Thi Thuy Linh、清水 康平、及川 大輔、高橋 宏隆、澤崎 達也、徳永 文稔 

２．発表標題 

 A novel LUBAC-associated protein plays important roles in inflammatory response through 

regulation of programmed cell death. 

３．学会等名 

 第 94 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 清水 康平, Tran Thi Thuy Linh, 及川 大輔, 高橋 宏隆、澤崎 達也、徳永 文稔 

２．発表標題 

 A novel LUBAC-associated protein regulates NF-kB activation, apoptosis and necroptosis 

pathway. 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Koji Kikuchi, Mami Nakagawa, Toshihiko Fujimori, Kei-ichiro Ishiguro, Kimi Araki, Akira 

Nakamura, Makoto Suzuki, and Hiroyuki Nakanishi 

２．発表標題 

 A novel molecular mechanism regulating chondrocyte cell polarity that is essential for 

endochondral ossification. 

３．学会等名 

 第 54 回日本発生生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 菊池 浩二、中川 真美、藤森 俊彦、石黒 啓一郎、荒木 喜美、中村 輝、鈴木 誠、中西 宏之 

２．発表標題 

 A novel molecular mechanism regulating chondrocyte cell polarity that is essential for 

endochondral ossification. 

３．学会等名 

 第 73 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 グエン ファム カン ティエン、三宅崇仁、土居雅夫 

２．発表標題 

 A robust and sustained circadian rhythm of Per2::Luc expression in the mouse meibomian 

gland acinar cells 

３．学会等名 

 第 28 回日本時間生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 A specific eIF4A paralog facilitates LARP1-mediated translation repression during mTORC1 

inhibition. 

３．学会等名 

 Mini-symposium on RNA Biology and Therapeutics [Basic Science (IBS) and Seoul National University 

(SNU), Korea] （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Masae Ohtsuka, Hiroko Suzaki, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Abnormalities in cortical architecture caused by modulation of cytokine balance. 

３．学会等名 

 The 44th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤洋人、深津紀暁、山中章弘. 

２．発表標題 

 Activity recording of orexin neurons during sleep and cataplexy. 

３．学会等名 

 日本睡眠学会第 46 回定期学術集会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 石堂正美 

２．発表標題 

 ADHD 関連化学物質の生化学的基盤 

３．学会等名 

 第 94 回日本生化学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Masahiro Mizuno, Behnoush Khaledian, Masao Maeda, Shiori Takusagawa, Manaka Yano, Naoya 

Asai, Yohei Shimono 

２．発表標題 

 Adipsin-dependent HGF secretion from adipocytes promotes cancer stem cell properties inof 

breast cancer cells. 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 林 崇 

２．発表標題 

 AMPA 受容体のパルミトイル化修飾異常に伴うてんかん発作 

３．学会等名 

 2020 年度生理学研究所研究会 自閉症、てんかんの病態原理に関与するシナプス制御・神経回路機構 （招待

講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 塩崎ゆかり 

２．発表標題 

 Analysis of DNA damage-induced activation of the SAPK signaling pathways 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Takahiro Anzai, Masahiro Yasunaga, Yasuhiro Matsumura 

２．発表標題 

 Analysis of the subcellular localization of TMEM180, which is highly expressed in 

colorectal cancer cells 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 松田碧、中村貴紀、小迫英尊、武川睦寛 

２．発表標題 

 APEX2 を用いた近位ビオチン標識法と質量分析を活用した熱刺激誘導性液-液相分離顆粒コアタンパ

ク質の探索 

３．学会等名 

 第 72 回日本電気泳動学会総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 西川俊夫 

２．発表標題 

 Aplysiatoxin/oscillatoxin 類の網羅的合成研究 

３．学会等名 

 反応集積化が導く中分子戦略：高次生物機能分子の創製 令和 2 年度取りまとめシンポジウム   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Shimono Y,  Nishimura T, Kono S, Hayashi T, Watanabe T, Maeda M, Kakeji Y, Kawada K, Asai 

N, Takao S, Minami H, Kijima Y, Suzuki M, Gotoh N, et al. 

２．発表標題 

 Application of organoids to breast cancer research. 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 松原有也、岸本真治、渡辺賢二 

２．発表標題 

 Aspergillus lentulusの生産する新規天然物 lentopeptin A,Bの構造決定と生合成解析 

３．学会等名 

 日本生薬学会第 67 回年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 永井拓実、岸本真治、渡辺賢二 

２．発表標題 

 Aspergillus属糸状菌が産生する免疫抑制化合物 sphingofungin類の生合成機構の解明 

３．学会等名 

 日本生薬学会第 67 回年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Minatohara K, Ohnami S, Okabe S, Bito H, Okuno H. 

２．発表標題 

 Association of a neutral contextual memory with a fearful experience induces synapse 

formation selectively in Arc-expressing neurons of the mouse retrosplenial cortex 

３．学会等名 

 SfN Global Connectome (北米神経科学学会オンライン研究発表）  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Tomohiro Iguchi, Sayuri Ito, Naoko Kakusho, Satoshi Yamazaki, Asami Oji, Rino Fukatsu, 

Ichiro Hiratani, Hiroyuki Sasanuma, Hisao Masai 

２．発表標題 

 Association of Rif1 with nuclear membrane is essential for genome-wide replication timing 

regulation 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Behnoush Khaledian, Masahiro Mizuno, Masao Maeda, Shiori Takusagawa, Manaka Yano, Naoya 

Asai, Yohei Shimono 

２．発表標題 

 Autocrine regulation of adipocytes promotes cancer stem cell properties in breast cancers 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji Sakimura , Masahiko Watanabe 

２．発表標題 

 Carbonic anhydrase related protein Car8 is essential for the establishment of cerebellar 

neuronal circuit, regulating precise matching of pre and postsynapse in Purkinje cell 

３．学会等名 

 第 126 回日本解剖学会総会・全国学術集会 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Tokunaga F, Terawaki S, Oikawa D, Shimizu K. 

２．発表標題 

 Cellular functions regulated by complex-type ubiquitination including linear polyubiquitin 

chain 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 柳田 亮、小林巧美、権田敦子、高田晃児、入江一浩 

２．発表標題 

 CH/π相互作用に着目した Aplysiatoxin単純化アナログの分子動力学解析 

３．学会等名 

 2021 年度日本農芸化学会大会（オンライン開催）   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Yasuaki Arima, Kae Nakamura, Kimihiko Mori, Kimitaka Hase 

２．発表標題 

 Characteristics of visuospatial analyses during the measure of subjective visual vertical 

in acute stroke patients. 

３．学会等名 

 44th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Han Yuxuan, Jun Nakayama, Mitsuru Futakuchi, Emi Ito5 , Shinya Watanabe, Kentaro Semba. 

２．発表標題 

 Characterization of Luminal High-Osteolytic Breast Cancer Cell Lines 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 正井久雄 

２．発表標題 

 Chromatin regulation that involves assembly of protein, lipid and DNA with a special 

higher-order structure 

３．学会等名 

 第 94 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Masao Doi 

２．発表標題 

 Circadian clock: disease etiology and drug target exploration 

３．学会等名 

 The 5th Asian Forum on Chronobiology （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Chi-Chun Yang, Hisao Masai 

２．発表標題 

 Claspin is required for growth recovery from serum starvation through regulating the PI3K-

PDK1-mTOR pathway. 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Asia Conference, DNA METABOLISM, GENOMIC STABILITY & HUMAN DISEASE （招待講演） 

（国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Tayo Katano, Manabu Abe, Masahiko Watanabe, Kenji Sakimura and Takuya Kobayashi 

２．発表標題 

 Comparative analyses of neuronal activation in the spinal dorsal horn for mechanical 

allodynia after Spared nerve injury between wild-type and BEGAIN-knockout mice 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学学会/CJK 第 1 回国際会議  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani, Mikio Furuse 

２．発表標題 

 Competitive elimination of tight junction deficient cells regulate epithelial barrier 

homeostasis 

３．学会等名 

 4th International Tight Junction Conference  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani, Mikio Furuse 

２．発表標題 

 Competitive elimination of tight junction deficient cells regulate epithelial barrier 

homeostasis 

３．学会等名 

 The 51st NIPS International Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Murtala Hamza Yahaya,Yuichiro Oka, Makoto Sato 

２．発表標題 

 Cortical layers receive kcnab1-expressing neurons from the subplate 

３．学会等名 

 第 44 回 日本神経科学大会 第 1 回 CJK 国際会議  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 原怜、佐南谷瑞、立川夏夫,、吉村幸浩、宮田順之、佐々木裕明、黒田理佐、上國料千夏、江口智洋、

新山修平、垣花泰之、一瀬宏 

２．発表標題 

 COVID-19 患者におけるネオプテリンおよび炎症マーカーレベルの解析 

３．学会等名 

 第 34 回日本プテリジン研究会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Asano, Haruko Nakamura, Fumio Nakamura, Yayoi Kimura, Yoshio Goshima, Hiroshi 

Takano, Ryoji Yao, Hideyuki Takeuchi, Hiroshi Doi, Fumiaki Tanaka, et al. 

２．発表標題 

 CRMP1 modulates motor function of amyotrophic lateral sclerosis by phosphorylation at Ser 

522 

３．学会等名 

 Pan-Asia Consortium for Treatment and Research in ALS (PACTALS) 2021 NAGOYA  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 間石 奈湖，梅山 悠伊，菊地 央，古御堂 純，佐藤 峰嘉，武田 遼，Dorcas A. Annan, 篠原 信雄，

樋田 泰浩，樋田 京子 

２．発表標題 

 Crosstalk of tumor cells and tumor endothelial cells by forming cell clusters promotes 

tumor metastasis 

３．学会等名 

 CVMW2020／第 28 回日本血管生物医学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦、⿑藤 奈英、⽥井中 ⼀貴、Macpherson Tom、⽦⽥ 貴俊、⼭⼝ 瞬、板倉 誠、阿部 学、

崎村 建司 

２．発表標題 

 Ｄ１及びＤ２ドーパミン受容体を介する神経伝達による運動制御と学習記憶の仕組みの理解 

３．学会等名 

 第 43 回日本生物学的精神医学会・第 43 回日本神経精神薬理学会合同大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 杉森 祐一朗、浅野 昂志、泉尾 直孝、村松 慎一、新田 淳美 

２．発表標題 

 Decreased expression of Teneurin-4 in mouse hippocampus induces depressive-like behavior 

３．学会等名 

 第 95 回日本薬理学会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 迎恭輔、竹信尚典、神田浩明、大平美紀、遠藤悠紀、春田雅之、杉野 隆一、佐藤俊平、戸口田淳也、

長船健二、中畑龍俊、上條岳彦 

２．発表標題 

 Development of a chondroblastic osteosarcoma model from iPSC-based neural crest cells 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Iguchi, Y., Fukabori, R., Kato, S., Takahashi, K., Eifuku, S., ..., & Kobayashi, K. 

２．発表標題 

 Development of a new chemogenetic neuronal activation system based on insect Ionotropic 

Receptors. 

３．学会等名 

 The 44th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 福田 茉由、Joseph A. Gogos、向井 淳 

２．発表標題 

 Development of epigenome therapeutic agents and treatments to improve cognitive impairments 

in schizophrenia 

３．学会等名 

 日本神経科学会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Satoshi Kida 

２．発表標題 

 Dietary magnesium deficiency impairs hippocampus-dependent memories and induces 

neuroinflammation in mouse. 

３．学会等名 

 International Society for the Development of Research on Magnesium (SDRM) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 鈴木実乃里, 宮嶋克也, 須藤雄介, 実近翔, 原慶賢, 堀口美恵子, 原怜, 鷲見−一瀬千穂, 近藤一

直, 短田浩一, 高雄啓三, 宮川剛, 一瀬宏 

２．発表標題 

 Differential reduction of monoamine neurotransmitters and PTSD-like behavior in mice 

defective in the regeneration of tetrahydrobiopterin. 

３．学会等名 

 第 51 回日本神経精神薬理学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 米野雅大、Md Rasel Molla、清水昭男、扇田久和 

２．発表標題 

 Dipeptidyl peptidase III の糖尿病性腎臓病抑制機序 

３．学会等名 

 日本生化学会近畿支部例会  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 久保田 裕二、塩崎 ゆかり、武川 睦寛 

２．発表標題 

 DNA 損傷ストレスにより活性化するシグナル伝達経路と細胞運命決定機構の解析 

３．学会等名 

 第 15 回 日本臨床ストレス応答学会大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Koji Kuraoka, Kae Nakamura 

２．発表標題 

 Dominant processing of social, rather than reward information in the lateral nucleus of 

primate amygdala. 

３．学会等名 

 44th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Masaharu Yasuda, Yasumasa Ueda, Kae Nakamura 

２．発表標題 

 Dynamic interaction between emotional and cognitive signal in primate dorsal raphe nucleus. 

３．学会等名 

 44th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Aki Takahashi, Satoru Takahashi, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Effects of RORγt overexpression on the central nervous system and behaviors. 

３．学会等名 

 The 126th Annual Meeting of the Japanese Association of Anatomists. / The 98th Annual Meeting of 

The Physiological Society of Japan.   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 K Chino, N Izuo, T Kuboyama, C Tohda, S Muramatsu. 

２．発表標題 

 Effects of Shati/Nat8l overexpression on recovery of cognitive dysfunction in a mouse 

model of  

Alzheimer's disease. 
３．学会等名 

 AsCNP (Asian College of Neuropsychopharmacology)  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 eIF2B結合性ウイルスタンパク質 NSsによる統合的ストレス応答抑制 

３．学会等名 

 第 94 回日本生化学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Masae Ohtsuka, Satoru Takahashi, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Elevated maternal retinoic acid-related orphan receptor-γt enhances the effect of 

poly(I:C) in inducing fetal loss. 

３．学会等名 

 The 45th Annual Meeting of the Japanese Society of Women’s Nutrition and Metabolism/ The 10th 

Japan DOHaD Society Academic Meeting   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Masae Ohtsuka, Satoru Takahashi, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Elevated maternal RORγt enhances the effect of polyinosinic-polycytidylic acid in inducing 

fetal loss. 

３．学会等名 

 The 127th Annual Meeting of The Japanese Association of Anatomists.   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 久保田 裕二、藤岡 優子、野田 展生、武川 睦寛 

２．発表標題 

 Elucidation of the activation and drug-resistance mechanisms of diseases-associated MEK1 

mutants 

癌・先天性疾患を導く MEK1遺伝子変異体の異常活性化機構と薬剤耐性獲得機序の解明 

３．学会等名 

 第 80 回 日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 椎名伸之 

２．発表標題 

 Emergence of stress tolerance in fear memory by a spliced prion-like domain of ILF3 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会・第 1 回 CJK 国際会議 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 櫻井文香 

２．発表標題 

 ERK 活性依存的に発現抑制されるミトコンドリア局在タンパク質の解析 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 高木祐輔 

２．発表標題 

 ERK 誘導性の発癌を阻害する新規癌抑制遺伝子の同定 

３．学会等名 

 日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Yosuke Takei, Peiyi Bao, Masae Ohtsuka, Hiroko Suzaki, Suguru Iwata, Tetsuya Sasaki. 

２．発表標題 

 Expression of IL-17RA in the cerebral cortex of mice during postnatal development and its 

alteration by maternal immune activation. 

３．学会等名 

 The 127th Annual Meeting of The Japanese Association of Anatomists.   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Kawai T,Okamura Y. 

２．発表標題 

 Functional mechanism of polarized phosphoinositides distribution generated by voltage-

sensing phosphatase in sperm flagellum 

３．学会等名 

 第 126 回日本解剖学会・第 98 回日本生理学会大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 宮田茂雄、柿崎利和、藤原和之、大日方英、平野瞳子、中井淳一、田中三佳、糸原重美、田中謙二、

渡辺雅彦、阿部学、崎村建司、柳川右千夫 

２．発表標題 

 GAD67機能不全によるマウス情動行動の変化 

３．学会等名 

 第 94 回日本薬理学会年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 Genome-wide survey of ribosome traverse 

３．学会等名 

 R&D 戦略委員会第１回企画シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 鈴木佐和子、田中知明、横手幸太郎. 

２．発表標題 

 Glutaminolysisの糖尿病および癌における役割解明 

３．学会等名 

 第 58 回糖尿病関東甲信越地方会 若手研究者シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Iwasaki S 

２．発表標題 

 Gravity activates mitochondrial translation through cell adhesion-FAK axis 

３．学会等名 

 The 44th Annual Meeting of The Molecular Biology Society of Japan (MBSJ 2021) （招待講演） （国際

学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 新澤康英, 松本真司、種村篤、横井一範、藤本学、二村圭祐、曽我朋義、菊池 章 

２．発表標題 

 GREB1 isoform 4はピリミジン合成を介して悪性黒色腫細胞の増殖能を促進する 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 清水貴美子、前畑佳納子、池野 知子、Qiuyi Wang、衛 澤峰、櫻井 文香、Pan Yue、高尾 敏文、深

田 吉孝 

２．発表標題 

 Hippocampal 7a-hydroxylated neurosteroids upregulated in a training-dependent manner are 

essential for remote memory formation. 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会 / CJK 第 1 回国際会議 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Kazuya Yamagata 

２．発表標題 

 HNF1a controls both insulin and glucagon secretion in pancreatic islets 

３．学会等名 

 The 64th Annual Meeting of the Japan Diabetes Society （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 S. Kobayashi, K. Hata,Y. Takahata, T. Murakami, N.Uzawa,R. Nishimura 

２．発表標題 

 Identification of Chondrocyte-specific Sox9 Enhancers Important for Skeletal Development 

３．学会等名 

 American Society for Bone and Mineral Research 2021 Annual Meeting   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 Identification of neural pathway which converts circadian rhythm to sleep/wakefulness. 

３．学会等名 

 2020 Oriental International Sleep Medicine Summit Forum （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Oikawa D, Gi M, Kosako H, Shimizu K, Shiota M, Takahashi H, Sawasaki T, Tokunaga F. 

２．発表標題 

 Identification of OTUD1 deubiquitinase as a regulator for innate immune responses, cell 

death, and inflammatory bowel disease 

３．学会等名 

 第 94 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 安達貴弘 

２．発表標題 

 IgA-deficiency breaks immunological and neurological homeostasis 

３．学会等名 

 日本免疫学会 第 50 回学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 IL-17a affects activity and localization of microglia in the embryo cerebral cortex. 

３．学会等名 

 SfN Global Connectome  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuo Mashima, Ryuhei Kawakami, Koshi Kumagai, Takeshi Sano, Kensei Yamaguchi, Hiroyuki 

Seimiya 

２．発表標題 

 Innate drug resistance of ALDH1A3-enriched cancer cell subpopulation and its plasticity 

in gastric cancer 

３．学会等名 

 第８０回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Intraventricular Interleukin-17A administration activates microglia and altered their 

localization in the cerebral cortex of fetal brain. 

３．学会等名 

 International College of Neuropsychopharmacology 2021 Virtual World Congress.  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 3. Fukabori, R., Iguchi, Y., Kato, S., Takahashi, K., Eifuku, S., ..., & Kobayashi, K. 

２．発表標題 

 Ionotropic receptor-mediated chemogenetic activation of LC neurons enhances conditioned 

memory retrieval through adrenergic receptor subtypes in the basolateral amygdala. 

３．学会等名 

 The 44th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 迎恭輔、竹信尚典、神田浩明、大平美紀、遠藤悠紀、春田雅之、杉野隆一、佐藤俊平、戸口田淳也、

長船健二、中畑龍俊、上條岳彦 

２．発表標題 

 iPS 細胞由来神経堤細胞による軟骨芽細胞型骨肉腫モデル開発 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 T Tokutake, T Asano, S Nakaya, N Izuo, A Nitta. 

２．発表標題 

 Key roles of CB1 receptors in the amygdala: ACPA induced place preference. 

３．学会等名 

 AsCNP (Asian College of Neuropsychopharmacology)  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 第 80 回日本癌学会学術総会 

２．発表標題 

 Kyosuke Mukae, Hisanori Takenobu, Hiroaki Kanda, Miki Ohira, Masayuki Haruta, Junya 

Toguchida, Kenji Osafune, Tatsutoshi Nakahata, Takehiko Kamijo 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 岩本和也 

２．発表標題 

 LINE-1と精神神経疾患：転移の分子機構と新規解析技術の開発 

３．学会等名 

 第 43 回生物学的精神医学会・第 51 回日本神経精神薬理学会合同年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Suguru Iwata, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Localization of Myosin Id, an ASD Risk Gene Product in Dendritic Spines. 

３．学会等名 

 Joint annual meeting of The 43rd Annual Meeting of JSBP and The 51st Annual Meeting of JSNP   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 松本 有樹修 

２．発表標題 

 Long non-coding RNAの翻訳と脳の進化 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 寺脇 正剛, 張 強, 及川 大輔, 林 邦忠, 布村 一人, 駒川 晋輔, 臼杵 克之助, 徳永 文稔 

２．発表標題 

 LUBAC ユビキチンリガーゼと直鎖状ユビキチン鎖が筋萎縮性側索硬化症関連 タンパク質 TDP-43 の

細胞質内凝集形成を促進する 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 中村 貴紀、西住(渡海) 紀子、中澤 嵩、森 竜樹、鈴木 貴、武川 睦寛 

２．発表標題 

 Mathematical modeling of the molecular mechanism underlying the recruitment of centriole 

biogenesis regulators to mother centrioles 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 松崎 真也, 萩 かれん, 中澤 鈴菜, 尾嶋 大喜, 山本 融, 窪田 剛志, 岸本 泰司 

２．発表標題 

 MDGA1ノックアウトマウスの社会性行動に対するＤ-サイクロセリンの効果 

３．学会等名 

 日本薬学会 第 141 年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 江崎博仁、佐々木祐輝、大嶋祥高、釜田ひかり、向井沙和子、中田早音、齊藤隆太郎、西谷直也、出

山諭司、金田勝幸 

２．発表標題 

 MDMA による向社会効果に対する扁桃体基底外側核 5-HT1A受容体の役割 

３．学会等名 

 次世代を担う若手のための創薬・医療薬理シンポジウム 2021   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 佐々木祐輝、大嶋祥高、江崎博仁、釜田ひかり、向井沙和子、中田早音、齊藤隆太郎、西谷直也、出

山諭司、金田勝幸 

２．発表標題 

 MDMA による向社会効果誘導における扁桃体基底外側核 5-HT1A受容体の関与 

３．学会等名 

 第 139 回日本薬理学会近畿部会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 江崎博仁、佐々木祐輝、大嶋祥高、釜田ひかり、向井沙和子、中田早音、齊藤隆太郎、西谷直也、出

山諭司、金田勝幸 

２．発表標題 

 MDMA の向社会効果における扁桃体基底外側核 5-HT1A受容体の関与 

３．学会等名 

 生体機能と創薬シンポジウム 2021   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Kei-ichiro ISHIGURO 

２．発表標題 

 MEIOSIN directs the switch from mitosis to meiosis 

３．学会等名 

 The 4th KAIST-KU Workshop and Joint Symposium "Facilitating Collaboration in Biomedical Engineering 

Research" （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 METTL18-mediated histidine methylation on RPL3 modulates translation elongation for 

proteostasis maintenance 

３．学会等名 

 第 15 回日本臨床ストレス応答学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Ayumu Suzuki, Yuka Kitamura, Kousuke Uranishi, Yosuke Mizuno, Masazumi Nishimoto, Akihiko 

Okuda 

２．発表標題 

 Molecular mechanisms for the initiation of meiosis in mouse germ cells 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Masae Ohtsuka, Suguru Iwata, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Molecular motor Myosin Id localize to dendritic spines. 

３．学会等名 

 Japanese Association of Anatomists 109th Kanto Branch Academic Meeting.   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 若林雄一 

２．発表標題 

 MSM 由来 ES細胞を用いた発がん抵抗性遺伝子座の解析 

３．学会等名 

 2020 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Osanai M 

２．発表標題 

 Multiscale and multimodal Ca2+ imaging to avoid mereological fallacy in neuroscience. 

３．学会等名 

 第 64 回日本神経化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Mariko Saitoh, Yuji Kubota, Mutsuhiro Takekawa 

２．発表標題 

 Mutual regulation between MAPK phosphatases and the ERK pathway 

３．学会等名 

 G2 plus Retreat   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 藤原和之、柿崎利和、柳川右千夫 

２．発表標題 

 Neonatal NMDA receptor blockade and glutamate decarboxylase 67-kDa isoform haplodeficiency 

synergistically cause behavioral alterations 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 堀尾朋世, 椎名伸之 

２．発表標題 

 Novel regulation of RNA granule dynamics by neurodegenerative disease-causing gene products 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会・第 1 回 CJK 国際会議 2021 年 7 月  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 堀尾朋世, 椎名伸之 

２．発表標題 

 Novel regulation of RNA granule dynamics by neurodegenerative disease-causing gene products 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 鈴木秀明、繁冨英治、平山幸歩、高橋由香里、池中一裕、田中謙二、加藤総夫、尾藤晴彦、小泉修一 

２．発表標題 

 P2Y1 受容体を介したニューロンアストロサイト-ミクログリア間情報処理機構 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会・CJK 第 1 回国際会議  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 大橋愛美, 福田勉, 岡村睦美, 西谷直之, 岩尾正倫, 旦慎吾 

２．発表標題 

 pan-CDK 阻害活性を示す新規合成ラメラリン類縁体 Azalam 4の細胞特異的なアポトーシス誘導作用 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 豊國伸哉、Hao Zheng, Yingyi Kong, Yaguang Luo、本岡大社 

２．発表標題 

 Pathologic findings toward the concept of cancer as ferroptosis-resistance 変革する病理

学：形態診断から普遍的研究プラットフォームへ 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Masayasu Okada 

２．発表標題 

 Phosphorylation of GAP-43 T172 is a molecular marker of growing axons in a wide range of 

mammals including primates 

３．学会等名 

 第 9 回生理研-霊長研-新潟脳研合同シンポジウム   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 齊藤 まりこ、久保田 裕二、武川 睦寛 

２．発表標題 

 Phos–tag 電気泳動法を活用した MAPK phosphatase(MKP)と MAPK経路の相互調節機構の解析 

３．学会等名 

 第 72 回日本電気泳動学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 志津怜太 

２．発表標題 

 PXR 活性化の肝化学発がんへの影響の理解と機序解析 

３．学会等名 

 第３回医薬品毒性機序研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 原田昭和, 松本真司, 菊池章 

２．発表標題 

 RAS 下流のエフェクター分子 ARL4Cを標的とした膵癌の浸潤転移の制御 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 富永みずき、舩城桐子、坂本毅治、伊東剛、村上善則 

２．発表標題 

 Rb1/Trp53 遺伝子改変マウスモデルを用いた小細胞肺がんの悪性化における細胞接着分子 CADM1 の

解析 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Kazuya Yamagata 

２．発表標題 

 Regulation of Metabolism by nuclear factors 

３．学会等名 

 The Quadruple symposium-2021 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Shogo Sasaki, Yue Ma, Kazunori Ikebukuro, Masayuki Tera, Kazuo Nagasawa 

２．発表標題 

 Regulation of thrombin activity by a linear hexaoxazole of G-quadruplex ligand with 

controlling thrombin-binding aptamer topologies 

３．学会等名 

 The 48th International Symposium on Nucleic Acids Chemistry  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 宮西 肇、村松 慎一、新田 淳美 

２．発表標題 

 Regulatory mechanism of stress sensitivity by Shati/Nat8l in the dorsal striatum 

３．学会等名 

 第 95 回日本薬理学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 土居雅夫 

２．発表標題 

 Research for drug discovery aimed at circadian rhythm regulation by time-restricted gating 

of G-protein signaling 

３．学会等名 

 第 85 回日本循環器学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Aki Takahashi, Hiroko Suzaki, Satoru Takahashi, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Retinoic acid-related orphan receptor-γt overexpression affect the murine central nervous 

system and behaviors. 

３．学会等名 

 The 64th Annual Meeting of the Japanese Society of Neurochemistry.   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Joanne Ern Chi Soh、清水昭男、Md Rasel Molla、米野雅大、扇田久和 

２．発表標題 

 Rho A protects senescence heart by preserving mitochondrial function via Parkin 

３．学会等名 

 日本循環器学会基礎研究フォーラム   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Joanne Ern Chi Soh、清水昭男、Md Rasel Molla、米野雅大、扇田久和 

２．発表標題 

 Rho A rescues senescence heart by maintaining mitochondrial function via Parkin. 

３．学会等名 

 日本循環器学会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 奥野浩行、石井雄一郎、遠藤俊裕、鈴木祐輔、阿部学、今吉格、掛山正心、崎村建司、尾藤晴彦 

２．発表標題 

 Role of Arc in regulation of surface AMPA receptors and cognition 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Toyokuni S 

２．発表標題 

 Role of ferroptosis in carcinogenesis and tumor biology. AACR-JCA joint symposium on 

carcinogenesis and DNA damage in memory of Dr. Takashi Sugimura 

３．学会等名 

 Annual Meeting American Association for Cancer Research （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Iguchi, Y., Fukabori, R., Kato, S., & Kobayashi, K. 

２．発表標題 

 Role of the locus coeruleus-basolateral amygdalar noradrenergic projection in the retrieval 

of taste aversion memory in mice: a pharmacological and chemogenetic circuit manipulation 

study. 

３．学会等名 

 日本動物心理学会第 81 回大会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Hisao Masai, Yutaka Kanoh, Kaho Takasawa, Daisuke Koida, Seiji Matsumoto 

２．発表標題 

 Roles of G4 binding and multimization of Rif1 in S phase regulation in fission yeast cells. 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Asia Conference YEAST AND LIFE SCIENCES （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 渡海 紀子, 中村 貴紀, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 SAPK により制御されている miRNA-X は大腸癌のアポトーシスを 抑制する 

３．学会等名 

 第 80 回 日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 渡海 紀子、中村 貴紀、武川 睦寛 

２．発表標題 

 SAPK-regulated microRNA-X suppresses apoptosis in colorectal cancer 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Kae Nakamura 

２．発表標題 

 Serotonin Brain and beyond. 

３．学会等名 

 筑波大学神経科学先端セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Kei-ichiro Ishiguro 

２．発表標題 

 Sexually different mechanisms of meiotic cell cycle in mammalian germ cells 

３．学会等名 

 44th Annual meeting of Molecular Biology Society of Japan, （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 H Miyanishi, S Muramatsu, A Nitta. 

２．発表標題 

 Shati/Nat8l determine the stress sensitivity via regulation of BDNF expression in the 

striatum. 

３．学会等名 

 AsCNP (Asian College of Neuropsychopharmacology)  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Nitta A, Miyanishi H, Muramatsu S. 

２．発表標題 

 Shati/Nat8l dettermine the stress sensitivity via regulation of BDNF expression in the 

striatum 

３．学会等名 

 60th Annual metting of the American College of Neuropsychopharmacology (ACNP)  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Miyanishi H, Muramatsu S, Nitta A. 

２．発表標題 

 Shati/Nat8l dettermine the stress sensitivity via regulation of BDNF expression in the 

striatum 

３．学会等名 

 Toyama-Basel Meeting （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Nor Idayu A. Rahman、佐藤朗、清水昭男、米野雅大、Md Rasel Molla、Joanne Ern Chi Soh、Le Kim 

Chi Nguyen、和田晃典、河内明宏、扇田久和 

２．発表標題 

 Stomatin possesses tumor-suppressive effect via the PDPK1-Akt signaling axis. 

３．学会等名 

 日本生化学会近畿支部例会  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Ryuki Shimada, Kei-ichiro Ishiguro 

２．発表標題 

 STRA8 plays multiple roles in gonadal development and meiotic cell cycle in mouse female 

germ cells 

３．学会等名 

 International Symposium on the Biology of Vertebrate Sex Determination （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 高橋 晃、泉尾 直孝、浅野 昂志、新田 淳美 

２．発表標題 

 Suppressive effects of cervical lymph nodes excision on pathology of ischemic cerebral 

stroke 

３．学会等名 

 第 95 回日本薬理学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 玉谷 隆典、泉尾 直孝、中島 卓海、新田 淳美 

２．発表標題 

 Suppressive effects of glatiramer acetate on the addiction induced by methamphetamine via 

upregulation of osteopontin in mice 

３．学会等名 

 第 95 回日本薬理学会  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Toyokuni S 

２．発表標題 

 Symposium 4. Role of Redox-active Metals for the Prevention and Treatment of Cancer in the 

Era of Precision Medicine. Role of Ferroptosis in carcinogenesis and tumor biology 

３．学会等名 

 20th Biennial Meeting of Society for Free Radical Research International （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Seimiya H 

２．発表標題 

 Targeting G-quadruplex nucleic acids for cancer therapeutics 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Haruka Sato 

２．発表標題 

 Thalamocortical axons control the cytoarchitecture of neocortical layers by area-specific 

supply of VGF  

３．学会等名 

 The International Symposium on Development and PLASTICITY of NEURAL SYSTEMS  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 小野大輔 

２．発表標題 

 The central circadian clock regulates wakefulness via CRF neurons in the hypothalamus. 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Ageta-Ishihara N, Kosaka Y, Fujiwara R, Fuse N, Suzuki A, Kinoshita I, Mizukami M, Kinoshita 

M. 

２．発表標題 

 The coordination of septin cytoskeleton and actomyosin underlying memory consolidation 

３．学会等名 

 The 80th Fujihara Seminar “Molecular and cellular mechanisms of brain systems generating 

individuality”  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Noriko Gotoh 

２．発表標題 

 The cytoplasmic adaptor FRS2beta fashions a cytokine-rich inflammatory microenvironment 

that promotes breast cancer carcinogenesis 

３．学会等名 

 American Association for Cancer Research (AACR) Annual Meeting 2021  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Weiru Jiang, Toshikazu Kakizaki, Goichi Miyoshi, Yuchio Yanagawa 

２．発表標題 

 The effect of GABA deficiency on embryonic neocortical development 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Weiru Jiang, Toshikazu Kakizaki, Goichi Miyoshi, Masashi Kurachi, Yasuki Ishizaki, Yuchio 

Yanagawa 

２．発表標題 

 The effect of GABA on embryonic neocortical development 

３．学会等名 

 第 68 回北関東医学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Iguchi, Y., Hikishima, K., & Kobayashi, K. 

２．発表標題 

 The individual history of reward learning and stress responsibility: resilience induced 

by contingency learning between action and reward. 

３．学会等名 

 The 43rd Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Nobuyuki Sakayori, Masanori Katakura, Makoto Sugita, Kazuto Kobayashi 

２．発表標題 

 The roles of brain polyunsaturated fatty acids in dopamine-dependent ingestive behaviors 

３．学会等名 

 The 44th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society・The 1st CJK International Meeting  （国

際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Sano, H., Nakamura, A., Yamane, M., Niwa, H., Nishimura, T., Araki, K., Takemoto, K., 

Ishiguro, K., Aoki, H., and Kojima, M. 

２．発表標題 

 The roles of the polyol pathway in sensing glucose uptake. 

３．学会等名 

 第 14 回日本ショウジョウバエ研究会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Masao Doi 

２．発表標題 

 Time as medicine and disease etiology 

３．学会等名 

 The CFBT Summer Showcase, Manchester, UK （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Saeki N. and Abe M. 

２．発表標題 

 Trps1 hypomorph mice show postnatal skeletal dysplasia. 

３．学会等名 

 DevDMM online meeting (September 17, 2021)  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 扇田久和、佐藤朗 

２．発表標題 

 Tumor microenvironment-mediated upregulation of stomatin for suppressing the tumor growth 

by inhibiting the Akt pathway 

３．学会等名 

 日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 竹馬俊介 

２．発表標題 

 T細胞寛容におけるクロマチン制御因子 TRIM28の機能解析 

３．学会等名 

 第 29 回京都 T 細胞会議   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 齋藤 彩夏、寺井 秀樹、浜本 純子、岡田 真彦、福島 貴大、篠崎 太郎、堀内 康平、杉原 快、光石 

彬史、胡谷 俊樹、竹原 朋宏、池村 辰之介、安田 浩之、川田 一郎、副島 研造、福永 興壱 

２．発表標題 

 UFMylation経路異常による薬剤感受性の変化に関する検討 

３．学会等名 

 第 61 回日本呼吸器学会学術講演会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Toshio Nishikawa 

２．発表標題 

 Unified synthesis of aplysiatoxin/ocillatoxins, Hawaiian marine natural products 

３．学会等名 

 The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2021(Pacifichem2021) （招待講演） 

（国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 Osanai M, Hasegawa N, Tanihira H, Kikuta S, Sano H, Kajita Y, Ohshiro T,  Nambu A, Homma 

N, Mushiake H 

２．発表標題 

 Validation of neural activity measurement by activity-induced manganese-enhanced MRI 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 後藤篤史, 河村真吾, 槇利衣, 岩田直也, 蔵満紀成, 中村寛, 永野昭仁, 野澤聡, 松本和, 田口純

平, 山田泰広, 秋山治彦 

２．発表標題 

 αSMA-CreERT2 BAC トランスジェニックマウスの作製 

３．学会等名 

 第 36 回 日本整形外科学会基礎学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 角真由, 奥谷浄也, 宮城一仁, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 アザラメラリン Dおよび Nの全合成 

３．学会等名 

 日本化学会 第 101 春季年会 (2021)   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 本間拓二郎、武田裕司、赤塚慎也、斉藤真一、豊國伸哉、藤井順逸 

２．発表標題 

 アスコルビン酸によるスーパーオキシド消去は SOD1 欠損マウスの生存に必須である 

３．学会等名 

 第 74 回日本酸化ストレス学会・第 21 回日本 NO 学会合同学術集会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 木村正成, 末吉巽, 小野寺玄, 福田勉 

２．発表標題 

 アルキニルボレートを鍵中間体とするオキサボロールの高選択的構築 

３．学会等名 

 第 67 回有機金属化学討論会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 疋田清美、村田富保、仲吉朝希、小田彰史、浅尾直樹、旦慎吾、金田典雄 

２．発表標題 

 イソフラボン(S)-Erypoegin Kの標的分子の同定：新規トポイソメラーゼ II阻害剤 

３．学会等名 

 日本薬学会第 141 年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 副島英伸 

２．発表標題 

 エピゲノム異常疾患の病態解明と病因再定義 

３．学会等名 

 AMED 難治性疾患実用化研究事業 G-2「精緻エピゲノム解析技術開発と IRUD未解明症例への応用」R2 年度班会

議   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 綿谷 成恭、若林 勇樹、寺 正行、馬 悦、長澤 和夫 

２．発表標題 

 オキサゾール骨格を有するグアニン四重鎖特異的 turn-on 型リガンドの開発 

３．学会等名 

 日本化学会 第 101 回春季年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 オレキシンとナルコレプシー症状発現メカニズムの最新研究 

３．学会等名 

 第 12 回日本臨床睡眠医学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 オレキシン神経活動によるレム睡眠と脱力発作の調節 

３．学会等名 

 2021 年度生理学研究所研究会  運動・行動から紐解く脳神経回路発達メカニズムの異分野融合研究による解明 

（招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 船戸洋佑、本田茉子、山崎大輔、三木裕明 

２．発表標題 

 がん細胞の酸性環境適応機構「acid addiction」の分子メカニズム解析 

３．学会等名 

 第 94 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 大山彩, 佐々木捷悟, 寺正行, 長澤和夫 

２．発表標題 

 グアニン四重鎖を安定化する大環状ヘキサオキサゾールオリゴマーの開発 

３．学会等名 

 日本化学会第 102 回春季年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 繁冨英治、小泉修一 

２．発表標題 

 グリア-ニューロン機能連関のマルチモーダルイメージング 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会・CJK 第 1 回国際会議  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 藤原和之、佐藤匠、宮坂佳樹、真下知士、柳川右千夫 

２．発表標題 

 グルタミン酸脱炭酸酵素 67kDaアイソフォーム (GAD67) ノックアウトラットが示す恐怖記憶の変

化 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム若手技術講習会 2021 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 服部奈緒子、木村佳那、飯田直子、今井俊夫、小泉美帆、本田浩章、牛島俊和 

２．発表標題 

 クロモドメインタンパク Cdyl2は幹細胞の多能性維持に重要である 

３．学会等名 

 第 14 回日本エピジェネティクス研究会年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 渡部文子 

２．発表標題 

 ジェンダー平等とダイバーシティ推進への日本神経科学会の取り組みと ALBA の紹介 

３．学会等名 

 第 40 回日本認知症学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 吉田 愛美, 合田 光寛, 杉本 祐悟, 八木田 ひかり, 神田 将哉, 吉岡 俊彦, 櫻田 巧, 相澤 風

花, 濱野 裕章, 岡田 直人, 八木 健太, 石澤 有紀, 座間味 義人, 石澤 啓介 

２．発表標題 

 シスプラチン誘発腎障害に対する新規予防候補薬の効果 

３．学会等名 

 第 140 回日本薬理学会近畿部会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 吉田 愛美, 合田 光寛, 杉本 祐悟, 八木田 ひかり, 神田 将哉, 吉岡 俊彦, 櫻田 巧, 石澤 有

紀, 相澤 風花, 濱野 裕章, 岡田 直人,八木 健太, 座間味 義人, 石澤 啓介 

２．発表標題 

 シスプラチン誘発腎障害に対する新規予防薬の探索 

３．学会等名 

 第 60 回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会中国四国支部学術大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 米野雅大、Md Rasel Molla、清水昭男、扇田久和 

２．発表標題 

 ジペプチジルペプチダーゼ IIIが糖尿病性腎臓病を抑制する作用機序 

３．学会等名 

 日本生化学会大会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 大守伊織，大内田守，今井宏彦，豊國伸哉，真下知士 

２．発表標題 

 チオレドキシンの機能低下は神経細胞とオリゴデンドロサイトの細胞死を惹起する 

３．学会等名 

 第４４回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 柳田 和輝, 佐々木 捷悟, 馬 悦, 池袋 一 典, 寺 正行, 長澤 和夫 

２．発表標題 

 テロメアグアニン四重鎖と選択的に共有結合する光架橋型ヘキサオキサゾール化合物の開発 

３．学会等名 

 日本ケミカルバイオロジー学会第 15 回年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 柳田 和輝, 佐々木 捷悟, 馬 悦, 池袋 一 典, 寺 正行, 長澤 和夫 

２．発表標題 

 テロメアグアニン四重鎖と選択的に共有結合する光架橋型ヘキサオキサゾール化合物の開発 

３．学会等名 

 日本化学会第 102 回春季年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 青山 愛、藤元次郎、平野弘之、渡辺信元、長田裕之、仙波憲太郎 

２．発表標題 

 ドーパミン受容体アンタゴニストの受容体非依存的なフォーカス形成抑制能 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 トラウマ記憶の制御基盤の解明と PTSD治療方法開発への応用 

３．学会等名 

 生体機能と創薬シンポジウム 2021 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山平達也, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 ニッケル触媒を用いた二酸化炭素によるプロパルギルアルコールの直接的カルボキシル化反応 

３．学会等名 

 日本化学会 第 101 春季年会 (2021)   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 繁冨英治、小泉修一 

２．発表標題 

 ニューロン-グリア間情報伝達の可視化 

３．学会等名 

 第 64 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 井本正哉 

２．発表標題 

 パーキンソン疾患治療薬シード化合物のケミカルバイオロジー 

３．学会等名 

 第 94 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 中村萌香, 神﨑香穂, 是枝杏佳, 杉山拓朗, 福田勉, 石橋郁人, 川﨑則彦, 石原淳, 武田弘資 

２．発表標題 

 パイロトーシス抑制剤の探索 

３．学会等名 

 令和３年度日本生化学会九州支部例会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 豊國伸哉 

２．発表標題 

 フェロトーシス抵抗性と発がん 

３．学会等名 

 第 21 回日本抗加齢医学会 会長企画シンポジウム 5：メタロミクスと抗加齢医学 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 豊國伸哉 

２．発表標題 

 フェロトーシス抵抗性と発がん 

３．学会等名 

 第 29 回日本 Cell Death学会 シンポジウム III：フェロトーシス研究の最前線 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 豊國伸哉 

２．発表標題 

 フェロトーシス抵抗性と発がん 

３．学会等名 

 日本酸化ストレス学会, 第 74 回日本酸化ストレス学会, 第 21 回日本 NO 学会合同集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 Hikmawan Wahyu Sulistomo、根本隆行、鹿毛陽子、藤井 哉、尾藤晴彦、武谷 立 

２．発表標題 

 フォルミン蛋白質 Fhod3による大脳皮質錐体細胞の樹状突起スパインの形態制御 

３．学会等名 

 第 94 回日本生化学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 成瀬智恵、杉原一司、杉山文博、浅野雅秀 

２．発表標題 

 プロテインデグロンシステムによるがん免疫療法を用いたがん細胞増殖の抑制 

３．学会等名 

 第 68 回日本実験動物学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 安藤 康史 

２．発表標題 

 ペリサイト選択的 ATP 感受性カリウムチャネルによる中枢特異的な血管平滑筋細胞分化制御メカニ

ズムの解明 

３．学会等名 

 第 29 回日本血管生物医学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 南歩実、岸本真治、渡辺賢二 

２．発表標題 

 ベンゾフラン骨格を有する糸状菌由来天然物 fumimycinおよび lentofuranineの生合成研究 

３．学会等名 

 第 23 回天然薬物の開発と応用シンポジウム   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 小野寺玄, 桑原麟太郎, 福田勉, Norbert Krause, 木村正成 

２．発表標題 

 ホスフィン−ボラン配位子と金触媒によるマロン酸エステル誘導体の Conia-Ene反応 

３．学会等名 

 第 67 回有機金属化学討論会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 平松征洋、鈴木孝一朗、西田隆司、堀口安彦 

２．発表標題 

 マウス咳発症モデルを用いた百日咳の咳発作発症機構の解明 

３．学会等名 

 第 94 回日本細菌学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 平松征洋、鈴木孝一朗、西田隆司、堀口安彦 

２．発表標題 

 マウス咳発症モデルを用いた百日咳の咳発症メカニズムの解析 

３．学会等名 

 第 15 回細菌学若手コロッセウム   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 宮西肇、村松慎一、新田淳美 

２．発表標題 

 マウス線条体における Shati/Nat8-BDNF経路 lによるストレス感受性制御 

３．学会等名 

 第 43 回日本生物学的精神医学会・第 51 回日本神経精神薬理学会合同年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 徳竹伯洸, 浅野昴志, 泉尾直孝, 新田淳美. 

２．発表標題 

 マウス前頭前皮質 CB1 受容体の認知記憶へ の関与 

３．学会等名 

 2021 年度アルコール・薬物依存関連学会合同学術総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 徳竹 伯洸、浅野 昂志、泉尾 直孝、新田 淳美 

２．発表標題 

 マウス前頭前皮質 CB1受容体の認知機能への関与 

３．学会等名 

 第 95 回日本薬理学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 日比健人、若松馨、柳川右千夫、中川祐子、藤谷与士夫、宮田茂雄 

２．発表標題 

 マウス膵島が産生する GABAの主要合成酵素の解明 

３．学会等名 

 第 68 回北関東医学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 神吉智丈 

２．発表標題 

 ミトコンドリアオートファジーの誘導機構 

３．学会等名 

 J-mit 特別 オンラインシンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 永山 晶、海老沢 優弥、武藤 雄一郎、吉越 裕介、斎藤 慎一 

２．発表標題 

 ヨウ化アリールとアルキニルホウ素化合物のカップリング反応を利用した[2]ロタキサンの合成と

その動的挙動 

３．学会等名 

 日本化学会第 101 春季年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 田口恵子 

２．発表標題 

 ラットモデルから紐解く Keap1-Nrf2システムの新たな役割 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 赤木祐香、髙山祐三、木田泰之 

２．発表標題 

 ラマン分光法を用いた神経活動の非侵襲な評価技術の開発 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 石川 遼、安田 瑞穂、馬 悦、長澤 和夫、寺 正行 

２．発表標題 

 リガンド相互作用が及ぼすグアニン四重鎖の S1ヌクレアーゼ活性への影響 

３．学会等名 

 日本化学会 第 101 回春季年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 リボソームプロファイリングのコツ 

３．学会等名 

 イルミナウェブセミナープロフェッショナルシリーズ （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 近田 史仁、渡辺 拓真、武藤 雄一郎、吉越 裕介、斎藤 慎一 

２．発表標題 

 ルテニウム触媒による 2-アルキニルフェニルボロン酸の 1,2-炭素転位を伴う環化異性化反応 

３．学会等名 

 日本化学会第 101 春季年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 藤飯愼也、村田唯 、文東美紀、仲地ゆたか、荒木喜美、岩本和也 

２．発表標題 

 レトロトランスポゾン LINE-1転移モニターマウスの作製 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山縣和也 

２．発表標題 

 ワークショップ：NAD 依存性酵素の高次生体機能調節機構—エネルギー代謝を超えてー SIRT7 によ

る加齢関連疾患の発症制御 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 住谷昌彦 

２．発表標題 

 遺伝子多型から実現する緩和ケア診療最適化 

３．学会等名 

 第 43 回日本疼痛学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 栄養・食糧研究分野において齧歯類を用いた脳科学的手法を活用する ー定量的な行動解析・形態解

析を行うには？ー 

３．学会等名 

 第 75 回日本栄養・食糧学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 栄養不足による脳内炎症を介した記憶障害機構とその改善方法の開発 

３．学会等名 

 レドックス R&D 戦略委員会第１回企画シンポジウム「翻訳・アミノ酸代謝調節による生体機能制御」 （招待

講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 河原 康一、中川 俊輔、岡本 康裕、古川 龍彦 

２．発表標題 

 核小体ストレス応答による小児腫瘍の新たな治療戦略 

３．学会等名 

 第 59 回日本癌治療学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 志津怜太 

２．発表標題 

 核内受容体を介した肝化学発がん： リスク評価に向けた機序と種差の理解 

３．学会等名 

 第 48 会日本毒性学会学術年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 楠井優香, 宇野恭介, 泉尾直孝, 村松慎一, 新田淳美 

２．発表標題 

 覚せい剤メタンフェタミンのマウス行動学的変化に対するプレシナプスタンパク質 Piccoloの作用. 

３．学会等名 

 第 43 回日本生物学的精神医学会・第 51 回日本神経精神薬理学会合同年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 新田淳美 

２．発表標題 

 覚醒剤メタンフェタミンの依存性および毒性への抑制分子群 

３．学会等名 

 第 64 回日本神経化学大会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 黒坂 寛 

２．発表標題 

 顎顔面形成不全を伴う希少疾患における矯正歯科治療の役割 

３．学会等名 

 第 80 回日本矯正歯科学会学術大会＆第 5 回国際会議 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 服部奈緒子、Liu Yu-Yu, 木村佳那、小泉美帆、本田浩章、牛島俊和 

２．発表標題 

 幹細胞のエピゲノム記憶に関わるヒストンリーダーの同定 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 河原 康一、川畑拓斗、古川 龍彦 

２．発表標題 

 癌抑制遺伝子 P53を活性化する核小体ストレス応答による癌治療感受性の制御 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 上田(石原)奈津実, 木下専 

２．発表標題 

 記憶の長期化に寄与するスパイン内小胞体の役割 

３．学会等名 

 第 19 回神経科学研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 乙田篤輝、李雪婷、初金玲、本野芽衣、齋藤惇、江崎博仁、西谷直也、出山諭司、金田勝幸 

２．発表標題 

 急性拘束ストレスによるコカイン報酬記憶増強における内側前頭前野セロトニン神経伝達の役割 

３．学会等名 

 日本薬学会第 141 年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 恐怖記憶の制御基盤の解明と PTSD治療方法開発への応用 

３．学会等名 

 第 43 回日本生物学的精神医学会・第 51 回日本神経精神薬理学会 合同年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 恐怖記憶制御基盤の解明と PTSD治療方法への応用 

３．学会等名 

 第 13 回不安症学会学術大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 川淵公美子, 大川宜昭, 瀬戸川将, 斎藤喜人, 増崎紘平, 小山内実 

２．発表標題 

 極微細蛍光内視鏡イメージングシステムによるマウス両側海馬 CA1 Ca2+イメージング 

３．学会等名 

 第 113 回近畿生理学談話会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 桑原麟太郎, 小野寺玄, 福田勉, Norbert Krause, 木村正成 

２．発表標題 

 金/ホスフィン−ボラン触媒系によるアルキン部位を有するマロン酸エステル誘導体の Conia-Ene 反

応 

３．学会等名 

 日本化学会 第 101 春季年会 (2021)   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 小林 大地, 渡井 友也, 小澤 まどか, 神田 泰洋, 雑賀 史浩, 木口 倫一, 松崎 伸介, 片貝 智哉 

２．発表標題 

 苦味物質は ROCK シグナリングを増強させ好中球遊走を促進する 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 減数分裂の開始機構 

３．学会等名 

 第 39 回日本受精着床学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 減数分裂開始の性差 

３．学会等名 

 第 93 回日本遺伝学会大会 ワークショップ「非ゲノム情報複製機構による生命現象の制御」 （招待講演） （国

際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 住谷昌彦 

２．発表標題 

 巧いオピオイド・マネジメント 

３．学会等名 

 第 55 回日本ペインクリニック学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 河原 康一、古川 龍彦 

２．発表標題 

 抗癌剤の治療感受性を左右する核小体ストレス応答機構の解明 

３．学会等名 

 第 80 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 李 惠子、安康真由香、長谷川 純崇 

２．発表標題 

 抗体薬抵抗性子宮体部漿液性がん腹膜播種に対する標的アルファ線治療 

３．学会等名 

 日本放射線影響学会第 64 回大会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 塚野千尋 

２．発表標題 

 構造活性相関を指向した 3次元構造を有するリコポジウムアルカロイドの全合成  

３．学会等名 

 第 5 回 京都大学 農学ー化学研究所  研究交流会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 大橋愛美, 福田勉, 岡村睦美, 西谷直之, 岩尾正倫, 旦慎吾 

２．発表標題 

 高い抗がん選択性を持つ新規合成ラメラリン類縁体 Azalam 4 の抗がん作用様式の解析 

３．学会等名 

 第 25 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 吉田 香，魏 民，藤岡正喜, 吉田 泉，寺本 勲 

２．発表標題 

 高脂肪食摂取加齢マウスにおける亜鉛の長期間投与が学習・記憶能に及ぼす影響 

３．学会等名 

 第 38 回 日本微量栄養素学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 吉田 泉，吉田 香，高橋 有志，藤田 和弘，五十嵐 友二 

２．発表標題 

 黒ショウガ（Kaempferia parviflora）による脳認知機能改善効果の可能性 

３．学会等名 

 日本農芸化学会 2021 年度仙台大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 木村 聖美、杉原 英志、山口 さやか、信末 博行、サンペトラ 

オルテア、大槻 雄士、武藤 章弘、佐谷 秀行、清水 孝恒 

２．発表標題 

 骨肉腫に対する MEK 阻害療法の検証 

３．学会等名 

 第８０回日本癌学会学術総会  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 清水孝恒、木村聖美、武藤章弘、佐谷秀行 

２．発表標題 

 骨肉腫に対する MEK阻害療法の検証 

３．学会等名 

 第５３回日本臨床分子形態学会総会・学術集会  （国際学会） 

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 佐々木 捷悟、馬 悦、寺 正行、長澤 和夫 

２．発表標題 

 鎖状型ヘキサオキサゾールを用いたグアニン四重鎖のトポロジー変化による結合タンパク質の活性

制御 

３．学会等名 

 日本ケミカルバイオロジー学会 第 15 回年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 岡香織 

２．発表標題 

 最⻑寿齧⻭類ハダカデバネズミにおける炎症抑制と発がん耐性の連関 

３．学会等名 

 第 42 回日本基礎老化学会シンポジウム  

 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山本一男 

２．発表標題 

 細胞の"大きさ"を調節する仕組みから紐解く疾患の新しい理解 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 森泉 寿士、中村 貴紀、曺永 旻、河西 通、武田 洋幸、鈴木 貴、武川 睦寛 

２．発表標題 

 細胞の生き死にを決定するアナログ - デジタル変換システムの解明 

３．学会等名 

 第 73 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 森泉 寿士、中村 貴紀、曺永 旻、河西 通、武田 洋幸、鈴木 貴、武川 睦寛 

２．発表標題 

 細胞の生き死にを決定するアナログ-デジタル変換システムの解明 

３．学会等名 

 第 73 回 日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 伊東剛、舩城桐子、種井善一、仁木利郎、松原大祐、村上善則 

２．発表標題 

 細胞接着分子 CADM1は小細胞肺がんの増殖及び転移を促進する 

３．学会等名 

 第 30 回日本がん転移学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 塚野千尋 

２．発表標題 

 三次元構造を持つリコポジウムアルカロイドの全合成：活性発現の構造要因の解明を目指して 

３．学会等名 

 日本農芸化学会 2021 年度大会（仙台･オンライン開催）大会シンポジウム「天然物を基盤とした化学スペース

拡充」 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 李 惠子、安康真由香、長谷川 純崇 

２．発表標題 

 子宮体部漿液性がん腹膜播種に対する標的アルファ線治療の前臨床研究 

３．学会等名 

 第６１回日本核医学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 松原有也、岸本真治、渡辺賢二 

２．発表標題 

 糸状菌 Aspergillus lentulusの生産する新規天然物 lentopeptin類の単離、構造決定および生合成 

３．学会等名 

 第 23 回天然薬物の開発と応用シンポジウム   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 松原 有也、岸本 真治、渡辺 賢二 

２．発表標題 

 糸状菌 Aspergillus lentulus由来新規化合物 lentopeptin類の単離・構造決定および生合成 

３．学会等名 

 日本薬学会第 141 年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 松原 有也、岸本 真治、渡辺 賢二 

２．発表標題 

 糸状菌 Aspergillus lentulus由来新規化合物 lentopeptin類の単離・構造決定および生合成解析 

３．学会等名 

 日本農芸化学会 2021 年度大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 南 歩実、岸本 真治、渡辺 賢二 

２．発表標題 

 糸状菌由来天然物 fumimycinの特異な骨格に関する生合成研究 

３．学会等名 

 日本農芸化学会 2021 年度大会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 小野大輔 

２．発表標題 

 視交叉上核による日内休眠調節メカニズム 

３．学会等名 

 SCN サロン （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部の特定神経細胞の運命操作、活動操作を用いた睡眠覚醒調節機構の解明 

３．学会等名 

 第 68 回日本実験動物学会総会 学術集会委員会シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部神経による睡眠覚醒と記憶の制御 

３．学会等名 

 千葉不眠症 Web 講演会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 軟骨細胞における Sox9遺伝子のエンハンサー領域の同定と機能解析 

２．発表標題 

 小林 紗知, 波多 賢二, 高畑 佳史，村上 智彦，西村 理行 

３．学会等名 

 第 39 回日本骨代謝学会学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 菊池章 

２．発表標題 

 上皮形態形成研究を基盤とした新規抗がん剤開発 

３．学会等名 

 第 51 回日本膵臓学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 渡部文子 

２．発表標題 

 情動価値の生成と変容を支える神経回路メカニズム 

３．学会等名 

 第 20 回日本生理学会若手の会 サマースクール (ウインタースクール) （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 渡部文子 

２．発表標題 

 情動記憶の形成を支える神経回路メカニズム 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 神経活動操作を用いた睡眠覚醒と記憶の制御機構の解明 

３．学会等名 

 第 145 回日本薬理学会関東部会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 土本大介 

２．発表標題 

 神経幹細胞特異的イノシン三リン酸分解酵素ノックアウトマウスは脳神経細胞脱分極とてんかん発

作を示す 

３．学会等名 

 2020 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 岩本和也 

２．発表標題 

 神経系における LINE-１の機能と精神疾患 

３．学会等名 

 第 5 回転移因子研究会（遺伝研研究会）   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 睡眠覚醒調節におけるオレキシンの役割について 

３．学会等名 

 第 49 回日本頭痛学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 睡眠覚醒調節におけるオレキシンの役割について 

３．学会等名 

 不眠症 Web 講演会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 棗田 学、宮原弘明、吉村淳一、塚本佳広、大石誠、Charles G. Eberhart 、柿田明美、藤井幸彦 

２．発表標題 

 髄芽腫における GLI3 発現および役割 -完結編- 

３．学会等名 

 第 39 回日本脳腫瘍病理学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 生殖細胞における体細胞分裂から減数分裂への切り替え機構と性差 

３．学会等名 

 第 126 回日本解剖学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 高田幸, 小寺千聡, 竹本一政, 坂下陽彦, 前田亮, 島田龍輝, 立花 誠, 行川 賢, 荒木喜美, 石黒

啓一郎 

２．発表標題 

 生殖細胞特異的 ZFP541複合体は減数分裂前期脱出の転写制御に働く 

３．学会等名 

 14 回 日本エピジェネティクス研究会年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 岩崎亜美・村田康輔・川村名子・中務 胞・阿部 学・夏目里恵・杉村智史・﨑村建司・山城秀昭 

２．発表標題 

 生殖巣特異的 GATA4欠損マウスの作製と胚盤胞補完法に用いる受容胚としての適用性の検討 

３．学会等名 

 第 114 回 日本繁殖生物学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 三宅崇仁、井ノ上雄一、土居雅夫 

２．発表標題 

 生理的体温変化による体内時計のパラメトリック制御 

Parametric entrainment of the circadian clock by body temperature change 

３．学会等名 

 第 59 回日本生物物理学会年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 藤原和之 

２．発表標題 

 精神神経疾患モデルとしてのグルタミン酸脱炭酸酵素 GAD67ノックアウトラット 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会 2020 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 清宮啓之 

２．発表標題 

 染色体の終わりから始まるがん創薬 

３．学会等名 

 日本遺伝学会市民公開講座 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 末岡知己, 田村篤史, 稲垣 良, 小林和人, 小山内実 

２．発表標題 

 線条体間接路ニューロンの応答特性への D2 受容体活性化の影響 

３．学会等名 

 第 113 回近畿生理学談話会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 田村 篤史, 小林 和人, 小山内 実 

２．発表標題 

 線条体投射ニューロンの小胞体依存的なカルシウム振動 

３．学会等名 

 2021 年度 先端モデル動物支援プラットフォーム若手技術講習会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 浴 俊彦、小林大士、村上匠蔵、広瀬 侑 

２．発表標題 

 線虫 RIG-Iホモログ DRH-1の調製と核酸依存性 ATPase活性評価 

３．学会等名 

 日本薬学会第 141 年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 栗山 裕子、清水 晶、金井 早紀、及川 大輔、徳永 文稔、石川 治、茂木 精一郎 

２．発表標題 

 全身性エリテマトーデス、皮膚筋炎、自己免疫水泡症における協調したレトロトランスポゾンとⅠ型

IFN 経路の特徴 

３．学会等名 

 第 68 回北関東医学会総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 本野芽衣、齋藤惇、乙田篤輝、張たん、江崎博仁、李雪婷、西谷直也、出山諭司、金田勝幸 

２．発表標題 

 他個体の社会的敗北ストレスの観察はコカインに対する欲求を増大させる 

３．学会等名 

 次世代を担う若手のための創薬・医療薬理シンポジウム 2021   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 本野芽衣、齋藤惇、乙田篤輝、張たん、江崎博仁、李雪婷、西谷直也、出山諭司、金田勝幸 

２．発表標題 

 他個体の社会的敗北ストレスの観察はコカインに対する欲求を増大させる 

３．学会等名 

 生体機能と創薬シンポジウム 2021   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 奥村和弘 

２．発表標題 

 多段階皮膚発がんマウスモデルを用いたがん修飾因子の同定 

３．学会等名 

 第 68 回日本実験動物学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 石黑 啓一郎 

２．発表標題 

 胎児期メス生殖細胞における減数分裂開始と細胞周期 G1/S期の同調のメカニズム 

３．学会等名 

 第 38 回 染色体ワークショップ 第 19 回 核ダイナミクス研究会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 内村康寛、日野広大、木村智子、篠原正和、醍醐弥太郎、宇田川潤 

２．発表標題 

 胎児期低栄養で発現が増加する SLC22a23輸送体の機能解析 

３．学会等名 

 第 126 回日本解剖学会総会・全国学術集会 / 第 98回日本生理学会大会 合同大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 正井久雄、田中卓、深津理乃、鷺朋子 

２．発表標題 

 大腸菌の第二の複製経路から明らかになる 複製様式の多様性と普遍性 

３．学会等名 

 日本遺伝学会 第 93 回大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 清水 佑一、寒河江 陽菜、荒井 誠、張 吉、関根 伶生、内田 あおい、伊藤 亮、松村 欣宏、酒井 寿

郎 

２．発表標題 

 中枢神経系におけるヒストン脱メチル化酵素 JMJD1Aを介した環境適応機構の解明 

３．学会等名 

 第 44 回分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 清水 佑一、寒河江 陽菜、荒井 誠、張 吉、関根 伶生、内田 あおい、伊藤 亮、松村 欣宏、

酒井 寿郎 

２．発表標題 

 中枢神経系におけるヒストン脱メチル化酵素を介した環境適応機構の解明 

３．学会等名 

 第 44 回分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 岩崎 誠、長尾 和哉、及川 大輔、小迫 英尊、徳永 文稔、高橋 宏隆、澤崎 達也 

２．発表標題 

 直鎖状ポリユビキチン鎖デコーダーZnUBP の NF-Bシグナル制御機構の解明 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 及川大輔 

２．発表標題 

 直鎖状ユビキチン修飾を介した炎症・免疫応答制御機構の研究 

３．学会等名 

 第 67 回日本生化学会近畿支部例会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 住谷昌彦 

２．発表標題 

 痛みなくがん治療を受けるコツ 

３．学会等名 

 2021 年度都医学研第 4 回都民講座 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 高橋 弘雄, 松井 健, 森 英一朗, 山本 融, 坪井 昭夫 

２．発表標題 

 転写因子 Npas4 による低分子量 G タンパク質 Gem の発現誘導は神経活動依存的な虚血耐性を引き起

こす 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 形見祐人、藤井喬之、田中彩、下野隆一、久保裕之 

２．発表標題 

 当科で経験した精巣捻転症 8例の検討 

３．学会等名 

 第 60 回日本小児外科学会中国四国地方会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 福田 茉由、向井 淳 

２．発表標題 

 統合失調症の認知機能障害を改善するエピゲノム治療薬・治療法の探索 

３．学会等名 

 日本薬理学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 動物モデルから理解する心的外傷後ストレス障害とその治療方法 

３．学会等名 

 第 20 回日本トラウマティック・ストレス学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 南歩実、岸本真治、渡辺賢二 

２．発表標題 

 特異なベンゾフラン骨格を有する糸状菌由来天然物の生合成研究 

３．学会等名 

 日本生薬学会第 67 回年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 南 歩実、岸本 真治、渡辺 賢二 

２．発表標題 

 特異な骨格を有する糸状菌由来天然物 fumimycinの生合成研究 

３．学会等名 

 日本薬学会第 141 年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 小林 紗知, 波多 賢二, 高畑 佳史，村上 智彦，高野 洋志，八尾良司, 鵜澤 成一, 西村 理

行 

２．発表標題 

 軟骨細胞における Sox9遺伝子の発現制御機構の解明 

３．学会等名 

 第６回日本骨免疫学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 菊池 浩二, 中川 真美, 藤森 俊彦, 石黒 啓一郎, 荒木 喜美, 中村 輝, 鈴木 誠, 中西 宏之 

２．発表標題 

 軟骨細胞の細胞極性を制御する新たな分子メカニズムとその破綻による骨格形成への影響 

３．学会等名 

 第 94 回日本生化学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 菊池 浩二、中川 真美、藤森 俊彦、石黒 啓一郎、荒木 喜美、中村 輝、鈴木 誠、中西 宏之 

２．発表標題 

 軟骨細胞の細胞極性を制御する新たな分子メカニズムとその破綻による骨格形成への影響 

３．学会等名 

 日本発生生物学会第 54 回大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 岸本真治 

２．発表標題 

 二次代謝における酵素反応と非酵素反応 

３．学会等名 

 日本生薬学会第 67 回年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 後藤典子 

２．発表標題 

 乳がんを発症させるサイトカイン豊富な炎症性微小環境は、膜結合アダプターFRS2beta によって構

築される 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 酒寄信幸、片倉賢紀、杉田誠、小林和人 

２．発表標題 

 妊娠中に摂取する多価不飽和脂肪酸の偏りは仔において快楽的摂食を促す 

３．学会等名 

 第 75 回日本栄養・食糧学会大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 松田碧 

２．発表標題 

 熱ショック誘導性ストレス顆粒形成を担う新規コアタンパク質の同定 

３．学会等名 

 日本電気泳動学会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 松田碧 

２．発表標題 

 熱ショック誘導性ストレス顆粒形成を担う新規コアタンパク質の同定 

３．学会等名 

 日本分子生物学会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 松田 碧, 中村 貴紀, 小迫 英尊, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 熱ショック誘導性ストレス顆粒形成を担う新規コアタンパク質の同定 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 酒寄信幸 

２．発表標題 

 脳の発生・発達における必須脂肪酸の役割 

３．学会等名 

 日本脂質栄養学会第 30 回大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 増﨑紘平, 川淵公美子, 廣瀬くるみ, 田村篤史, 小山内実 

２．発表標題 

 脳機能イメージングのための極微細蛍光内視鏡イメージングシステムの改良 

３．学会等名 

 第 113 回近畿生理学談話会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 小山内実, 川淵公美子, 末岡知己, 増﨑紘平, 松下知佳, 上村 優輝, 田村篤史 

２．発表標題 

 脳機能発現メカニズムの解明を目指したマルチスケールイメージングシステム 

３．学会等名 

 第 113 回近畿生理学談話会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 岩本和也 

２．発表標題 

 脳神経系における体細胞変異と精神疾患 

３．学会等名 

 第 66 回日本人類遺伝学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 川瀧紗英子 

２．発表標題 

 発癌ストレスによって誘導される SAPK経路活性化の分子機構と生理的意義の解析（ポスター発表） 

３．学会等名 

 第４４回分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 三宅崇仁、井ノ上雄一、土居雅夫 

２．発表標題 

 微小な温度変化がもたらす mRNA翻訳速度調節と概日時計制御 

３．学会等名 

 Biothermology Wokshop - 2021's Annual Workshop （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 平松征洋、鈴木孝一朗、西田隆司、堀口安彦 

２．発表標題 

 百日咳の咳発作はリポオリゴサッカライド、Vag8、百日咳毒素の協調作用によって起こる 

３．学会等名 

 第 67 回トキシンシンポジウム   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 永井拓実、岸本真治、渡辺賢二 

２．発表標題 

 病原性アスペルギルス属真菌が産生する免疫抑制化合物 sphingofungin類の生合成機構の解明 

３．学会等名 

 第 23 回天然薬物の開発と応用シンポジウム   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 志村武信, 名古-岩下由佳, 森屋由紀, 村松慎一, 原怜, 井手聡一郎, 池田和隆, 一瀬宏 

２．発表標題 

 腹側被蓋野にチロシン水酸化酵素野生型あるいは S40E変異体を過剰発現させたマウスにおける生化

学的および行動学的変化. 

３．学会等名 

 第 64 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 新田淳美 

２．発表標題 

 物質依存に対する Key分子の発見 

３．学会等名 

 生理学研究所研究会 2021｢多様な視点から情動を捉え直す｣ （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 木村梨絵 

２．発表標題 

 方位弁別学習後のラット一次視覚野に見られる低コントラスト優位な神経活動 

３．学会等名 

 第 126 回日本解剖学会総会・全国学術集会 / 第 98回日本生理学会大会 合同大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 三宅崇仁、井ノ上雄一、土居雅夫 

２．発表標題 

 翻訳速度制御を介した体内時計のパラメトリック制御 

Parametric entrainment of the circadian clock via altering translational velocity 

３．学会等名 

 第 44 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 藤沢治樹、中山将吾、川上司、上野慎士、淺田陽平、戸松瑛介、吉野寧維、平塚いづみ、清野祐介、

四馬田恵、高柳武志、椙村益久、鈴木敦詞  

２．発表標題 

 慢性の抗利尿ホルモン不適切分泌症候群（SIADH）マウスモデルにおけるバソプレシンエスケープと

記憶障害 

３．学会等名 

 第 94 回日本内分泌学会学術総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 大内田守，大守伊織，今井宏彦，豊國伸哉，真下知士 

２．発表標題 

 慢性腎臓病を伴う早発老化モデル動物の発見 

３．学会等名 

 第４４回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 葉緑体翻訳と細胞質 mRNA調節のシンクロナイゼーション 

３．学会等名 

 2021 年度ラン藻ゲノム交流会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 葉緑体翻訳と細胞質 mRNA調節のシンクロナイゼーション 

３．学会等名 

 第 62 回日本植物生理学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 山本 融, 尾嶋 大喜, 多田 篤史, 田之上 優, 黒川 直弘, 窪田 剛志, 高橋 弘雄,岸本 泰司, 冨

永 貴志 

２．発表標題 

 抑制性シナプス抑制因子ＭＤＧＡ１のヘミ欠損は海馬 LTP の低下と学習・記憶異常を引き起こすが、

サイクロセリンの急性投与により回復する 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 永嶋宇、永瀬将志、三上香織、遠山卓、森島美絵子、渡部文子 

２．発表標題 

 腕傍核-視床下部経路による嫌悪学習と摂食行動の制御 

３．学会等名 

 第 44 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 冉慶松, 周啓亮, 小田加奈子, 泰江彰浩, 阿部学, 笹岡俊邦, 崎村健司, 味岡洋一, 西條康夫 

２．発表標題 

 胚盤胞補完法と ES細胞を用いた甲状腺再生 

３．学会等名 

 第 20 回日本再生医療学会総会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 冉慶松, 周啓亮, 小田加奈子, 泰江彰浩, 阿部学, 笹岡俊邦, 崎村健司, 味岡洋一, 西條康夫 

２．発表標題 

 胚盤胞補完法と ES細胞を用いた甲状腺再生 

３．学会等名 

 日本再生医療学会総会   

４．発表年 

 2021 年 



 

 

１．発表者名 

 今野幸太郎、山崎美和子、渡辺雅彦 

２．発表標題 

 齧歯類および霊長類におけるグルタミン酸受容体 GluD2の小脳外局在 

３．学会等名 

 解剖学会 第 67 回 東北・北海道連合支部学術集会   

４．発表年 

 2021 年 

 

 

１．発表者名 

 *佐藤大気・井上-上野由紀子・森本由起・井上高良・服部聡子・Giovanni Sala・宮川剛・河田雅圭 

２．発表標題 

 Vmat1ヒト型改変マウスを用いた網羅的行動解析 

３．学会等名 

 日本進化学会第 22 回オンライン大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 河原 康一、古川 龍彦 

２．発表標題 

 腫瘍優先的に P53応答を引き出す小児白血病の新たな分子標的治療戦略 

３．学会等名 

 第 58 回日本癌治療学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 宮城一仁, 中野悠香, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 20 位酸素官能基上の置換基を改変したアザラメラリン N類縁体の合成 

３．学会等名 

 日本化学会 第 100 春季年会 (2020)   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 室井 誠、永澤 生久子、小川 直子、川谷 誠、大石 智一、大庭 俊一、川田 学、長田 裕之 

２．発表標題 

 2DE-CETSAを用いた PKM2制御シグナルに作用する化合物 NPD10084の同定 

３．学会等名 

 日本農芸化学会 2020 年度大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Owari T, Kishi S, Mori S, Miyake M, Nakai Y, Tanaka N, Fujimoto K, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 5-Aminolevulinic acid overcomes hypoxia-induced resistance to radiation therapy thorough 

increase of mitochondrial reactive oxygen species in prostate cancer 

３．学会等名 

 79th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer, Hiroshima, 2020.10.1-3   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Nakamura, K. 

２．発表標題 

 A central psychosomatic neural pathway that drives sympathetic and behavioral stress 

responses 

３．学会等名 

 virtual 8th International Conference on the Physiology and Pharmacology of Temperature Regulation 

(vPPTR) 2020 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Abe, Y., Ikegawa, N., Murakami, M., Tanaka, T., Niikura, T., Goda, W., Yoshida ,K., 

Hattori, S., Miyakawa, T., Yasui, M. 

２．発表標題 

 A neuroprotective role of aquaporin-4 against other than amyloid-β deposition or 

neuroinflammation in the 5xFAD transgenic mice model. 

３．学会等名 

 The 93rd Annual Meeting of the Japanese Pharmacological Society   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Md Rasel Molla、清水昭男、扇田久和 

２．発表標題 

 A novel mutation in transmembrane protein 168 causes fatal ventricular arrhythmogenesis 

in Brugada syndrome. 

３．学会等名 

 European Society of Cardiology  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Rieko Ohki 

２．発表標題 

 A novel p53 downstream tumor promotion pathway, p53-IER5- HSF1 pathway, that contributes 

to stress resistance and tumor progression. 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 A specific eIF4A paralog facilitates LARP1-mediated translation repression during mTORC1 

inhibition 

３．学会等名 

 第 59 回日本生物物理学学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Ageta-Ishihara N, Asami Y, Fukumasu N,  Sakakibara K, Fuse N, Mitsui R, Fukazawa Y, Kengaku 

M, Takao K, Miyakawa T, Inokuchi K, Bito H, Kinoshita M 

２．発表標題 

 A synaptic basis of spatial pattern separation in the hippocampal dentate gyrus is activity- 

and septin-dependent extension of smooth endoplasmic reticulum into dendritic spines 

３．学会等名 

 第 16 回成体脳のニューロン新生懇談会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 篠崎陽一、行方和彦、柏木賢治、大野伸彦、繁冨英治、原田高幸、小泉修一 

２．発表標題 

 ABCA1欠損は緑内障発症過程早期でのグリオーシスを誘導する 

３．学会等名 

 第 63 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Kinoshita M, Ageta-Ishihara N, Fukazawa Y, Kengaku M, Takao K, Inokuchi K, Miyakawa T, 

Bito H. 

２．発表標題 

 Activity- and septin-dependent extension of smooth ER into dendritic spines as a synaptic 

basis of memory consolidation 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimura R, Yoshimura Y 

２．発表標題 

 Activity of low contrast-preferring neurons in rat primary visual cortex during an 

orientation discrimination task. 

３．学会等名 

 UK-Japan Neuroscience Symposium 2020 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Yu Chen, Sadahiro Iwabuchi, Tohru Kiyono, Shigeyuki Magi, Yasuhito Arai, Akihiko Yokoyama, 

Mariko Okada, Shinichi Hashimoto, Kentaro Semba, Rieko Ohki. 

２．発表標題 

 Akt dysregulation by loss of PHLDA3 is an important determinant of pancreatic 

neuroendocrine tumor progression. 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Mori S, Fujiwara-Tani R, Kishi S, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 Alteration of ρ0 cells in in vivo environment 

３．学会等名 

 79th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Saki Tome, Tetsuya Sasaki, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Analysis of the effect of IL17A increase on neurodevelopment in RORgt-overexpression 

transgenic mice. 

３．学会等名 

 Inauguration Symposium for the Neuroscience Program  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Toshikuni Sasaoka et al.: 

２．発表標題 

 Analysis of the role of basal ganglia circuit using dopamine receptor and NMDA receptor 

mutant mice 

３．学会等名 

 The 10th BRI International Symposium, ADVANCED BRAIN IMAGING FOR THE FUTURE   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 川村佳史、西條憲、今井源、石岡千加史 

２．発表標題 

 Anti-proliferative effect of lenvatinib in combination with IRAK1/4 inhibitor I in 

anaplastic thyroid carcinoma cells 

３．学会等名 

 日本癌学会  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Goki Tsujimoto, Chiaki Takahashi, Nobuhiro Okada 

２．発表標題 

 Antitumor effect of gluconeogenesis induced by NFYA 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 丹野 修宏、國仲 慎治、藤村 幸代子、竹本 一政、岡村 佳保、竹田 直樹、荒木 喜美、荒木 

正健、佐谷 秀行、石黒 啓一郎 

２．発表標題 

 APC/C活性化因子 FZR1のリン酸化による減数第二分裂移行の制御 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 92 回大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Haruka Sato, Jun Hatakeyama, Takuji Iwasato, Nobuhiko Yamamoto, Kenji Shimamura 

２．発表標題 

 Area-specific laminar organization is regulated by thalamocortical axons through axon-

derived secretory protein VGF in developing neocortex 

３．学会等名 

 第５３回日本発生生物学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 徳永文稔、伊東秀文、及川大輔 

２．発表標題 

 Atypical linear ubiquitination-mediated regulation of inflammatory responses and 

proteinopathies 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Tadashi Nakagawa, Satoko Hattori, Tsuyoshi Miyakawa, Keiko Nakayama 

２．発表標題 

 Autism-related protein SETD5 controls neural proliferation by epigenetic regulation of 

rDNA expression 

３．学会等名 

 The 10th Takeda Science Foundation Symposium on PharmaSciences  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 大田原有香, 小田亮平, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 A環および F環を改変したラメラリン N誘導体の合成研究 

３．学会等名 

 2020 年日本化学会九州支部秋期研究発表会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 大川 宜昭, 小山内 実, 井ノ口 馨 

２．発表標題 

 Ca2+ イメージングによる記憶情報の脳内表現様式の観察. 

３．学会等名 

 2019 年度 先端モデル動物支援プラットフォーム 成果発表会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 伊東剛、舩城桐子、種井善一、村上善則 

２．発表標題 

 CADM1 enhances malignant features of small-cell lung cancer 

３．学会等名 

 第 1 回日本癌学会若手の会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 小林巧実、入江一浩 

２．発表標題 

 CH/π相互作用に着目した aplysiatoxin単純化アナログの合成と生物活性 

３．学会等名 

 2020 年度日本農芸化学会大会（九州大学、福岡市）   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayuki Sakamoto, Xiao Min Zhang, Rika Kurihara, Keiichi Kojima, Yuki Sudo, Haruhiko Bito  

２．発表標題 

 Characterizing and engineering microbial rhodopsins for genetically encoded voltage 

indicator 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Xinyan Shao, Takahito Miyake, and Masao Doi 

２．発表標題 

 Circadian PER2 protein oscillations do not persist when de novo translation is inhibited 

in cultured mouse embryonic fibroblasts 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Chi-Chun Yang and Hisao Masai 

２．発表標題 

 Claspin, a key regulator of replication checkpoint, is differentially regulated in cancer 

and non-cancer cells. 

３．学会等名 

 11th international symposium on DNA Damage Response & Human Disease (isDDRHD-2020) （招待講演） （国

際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Nakashima C, Yamamoto K, Kishi S, Sasaki T, Ohmori H, Fujiwara-Tani R, Mori S, Fujii K, 

Nishiguchi Y, Kondoh M, Tadaaki K, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 Clostridium perfringens enterotoxin activates YAP in oral squamous cell carcinomas 

３．学会等名 

 79th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer, Hiroshima, 2020.10.1-3   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji F. Tanaka, Masahiko Watanabe 

２．発表標題 

 Compartmentalized input-output organization of cerebellar Lugaro cells, as revealed using 

knockin-mediated yellow cameleon reporter mice 

３．学会等名 

 第 125 回日本解剖学会・全国学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Takahashi H, Nagao K, Iwasaki M, Sato Y, Oikawa D, Tokunaga F, Sawasaki T. 

２．発表標題 

 Comprehensive identification and functional analysis of novel decoder molecules for linear 

polyubiquitin chain using a wheat cell-free system. 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Peiyi Bao, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Cortical abnormality due to interleukin 17A and its involvement in pathophysiology of ASD 

３．学会等名 

 NPBPPP2020.   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Saki Tome, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Cortical dysplasia caused by interleukin 17A and its involvement in pathophysiology of 

ASD. 

３．学会等名 

 The 43rd Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society.   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 鈴木佐和子、類家裕太郎、石渡一樹、内藤久美子、出口ハンナ、石田晶子、志賀明菜、田村愛、藤本

真徳、小出尚史、横手幸太郎 

２．発表標題 

 CRH/GRH/TRH/LHH四者負荷試験の代替としての GHRP2/TRH/LHRH三者負荷試験の有用性 

３．学会等名 

 第 93 回日本内分泌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 吉信 公美子、橋本 紘一、甲斐 拓篤、荒木 喜美、荒木 正健 

２．発表標題 

 CSCT：マウスゲノムの機能領域としての可能性 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 米田 貢, 谷上 颯, 中川 雅嵩, 越後 亮介, 西川 杏子, 笹岡 俊邦, 少作 隆子 

２．発表標題 

 D2 受容体欠損マウスの 3レバーオペラント課題の順序学習の障害 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦、齊藤 奈英、知見 聡美、阿部 学、川村 名子、鍋島 曜子、鍋島 陽一、田井中 一貴、崎

村 建司、南部 篤 

２．発表標題 

 D2 受容体発現細胞における NMDA 受容体のマグネシウムブロックの減少により引き起こされる運動

制御と学習および記憶の変化の分析 

３．学会等名 

 第 63 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 権田敦子、高田晃児、入江一浩 

２．発表標題 

 Debromoaplysiatoxin単純化アナログ・10-Me-Aplog-1の側鎖長の最適化 

３．学会等名 

 2020 年度日本農芸化学会大会（九州大学、福岡市）   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Seiji Takashima, Kaito Masaki, Shunta Sakanishi, Shigeru Kyuwa, and Shigeru Kakuta 

２．発表標題 

 Design of male infertility in mice 

３．学会等名 

 The 5th Annual Meeting of Living Systems Design Research  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Kyosuke Mukae, Hisanori Takenobu, Hiroaki Kanda, Miki Ohira, Yuki Endo, Masayuki Haruta, 

Junya Toguchida, Kenji Osafune, Tatsutoshi Nakahata, Takehiko Kamijo 

２．発表標題 

 Development of artificial tumorigenesis model from iPSC-based neural crest cells 

３．学会等名 

 第 62 回日本小児血液・がん学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 Development of novel drugs based on the pathomechanisms of developmental epileptic 

encephalopathy with disease specific induced pluripotent cells. 

３．学会等名 

 2020 Educational Seminar of Genetic & Metabolic Diseases for Young Pediatricians （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 米野雅大、清水昭男、扇田久和 

２．発表標題 

 Dipeptidyl Peptidase III Prevents Cardiac Dysfunction and Nephropathy in Type II Diabetes. 

３．学会等名 

 日本循環器学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 塩崎 ゆかり、久保田 裕二、武川 睦寛 

２．発表標題 

 DNA 損傷に応答する SAPKシグナル伝達機構の解析 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Iwasaki S 

２．発表標題 

 Dual targeting of DDX3 and eIF4A by the translation inhibitor Rocaglamide A 

３．学会等名 

 The 93rd Annual Meeting of The Japan Biochemical Society （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 與五沢里美、吉田清嗣 

２．発表標題 

 DYRK2欠損マウスは先天性奇形症候群の疾患モデルとなる 

３．学会等名 

 2019 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Peiyi Bao, Tetsuya Sasaki, Takuya Takada, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Effects of interleukin 17A on cortical architecture and the involvement in ASD pathology. 

３．学会等名 

 The 63rd Annual Meeting of the Japanese Society for Neurochemistry.   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Nukaga S, Mori T, Luo Y, Kawahara I, Miyagawa Y, Goto K, Fujiwara-Tani R, Kishi S, Mori 

S, Ohmori H, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 Effects of medium-chain fatty acids on cancer-derived myocardial atrophy 

３．学会等名 

 79th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Nae Saito et al.: 

２．発表標題 

 Elucidation of motor control and aversive memory formation mechanism by dopamine using 

dopamine D1 receptor gene modified mice 

３．学会等名 

 The 10th BRI International Symposium, ADVANCED BRAIN IMAGING FOR THE FUTURE   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Saeko Kawataki, Yuji Kubota, Mutsuhiro Takekawa 

２．発表標題 

 Elucidation of the molecular mechanism underlying oncogene-induced activation of the p38 

and JNK pathways. 

３．学会等名 

 G2 plus Retreat   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 Enhancing forgetting of traumatic memory by hippocampal neurogenesis enhancers 

３．学会等名 

 成体脳ニューロン新生懇談会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 高木祐輔、久保田裕二、武川睦寛 

２．発表標題 

 ERK 経路の異常活性化により発現誘導される新規遺伝子の同定および機能解析 

３．学会等名 

 第 71 回日本電気泳動学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Masaaki Komatsu 

２．発表標題 

 ER-phagy mediated by the Ufm1-system 

３．学会等名 

 Keystone eSymposium  Autophagy: Mechanisms and Disease （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Kawabata M, ,Nonomura S, Yoshizawa T, Rios A, Sakairi T, Sakai Y, Isomura Y 

２．発表標題 

 Establishment and demonstration of a novel spike analysis for neuronal activity during 

sensorimotor transformation. 

３．学会等名 

 FENS Forum 2020 (Virtual: SEC Centre, Glasgow, UK)  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 大平 恵里花、中島 東吾、吉信 公美子、尾池 雄一、松本 志郎、中村 公俊、荒木 喜美、荒

木 正健 

２．発表標題 

 Etfb 遺伝子トラップマウスを利用したグルタル酸血症２型の病態解析 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 92 回大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Sumitaka Hasegawa, Huizi Keiko Li 

２．発表標題 

 Experimental targeted alpha-particle therapy against liver metastasis of HER2-positive 

gastric cancer in mice 

３．学会等名 

 American Association for Cancer Research (AACR) Annual Meeting 2020  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Kohtarou Konno, Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji Sakimura, and Masahiko Watanabe 

２．発表標題 

 Expression mapping of GluD1 and GluD2 glutamate receptors in adult mouse brain 

３．学会等名 

 第 43 回神経科学学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 正井 久雄 、 田中 卓 、鷺 朋子 、深津 理乃 、関 由美香 

２．発表標題 

 G4/RNA-DNAハイブリッドに依存する環状染色体 DNA の複製機構 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 藤原和之、佐藤匠、宮坂佳樹、真下知士、柳川右千夫 

２．発表標題 

 GABA 合成酵素 GAD67 ハプロ不全と新生仔期 NMDA 型グルタミン酸受容体遮断の組み合わせにより生

じる行動学的表現型 

３．学会等名 

 NPBPPP2020 合同年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayuki Sakamoto 

２．発表標題 

 Genetically encoded voltage indicators and their application. 

３．学会等名 

 遺伝研研究会「哺乳類脳の機能的神経回路の構築メカニズム」 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 宮木詩織, 佐竹渉, 戸田達史, 原怜, 一瀬宏 

２．発表標題 

 GTP シクロヒドロラーゼ I 遺伝子のエンハンサー領域におけるマイクロサテライト多型とパーキン

ソン病の関連 

３．学会等名 

 第 63 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Sasaki R, Kishi S, Mori S, Fijiwara-Tani R, Sasaki T, Luo Y, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 HMGB1 regulates mitochondrial transfer from mesenchymal stem cells to cancer cells damaged 

by 5-fluorouracil 

３．学会等名 

 79th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤叔史、Md Mostafizur Rahman、羽根田昌樹、水本智也、津山友徳、吉澤達也、北村忠弘、Frank 

J Gonzalez、山村研一、山縣和也 

２．発表標題 

 HNF-1α による膵α細胞機能制御メカニズムの解明 

３．学会等名 

 第 63 回日本糖尿病学会年次学術集会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 青山愛、藤元次郎、仙波憲太郎 

２．発表標題 

 Identification of lonidamine-binding proteins and its functions 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayuki Sakamoto 

２．発表標題 

 Imaging voltage in neurons with genetically encoded indicators. 

３．学会等名 

 生理研 記憶研究会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Chihiro Ueki, Goki Tsujimoto, Susumu Kohno, Chiaki Takahashi, Nobuhiro Okada 

２．発表標題 

 Impact of fatty acid synthesis regulated by NFYA on malignant progression of breast cancer 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Lee Jin, 西村建徳、後藤典子 

２．発表標題 

 Inhibition of mitochondrial enzyme MTHFD1L in One carbon metabolism down-regulates cancer 

stem-like properties in breast cancer 

３．学会等名 

 第 24 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Takuya Takada, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Interleukin-17A affects the activation status of microglia in the cerebral cortex. 

３．学会等名 

 TGSW2020  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Intracerebral expression pattern of ASD risk gene MyosinId mRNA and localization of the 

translation products to dendrite spines 

３．学会等名 

 The 63rd Annual Meeting of the Japanese Society for Neurochemistry.   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 N.Kaneda 

２．発表標題 

 Isoflavone (S)-erypoegin K as a novel topoisomerase II inhibitor 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Toyokuni S 

２．発表標題 

 Keynote Lecture: Ferroptosis at the crossroads of aging, infection and camcer: Non-thermal 

plasma as a ferroptosis inducer for cancer cells 

３．学会等名 

 ISPlasma2021/IC-PLANTS2021 13th International Symposium on Advanced Plasma Science and its 

Appilcations for Nitrides and Nanomaterials 14th Internaitonal Conference on Plasma-Nano Technilogy 

& Science （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Ogata R, Mori S, Fujiwara-Tani R, Kishi S, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 Linoleic acid-related signal pathway associated with dormant stemness 

３．学会等名 

 79th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 松本 有樹修 

２．発表標題 

 lncRNAの翻訳と精神疾患 

３．学会等名 

 NPBPPP2020 合同年会（第 50 回日本神経精神薬理学会年会、第 42 回日本生物学的精神医学会年会、第 4 回日本

精神薬学会総会・学術集会） （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Peiyi Bao, Tetsuya Sasaki, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Localization of Myosin Id, an ASD Risk Gene Product in Dendritic Spines. 

３．学会等名 

 The 43rd Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society.   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 松本 有樹修 

２．発表標題 

 Long non-coding RNAの翻訳 

３．学会等名 

 第 93 回日本生化学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Shinozaki, Y., Namekata, K., Segawa, T., Ohno, N., Harada, T., Kashiwagi, K., Koizumi, S 

２．発表標題 

 Loss of astrocytic ABCA1 induces normal tension glaucoma 

３．学会等名 

 FENS2020  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimura R, Yoshimura Y 

２．発表標題 

 Low-contrast preference of activity in rat primary visual cortex during an orientation 

discrimination task. 

３．学会等名 

 The Eighth International Neural Microcircuit Conference -Synaptic Specificity to Circuit Dynamics-  

（国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Natsuko Kondo, Yoshinori Sakurai, Kuniyuki Kano, Takushi Takata, Kyo Kume, Munetoshi Maeda, 

Mitsutoshi Setou, Junken Aoki, and Minoru Suzuki 

２．発表標題 

 Lysophosphatidyl acid is involved in radiation brain necrosis through chronic microglial 

activation 

３．学会等名 

 Session; Research Front１「Normal Tissue Protection / Translational Research」, The 33rd Annual 

Meeting of the Japanese Society for Radiation Oncology   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 清水貴美子 

２．発表標題 

 Maintenance of Time-dependent Spatial Memory by Neurosteroids in Mice  

３．学会等名 

 National Institute for Physiological Sciences Conferences 

Learning & Memory Research Meeting 2020 

“Synapse and System Plasticity of Learning and Memory” （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 菊池 浩二、中川 真美, 藤森 俊彦、石黒 啓一郎、中村 輝、荒木 喜美、鈴木 誠、中西 宏之 

２．発表標題 

 Map7D1の時空間的な制御による細胞極性形成メカニズムとその異常による組織形成の破綻 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Takao Takiyama, Ryoichi Bessho1,  Kazuki Sawamoto, Yumi Takiyama. 

２．発表標題 

 Maternal Overnutrition Causes DNA Alkylation in Fetal Liver, Suppresses FasL and 

Upregulates HIF-1 Signaling Pathway in Neonatal Liver in Non-Alcoholic Steatohepatitis 

(NASH)/Hepatocellular Carcinoma in Offspring. 
３．学会等名 

 American Diabetes Association 80th Scientific Sessions.  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Tokunaga F, Oikawa D, Hatanaka N, Suzuki T 

２．発表標題 

 Mathematical Model of Linear Ubiquitination-mediated NF-κB Activation Pathway 

３．学会等名 

 JSPS Core-to-Core Program “Establishing International Research Network of Mathematical Oncology” 

（招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Takanori Nakamura, Noriko Nishizumi-Tokai,Takashi Nakazawa, Tatsuki Mori, Takashi Suzuki, 

Mutsuhiro Takekawa 

２．発表標題 

 Mathematical modeling of the recruitment of centriole biogenesis regulators to mother 

centrioles in the S-phase 

３．学会等名 

 JSPS Core-to-Core Program "Establishing International Research Network of Mathematical Oncology" 

（招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 山本 融, 尾嶋 大喜, 多田 篤史, 田之上 優, 黒川 直弘, 津島 希海, Md. Razib Hossain, 窪田 

剛志, 高橋 弘雄, 岸本 泰司 

２．発表標題 

 ＭＤＧＡ１の欠失による抑制性シナプスの過剰形成は統合失調症様の認知・行動異常をもたらす 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Satoshi Kida 

２．発表標題 

 mechanisms of transition from fear to extinction after retrieval 

３．学会等名 

 MCCS workshop （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Kei-ichiro Ishiguro 

２．発表標題 

 MEIOSIN directs the switch from mitosis to meiosis in mammalian germ cells 

３．学会等名 

 53rd Annual Meeting of JSDB （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 MEIOSINによる減数分裂のコントロール 

３．学会等名 

 第 65 回日本生殖医学会学術講演会・総会 教育講演 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Yasuhiro Fujiwara, Yuki Horisawa-Takada, Naoki Tani, Hiroki Shibuya, Erina Inoue, Kimi 

Araki, Yuki Okada, Kei-ichiro Ishiguro 

２．発表標題 

 MEIOTIC COHESINS MEDIATE INITIAL CHROMATIN LOADING OF HORMAD1 AND COORDINATE SC FORMATION 

DURING MEIOTIC PROPHASE IN MOUSE 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Laboratory Meeting 2020 GERM CELLS  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Ayako Imai, Mizuki Sendo, Hironori Izumi, Keizo Takao, Hisashi Mori, Tomoyuki Yoshida 

２．発表標題 

 Microexon splicing of Ptprd gene controls locomotor activity and social behavior  

３．学会等名 

 第 43 回 日本神経科学大会  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一、林洋子、下川功 

２．発表標題 

 miR-142 欠損マウスの肝臓における代謝及びミトコンドリア形態変化の機能解析 

３．学会等名 

 第 109 回日本病理学会総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Fujiwara-Tani R, Sasaki T, Mori S, Kishi S, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 Mitochondria metabolism is correlated with gemcitabine resistance in MIA-PaCa-2. 

３．学会等名 

 79th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer, Hiroshima, 2020.10.1-3   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Oikawa D, Tokunaga F. 

２．発表標題 

 Molecular bases for HOIPINs-mediated inhibition of LUBAC and innate immune responses. 

３．学会等名 

 第 93 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani, Thanh Phuong Nguyen, Taichi Sugawara, and Mikio Furuse 

２．発表標題 

 Molecular organization of the macromolecule permeability barrier 

３．学会等名 

 第 72 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Osanai M 

２．発表標題 

 Multiscale Ca2+ imaging for brain function analysis 

３．学会等名 

 第 93 回日本薬理学会年会 シンポジウム「Ca2+シグナルのマルチスケール解析による脳機能制御機構と新た

な治療戦略へのアプローチ」 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 宮下裕久、及川大輔、寺脇正剛、徳永文稔 

２．発表標題 

 NDP52のユビキチン結合性を介した炎症応答・細胞死制御と LUBAC阻害剤の影響 

３．学会等名 

 第 93 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 岡 雄一郎、Murtala Hamza Yahaya、張 永欣 Sheena、佐々木 達也、土井 美幸、谷口 学、猪口 徳

一、佐藤 真 

２．発表標題 

 Neuronal circuit development of subplate neurons 

３．学会等名 

 日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Natsumeda M, Miyahara H, Yoshimura J, Tsukamoto Y, Oishi M, Wataya T, Eberhart CG, Kakita 

A, Fujii Y 

２．発表標題 

 Neuronal differentiation is induced by Gli3 in WNT- and SHH- activated medulloblastoma 

３．学会等名 

 The 19th International Symposium on Pediatric Neuro-Oncology  （国際学会） 

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Nobuhiro Okada, Goki Tsujimoto, Kiyotsugu Yoshikawa, Chiaki Takaha 

shi 

２．発表標題 
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４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 結城雅子、深見希代子、山口英樹 

２．発表標題 

 がん細胞による浸潤突起形成を指標としたハイスループットスクリーニング系の確立と阻害剤の探

索 

３．学会等名 

 第 93 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 船戸洋佑、橋爪脩、吉田篤、本田茉子、山崎大輔、三木裕明 

２．発表標題 

 がん細胞の酸性環境への新規適応機構「acid addiction」の発見 

３．学会等名 

 第 93 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 豊國伸哉 

２．発表標題 

 がん予防への新概念 がん予防におけるフェロトーシスの意義 

３．学会等名 

 がん予防学術大会 2020米子 第 27 回日本がん予防学会総会 第 43 回日本がん疫学・分子疫学研究会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 綿谷成恭，若林勇樹，馬悦，長澤和夫 

２．発表標題 

 グアニン四重鎖特異的に蛍光を発するライトアップ型リガンドの創製 

３．学会等名 

 日本化学会 第 100 回春季年会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 繁冨英治、小泉修一 

２．発表標題 

 グリア研究による脳疾患の解明と創薬を目指して〜アストロサイトに魅せられて〜 

３．学会等名 

 第 13 回日本薬学会関東支部若手シンポジウム   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 小泉修一 

２．発表標題 

 グリア細胞による脳機能の制御 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 石渡一樹, 鈴木佐和子, 内藤久美子, 出口ハンナ, 類家裕太郎, 石田晶子, 藤本真徳, 田村愛, 志

賀明菜, 小出尚史, 石川崇広, 前澤善朗, 田中知明, 横手幸太郎. 

２．発表標題 

 グルタミン代謝のフェロトーシスを介した虚血腎障害時の役割 

３．学会等名 

 第 93 回日本内分泌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 鈴木佐和子,石渡一樹,内藤久美子,出口ハンナ,類家裕太郎,石田晶子,藤本真徳,田村愛,志賀明菜,

小出尚史,田中知明,横手幸太郎. 

２．発表標題 

 グルタミン代謝の破綻はフェロトーシス依存的に肝癌を増悪させる 

３．学会等名 

 第 93 回日本内分泌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 中島 東吾、大平 恵里花、吉信 公美子、尾池 雄一、松本 志郎、中村 公俊、荒木 喜美、荒

木 正健 

２．発表標題 

 グルタル酸血症２型のモデルマウス作製及び病態解析 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 92 回大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 藤田幸、山下俊英 先生 

２．発表標題 

 ゲノム高次構造制御の破綻による中枢神経回路形成障害 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 荒木 喜美、吉信 公美子、山口 友輔、高田 幸基、橋本 紘一、荒木 正健 

２．発表標題 

 ゲノム編集を用いた 2〜3 Mbにもわたる KRAB-ZFP クラスター領域の欠損アレルの作製 

３．学会等名 

 第 67 回日本実験動物学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 望月 圭, 稲瀬 正彦, 村田 哲 

２．発表標題 

 サルの時間弁別における弁別基準学習への自発運動の影響 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 岩崎亜美・村田康輔・川村名子・中務 胞・阿部 学・夏目里恵・杉村智史・崎村建司・山城秀昭 

２．発表標題 

 ジーンターゲッティング法による GATA4-floxマウスの作製 

３．学会等名 

 第 113 回 日本繁殖生物学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 犬飼駿弥, 原怜, 一瀬宏 

２．発表標題 

 システイン残基への DA酸化物の修飾が THの活性を減少させる 

３．学会等名 

 第 63 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 犬飼 駿弥, 原 怜, 一瀬 宏 

２．発表標題 

 システイン残基へのドーパミン酸化物の修飾がチロシン水酸化酵素の活性を減少させる 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 多田 篤史, 田之上 優，黒川 直弘，窪田 剛志，津島 希海，尾嶋 大喜，Razib Hossain，高橋 弘雄, 

岸本 泰司, 山本 融 

２．発表標題 

 シナプス形成抑制因子 MDGA1の欠失による精神神経疾患様行動異常と、これを抑止する薬剤の探索 

３．学会等名 

 日本薬学会第 140 年会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 竹内 力、岩崎 由香、塩見 春彦 

２．発表標題 

 ショウジョウバエのテロメア構成レトロトランスポゾンはインシュレーター因子である Mod(mdg4)

により制御される 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 発表・研究代表者：穂坂正博 

研究協力者：五味浩司、渡部剛 

２．発表標題 

 ストレス負荷で顕在化するホルモン輸送不全の謎：生活習慣病の危険因子としてのグラニンタンパ

ク質欠損 

３．学会等名 

 2019 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 吉岡 大介、中村 貴紀、武川 睦寛 

２．発表標題 

 ストレス顆粒の新規構成因子およびその生理機能の解析 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 山本一男 

２．発表標題 

 ダウン症患者における早期アルツハイマー病様症状の発症メカニズムの解析 

３．学会等名 

 成人期ダウン症研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 宮木詩織, 原怜, 一瀬宏 

２．発表標題 

 テトラヒドロビオプテリン生合成律速酵素 GTPシクロヒドロラーぜ Iの転写調節機構 

３．学会等名 

 日本ビタミン学会第 72 回大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 清宮啓之 

２．発表標題 

 テロメアから始まるがん創薬 

３．学会等名 

 第 24 回日本がん分子標的治療学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 小泉修一、佐野史和 

２．発表標題 

 てんかん原性型グリア細胞の視点によるてんかん分子病態研究 

３．学会等名 

 国立精神・神経医療研究センター「てんかんの病態解明と併存症を含めた先駆的・包括的診断と治療方法の開

発」第 1 回研究班会議   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 齊藤 奈英, 田井中 一貴, 知見 聡美, 原 怜, 山口 瞬, 一瀬 宏, 南部 篤, 笹岡 俊邦 

２．発表標題 

 ドーパミン D1受容体を介した神経伝達は、運動制御、嫌悪記憶形成および大脳皮質の Arc活性化

に必要である 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 一瀬宏 

２．発表標題 

 ドーパミン代謝とジストニア・パーキンソニズムの発症機構 

３．学会等名 

 第 18 回ジストニア研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 中村 清志朗、河原 康一、古川 龍彦 

２．発表標題 

 トポイソメラーゼ阻害剤のがん治療感受性機構の検討 

３．学会等名 

 日本薬学会 第 141 年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 指田吾郎 

２．発表標題 

 トリソミー8生体モデルによる+8造血幹細胞機能の解析 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 松岡 利典, 山﨑 美和子, 阿部 学, 松田 由喜子, 森野 豊之, 川上 秀史, 崎村 健司, 渡辺 雅

彦, 橋本 浩一 

２．発表標題 

 ニューロンのレゾナンス特性における Kv11 電位依存性 K+チャネルの機能的役割 

３．学会等名 

 第 43 回 日本神経科学学会大会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 伊藤 さゆり、 井口 智弘、覺正 直子、大字 亜沙美、平谷 伊智朗、正井 久雄 

２．発表標題 

 ヒト Rif1C末領域はその核膜局在と複製タイミング制御に必要とされる 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 金城 智章、寺井 健太、堀田 彰一朗、野村 紀通、隅山 健太、岩田 想、 

富樫かおり、松田 道行 

２．発表標題 

 フェルスター共鳴エネルギー移動の原理に基づくニ光子励起用光遺伝学ツールの開発 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 扇田久和 

２．発表標題 

 ブルガダ症候群発症家系で見出された新たな TMEM168遺伝子変異の作用機序 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 荒木 正健、斎藤 桂花、久場 兼裕、吉信 公美子、山根 万里子、丹羽 仁史、荒木 喜美 

２．発表標題 

 マウスゲノムにおいて遺伝子は無いのに遺伝子トラップクローンが集積している領域（TCAA）の解析 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 92 回大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 岸本 泰司, 中村 裕子, 新開 崇広, 青野 仁美, 藤原 友佳, 大畑 南美, 松崎 真也, 山本 融 

２．発表標題 

 マウスプラセボ鎮痛条件づけを用いたプラセボ応答の分子基盤の探索 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 平松征洋、鈴木孝一朗、西田隆司、堀口安彦 

２．発表標題 

 マウスモデルから見た百日咳における咳発作発症機構 

３．学会等名 

 第 73 回日本細菌学会関西支部総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 小林憲司、繁冨英治、パラジュリビージェイ、久保田友人、齋藤光象、田中謙二、池中一裕、小泉修

一 

２．発表標題 

 ミクログリアの自己再生によるアレキサンダー病の抑制 

３．学会等名 

 第 63 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 小泉修一 

２．発表標題 

 ミクログリア制御と脳機能 

３．学会等名 

 第 63 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 塚野千尋 

２．発表標題 

 ユニークな三次元構造を持つアルカロイドの全合成と構造活性相関 

３．学会等名 

 京都大学生理化学研究ユニット 第 10 回シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 田口恵子、山本雅之 

２．発表標題 

 ラットモデルを用いた Nrf2活性化が引き起こす病態の解明 

３．学会等名 

 第 19 回分子予防環境医学研究会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 奥村和弘、斎藤慈、若林雄一 

２．発表標題 

 ランゲルハンス細胞の Pak1遺伝子 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 伝田直晃、椎名健太郎、冨田俊維、関本征史 

２．発表標題 

 リガンド型 AhR作動薬の作用を増強する化合物の探索 

３．学会等名 

 フォーラム 2020 衛生薬学・環境トキシコロジー   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 住谷昌彦, 土田陸平, 西澤大輔, 池田和隆 

２．発表標題 

 リゾホスファチジン酸受容体 1遺伝子多型は化学療法誘発性ニューロパチーの発症に関与する 

３．学会等名 

 2019 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 杉山菜奈子, 原怜, 今居譲, 服部信孝, 柴佳保里, 一瀬宏 

２．発表標題 

 リン酸化チロシン水酸化酵素の分解制御と凝集体形成機構の解析 

３．学会等名 

 第 93 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 岡田正康, 河嵜麻実, 玉田篤史, 棗田学, 大石誠, 藤井幸彦, 五十嵐道弘 

２．発表標題 

 リン酸化プロテオーム解析から発見した新規神経成長・再生マーカー 

３．学会等名 

 第 30 回日本サイトメトリー学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 安村美里、猪口徳一、谷口学、Mai Quynh Nguyen、佐藤真 

２．発表標題 

 リン脂質フォスファターゼを介した軸索側枝形成の分子機構 

３．学会等名 

 日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 レム睡眠の発達と生理的役割について. 

３．学会等名 

 自然科学研究機構 異分野融合型共同研究事業ワークショップ「運動・行動から紐解く脳神経回路発達メカニズ

ムの異分野融合研究による解明 」 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 川嵜 祐介、小金澤 寛、武藤 雄一郎、吉越 裕介、斎藤 慎一 

２．発表標題 

 ロタキサンにおける回転運動の制御 

３．学会等名 

 日本化学会第 101 春季年会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 新沢康英, 松本真司、種村篤、藤本学、菊池 章 

２．発表標題 

 悪性黒色腫における GREB1 isoform 4の発現機構解析とがん治療への応用  

３．学会等名 

 第 93 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 中務胞、宮本純、夏目里恵、﨑村建司、笹岡俊邦 

２．発表標題 

 遺伝子改変マーモセット作製にかかる基盤技術の開発 

３．学会等名 

 第９回日本マーモセット研究会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 中山淳, 林祐介,仙波憲太郎 

２．発表標題 

 化合物スクリーニングを用いた同所性乳がん肺高転移株の増殖機構解明 

３．学会等名 

 「先端モデル動物支援プラットフォーム」2019 年度成果発表会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 前田彩華、久保田翔、横溝貴子、飯盛美穂子、荒木喜美、大里元美、指田吾郎 

２．発表標題 

 加齢ストレスによる MLL-AF9幹細胞の転写機構障害と白血病発症抑制機序 

３．学会等名 

 第 82 回日本血液学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 山口 洋一朗、関本 朝久、永井 琢哉、黒木 修司、田島 卓也、谷口 昇、今坂 舞、吉信 公

美子、荒木 喜美、荒木 正健、帖佐 悦男 

２．発表標題 

 可変型遺伝子トラップ法で作製した Itpr1遺伝子欠損マウスは著名な骨量減少を呈する 

３．学会等名 

 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 永井 琢哉、関本 朝久、山口洋一郎、黒木 修司、船元 太郎、今坂 舞、吉信 公美子、荒木 喜

美、荒木 正健、帖佐 悦男 

２．発表標題 

 可変型遺伝子トラップ法を用いた骨軟骨代謝に影響を及ぼす新規遺伝子群の網羅的機能解析 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 92 回大会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 酒寄信幸, 小林和人 

２．発表標題 

 快楽的摂食行動に対する脳内必須脂肪酸の役割の解析 

３．学会等名 

 第 5 回食欲・食嗜好の分子・神経基盤研究会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 海馬生物時計による記憶想起制御 

３．学会等名 

 第 27 回日本時間生物学会学術大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 河原 康一、古川 龍彦 

２．発表標題 

 核小体ストレス応答により P53経路を活性化する新たながん分子標的治療薬の創生 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 志津 怜太、吉成 浩一  

２．発表標題 

 核内受容体 CARを介した肝化学発がんの機序及び種差の解析  

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 清水逸平 

２．発表標題 

 褐色脂肪によるアンチエージング 

３．学会等名 

 抗加齢医学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 指田吾郎、横溝貴子、久保田翔、濱嶋愛、金井昭教、岩間厚志、滝澤仁、松井啓隆 

２．発表標題 

 感染記憶による骨髄異形成症候群の発症機序解析 

３．学会等名 

 第 82 回日本血液学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 瀬田みなみ, 松本真司, 福本巧, 菊池章 

２．発表標題 

 肝細胞がんにおける Wnt標的遺伝子 GREB1の発現と細胞増殖制御 

３．学会等名 

 第 93 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 川瀧紗英子、久保田裕二、武川睦寛 

２．発表標題 

 癌遺伝子によるストレス応答シグナル伝達経路の活性化機構の解析 

３．学会等名 

 第 20 回東京大学生命科学シンポジウム   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 小泉修一 

２．発表標題 

 基礎医学研究の魅力-日本神経化学会理事長から- 

３．学会等名 

 第 61 回日本神経学会学術大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 渡邉 大介 

２．発表標題 

 機能的なリガンドならびにレセプター遺伝子を標的とした新たなコンデショナルレスキューマウス

の作成 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 河野 慎吾、Rachael A Nimmo、指田 吾郎、Jie Bai、吉信 公美子、荒木 喜美、荒木 正健 

２．発表標題 

 急性骨髄性白血病由来の遺伝子変異を導入したマウスの表現型解析 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 92 回大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 李雪婷、柳田淳子、初金玲、本野芽衣、出山諭司、山中章弘、西谷直也、永安一樹、金子周司、金田

勝幸 

２．発表標題 

 急性社会的敗北ストレス負荷によるコカイン欲求行動増強におけるノルアドレナリンおよびドパミ

ン伝達の役割 

３．学会等名 

 日本薬学会第 140 年会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 大橋愛美, 福田勉, 岡村睦美, 西谷直之, 岩尾正倫, 旦慎吾 

２．発表標題 

 強い抗がん選択性を持つ新規合成ラメラリン類縁体 Azalam4の抗がんメカニズム解析 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 大橋愛美, 福田勉, 岡村睦美, 西谷直之, 岩尾正倫, 旦慎吾 

２．発表標題 

 強い抗がん特異性を示し CDKを阻害する新規ラメラリン類縁体 Azalam4の同定 

３．学会等名 

 第 24 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 佐々貴之, 磯川昌志, 服部聡子, 宮川剛, 木原章雄 

２．発表標題 

 極長鎖スフィンゴ脂質の短鎖化によるミエリン厚低下と協調運動障害 

３．学会等名 

 2019 年度 先端モデル動物支援プラットフォーム 成果発表会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 清水貴美子、前畑佳納子、Qiuyi Wang、池野知子、衛澤峰、櫻井文香、Yue Pan、高尾敏文、深田吉

孝 

２．発表標題 

 空間記憶形成の日周リズムとニューロステロイドによる制御 

３．学会等名 

 第 27 回日本時間生物学会学術大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒 啓一郎 

２．発表標題 

 減数分裂開始に必須の役割を果たす MEIOSINおよび STRA8のタンパク質ドメイン 

３．学会等名 

 第 43 回 日本分子生物学会年会 (MBSJ2020) online （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 奥野浩行 

２．発表標題 

 古い記憶想起における海馬歯状回記憶痕跡細胞の関与 

３．学会等名 

 第 63 回日本神経化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 川村佳史 西條憲 今井源 石岡千加史 

２．発表標題 

 甲状腺未分化癌細胞における lenvatinibと IRAK1/4 inhibitor I の併用効果の検討 

３．学会等名 

 第 24 回日本がん分子標的治療学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 濱田健太郎、篠崎陽一、行方和彦、大野伸彦、瀬川高弘、原田高幸、柏木賢治、小泉修一 

２．発表標題 

 高眼圧性緑内障は P2Y1受容体の機能障害によって誘導される 

３．学会等名 

 第 63 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤信吾、橋本恭子、越智広樹、大川淳、三宅智 

２．発表標題 

 骨転移におけるがん細胞と骨の細胞とのコミュニケーション 

３．学会等名 

 第 125 回日本解剖学会総会・全国学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 永井 琢哉、関本 朝久、山口 洋一朗、黒木 修司、田島 卓也、谷口 昇、今坂 舞、吉信 公

美子、荒木 喜美、荒木 正健、帖佐 悦男 

２．発表標題 

 骨表現型スクリーニングで選別した Tmem161a欠損トラップマウスは細胞ストレス応答に関与し骨量

増加を呈する 

３．学会等名 

 第 35 回日本整形外科学会基礎学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 佐々木捷悟，鮑宏亮，石塚匠，徐岩，寺正行，馬悦，長澤和夫 

２．発表標題 

 鎖状型ポリオキサゾールリガンドの合成とテロメアグアニン四重鎖との相互作用解析 

３．学会等名 

 日本化学会 第 100 回春季年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 横溝智雅, 井手上社子, 荒木喜美, 黒川峰夫, 小松則夫, 大里元美, 須田年生 

２．発表標題 

 細胞系譜追跡による造血幹細胞・前駆細胞の発生様式の解析 

３．学会等名 

 第 82 回日本血液学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、深町勝巳、吉本恵里、松本晴年、酒々井眞澄. 

２．発表標題 

 脂肪酸をリードとする新規抗がん物質の開発 

３．学会等名 

 2019 年度「先端モデル動物支援プラットフォーム」成果発表会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 千葉 惇, 守田 和紀, 高良 沙幸, 生塩 研一, 稲瀬 正彦 

２．発表標題 

 時間の知覚と生成に関わるサル前頭前野の神経細胞活動 

３．学会等名 

 第４３回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 千葉惇、守田和紀、生塩研一、稲瀬正彦 

２．発表標題 

 時間知覚・生成課題におけるサル前頭前野の神経細胞活動 

３．学会等名 

 第 97 回日本生理学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 土居雅夫 

２．発表標題 

 時計遺伝子のシス制御エレメントが個体の活動や生理リズムの維持に与える影響の範囲・限界 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 望月圭、村田哲、稲瀬正彦 

２．発表標題 

 自発行動がサルの時間知覚に与える影響 

３．学会等名 

 第 97 回日本生理学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 河原 康一、古川 龍彦 

２．発表標題 

 腫瘍細胞優先的に P53経路を活性する新たな機構の解明とがん分子標的治療薬の開発の試み 

３．学会等名 

 第 41 回日本臨床薬理学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 酒井宏治 

２．発表標題 

 宿主プロテアーゼとインフルエンザウイルス 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム 成果発表会、ワークショップ （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 舩城桐子、村上善則、伊東剛 

２．発表標題 

 小細胞肺がんの悪性化における細胞接着因子 CADM1の機能解析 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 宮﨑 太輔、山崎 美和子、渡辺 雅彦  

２．発表標題 

 小脳抑制性介在ニューロンルガロ細胞の帯状構造特異的な入出力様式  

３．学会等名 

 第 6 6 回東北・北海道連合支部学術集会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 北條雄大、岸 真五、森 汐莉、谷 里奈、篠原 尚、國安弘基 

２．発表標題 

 小胞体−ミトコンドリア繋留分子 PDZD8の抑制は胃癌に細胞死をもたらす 

３．学会等名 

 第 109 回日本病理学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 大谷哲久、古瀬幹夫 

２．発表標題 

 上皮バリアの構築機構 

３．学会等名 

 第 10 回名古屋大学大学院医学系研究科ー生理学研究所合同シンポジウム   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 清水逸平 

２．発表標題 

 心臓、骨格筋における老化促進代謝物質の病的意義の解明 

３．学会等名 

 第 26 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 武川 睦寛 

２．発表標題 

 新規酸化ストレスセンサー分子による p38/JNKシグナルとサイトカイン産生の制御 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 土本大介、古賀祐一郎、林良憲、アボルハッサニ ノナ、米嶋康臣、作見邦彦、中西博、豊國伸哉、

中別府雄作 

２．発表標題 

 神経幹細胞特異的 Itpaノックアウトマウスは神経細胞脱分極とてんかん様けいれん発作を示し、早

期に死亡する  

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 小泉修一 

２．発表標題 

 神経障害性疼痛アロディニア誘導のメカニズム 

３．学会等名 

 第 84 回日本皮膚科学会東部支部学術大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 髙橋智聡, Paing Linn, 曽我朋義, 河野晋. 

２．発表標題 

 進行前立腺がんにおける RB1-SUCLA2遺伝子欠失を標的とする新規治療. 

３．学会等名 

 第 58 回日本癌治療学会学術総会 2020 年 10 月 23日（京都市/国立京都国際会館 10/22-24 口頭）   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 篠崎陽一、行方和彦、柏木賢治、大野伸彦、原田高幸、小泉修一 

２．発表標題 

 正常眼圧緑内障モデルマウス視神経乳頭部における早期グリア活性化 

３．学会等名 

 第 143 回日本薬理学会関東部会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 井口善生・深堀良二・...・小林和人 

２．発表標題 

 青斑核ノルアドレナリン神経細胞の活動亢進による情動記憶の想起の促進：新規神経活動活性化ツ

ールによる検討 

３．学会等名 

 第 52 回東北生理談話会.   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 片野泰代（発表代表者、責任発表者） 阿部学 渡辺雅彦 崎村建司 伊藤誠二 小林拓哉 

２．発表標題 

 脊髄における BEGAIN陽性介在ニューロンの可視化 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 久郷裕之 

２．発表標題 

 染色体工学技術を利用したイノベーション創出 -基礎から応用研究を通して- 

３．学会等名 

 第 20 回日本抗加齢医学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 久郷裕之 

２．発表標題 

 染色体工学技術を利用した革新的癌研究 -基礎から応用研究への展開 

３．学会等名 

 第 27 回日本がん予防学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 甲斐 拓篤、武田 伊世、橋本 紘一、吉信 公美子、荒木 喜美、荒木 正健 

２．発表標題 

 染色体特異的にクラスターを形成しているトラップ領域（CSCT13）の解析 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 92 回大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 橋本 紘一、武田 伊世、甲斐 拓篤、吉信 公美子、荒木 喜美、荒木 正健 

２．発表標題 

 染色体特異的にクラスターを形成しているトラップ領域（CSCT4）の解析 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 92 回大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 北元 優梨、増田 好美、古閑 成美、吉信 公美子、中潟 直己、鳥越 大輔、中村 直子、柳 久

美子、要 匡、高岡 裕、荒木 喜美、荒木 正健 

２．発表標題 

 潜性（劣性）遺伝形式で多血症の症状を示す自然発生突然変異マウス[pocy]の解析 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 92 回大会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 村上匠蔵，小林大士，白木 隼，広瀬 侑，浴 俊彦 

２．発表標題 

 線虫ダイサー関連ヘリカーゼ DRH-3と DRH-3結合タンパク質との相互作用解析 

３．学会等名 

 日本薬学会第 140 年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 桝和子、加藤千賀、三谷優太、石井万由子、林康紀、村谷匡史、水野聖哉、杉山文博、高橋智、加藤

秀樹、桝正幸 

２．発表標題 

 総腓骨神経を欠損する突然変異マウスの原因遺伝子の同定 

３．学会等名 

 2019 年度 先端モデル動物支援プラットフォーム 成果発表会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 多色細胞系譜追跡法と single cell RNAseq を基点とした成体幹細胞の同定 

３．学会等名 

 第 5 回細胞ダイバース公開シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 奥村和弘 

２．発表標題 

 多段階皮膚発がんマウスモデルを用いたがん  

３．学会等名 

 第 67 回日本実験動物学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 末吉巽, 布田旭, 阿嘉由樹, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 多置換アルケンの高選択的合成を志向したオキサボロールの新規合成反応の開発 

３．学会等名 

 日本化学会 第 100 春季年会 (2020)   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 井ノ上 雄一、三宅 崇仁、土居 雅夫 

２．発表標題 

 体内時計の温度同調機構：生理的な範囲の温度変化が培養マウス繊維芽細胞の分子時計に与える影

響について 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 滝山貴央、世良俊博、中村匡徳、堀家慎一、西川祐司、滝山由美 

２．発表標題 

 胎生期過栄養誘発脂肪肝炎/肝癌:HIF-1シグナル系の役割 

３．学会等名 

 第 3５回日本糖尿病合併症学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 滝山貴央、滝山由美、別所瞭一、橘内博哉、竹田安孝、坂上英充、西川祐司、竹内文也、世良俊博、

中村匡徳  

２．発表標題 

 胎生期高脂肪食誘発-脂肪肝炎-肝癌モデルマウスの確立 

３．学会等名 

 第 63 回日本糖尿病学会年次学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 若林勇樹，綿谷成恭，齋藤良太，寺正行，馬悦，長澤和夫 

２．発表標題 

 大環状ヘキサオキサゾール化合物の側鎖構造展開によるグアニン四重鎖に及ぼす蛍光特性の解析 

３．学会等名 

 日本化学会 第 100 回春季年会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 鷺 朋子、 田中 卓、正井 久雄 

２．発表標題 

 大腸菌におけるゲノム上の RNA-DNA hybrid・グアニン 4重鎖構造のプロファイルと第二の複製系で

の役割の解明 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦, 齊藤 奈英, 知見 聡美, 阿部 学, 川村 名子, 鍋島 陽一, 田井中 一貴, 﨑村 建司, 

南部 篤 

２．発表標題 

 大脳基底核間接路の D2受容体発現細胞における NMDA受容体のマグネシウムブロックの減少により

誘導される運動制御と学習記憶の変化の解析 

３．学会等名 

 第 43 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 小泉修一 

２．発表標題 

 大脳皮質グリア細胞による神経障害性疼痛の誘導 

３．学会等名 

 日本ペインクリニック学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 佐々木哲也、小松勇介、武井陽介、山森哲雄 

２．発表標題 

 大脳皮質高次連合野を特徴づける遺伝子の解析 

３．学会等名 

 第 125 回 日本解剖学会総会・全国学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 藤田幸、山下俊英 

２．発表標題 

 中枢神経回路形成における染色体接着因子コヒーシンの機能 

３．学会等名 

 第 125 回 日本解剖学会総会・全国学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 武井陽介、當銘幸貴、鮑培毅、高田拓弥、佐々木哲也 

２．発表標題 

 中枢神経系における Il-17の役割の分子遺伝学的解析 

３．学会等名 

 第 125 回 日本解剖学会総会・全国学術集会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 住谷昌彦、西澤大輔、池田和隆 

２．発表標題 

 痛みの精密医療への臨床からの挑戦 

３．学会等名 

 日本疼痛学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 天然物合成化学と生合成工学・超分子化学との融合を目指して 

３．学会等名 

 産総研 第 82 回触媒化学融合研究センター講演会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 佐伯直哉、立田咲百合、波多賢二、阿部真土 

２．発表標題 

 転写因子 Trps1の発現制御機構 

３．学会等名 

 第 38 回日本骨代謝学会学術集会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 黒岩由佳, 中山淳, 仙波憲太郎 

２．発表標題 

 頭蓋内移植手法による HER2陽性乳がんの脳組織中における増殖能の評価 

３．学会等名 

 第 72 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 黒岩由佳, 中山淳, 山本雄介, 仙波憲太郎 

２．発表標題 

 頭蓋内移植手法によるHER2陽性乳がん細胞株の増殖分類 (Proliferative classification of HER2-

positive breast cancer cell lines by intracranial injection.) 

３．学会等名 

 2020 年度文部科学省新学術領域研究 先端モデル動物支援プラットフォーム 若手支援技術講習会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 黒岩由佳, 中山淳, 仙波憲太郎 

２．発表標題 

 頭蓋内移植手法による HER2陽性乳がん細胞株の脳転移能の解析 

３．学会等名 

 第 29 回日本がん転移学会学術集会・総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 動物モデルからみたトラウマ記憶と PTSD治療方法の理解 

３．学会等名 

 第 50 回 日本神経精神薬理学会 NPBPPP2020 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 林 祐介, 中山 淳, 仙波 憲太郎 

２．発表標題 

 同所性移植手法を用いた乳がん肺転移株のシグナル解析 

３．学会等名 

 第 72 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 林 祐介, 中山 淳, 山本 瑞生, 山本 雄介, 井上 純一郎, 仙波 憲太郎 

２．発表標題 

 同所性移植手法を用いた乳がん肺転移株のシグナル解析 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 末吉巽, 布田旭, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 銅触媒作用による三成分連結反応を介したオキサボロールの合成 

３．学会等名 

 第 49 回複素環化学討論会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 石川 香、山本 智、服部 聡子、西村 尚也、松本 寛和、宮川 剛、中田 和人 

２．発表標題 

 突然変異型 MFN2の時期特異的発現調節による神経変性の病態比較 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 林 祐介, 中山 淳, 仙波 憲太郎 

２．発表標題 

 乳がん肺高転移株における殺細胞性抗がん剤耐性機構と細胞増殖機構の解明 

３．学会等名 

 第 24 回日本がん分子標的治療学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 林 祐介, 中山 淳, 仙波 憲太郎 

２．発表標題 

 乳がん肺高転移株における殺細胞性抗がん剤耐性機構と細胞増殖機構の解明 

３．学会等名 

 第 29 回日本がん転移学会学術集会・総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 酒寄信幸, 小林和人 

２．発表標題 

 妊娠中の偏った必須脂肪酸摂取は子においてドパミン依存的摂食行動を促す 

３．学会等名 

 日本脂質栄養学会第 29 回大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 酒寄信幸, 小林和人 

２．発表標題 

 妊娠中の偏った必須脂肪酸摂取は子において快楽的摂食を促す 

３．学会等名 

 第 53 回日本栄養・食糧学会中国・四国支部大会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 平山友里、Le Pham Ngoc Ha、小泉修一、安西尚彦 

２．発表標題 

 脳虚血障害におけるミクログリア VNUTの役割 

３．学会等名 

 第 142 回日本薬理学会関東部会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 椎名伸之 

２．発表標題 

 脳神経機能における 相分離 RNA顆粒の役割 

３．学会等名 

 日本植物学会第 84 回大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 黒岩由佳, 中山淳, 足立ちひろ, 井上貴文, 山本雄介, 渡辺慎哉, 仙波憲太郎 

２．発表標題 

 脳組織中での増殖能に基づく HER2 陽性乳がん細胞株の分類 (Classification of HER2-positive 

breast cancer cell lines based on the proliferative activity in the brain) 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 黒岩由佳, 中山淳, 山本雄介, 渡辺慎哉, 仙波憲太郎 

２．発表標題 

 脳組織中における増殖能に基づく HER2 陽性乳がん細胞株の分類 (Classification of HER2-

positive breast cancer cell lines based on proliferative activity in brain tissue) 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 土居雅夫 

２．発表標題 

 脳内サーカディアンリズム中枢を制御する時間選択的 G タンパク質シグナル伝達経路 GPR176-Gz-

RGS16 の役割 

３．学会等名 

 第９３回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 豊國伸哉 

２．発表標題 

 発がんにおけるフェロトーシスの意義 

３．学会等名 

 第 31 回日本微量元素学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 川瀧 紗英子、久保田裕二、武川睦寛 

２．発表標題 

 発癌シグナルによる p38/JNK 経路活性化の分子機構の解明 

３．学会等名 

 第 71 回日本電気泳動学会総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 徳永文稔、及川大輔、畑中尚也、鈴木貴 

２．発表標題 

 非定型型直鎖状ユビキチン鎖を足場とする NF-κB活性化の細胞機能と数理モデル 

３．学会等名 

 第 93 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 酒寄信幸, 小林和人 

２．発表標題 

 必須脂肪酸は中脳ドパミンニューロン産生を制御し将来の快楽的摂食を調節する 

３．学会等名 

 第 93 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 本田茉子、船戸洋佑、三木裕明 

２．発表標題 

 標的既知化合物スクリーニングによる酸性環境適応における TGF-β経路の重要性の解明 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 繁冨英治、小泉修一 

２．発表標題 

 腹側海馬アストロサイトにおける GqPCRシグナルがマウス行動に与える影響 

３．学会等名 

 第 63 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤尚文, Shah Adil Ishtiyaq Ahmad, Mohammad Badrul Anam, 太田訓正 

２．発表標題 

 分泌型プロテオグリカン Tsukushiの欠損は神経幹細胞の制御不全を介して神経発達障害および水頭

症を発症する 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 滝川 雅大、渡邉 祐三、岡部 篤史、金田 篤志、石川 冬木、定家 真人、大木 理恵子. 

２．発表標題 

 分泌性タンパク質 p53PAD7と Hippoシグナル経路による増殖抑制機構の解明. 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 近藤 正啓、河野 慎吾、吉信 公美子、Kim Soo-Hyun、荒木 正健、荒木 喜美 

２．発表標題 

 変異型ヒト WDR11遺伝子のノックインによるカルマン症候群モデルマウスの樹立と解析 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 92 回大会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 坂本 雅行 

２．発表標題 

 膜電位感受性プローブの開発とその応用 

３．学会等名 

 鹿児島大学セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 井口善生 

２．発表標題 

 味覚連合記憶の想起における青斑核ノルアドレナリン細胞の役割—ハエ嗅覚器由来のイオンチャネ

ルを利用した新規神経活動活性化ツールによる検討— 

３．学会等名 

 生理研研究会 2020・行動の多様性を支える神経基盤とその動作様式の解明 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani, Thanh Phuong Nguyen, Mikio Furuse 

２．発表標題 

 密着結合の構造と機能の再考 

３．学会等名 

 第 43 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 大上直秀，山本悠司, 浅井竜一, 國安弘基, 仙谷和弘, 坂本直也, 大段秀樹, 吉田和弘, 安井弥 

２．発表標題 

 網羅的遺伝子発現解析による胃がんの発生・進展の理解 

３．学会等名 

 第 109 回日本病理学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Koizumi S 

２．発表標題 

 緑内障病態におけるグリア細胞と網膜神経節細胞死 

３．学会等名 

 第 31 回日本緑内障学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 山縣和也 

２．発表標題 

 老化関連疾患の克服による健康寿命の延伸 

３．学会等名 

 第 70 回日本体質医学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 清水逸平 

２．発表標題 

 老化促進分子による加齢同期メカニズムの解明 

３．学会等名 

 第 41 回日本炎症・再生医学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 清水逸平 

２．発表標題 

 老化促進分子による加齢同期メカニズムの解明 

３．学会等名 

 第 62 回日本老年医学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 清水逸平 

２．発表標題 

 老化促進分子による加齢同期メカニズムの解明 

３．学会等名 

 日本老年医学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 清水逸平 

２．発表標題 

 老化促進分子を標的とした次世代の心不全治療法開発に向けた取り組み 

３．学会等名 

 第 257 回日本循環器学会関東甲信越地方会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 山縣和也 

２．発表標題 

 膵β細胞と低酸素ストレス 

３．学会等名 

 第 58 回日本糖尿病学会九州地方会 （招待講演）  

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 青柳共太、山下俊一、西脇知世乃、中道洋子、神吉智丈、今泉美佳 

２．発表標題 

 膵β細胞における代償性インスリン過剰分泌破綻の分子機構の解析 

３．学会等名 

 第 63 回日本糖尿病学会年次学術集会   

４．発表年 

 2020 年 

 

 

１．発表者名 

 出口ハンナ、鈴木佐和子、田中知明、横手幸太郎 

２．発表標題 

 膵β細胞分化における Glutaminase 2の役割解明 

３．学会等名 

 第 93 回日本内分泌学会学術総会   

４．発表年 

 2020 年 



 

 

１．発表者名 

 Yuxuan Han, Jun Nakayama, Yusuke Hayashi, Seongmoon Jeong, Mitsuru Futakuchi, Emi Ito, 

Shinya Watanabe, Kentaro Semba 

２．発表標題 

 Characterization of Luminal High-Osteolytic Breast Cancer Cell Lines 

３．学会等名 

 2019 年度「先端モデル動物支援」成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tarusawa E. Sanbo M, Hirabayashi T, Yagi Y, Yoshimura Y 

２．発表標題 

 Establishment of clustered protocadherin-regulated high reciprocal connectivity between 

clonal cortical neurons requires sensory experience in mouse barrel cortex. 

３．学会等名 

 Neuro2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Aya Ito-Ishida 

２．発表標題 

 Understanding Postnatal Neurodevelopmental Disorders from Multiple Perspectives 

３．学会等名 

 RIKEN CBS Summer Program 2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 松本 大地, 大多 茂樹, 南雲 春菜, 藤田 知信, 高橋 聡, 並川 健二 郎, 北野 滋久, 山崎 直也, 

河上 裕 

２．発表標題 

 シングルセル RNAシークエンス解析によるメラノーマ患者における PD-1抗体治療反応性と相関する

末梢血 CD8+ T細胞サブセット 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 及川大輔 

２．発表標題 

 "まっすぐ”なユビキチン鎖を狙った創薬アプローチ 

３．学会等名 

 第 9 回 CSJ 化学フェスタ 2019 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 宮城一仁, 中野悠香, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 20 位を改変したアザラメラリン N誘導体の合成 

３．学会等名 

 第 56 回化学関連支部合同九州大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 室井 誠、永澤 生久子、池野 あゆみ、小川 直子、川谷 誠、長田 裕之 

２．発表標題 

 ２次元電気泳動を用いた化合物に相互作用するたんぱく質の解析法（2DE-CETSA）の開発 

３．学会等名 

 日本農芸化学会 2019 年度大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 3D analysis of the intracellular structures in growth cones using superresolution 

microscopy 

３．学会等名 

 EMBO Molecular neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 尾張拓也、三宅牧人、田中宣道、中井 靖、穴井 智、仲川嘉紀、國安弘基、藤本清秀 

２．発表標題 

 5-Aminolevulinic acid は ミトコンドリア関連活性酸素種およびアポトーシスを介してヒト前立腺

癌に放射線増感効果をもたらす 

３．学会等名 

 第 35 回前立腺シンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Motonaga Y, Ishii A, Kawano H, Onda Y, Niimi T, Miyamoto T, Setoue T, nakamura M, Ohta E, 

Hirose S. 

２．発表標題 

 A case of early myoclonic encephaloparthy with an SLC27A3 gene mutation 

３．学会等名 

 15th Asian Oceanian Congress of Child Neurology  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Ohmori Iori, Mashimo Tomoji, Ouchida Mamoru, Toyokuni Shinya 

２．発表標題 

 A novel model rat of chronic kidney disease 

３．学会等名 

 The 9th Federation of the Asian and Oceanian Physiological Societies Congress  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Dimitar P. Zankov、扇田久和 

２．発表標題 

 A novel TMEM168 gene mutation in familial Brugada syndrome attenuates Na+ channel function 

by modulating Nav1.5 expression. 

３．学会等名 

 第 83 回日本循環器学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Ageta H, Ageta-Ishihara N, Hitachi K, Onouchi T, Yamaguchi H, Yoshioka Y, Kosaka N, Ide 

T, Kinoshita M, Ochiya T, Setou M, Tsuchida K. 

２．発表標題 

 A novel UBL3 modification influences protein sorting to small extracellular vesicles 

３．学会等名 

 ISEV2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 A. Matsuda, H. Aonuma and S. Kaneko 

２．発表標題 

 A structural analysis based on kinetic model of trap-jaw in Odontomachus 

３．学会等名 

 AISM2019(The 7th Asia International Symposium on Mechatronics)  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Satomi Chiken, Atsushi Nambu 

２．発表標題 

 Abnormal information processing through the cortico-basal ganglia pathways is responsible 

for parkinsonian symptoms 

３．学会等名 

 Neural Oscillation Conference 2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 渡邉貴樹，井上秀太郎，赤松翼，鈴木穂香，佐郡 和人，阿部学，崎村建司，上阪直史，狩野方伸 

２．発表標題 

 Accelerated climbing fiber synapse elimination in cerebellar Purkinje cells lacking 

protocadherin 10 

３．学会等名 

 9th FAOPS  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 小坂優介、上田(石原)奈津実、深澤有吾、見学美根子、高雄敬三、宮川剛、 尾藤晴彦、木下専 

２．発表標題 

 Activity- and septin-dependent extension of smooth ER into dendritic spines as a synaptic 

basis of memory consolidation 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 上阪直史 

２．発表標題 

 Activity-dependent synapse elimination in the developing cerebellum 

３．学会等名 

 9th FAOPS  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Wada S, Yanagida J, Sasase H, Zhang T, Kamii H, Domoto M, Li X, Deyama S, Hinoi E, Yamanaka 

A, Nishitani N, Nagayasu K, Kaneko S, Minami M, Kaneda K 

２．発表標題 

 Acute restraint stress augments the rewarding effect of cocaine through the activation of 

α1 adrenoceptors in the medial prefrontal cortex of mice 

３．学会等名 

 Neuroscience 2019-Society for neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Adeno-associated virus vector micro injection into mice brain to reveal function of neural 

circuitry involved in the regulation of sleep/wakefulness. 

３．学会等名 

 FAOPS2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Keiko Taguchi, Nanae Osanai, Eriko Naganuma, Thomas W. Kensler, Masayuki Yamamoto 

２．発表標題 

 Aflatoxin B1 induces fibrosis and cirrhosis in Nrf2 knockout rats 

３．学会等名 

 58th Annual Meeting of Society of Toxicology  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 鈴木利治、後藤直也、林理沙、羽田沙緒里、山本融 

２．発表標題 

 Alcadeinα欠損マウスにおける APPのアミロイド生成的代謝の促進機構 

３．学会等名 

 第 38 回日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 李 惠子、長谷川 純崇 

２．発表標題 

 Alpha-particle-emitting astatine-211-labeled trastuzumab for targeted cancer cell ablation 

３．学会等名 

 第 11 回日米合同癌会議  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yoshikazu Isomura 

２．発表標題 

 An exception to contralateral dominance of cerebral cortex - from abstract to concrete - 

３．学会等名 

 Dynamic Brain Forum (DBF) 1, in The 7th International Congress on Cognitive Neurodynamics (ICCN2019) 

(Universita di Sassari, Alghero, Italy) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Nae Saito, Kazuki Tainaka, Satomi Chiken, Satoshi Hara, Manabu Abe, Meiko Kawamura, Yoko 

Nabeshima, Yo-ichi Nabeshima, Shun Yamaguchi, Hiroshi Ichinose, Kenji Sakimura, Atsushi 

Nambu, Toshikuni Sasaoka 

２．発表標題 

 Analysis of functions of the basal ganglia circuit using dopamine receptor and NMDA 

receptor mutant mice. 

３．学会等名 

 神経オシレーションカンファレンス 2019「ヒューマンネイチャーの理解」   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Saki Tome, Rei Nagata, Tetsuya Sasaki, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Analysis of the effect of IL17A increase on neurodevelopment in RORgt-overexpression 

transgenic mice. 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会・第 62 回日本神経化学会大会 合同大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tomonaga Ichikawa, Shingo Nakahata, Mitsuru Futakuchi, Kazuhiro Morishita 

２．発表標題 

 Analysis of the molecular mechanism of metabolism and tumorigenesis through the loss of 

tumor suppressor gene NDRG2 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Ohta S, Morimoto Y, Tokumitsu A, Sone T, Sakamoto A, Toda M, Kawakami Y, Okano H 

２．発表標題 

 Analysis of the regulatory mechanism underlying brain tumor-initiating cell proliferation 

by MIF 

３．学会等名 

 Neuro2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Shimizu Y, Tamada S, Kato M, Hirayama Y, Takeyama Y, Iguchi T, Sadar MD, Nakatani T. 

２．発表標題 

 Androgen Receptor Splice Variant 7 Drives the Growth of Castration Resistant Prostate 

Cancer without Being Involved in the Efficacy of Taxane Chemotherapy. 

３．学会等名 

 Genitourinary Cancers Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Shimizu Y, Tamada S, Kato M, Hirayama Y, Takeyama Y, Iguchi T, Sadar MD, Nakatani T. 

２．発表標題 

 Androgen Receptor Splice Variant 7 Drives the Growth of Castration Resistant Prostate 

Cancer without Being Involved in the Efficacy of Taxane Chemotherapy. 

３．学会等名 

 第 107 回泌尿器科学会総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、吉本恵里、深町勝巳、松本晴年、酒々井眞澄 

２．発表標題 

 Anticancer property and mechanisms of action of newly synthesized drugs 

３．学会等名 

 第 35 回日本毒性病理学会総会及び学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Htun Y, Nakamura S, Nakao Y, Mitsuie T, Morimoto A, Kato I, Koyano K, Yasuda S, Kusaka T. 

２．発表標題 

 Anti-oxidative potential of hydrogen ventilation in the cerebral cortex of hypoxic-ischemic 

piglets. 

３．学会等名 

 第 64 回日本新生児成育医学会・学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 昆 俊亮、中井 一貴、田中 伸也、藤田 恭之 

２．発表標題 

 APC 遺伝子の欠損による細胞競合の機能変容 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 西川俊夫 

２．発表標題 

 Aplysiatoxin/oscillatoxin 類の網羅的合成研究 

３．学会等名 

 新学術領域研究「反応集積化が導く中分子戦略高次生物機能分子の創製」第 8 回公開成果報告会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 奥野 浩行 

２．発表標題 

 Arc deficiency causes impairment in memory precision and cognitive switching 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Haruhiko Bito, Yuichiro Ishii, Hajime Fujii, Takashi Hayashi, Michiko Okamura, Yayoi Kondo, 

Manabu Abe, Kenji Sakimura, Hiroyuki Okuno 

２．発表標題 

 Arc/Arg3.1-driven regulation of activity-dependent AMPA receptor dynamics at active and 

inactive synapses 

３．学会等名 

 Neuro2019（第 42 回日本神経科学大会・第 62 回日本神経化学会大会） （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 木村賢二, 松本真司, 福井絵里子, 狩野孝, 大瀬尚子, 舟木壮一郎, 南正人, 新谷康, 菊池章 

２．発表標題 

 Arl4cを標的とした Antisense oligonucleotides の In vitroでの効果 

３．学会等名 

 第 72 回日本胸部外科学会定期学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 木村賢二, 新谷康, 松本真司, 金沢豪, 大和寛幸, 久能英法, 福井絵里子, 神崎隆, 狩野孝, 大瀬

尚子, 舟木壮一郎, 南正人, 菊池章 

２．発表標題 

 Arl4cを標的とした新規肺腺癌治療薬の開発 

３．学会等名 

 第 36 回日本呼吸器外科学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 木村賢二, 松本真司, 新谷康, 菊池章 

２．発表標題 

 Arl4cを標的とした新規肺腺癌治療薬の開発 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Artificial assembly lines for divergent synthesis of natural products and their variants 

３．学会等名 

 The 27th French-Japanese Symposium on Medicinal and Fine Chemistry （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 H. Masai, Y. Kanoh, R. Fukatsu, S. Matsumoto, S. Kobayashi, H. Kato, A. Oji, S. Ito, N. 

Kakusho, K. Moriyama, I. Hiratani, N. Yoshizawa. 

２．発表標題 

 Association of Rif1 with nuclear membrane is essential for genome-wide replication timing 

regulation 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Laboratory Meeting EUKARYOTIC DNA REPLICATION& GENOME MAINTENANCE （招待講演） 

（国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S 

２．発表標題 

 Astrocytes-mediated synapse remodeling and neuropathic pain. 

３．学会等名 

 8th Asian Pain Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hajime Hirase 

２．発表標題 

 Astrocytic GPCR Activation in Behaving and Stroke Mice 

３．学会等名 

 Gordon conference: Glial Biology （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 D. Wakita and H. Aonuma 

２．発表標題 

 Attempt to identify body structure generating a balloon-like rhythmic movement in the 

green brittle star 

３．学会等名 

 1st Symposium on Invertebrate Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Iguchi, Y., & Kobayashi, K. 

２．発表標題 

 Attempts to visualize neuronal activity by striatal cell type during various learning 

phases of stimulus discrimination. 

３．学会等名 

 新学術領域研究「人工知能と脳科学」第 7 回領域会議   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 脇田 大輝、浪花 啓右、早瀬 友美乃、青沼 仁志 

２．発表標題 

 Autonomous decentralized coordination in the disk of the green brittle Star 

３．学会等名 

 計測自動制御学会第 31 回自律分散システムシンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 Autophagy regulates lipid metabolism (Bioenergetics and NAFLD) 

３．学会等名 

 Asia Pacific Association for Study of Liver (APASL) meeting （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S. 

２．発表標題 

 Bi-direcional network remodeling by reactive astrocytes 

３．学会等名 

 The 10th IBRO World Congress of Neuroscience （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S 

２．発表標題 

 Bidirectional regulation of synapse remodeling by reactive astrocytes. 

３．学会等名 

 FAOPS2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Fujita T, Ihara Y, Yamaguchi H, Hayashi H, Ishii A, Ideguchi H, Inoue T, Yasumoto S, Hirose 

S. 

２．発表標題 

 Brain Magnetic Resonance Iｍaging Abnormalities Associated with Vigabatrin: Two Cases of 

infantile Spasm. 

３．学会等名 

 The 20th annual meeting of infantile seizure society  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Dimitar P. Zankov、扇田久和 

２．発表標題 

 Brugada syndrome-associated novel TMEM168 gene mutation attenuates Na+ channel function 

through Nav1.5 degradation. 

３．学会等名 

 平成 30 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 伊藤 謙治 

２．発表標題 

 Cancer drug screening based on refractoriness of cancer cell reprogramming 

３．学会等名 

 Cellular Plasticity: Reprogramming, Regeneration and Metaplasia  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤謙治、山田泰広 

２．発表標題 

 Cancer drug screening based on refractoriness of cancer cell reprogramming 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 西村建徳、Chen Xiaoxi,、Lee Jin、曽我朋義、東條有伸、後藤典子 

２．発表標題 

 Cancer treatments targeting mitochondrial enzymes of one-carbon metabolism 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 C. Motozono, HS. Ismanto, K. Shibata, and S. Yamasaki. 

２．発表標題 

 Capturing and identification of MR1-binding molecules using unfolded MR1 protein. 

３．学会等名 

 The 48th Annual Meeting of the Japanese Society for Immunology   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 高田則雄 

２．発表標題 

 Causal evidence of BOLD-fMRI signal generation by astrocytes without neuronal activation 

３．学会等名 

 The 2nd FRIS-TFC Joint Symposium: Unlocking the Brain from Engineering Approaches （招待講演） （国

際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hisanori Takenobu, Miki Ohira, Ryuichi Sugino, Koji Chikaraishi, Ryu Okada, Kyosuke Mukae,  

Masayuki Haruta, Takehiko Kamijo他  

２．発表標題 

 CDX1 regulates stemness and proliferation of neuroblastoma by MYC pathway modulation 

３．学会等名 

 The 61st Annual Meeting of the Japanese Society of Pediatric Hematology/Oncology   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 服部奈緒子、木村佳那、飯田直子、今井俊夫、小泉美帆、本田浩章、牛島俊和 

２．発表標題 

 Cdyl2 is a chromodomain protein involved in pluripotency of stem cells 

３．学会等名 

 Post-A3 Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Ryohei Katayama, Bo Gong, Koutaroh Okada, Makoto Nishio, Naoya Fujita 

２．発表標題 

 Cellular diversity by genetic and non-genetic alteration in cancer induces acquired 

resistance in NSCLC  

３．学会等名 

 11th AACR-JCA Joint Conference （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Fuminori Tokunaga 

２．発表標題 

 Cellular mechanism of LUBAC-mediated NF-κB activation pathway 

３．学会等名 

 1st International Symposium on Interdisciplinary Approaches to Integrative Understanding of 

Biological Signaling Networks （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Nakamura, K. 

２．発表標題 

 Central neural mechanisms to defend life from environmental stressors 

３．学会等名 

 Visitng Fellows Lecture of the Institute of Advanced Studies at University of Bologna （招待講演） 

（国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 西村建徳、曽我朋義、東條有伸、後藤典子 

２．発表標題 

 Changes of stem cell related phenotypes under inhibition of enzymes of One-carbon 

metabolism 

３．学会等名 

 第 7 回がんと代謝研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimihiko Mori, Kae Nakamura, Shingo Hashimoto, Masanori Wakida, Kimitaka Hase 

２．発表標題 

 Characteristics of subjective visual vertical in patients with unilateral spatial neglect 

３．学会等名 

 The 42nd annual meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Ryoko Komatsu, Ryo Tanifuji,Takamitsu Honda, Ryutaro Asano, Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Chemo-enzymatic Synthesis of Saframycins : Expansion of substrate tolerance 

３．学会等名 

 第９9 日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Ryo Tanifuji 

２．発表標題 

 Chemo-enzymatic total synthesis of tetrahydroisoquinoline alkaloids exhibiting potent DNA 

alkylating ability 

３．学会等名 

 The 27th French-Japanese Symposium on Medicinal and Fine Chemistry  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Iguchi, Y., Kato, S., Nishizawa, K., & Kobayashi, K. 

２．発表標題 

 Chemogenetic inhibition of ventral tegmental area dopamine neurons reveals multidimensional 

roles in motivated behavior reinforced by natural reward. 

３．学会等名 

 The 42th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society (Neuro2019)   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 石田綾 

２．発表標題 

 Clarification of connectivity between cerebellum and prefrontal cortex 

３．学会等名 

 新学術領域「脳情報動態」領域会議   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Takaki Watanabe, Yurie Rai, Honoka Suzuki, Tsubasa Akamatsu, Naofumi Uesaka, Masanobu Kano 

２．発表標題 

 Climbing fiber synapse elimination in aldolase C-positive Purkinje cells is delayed 

compared to aldolase C-positive Purkinje cells and requires phospholipase C beta3 in the 

developmental cerebellum 
３．学会等名 

 NEURO2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masami Ishido 

２．発表標題 

 CNV in silver nanoparticle-primed hyperactive rats 

３．学会等名 

 Eurotox 2019   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Masami Ishido 

２．発表標題 

 CNV in silver nanoparticle-primed hyperactive rats 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masami Ishido 

２．発表標題 

 CNV in silver nanoparticle-primed hyperactive rats 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masaharu Yasuda, Yasumasa Ueda, Kae Nakamura 

２．発表標題 

 Combined representation of emotional arousal and decision signals in primate dorsal raphe 

nucleus. 

３．学会等名 

 The 42nd annual meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 M. Yasuda., Y. Ueda., K. Nakamura. 

２．発表標題 

 Combined representation of emotional salience and decision signals in primate dorsal raphe 

nucleus. 

３．学会等名 

 Society for Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji F. Tanaka, Masahiko Watanabe 

２．発表標題 

 Compartmentalized input-output organization of cerebellar Lugaro cells, as revealed using 

knockin-mediated yellow cameleon reporter mice 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 藤野智大 

２．発表標題 

 Comprehensive analysis of secondary mutation as resistance mechanism to seven MET-TKIs for 

MET exon 14 skipping in vitro 

３．学会等名 

 第 20 回世界肺癌学会  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Concise and divergent access to alkaloidal scaffolds by integrating organic and biogenetic 

synthesis 

３．学会等名 

 The Fourth A3 Roundtable Meeting on Chemical Probe Research Hub （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hirok, Kubota 

２．発表標題 

 Concise and Systematic Synthesis of Skeletally Diverse Indole Alkaloidal Scaffolds Bearing 

a Michael Acceptor Moiety 

３．学会等名 

 The Third A3 Young Scientist & Young PI Meeting   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroki Kubota, Haruki Mizoguchi, Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Concise and Systematic Synthesis of Skeletally Diverse Indole Alkaloidal Scaffolds Bearing 

a Michael Acceptor Moiety 

３．学会等名 

 第９9 日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Concise Synthesis of Natural Products and their Variants: a Chemoenzymatic and an Element 

Implantation Approach 

３．学会等名 

 The14th International Conference on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Keiko Taguchi, Nanae Osanai, Yuri Satoh, Tomoji Mashimo, Masayuki Yamamoto 

２．発表標題 

 Constitutive Nrf2 Activation in Keap1 Knockout Rats Causes Jaundice and Polyurea 

３．学会等名 

 The Environmental Response V/ 17th JBS Biofrontier Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki 

２．発表標題 

 Constructive understanding of abnormality of primate-specific synaptic reorganization in 

psychiatric disorders. 

３．学会等名 

 The 2nd Meeting of Scientific Research on Innovative Areas “Multiscale Brain” （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Nanaho Fukuda, Piergiorgio Percipalle, Kevin Czaplinski, Yasumasa Ishida, Tomoyuki Fukuda, 

and Toshikuni Sasaoka 

２．発表標題 

 Control of mRNA translation by hnRNP A/B variants 

３．学会等名 

 第 8 回生理研–霊長研–脳研合同シンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 平尾 敦 

２．発表標題 

 Critical regulation of metabolites for hematopoietic homeostasis and leukemogenesis 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 平尾 敦 

２．発表標題 

 Critical role of nutrient signals in hematopoietic stemness and malignancy 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 平尾 敦 

２．発表標題 

 Critical roles of gut microbiota in self-renewal of hematopoietic stem cells and 

leukemogenesis 

３．学会等名 

 2nd Japan-German symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Seimiya H 

２．発表標題 

 Crossroads of telomere biology and cancer drug discovery 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦、齊藤 奈英、知見 聡美、佐藤 朝子、大久保 直、福田 七穂、阿部 学、川村 名子、小田 

佳奈子、佐藤 俊哉、藤澤 信義、山口 瞬、田井中 一貴、崎村 建司、南部 篤 

２．発表標題 

 D1/D2ドーパミン受容体コンディショナル発現マウスによる運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 平成 30 年度先端モデル動物支援プラットフォーム 成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 齊藤 奈英,大久保 朝子, 阿部 学, 川村 名子, 山口 瞬, 一瀬 宏, 崎村 建司, 田井中 一貴, 知

見 聡美, 南部 篤, 笹岡 俊邦 

２．発表標題 

 D1 ドーパミン受容体コンディショナル発現マウスを_いたドーパミンによる運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 第 42 回神経科学大会 第 62 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Sassa T, Isokawa M, Kihara A 

２．発表標題 

 Decreases in chain lengths and level of myelin sphingolipids are associated with 

hypomyelination and deficient motor coordination in mice lacking fatty acid elongase ELOVL1 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会／第 62 回日本神経化学会大会（NEURO2019）  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Norihito Takahashi 

２．発表標題 

 Design and Modular De Novo Synthesis of 6-Aza-artemisinins 

３．学会等名 

 The 27th French-Japanese Symposium on Medicinal and Fine Chemistry  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Nana Tsuchiya, Yunosuke Ryu,Takahiro Muraoka, Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Design and Synthesis of C2-Symmetric Alkaloidal Chiral Amphiphiles and Configurational 

Effects on Self-Assembly 

３．学会等名 

 第９9 日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hikari Koi, Norihito Takahashi, Yasufumi; Fuchi, Satoru Karasawa, Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Design, synthesis, temperature dependent self-assembly of aza-artemisinins 

３．学会等名 

 第９9 日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Osanai, M., Ohkawa, N., Iguchi, Y., Yokose, J., Nakayama, S., Inokuchi, K., Kobayashi, K., 

Haga, Y., & Mushiake, H. 

２．発表標題 

 Development and application of the multimodal ultra-thin endoscope for analyzing neuronal 

circuits in the deep brain region. 

３．学会等名 

 Neural Oscillation Conference 2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Ikuko Nagasawa, Makoto Muroi, Ayumi Ikeno, Naoko Ogawa, Makoto Kawatani, Hiroyuki Osada 

２．発表標題 

 Development of 2DE-CETSA as a novel platform by 2- dimensional electrophoresis based-

proteomic analysis for target identification of small molecules 

３．学会等名 

 The 1st International Symposium on Chemical Communication (ISCC2019)  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Development of divergent synthetic processes to explore frontiers in natural product 

chemistry 

３．学会等名 

 Let’s Leap! Challenges in Organic Chemistry （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tamio Furuse, Ikuko Yamada, Tomoko Kushida, Ikuo Miura, Shinya Ayabe, Atsushi Yoshiki, 

Masaru Tamura 

２．発表標題 

 Development of DOHaD models using mutant mice with one carbon-metabolism related genes 

３．学会等名 

 2019 AMMRA & AMPC meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Sakamoto M, Sudo Y 

２．発表標題 

 Development of innovative method for an all-optical electrophysiology to measure and 

manipulate neural activity 

３．学会等名 

 International Symposium of Brain/MINDS ISBM2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yue Ma, Yuki Wakabayashi, Ryota Saito, Kazuo Nagasawa 

２．発表標題 

 Development of light-up-type probes for detection of G-quadruplex 

３．学会等名 

 The 46th International Symposium on Nucleic Acids Chemistry  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kyosuke Mukae, Hisanori Takenobu, Junya Toguchida, Kenji Osafune, Tatsutoshi Nakahata, 

Takehiko Kamijo 

２．発表標題 

 Development of neuroblastoma model from iPSC-based neural crest cells 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Kyosuke Mukae, Ryuichi Sugino1, Miki Ohira, Masayuki Haruta, Junya Toguchida,  Kenji 

Osafune, Tatsutoshi Nakahata, Takehiko Kamijo 他  

２．発表標題 

 Development of neuroblastoma model from iPSC-based neural crest cells   

３．学会等名 

 The 78th Annual Meetings of the Japanese Cancer Association   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Naoya Matsuoka, Hikari Koi, Norihito Takahashi, BONEPALLY, Karunakar, Reddy, Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Development of the Second Generation Synthetic Process of Aza-artemisinins 

３．学会等名 

 第９9 日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Jinmin Li, Fumihiro Shutoh, Tetsuya Sasaki, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Developmental defects of serotonergic neurons induced by maternal immune activation. 

３．学会等名 

 Tsukuba Conference  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Inagaki R, Sasagawa M, Homma N, Osanai M 

２．発表標題 

 Differential characteristics of D1 and D2-type medium spiny neuron via cortico-striatal 

stimulation 

３．学会等名 

 9th FAOPS Congress  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Inagaki R, Sasagawa M, Osanai M 

２．発表標題 

 Differential modulation of striatal medium spiny neuron via the cortico-striatal 

stimulation. 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 米野雅大、清水昭男、Xiaoling Pang、扇田久和 

２．発表標題 

 Dipeptidyl peptidase III による II型糖尿病モデルマウスの心・腎臓機能低下抑制効果 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム若手支援技術講習会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Yoshida T,Imai-Tabata A, Yamagata A, Izumi H, Shiroshima T, Kim J, Fukata M, Takao K, Mori 

H, S.Fukai 

２．発表標題 

 Distinct roles of canonical and non-canonical synaptogenic signaling of neuroligin 3 

３．学会等名 

 NEURO2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Sadaiwa Yorimoto; Yoshiaki Tsunekawa,Tomoya Ichino, Akira Tsubouchi, Satoshi Maeda, Hiroki 

Oguri 

２．発表標題 

 Divergent Synthesis of Skeletally Distinct Alkaloidal Scaffolds via Zn(OTf)2-mediated 

Alkyne Activation 

３．学会等名 

 第９9 日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 菊池章、佐田遼太、木村公一、山本英樹. 

２．発表標題 

 DKK1 signal-dependent cellular functions through two receptors, LRP6 and CKAP4. 

３．学会等名 

 第 71 回日本細胞生物学会大会 合同年次大会・第 19 回日本蛋白質科学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Akira Kikuchi. 

２．発表標題 

 DKK1-CKAP4 axis: A novel cancer signaling and its implications in clinical use. 

３．学会等名 

 The 1st OIST-OU Joint Symposium-Cell Biology and Immunology （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 谷藤 涼 

２．発表標題 

 DNA アルキル化能を有するテトラヒドロイソキノリンアルカロイド群の化学–酵素ハイブリッド合成 

３．学会等名 

 核酸化学若手フォーラム 2019 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 塩崎 ゆかり、久保田 裕二、武川 睦寛 

２．発表標題 

 DNA 損傷によるストレス応答 MAPK経路活性化機構の解析 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 2. 正井 久雄、加納 豊、田中 卓、吉沢 直子、伊藤 さゆり、森山 賢治、加藤 宏幸、井口 智弘、

松本 清治、Zhiying You、深津 理乃、覺正 直子、鷺 朋子、小林 駿介、楊 基駿、堀 かりん、高沢 佳

芳、富樫 育子、上野 勝、長澤 和夫、Yue Ma 

２．発表標題 

 DNA 複製の正と負の制御に関わるグアニン４重鎖構造（In search of a universal mode of DNA 

replication） 

３．学会等名 

 第 42 回 日本分子生物学会年会 ワークショップ『染色体 DNA 複製研究のニューフロンティア』 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tatsunori Nishimura, Asuka Nakata, Tomoyoshi Soga, Arinobu Tojo, Noriko Gotoh, et al. 

２．発表標題 

 Downregulation of MTHFD2, an enzyme of one-carbon metabolism in mitochondria, inhibits 

tumor growth and cancer stem-like properties. 

３．学会等名 

 11th AACR-JCA Joint Conference on Breakthroughs in Cancer Research: From Biology to Precision 

Medicine  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kishi S, Honoki K, Tsukamoto S, Fujii H, Kondo Y, Tanaka Y, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 Dual inhibition of distinct metabolic features targets osteosarcoma stem cells 

３．学会等名 

 American Association for Cancer Research Annual Meeting 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 與五沢里美、吉田清嗣 

２．発表標題 

 DYRK2欠損マウスは肺低形成により呼吸不全となり、出生直後致死となる 

３．学会等名 

 平成 30 年度 先端モデル動物支援プラットフォーム 成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Naofumi Ito, Mohammad Asrafuzzaman Riyadh, Ayako Ito, Shah Adil Ishtiyaq Ahmad, Mohammad 

Badrul Anam, Kunimasa Ohta 

２．発表標題 

 Dysfunction of Tsukushi leads to hydrocephalus by altering neurogenesis in the 

subventricular zone. 

３．学会等名 

 Molecular neurodegeneration joint symposium （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤尚文, Shah Adil Ishtiyaq Ahmad, Mohammad Badrul Anam, 太田訓正 

２．発表標題 

 Dysfunction of Tsukushi leads to hydrocephalus by altering neurogenesis in the 

subventricular zone. 

３．学会等名 

 Joint Symposium with Molecular Neurodegeneration:   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Htun Y, Nakamura S, Mitsuie T, Nakao Y, Arioka M, Morimoto A, Kato I, Kondo S, Konishi Y, 

Koyano K, Yasuda S, Iwase T, Kusaka T. 

２．発表標題 

 Effect of hydrogen ventilation on aEEG findings in neonatal hypoxia-ischemia piglets. 

３．学会等名 

 第 122 回日本小児科学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Htun Y, Nakamura S, Nakao Y, Mitsuie T, Morimoto A, Kato I, Koyano K, Yasuda S, Miki T, 

Ueno M, Kusaka T. 

２．発表標題 

 Effectiveness of hydrogen ventilation in hypoxic-ischemic neonatal piglets. 

３．学会等名 

 第 2 回四国地区 4 大学大学院合同研究発表会,   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuo Mashima, Risa Iwasaki, Ryuhei Kawakami, Koshi Kumagai, Toshiro Migita, Takeshi 

Sano, Kensei Yamaguchi, HiroyukiSeimiya 

２．発表標題 

 EGFR inhibitors suppress drug-tolerant CD44v+ gastric cancer cell growth and enhance the 

antitumor effect of irinotecan 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 馬島哲夫 , 岩崎里紗, 川上隆兵, 清宮啓之 

２．発表標題 

 EGFR 阻害剤は胃がん薬剤抵抗性に寄与する CD44v 発現細胞の増殖を抑制し、イリノテカンの治療効

果を増強する 

３．学会等名 

 第 23 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Toshikuni Sasaoka, Nae Saito, Satomi Chiken, Manabu Abe, Yo-ichi Nabeshima, Kazuki Tainaka, 

Kenji Sakimura, Atsushi Nambu 

２．発表標題 

 Elucidation of motor control mechanism by the striatum using genetically modified mice 

harboring tetracycline-controlled expression of D1/D2 dopamine receptors and activated NMDA 

receptors in the striatum 
３．学会等名 

 第 42 回神経科学大会 第 62 回日本神経化学会大会 サテライトシンポジウム （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 齊藤奈英、知見聡美、大久保朝子、阿部学、川村名子、山口瞬、崎村建司、田井中一貴、南部篤、笹

岡俊邦 

２．発表標題 

 Elucidation of motor control mechanism using genetically modified mice harboring 

tetracycline regulated expression of D1/D2 dopamine receptors 

３．学会等名 

 第 8 回生理研–霊長研–脳研合同シンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 大江 星菜、久保田 裕二、武川 睦寛 

２．発表標題 

 Elucidation of the regulatory mechanism for transcription elongation by a novel ERK 

substrate 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 大江 星菜、久保田 裕二、武川 睦寛 

２．発表標題 

 Elucidation of the regulatory mechanism for transcription elongation by a novel ERK 

substrate 

３．学会等名 

 令和元年医科学研究所研究成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Iguchi, Y. 

２．発表標題 

 Enhanced retrieval of learned emotional memory by chemogenetic activation of locus 

coeruleus noradrenergic neurons. 

３．学会等名 

 The 19th Annual Meeting of JSNP （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Toshiharu Suzuki, Naoya Goto, Haruka Saito, Saori Hata, Tohru Yamamoto 

２．発表標題 

 Enhanced β- and β’-cleavages of APP in Alcadeinα knockout mouse brain. 

３．学会等名 

 Alzheimer's Association International Conference 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 Epigenetic modifier regulates accurate transcription on the bivalent histone marked 

angiogenic genes in endothelium 

３．学会等名 

 Cell Symposia  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani and Mikio Furuse 

２．発表標題 

 Epithelial barrier homeostasis by cell competition. 

３．学会等名 

 52nd Annual meeting of the Japanese Society of Developmental Biologists   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 清水昭男、Mohammad Khusni Bin Ahmat Amin、佐藤朗、扇田久和 

２．発表標題 

 Epithelial membrane protein 1は Rac1を活性化してがん細胞の遊走を促進させがんの浸潤・転移

を促進する 

３．学会等名 

 日本生化学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Satoshi Kida 

２．発表標題 

 Erasure of contextual fear memory by inactivation of hippocampal engram 

３．学会等名 

 HEBB 70 Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 川瀧 紗英子、久保田 裕二、武川 睦寛 

２．発表標題 

 ERK 経路とストレス応答 MAPK経路のクロストーク機構の解明 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 高木 祐輔、久保田 裕二、高橋 宏隆、澤崎 達也、武川 睦寛 

２．発表標題 

 ERK 経路の異常活性化により発現誘導される新規遺伝子の同定および機能解析 

３．学会等名 

 新学術領域研究「数理シグナル」 第 3 回若手ワークショップ   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 高木 祐輔、久保田 裕二、武川 睦寛 

２．発表標題 

 ERK 経路の異常活性化により発現誘導される新規遺伝子の同定および機能解析 

３．学会等名 

 新学術領域研究「数理シグナル」 領域推進会議   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 高木 祐輔、久保田 裕二、高橋 宏隆、澤崎 達也、武川 睦寛 

２．発表標題 

 ERK 経路の異常活性化により発現誘導される新規遺伝子の同定および機能解析 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Yuxuan Han, Jun Nakayama, Mitsuru Futakuchi, Emi Ito, Shinya Watanabe, Kentaro Semba 

２．発表標題 

 Establishment and Characterization of Luminal High-Osteolytic Breast Cancer Cell Lines 

Using Intra-Caudal Arterial Injection 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Misa Imai, Yasutaka Fukuda, Teppei Taguchi, Kyohei Misawa, Honglian Tong, Kimi Araki, 

Motomi Osato, Akimichi Ohsaka, Marito Araki, Norio Komatsu 

２．発表標題 

 Establishment of a mouse model for mutant CALR myeloproliferative neoplasms 

３．学会等名 

 第 81 回日本血液学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Katano,T.,Konno,K.,Nishida,K.,Watanabe, M.,Sakimura, K.,Ito, S. and Kobayashi, T. 

２．発表標題 

 Expression analysis of BEGAIN mRNA and protein in the nervous systems. 

３．学会等名 

 49th annual meeting of the Society for Neuroscience.  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Kohtarou Konno, Chihiro Nakamoto, Kenji Sakimura, Masanobu Kano, Masahiko Watanabe. 

２．発表標題 

 Expression mapping, quantification, and complex formation of GluD1 and GluD2 glutamate 

receptors in adult mouse brain. 

３．学会等名 

 IBRO2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Toyokuni S 

２．発表標題 

 Ferroptosis in cancer research: biological significance of ferroptosis in health and 

disease. 

３．学会等名 

 10th International Conference on Nutrition and Physical Activity in Aging, Obesity and Cancer 

(NAPA2019) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tomoaki Kinjo, Kenta Terai, Shoichiro Horita, Norimichi Nomura, Kenta Sumiyama, Kaori 

Togashi, So Iwata, Michiyuki Matsuda 

２．発表標題 

 Förster resonance energy transfer-assisted photoactivation of CRY2 for the optical control 

of protein interactions by two-photon excitation microscopy 

３．学会等名 

 Next Generation Protein Therapeutics & Bioconjugates Summit  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Takahiro Mori, Iori Morita, Fei He, Ikuro Abe 

２．発表標題 

 Functional analysis of C-N bond forming P450 enzyme TleB 

３．学会等名 

 2nd China-Japanese Joint Symposium on the Biosynthesis of Natural Products  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 田中泰圭、石川充、日暮憲道、岡野栄之、廣瀨伸一 

２．発表標題 

 Functional assay using microelectrode array system (MEA) for neurons derived from iPSCs 

from a patient with Dravet syndrome. 

３．学会等名 

 第 53 回日本てんかん学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Naoya Itokawa, Motohiko Oshima, Yaeko Nakajima, Satoshi Yamazaki, and Atsushi Iwama 

２．発表標題 

 Functional defect of polycomb repressive complex 2 in hematopoietic stem cells with aging 

３．学会等名 

 48th Annual Scientific Meeting of International Society for Experimental Hematology  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Yasushi Okamura 

２．発表標題 

 Functional role of VSP in mouse sperm through its regulation of phosphoinositide 

distribution. 

３．学会等名 

 The 7th International Ion Channel Conference (IICC-7) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 小田亮平, 辻圭弥, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 F環部改変ラメラリン N誘導体合成法の開発 

３．学会等名 

 第 56 回化学関連支部合同九州大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 藤原和之、柿崎利和、Jiang Weiru、宮田茂雄、須藤貴史、齋藤繁、山田一夫、一谷幸男、梶田裕貴、

大城朝一、虫明元、渡邊雅彦、宮坂佳樹、真下知士、安田浩樹、柳川右千夫 

２．発表標題 

 GAD67ノックアウトラットの認知機能障害 

３．学会等名 

 第 41 回日本生物学的精神医学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 櫻井 瑛輝  伏見 尚晃  花岡 和則  渡辺 大介 

２．発表標題 

 Generation of the conditional-rescue transgenic mice that can regulate rescue-gene 

expression in the null mutant mice background. 

３．学会等名 

 日本分子生物学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani, Thanh Phuong Nguyen, and Mikio Furuse 

２．発表標題 

 Genetic dissection of the structural and functional organization of tight junctions. 

３．学会等名 

 Gordon Research Conference on Cell Contact and Adhesion  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 高祖秀登 

２．発表標題 

 Genome wide screen for the genes involved in brain tumor formation 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Iwasaki S 

２．発表標題 

 Genome-wide survey of ribosome collision 

３．学会等名 

 The 42th Annual Meeting of The Molecular Biology Society of Japan (MBSJ 2019) （招待講演） （国際

学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S. 

２．発表標題 

 Glial cells as a therapeutic target for anti-depressants. 

３．学会等名 

 第 6 回アジア神経精神薬理学会（  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S 

２．発表標題 

 Glial phagocytic clearance in health and disease. 

３．学会等名 

 ISN-ASNMeeting （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S 

２．発表標題 

 Glial purinergic signals as a target for antidepressants 

３．学会等名 

 第 92 回日本薬理学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Koizmi, S. 

２．発表標題 

 Heterogeneity of astrocytes in synapse remodeling 

３．学会等名 

 NEURO2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Satoshi Kida 

２．発表標題 

 Hippocampal clock regulates memory retrieval via Dopamine and PKA-induced GluA1 

phosphorylation 

３．学会等名 

 AsCNP（第 6 回アジア神経精神薬理学会大会）  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Satoshi Kida 

２．発表標題 

 Hippocampal clock regulates memory retrieval via Dopamine and PKA-induced GluA1 

phosphorylation 

３．学会等名 

 Inaugural meeting of Chinese Society of Learning and Memory （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 Homeostasis in NFAT-DSCR-1 signaling is critical for initial epigenetic conversion and the 

following proper vessel formation 

３．学会等名 

 Joint Angiogenesis Meeting （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 塩田正之、田中昌子、鰐渕英機、徳永文稔 

２．発表標題 

 Hsp72によるがん細胞遊走制御 

３．学会等名 

 第 14 回日本臨床ストレス応答学会大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 長谷川寛雄（発表代表者・責任発表者）、斎藤益満（研究分担者） 

２．発表標題 

 HTLV-1感染におけるモノクロナリティと挿入部位を同定する新しい検査法 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kaori Ishikawa, Satoshi Yamamoto, Satoko Hattori, Naoya Nishimura, Haruna Tani, Hirokazu 

Matsumoto, Tsuyoshi Miyakawa, and Kazuto Nakada 

２．発表標題 

 Human neurodegenerative disease-like phenotypes induced by acquired expression of mutant 

MFN2 in mice. 

３．学会等名 

 The 16th Conference of Asian Society for Mitochondrial Research and Medicine [ASMRM] and The 19th 

Conference of Japan Society for Mitochondrial Research and Medicine [J-mit]  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Shuji Wakatsuki, Yuka Ujiie, Toshiyuki Araki 

２．発表標題 

 Hypoxia induced factor 1α regulates Schwann cell differentiation in peripheral nerves. 

３．学会等名 

 24th Annual Meeting of Japan Glia   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Daisuke Oikawa, Ken Katsuya, Kazuya Hanada, Shinji Sakamoto, Fuminori Tokunaga 

２．発表標題 

 Identification and characterization of small-molecule LUBAC inhibitors, HOIPINs 

３．学会等名 

 1st International Symposium on Interdisciplinary Approaches to Integrative Understanding of 

Biological Signaling Networks  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 服部奈緒子、木村佳那、飯田直子、今井俊夫、小泉美帆、本田浩章、牛島俊和 

２．発表標題 

 Identification of a chromodomain protein, Cdyl2, involved in  

pluripotency of stem cells  

３．学会等名 

 Abcam Epigenetics Conference and 14th Asia Epigenome Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 Identification of adult stem cells by the multicolor lineage tracing and the sc RNAseq 

methods 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Kazuhiro Okumura, Megumi Saito, Eriko Isogai, Yuichi Wakabayashi 

２．発表標題 

 Identification of responsible genes for Stmm loci conferring resistance to chemically 

induced skin tumors 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 安達貴弘、渡部太郎、永石宇司、渡邉 守、烏山 一、吉川宗一郎 

２．発表標題 

 IgA deficiency causes spontaneous enteritis 

３．学会等名 

 第 48 回日本免疫学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Takahiro Adachi, Taro Watabe, Takashi Nagaishi, Mamoru Watanabe,               Hajime 

Karasuyama, SoichiroYoshikawa 

２．発表標題 

 IgA-deficiency causes spontaneous enteritis 

３．学会等名 

 日本免疫学会 第 48 回学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Takahiro Adachi, Taro Watabe, Takashi Nagaishi, Mamoru Watanabe, Hajime Karasuyama, 

Soichiro Yoshikawa  

２．発表標題 

 IgA-deficiency causes spontaneous enteritis  

３．学会等名 

 第 48 回日本免疫学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 冨田俊維、稲葉一穂、遠藤治、関本征史 

２．発表標題 

 IGF-IRシグナル阻害を介した AhR活性化の抑制 

３．学会等名 

 第 46 回日本毒性学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayuki Sakamoto  

２．発表標題 

 Imaging voltage in dendritic spines with genetically encoded indicators.  

３．学会等名 

 IBRO 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 倉橋宏和、沼本真吾、奥村彰久、石井敦士、廣瀨伸一 

２．発表標題 

 Immunological profiles of Dravet syndrome. 

３．学会等名 

 第 53 回日本てんかん学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Abe Y, Ikegawa N, Niikura T, Muramatsu K, Yamada K, Hashimoto T, Goda W, Yoshida K, Hattori 

S, Miyakawa T, Tanaka K, Iwatsubo T, Hata J, Yasui M et al. 

２．発表標題 

 Implication of water channel aquaporin-4 in Alzheimer’s disease 

３．学会等名 

 The 10th APRU Population Aging Conference  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 當銘幸貴、永田怜、佐々木哲也、高橋智、武井陽介 

２．発表標題 

 Increased level of maternal RORγt enhances effect of poly(I:C) to induce fetal loss 

３．学会等名 

 4th Annual Anatomy Group Meeting   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Nobuyuki Sakayori, Oki Higuchi, Ryoji Fukabori, Yoshio Iguchi, Susumu Setogawa, Takahiro 

Eitsuka, Teruo Miyazawa, Kazuto Kobayashi 

２．発表標題 

 Innately induced palatable feeding by dietary imbalance of essential fatty acids. 

３．学会等名 

 NEURO2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Sakayori, N., Higuchi, O., Fukabori, R. Iguchi, Y., Setogawa, S., Eitsuka, T., Miyazawa, 

T., & Kobayashi, K. 

２．発表標題 

 Innately induced palatable feeding by dietary imbalance of essential fatty acids. 

３．学会等名 

 The 42th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society (Neuro2019)   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 千葉惇、守田和紀、生塩研一、稲瀬正彦 

２．発表標題 

 Interval timing of visual and auditory cues for duration discrimination in monkey 

prefrontal cortex 

３．学会等名 

 FAOPS2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroyuki Okuno 

２．発表標題 

 Inverse synaptic tagging of Arc and cognitive refinement processes 

３．学会等名 

 14th International Congress of the Polish Neuroscience Society （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimura R, Yoshimura Y 

２．発表標題 

 Involvement of low contrast-preferring neurons in an orientation discrimination task in 

rat primary visual cortex. 

３．学会等名 

 The 9th Okazaki-Tuebingen-Beijing Joint Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimura R, Yoshimura Y 

２．発表標題 

 Involvement of neurons preferring low-contrast visual stimuli in an orientation 

discrimination task in rat primary visual cortex. 

３．学会等名 

 Japan-UK Neuroscience Symposium 2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Eri Takeuchi, Daisuke Yamada, Akiyoshi Saitoh, Masayuki Itoh, Takashi Hayashi, Mitsuhiko 

Yamada, Keiji Wada, Masayuki Sekiguchi 

２．発表標題 

 Involvement of the ventral tegmental area-nucleus accumbens dopaminergic systems in 

antidepressant-like action of omega-3 polyunsaturated fatty acid-rich diets  

３．学会等名 

 Neuro2019（第 42 回日本神経科学大会・第 62 回日本神経化学会大会）   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimura R, Yoshimura Y 

２．発表標題 

 Involvement of V1 neurons preferring low-contrast stimuli in difficult orientation 

discrimination. 

３．学会等名 

 9th FAOPS (the 9th Federation of the Asian and Oceanian Physiological Societies Congress) （招待講

演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 田口恵子、小山内七重、佐藤由莉、真下知士、山本雅之 

２．発表標題 

 Keap1欠失ラットは Nrf2に依存して重篤な肝障害を引き起こす 

３．学会等名 

 第 46 回日本毒性学会学術年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 田口恵子、小山内七重、佐藤由莉、宮坂佳樹、真下知士、山本雅之 

２．発表標題 

 Keap1欠失ラットは転写因子 Nrf2の活性化により重篤な肝障害を引き起こす 

３．学会等名 

 平成 30 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 立田咲百合、金井凛、鬼頭昭吉、竹内優斗、阿部真土 

２．発表標題 

 KLF4 によるプロテアーゼ発現制御機構の解析 

３．学会等名 

 第 12 回大阪大学医学系若手フォーラム   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 竹内優斗、藤川順司、立田咲百合、阿部真土 

２．発表標題 

 KLF4 は頭頚部正常発生に必須である 

３．学会等名 

 第 12 回大阪大学医学系若手フォーラム   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Akihiro Mouri, Yuko Mori, Kazuo Kunisawa, Mami Hirakawa, Hisayoshi Kubota, Moe Niijima, 

Yasuko Yamamoto, Toshitaka Nabeshima, Kuniaki Saito 

２．発表標題 

 Kynurenine 3-monooxygenase regulates expression of depression-like behavior via enhanced 

antagonism of α7 nicotinic acetylcholine receptor by kynurenic acid 

３．学会等名 

 AsCNP  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Ikuko Yamamoto, Michiko Sugimoto, Kimi Araki, Yu Suzuki, Takehiko Kobayashi, Shinichi 

Nakagawa 

２．発表標題 

 Lack of small-rodent specific 4.5SH cluster leads to embryonic lethality 

３．学会等名 

 第 21 回日本 RNA 学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Shogo Sasaki、Yue Ma, Kazuo Nagasawa 

２．発表標題 

 Linear type hexaoxazole as a G-quadruplex ligand for selective anti-parallel topology 

３．学会等名 

 CISNAC2019 (Commemorative International Symposium of the Japan Society of Nucleic Acids Chemistry)  

（国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 N Shiina 

２．発表標題 

 Liquid- and solid-like RNA granule formation and its implications for neuronal functions 

３．学会等名 

 Frontier Bioorganization Forum 2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayasu Okada, Asami Kawasaki, Atsushi Tamada, Kitaura, Makoto Oishi, Kazunobu Sawamoto, 

Kosei Takeuchi, Fujii Yukihiko, Michihiro Igarashi 

２．発表標題 

 Localization of phosphorylated protein GAP-43 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会(Neuro2019)   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 松本 有樹修 

２．発表標題 

 Long non-coding RNAの解析から明らかとなった新規ポリペプチドワールド 

３．学会等名 

 第 37 回日本骨代謝学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 及川大輔、駒倉啓大、福士雅也、入江崇、堀居拓郎、畑田出穂、坂口剛正、徳永文稔 

２．発表標題 

 LRBA DUF1088ドメインの自然免疫制御における重要性 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 及川大輔、駒倉啓大、阿部貴則、飯尾清誠、小比賀真吾、勝矢健、花田和希、坂本信二、徳永文稔 

２．発表標題 

 LUBACシグナルソームによる自然免疫応答の選択的制御 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 及川 大輔, 駒倉 啓大, 阿部 貴則, 飯尾 清誠, 小比賀 真吾, 勝矢 健, 花田 和希, 坂本 信二, 

徳永 文稔 

２．発表標題 

 LUBACシグナルソームによる自然免疫応答の選択的制御 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 及川大輔、畑中尚也、鈴木貴、徳永文稔 

２．発表標題 

 LUBACによる T細胞受容体シグナル制御に関する細胞・生化学及び数理モデル解析 

３．学会等名 

 第 14 回日本臨床ストレス応答学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 及川大輔、畑中尚也、鈴木貴、徳永文稔 

２．発表標題 

 LUBACによる T細胞受容体シグナル制御に関する数理モデル解析 

３．学会等名 

 数理腫瘍学研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 森泉 寿士、中村 貴紀、曺 永旻、鈴木 貴、武川 睦寛 

２．発表標題 

 Mathematical analysis of the spatio-temporal regulation of the SAPK pathway 

３．学会等名 

 令和元年医科学研究所研究成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Takanori Nakamura, Noriko Nishizumi-Tokai, Takashi Nakazawa, Tatsuki Mori, Takashi Suzuki, 

Mutsuhiro Takekawa 

２．発表標題 

 Mathematical modeling of the recruitment of centriole biogenesis regulators to mother 

centrioles in centriole duplication phase 

３．学会等名 

 JSPS Core-to-Core Program "Establishing International Research Network of Mathematical Oncology" 

in Bordeaux （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 MCH neurons impaired memories during REM sleep 

３．学会等名 

 第 11 回光操作研究会 

 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 MCH neurons impaired memories during REM sleep. 

３．学会等名 

 2019 Chinese Sleep Research Society (CSRS) Annual Academic Conference 

 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Razib Hossain, 多田 篤史, 黒川 直弘, 長澤 研, 琢磨 和晃, 尾嶋 大喜, 高橋 弘雄, 岸本泰司, 

山本 融 

２．発表標題 

 MDGA ファミリー分子群の欠失が引き起こす E/I バランス偏移に伴う認知・行動異常の解析 

３．学会等名 

 日本薬学会第 139 年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayuki Sakamoto, Taekung Kwon, Darcy S. Peterka, Rafael Yuste 

２．発表標題 

 Measuring Voltage in Dendritic Spines with Genetically Encoded Voltage Indicators. 

３．学会等名 

 第４２回分子生物学学会年会  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimiko Shimizu 

２．発表標題 

 Mechanism of circadian regulation of memory in mice 

３．学会等名 

 9th FAOPS (Federation of Asian and oceanian physiological Societies) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 青沼仁志 

２．発表標題 

 Mechanism underlying generating ultra fast movement in insect 

３．学会等名 

 9th International Congress on Industrial and Applied Mathematics (ICIAM 2019)  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Nakamura, K. 

２．発表標題 

 Mechanisms of psychological impacts on thermoregulation and metabolism 

３．学会等名 

 The 9th Federation of the Asian and Oceanian Physiological Societies Congress (FAOPS2019)/The 96th 

Annual Meeting of the Physiological Society of Japan （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Naoyuki Tange, Fumihiko Hayakawa, Takahiko Yasuda, Hideyuki Yamamoto, Daiki Hirano, Shinobu 

Tsuzuki, Hitoshi Kiyoi. 

２．発表標題 

 MEF2D融合タンパクの分解を誘導する薬剤をスクリーニングするシステムの開発． 

３．学会等名 

 第 81 回日本血液学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 磯貝恵理子、奥村和弘、斎藤慈、吉澤康博、田村優希、若林雄一 

２．発表標題 

 Meis1の大脳皮質発生への関連性の検討 

３．学会等名 

 第 32 回モロシヌス研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masaya Baba 

２．発表標題 

 Metabolic regulation by TFE3 in cell proliferation and differentiation 

３．学会等名 

 The 2nd KU-KAIST Joint Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 平尾敦 

２．発表標題 

 Metabolic Regulation of Stemness in Malignant Hematopoiesis  

３．学会等名 

 11th AACR-JCA joint conference （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 中西 真、城村 由和 

２．発表標題 

 Metabolic vulnerability in senescent cells 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 河野 慎吾、Rachael A Nimmo、吉信 公美子、荒木 喜美、荒木 正健 

２．発表標題 

 Mir142遺伝子点変異マウスの表現型解析 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 91 回大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 望月圭、中陦克己、稲瀬正彦、村田哲 

２．発表標題 

 Mixed representation of sensory and motor signals in primate 

primary somatosensory cortex. 

３．学会等名 

 Neuro2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Saki Tome, Tetsuya Sasaki, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 Molecular genetic analysis of the role of interleukin 17A in CNS. 

３．学会等名 

 Tsukuba Conference.  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimiko Shimizu 

２．発表標題 

 Molecular mechanism of  regulation of remote spatial memory 

３．学会等名 

 Molecular and Cellular Cognition Society Asia （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Sano, H., Nakamura, A., Yamane, M., Niwa, H., Araki, K., Takemoto, K., Ishiguro, K., 

Takada, Y., Nishimura, T., and Kojima, M. 

２．発表標題 

 Molecular mechanisms of sugar detection and sugar-dependent metabolic switch. 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 奥村和弘 

２．発表標題 

 MSM マウスにおける腫瘍抵抗性遺伝子の探索 

３．学会等名 

 第 32 回モロシヌス研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 奥村和弘、斎藤慈、吉澤康博、磯貝恵理子、荒木 喜美、若林雄一 

２．発表標題 

 MSM マウスにおける腫瘍抵抗性遺伝子座の探索 

３．学会等名 

 第 32 回モロシヌス研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Shigetomi, E., Koizumi, S 

２．発表標題 

 Multi-modal imaging of astrocyte-neuron communication. 

３．学会等名 

 2nd Mini-Symposium on The Blood-Brain Barrier from Basic to Clinical Research （招待講演） （国際

学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 中山淳, 二口充, 仙波憲太郎 

２．発表標題 

 Multi-organ ｍetastasis誘導遺伝子 HNF1Bの同定と機能解析 

３．学会等名 

 第 28 回日本がん転移学会学術集会・総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山本育子、杉本道彦、荒木喜美、鈴木雄、小林武彦、中川真一 

２．発表標題 

 Myodonta属特異的 4.5SHクラスタはマウスの発生に必須である 

３．学会等名 

 2019 進化学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S 

２．発表標題 

 Network remodeling by astrocytic synaptogenesis and phagocytosis. 

３．学会等名 

 ⅩⅣ European Meeting on Glial Cells in Health and Disease  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S. 

２．発表標題 

 Network remodeling by glial cells 

３．学会等名 

 2nd Mini-Symposium on The Blood-Brain Barrier from Basic to Clinical Research. （招待講演） （国際

学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kaneda K 

２．発表標題 

 Neural mechanisms of acute stress-induced enhancement of cocaine craving 

３．学会等名 

 AsCNP2019 (6th Congress of Asian College of Neuropsychopharmacology) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 金田 勝幸 

２．発表標題 

 Neural mechanisms underlying stress-induced enhancement of cocaine craving 

３．学会等名 

 NEURO2019 (第 42 回日本神経科学大会・第 62 回日本神経化学会大会)   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 金田 勝幸 

２．発表標題 

 Neural mechanisms underlying stress-induced enhancement of cocaine rewarding properties 

３．学会等名 

 第 92 回日本薬理学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 青沼仁志 

２．発表標題 

 Neurobiology and biomechanics of ultra fast movement in the trap-jaw ant 

３．学会等名 

 The 3rd International Symposium on Swarm Behavior and Bio-Inspired Robotics (SWARM 2019 （招待講

演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Ayako M. Watabe 

２．発表標題 

 Neuronal Circuits Underlying Regulation of Aversive Valence in Mice 

３．学会等名 

 FAOPS2019, 第 96 回日本生理学会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 木村穰、阿部如子、本杉奈美、坂部貢、加藤明 

２．発表標題 

 Neuropathy Target Esterase と神経機能ー遺伝子操作マウスを用いた解析 

３．学会等名 

 第２８回日本臨床環境医学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 木村穰、阿部如子、本杉奈美、坂部貢、加藤明 

２．発表標題 

 Neuropathy Target Esterase 遺伝子操作マウスの機能解析ー神経機能解析を中心に 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Nobuhiro Okada, Hayato Muranaka, Chiaki Takahashi 

２．発表標題 

 NFYA regulates the acquisition of drug resistance in breast cancer 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 辻本剛己、高橋智聡、岡田宣宏 

２．発表標題 

 NFYA による糖新生促進が引き起こす腫瘍抑制効果の検討 

３．学会等名 

 2019 年度 先端モデル動物支援プラットフォーム若手支援技術講習会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masao Doi 

２．発表標題 

 Non-coding cis-regulatory element E’-box of Period2 is essential for daily maintenance 

of organismal behavior and physiology 

３．学会等名 

 第 3 回日本循環器学会基礎研究フォーラム （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hisakazu Ogita、Dimitar P. Zankov、Akio Shimizu 

２．発表標題 

 Novel TMEM168 gene mutation in Brugada syndrome impairs sodium channel function via the 

Nav1.5 degradation. 

３．学会等名 

 American Heart Association  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Shuji Wakatsuki 

２．発表標題 

 NOX-dependent ZNRF1 activation controls neuronal polarity and axon specification. 

３．学会等名 

 Keystone Symposia on Molecular and Cellular Biology.  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 古瀬民生、山田郁子、串田知子、三浦郁生、尾崎藍、永瀬茜、若菜茂晴、田村勝 

２．発表標題 

 One carbon metabolism 関連遺伝子変異体を用いた DOHaDモデルの開発 

３．学会等名 

 NEURO2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 望月圭、中陦克己、稲瀬正彦、村田哲 

２．発表標題 

 Ongoing motor information embedded in a network dynamics ofprimate primary somatosensory 

neurons. 

３．学会等名 

 FAOPS2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 Optical Manipulation of Intracellular Ca2+ Dynamics 

３．学会等名 

 The 15th German-Japanese Colloquium, “Nano Lifescience” （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A  

２．発表標題 

 Optogenetics as a tool to understand regulatory mechanism of sleep and memory by the 

hypothalamic neurons.  

３．学会等名 

 IBRO APRC School 2019 

 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 洪 啓栄 

２．発表標題 

 Orexin and MCH neurons double ablated mice showed severe sleep attack and cataplexy  

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム 2019 年度若手支援技術講習会 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiromu Yawo, Toshifumi Asano, Hiroyuki Igarashi, Toru Ishizuka 

２．発表標題 

 Organelle-optogenetics - direct manipulation of intracellular Ca2+ dynamics by light. 

３．学会等名 

 The 9th Federation of the Asian and Oceanian Physiological Societies Congress (FAOPS2019) from March 

28-31, 2019, Kobe, Japan （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Komakura K, Goto E, Oikawa D, Abe T, Tokunaga F. 

２．発表標題 

 OTUD1, an OUT family deubiquitinase, involved in innate immune response 

３．学会等名 

 1st International symposium on Interdisciplinary Approaches to Integrative Understanding of 

Biological Signaling Networks.  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Keidai Komakura, Eiji Goto, Daisuke Oikawa, Takanori Abe, Fuminori Tokunaga 

２．発表標題 

 OTUD1, and OTU family deubiquitinase, is involved in innate immune responses 

３．学会等名 

 1st International Symposium on Interdisciplinary Approaches to Integrative Understanding of 

Biological Signaling Networks  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Toko Funaki, Takeshi Ito, Yoshinori Murakami 

２．発表標題 

 Overexpression of CADM1 enhances malignant features of small cell lung cancer 

３．学会等名 

 American Association for Cancer Research Annual Meeting 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 大木 理恵子 

２．発表標題 

 p53 が制御する新規の神経内分泌腫瘍抑制経路の解明 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 大木 理恵子 

２．発表標題 

 p53 が制御する新規の神経内分泌腫瘍抑制経路の解明 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Takayuki Fujii, Yoichi Chiba, Haruyuki Nakayama-Imaohji, Shun Onishi, Aya Tanaka, Hiroto 

Katami, Masaki Ueno, Tomomi Kuwahara, Tatsuru Kaji, Satoshi Ieiri, Ryuichi Shmono 

２．発表標題 

 Partially hydrolyzed guar gum improves small intestinal degeneration in association with 

modulation of intestinal microbiota after massive small bowel resection 

３．学会等名 

 52nd annual meeting of the pacific association of pediatric surgeons  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 清水逸平 

２．発表標題 

 Pathological roles of senometabolites in cardiovascular-metabolic disorders 

３．学会等名 

 ISHR2019 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 土居雅夫 

２．発表標題 

 Per2 遺伝子プロモーターシス調節配列 E’-boxを欠損したマウス個体の脆弱な概日振動 

３．学会等名 

 第 26 回日本時間生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Ohta S, Matsumoto D, Nagumo H, Fujita T, Takahashi A, Namikawa K, Kitano A, Yamazaki N, 

Kawakami Y. 

２．発表標題 

 Peripheral blood CD8+T cell subsets correlated with PD-1 Ab response in melanoma patients 

by scRNA-seq analysis 

３．学会等名 

 5th CRI-CIMT-EATI-AACR International cancer immunotherapy conference  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 姜玮茹、柿崎利和、藤原和之、宮田茂雄、張月、須藤貴史、加藤大樹、齋藤繁、柴崎貢志、石崎泰樹、

宮坂佳樹、真下知士、柳川右千夫 

２．発表標題 

 Phenotype characterization of GAD65/GAD67 double mutant rats 

３．学会等名 

 日本ゲノム編集学会第 4 回大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 陳 ヨ、大木理恵子 

２．発表標題 

 PHLDA3遺伝子と MEN1遺伝子による膵臓神経内分泌腫瘍抑制機構の解明 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 塩見美喜子 

２．発表標題 

 piRNA biogenesis and function 

３．学会等名 

 EMBO Member's Meeting2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 塩見美喜子 

２．発表標題 

 piRNA biogenesis and function in Drosophila 

３．学会等名 

 The RNA Localization and Local Translation Conferrence （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 塩見美喜子 

２．発表標題 

 piRNA Biogenesis and functions in Drosophila 

３．学会等名 

 Cell Symposia Regulatory RNAs （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 塩見美喜子 

２．発表標題 

 piRNA Biogenesis and functions in Drosophila 

３．学会等名 

 Keystone Symposia/Small Regulatory RMAs （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 矢口 立真, 石林 朋子, 二井谷 和平, 向井 沙和子, 江崎 博仁, 出山 諭司, 金田 勝幸  

２．発表標題 

 Poly(I:C)による妊娠中母体免疫の活性化方法の差による仔の行動異常の相違 

３．学会等名 

 日本薬学会北陸支部 第 131 回例会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masashi Kawami, Ryoko Yumoto, Mikihisa Takano 

２．発表標題 

 Potent inhibitory effect of vandetanib on methotrexate-induced epithelial-mesenchymal 

transition (EMT) in alveolar epithelial A549 cells 

３．学会等名 

 2019AAPS PharmSci360  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Yusuke Komatsu, Akiya Watakabe, Tetsuo Yamamori 

２．発表標題 

 Prefrontal-Enriched SLIT1 Expression in Primate Cortex Established during the Postnatal 

Development 

３．学会等名 

 he 9th Federation of the Asian and Oceanian Physiological Societies Congress (FAOPS2019)  （国際学

会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Programmable Divergent Synthesis of Skeletally Diverse Alkaloidal Scaffolds 

３．学会等名 

 The 19th Tateshina Conference on Prganic Chemistry  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kaori Ishikawa, Satoshi Yamamoto, Satoko Hattori, Naoya Nishimura, Takayuki Mito, Hirokazu 

Matsumoto, Tsuyoshi Miyakawa, Kazuto Nakada 

２．発表標題 

 Progressive neurodegeneration and abnormal behavior were caused by acquired expression of 

mutant Mitofusin 2 in neurons. 

３．学会等名 

 The Cold Spring Harbor Asia conference on Mitochondria and Metabolism in Health and Disease （招待

講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hashimoto Y, Hata T, Tada M, Iida M, Watari A, Okada Y, Doi T, Kuniyasu H, Yagi K, Tachibana 

K, Kondoh M 

２．発表標題 

 Proof of concept for claudin-2-directed cancer therapy by using a monoclonal antibody that 

recognizes the extracellular loop domain of claudin-2 

３．学会等名 

 2019 Controlled Release Society Annual Meeting & Exposition  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 松本真春、大山ゆき、大浜剛、佐藤晃一 

２．発表標題 

 Protein phosphatase 2A とその阻害タンパク質 PME-1のタンパク質間結合を制御する分子機構の解

明 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Daisuke Yoshioka 

２．発表標題 

 Proteomic screening for SG components and their functional analysis 

３．学会等名 

 G2 Plus Retreat   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Takaki Watanabe, Honoka Suzuki, Tsubasa Akamatsu, Kazuto Sakoori, Shutaro Inoue, Manabu 

Abe, Kenji Sakimura, Naofumi Uesaka, Masanobu Kano 

２．発表標題 

 Protocadherin 10 delays developmental climbing fiber synapse elimination in a subset of 

aldolase C-positive Purkinje cells in the cerebellum 

３．学会等名 

 次世代脳プロジェクト冬のシンポジウム 2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Ishii A, Goto A, Ihara Y, Hirose S, Ihara Y, Hirose S. 

２．発表標題 

 Regional specificity of KCNQ2 missense variants causing benign or epileptic encephalopathy 

phenotype. 

３．学会等名 

 International Epilepsy Congress  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Satoshi Kida 

２．発表標題 

 Regulation of fear memory and PTSD-like behaviors by hippocampus 

３．学会等名 

 2019 International Brain Science Summit Forum （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Satoshi Kida 

２．発表標題 

 Regulation of fear memory through changes of hippocampal neuron activities after retrieval 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学会/第 62 回日本神経化学会 Neuro2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Satoshi Kida 

２．発表標題 

 Regulation of reconsolidation and extinction by fear memory engrams 

３．学会等名 

 The 10th IBRO World Congress of Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Satoshi Kida 

２．発表標題 

 Regulation of reconsolidation and extinction by fear memory engrams 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学会/第 62 回日本神経化学会 Neuro2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Mutsuhiro Takekawa 

２．発表標題 

 Regulation of stress-activated p38/JNK MAPK signaling pathways under oxidative stress 

conditions 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Asia Conference “Kinase and Phosphatase Signaling” （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Mutsuhiro Takekawa 

２．発表標題 

 Regulation of stress-induced apoptotic cell death by stress granule formation 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会ワークショップ （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 N Shiina 

２．発表標題 

 Regulation of the dynamics of RNA granule condensates and its implications for long-term 

memory 

３．学会等名 

 NIBB-Princeton Joint Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Yukari Shiozaki 

２．発表標題 

 Regulatory mechanism of the DNA-damaging agents-induced activation of the stress-activated 

MAPK (SAPK) pathways 

３．学会等名 

 G2 Plus Retreat   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 REM sleep active MCH neurons are involved in forgetting hippocampus-dependent memories 

３．学会等名 

 6th Congress of Asian College of Neuropsychopharmacology   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A, Izawa S 

２．発表標題 

 REM sleep active MCH neurons are involved in forgetting hippocampus-dependent memories. 

３．学会等名 

 IBRO 2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroyuki Okuno,  Anna Araki, Keiichiro Minatohara, Haruhiko Bito, Itaru Imayoshi 

２．発表標題 

 Remote memory traces in the mouse hippocampus revealed by Arc-based functional labeling 

３．学会等名 

 アジア・オセアニア国際生理学大会(FAOPS2019)  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Koji Kuraoka, Kae Nakamura 

２．発表標題 

 Representation of social and emotional information in primate amygdala 

３．学会等名 

 The 42nd annual meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Takayoshi Awakawa, Haruo Ikeda, Kazuo Shinya, Wen Liu, Ikuro Abe 

２．発表標題 

 Reprogramming of the antimycin NRPS-PKS assembly lines inspired by gene evolution 

３．学会等名 

 2nd China-Japan Joint Symposium on Natural Product Biosynthesis  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Satoru Yamagishi, Fumihiro Eto, Yo shinoda, Shuhei Ogawa, Ikuko Yao, Tsuyoshi Miyakawa, 

Keizo Takao and Kohji Sato 

２．発表標題 

 Repulsive guidance molecule FLRT2 regulates social behavior 

３．学会等名 

 Neuro2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Satoru Yamagishi, Fumihiro Eto, Yo shinoda, Shuhei Ogawa, Ikuko Yao, Tsuyoshi Miyakawa, 

Keizo Takao and Kohji Sato 

２．発表標題 

 Repulsive guidance molecule FLRT2 regulates social behavior 

３．学会等名 

 Society for Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 塩見 美喜子 

２．発表標題 

 Requirements for multivalent Yb body assembly in piRNA-mediated transposon silencing in 

Drosophila 

３．学会等名 

 40th LORNE GENOME CONFERENCE 2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Toshikuni Sasaoka 

２．発表標題 

 Research on mechanism of motor control and development of genetically modified animal 

production technology for higher brain function research 

３．学会等名 

 Visit by Brain Research Institute,Niigata University, Japan Mini Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yueren Liu, Tomokazu Ohshiro, Hajime Mushiake, Toru Ishizuka, Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 Response interaction among multi-afferent inputs in the barrel cortex 

３．学会等名 

 第 11 回 光操作研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroshi Onimaru, Keiko Ikeda, Hiroyuki Igarashi, Hiromu Yawo, Kazuto Kobayashi, Satoru 

Arata, Kiyoshi Kawakami. 

２．発表標題 

 Responses to hypercapnia and hypoxia of Phox2b-positive cells in the ventral medulla of 

newborn rats. 

３．学会等名 

 The 9th Federation of the Asian and Oceanian Physiological Societies Congress (FAOPS2019) from March 

28-31, 2019, Kobe, Japan  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 Ribosome conformational dynamics surveyed by ribosome profiling 

３．学会等名 

 IARI (International Alliance of Research Internship) Symposium, 5th Workshop in Biosciences （招待

講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 椎名伸之 

２．発表標題 

 RNA 顆粒足場タンパク質による液相・固相 RNA顆粒の形成及びその長期記憶との関連 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yuko Gonda, Tetsuya Sasaki, William Andrews, John Parnavelas, Alain Chédotal, Tatsunori 

Seki, Carina Hanashima. 

２．発表標題 

 Robo1 confers laminar-specific apical dendritiogenesis and connectivity in the neocortex. 

３．学会等名 

 20th TMIMS International Symposium「Principles of Neocortical Development and Evolution」  （国際

学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 信末博行 

２．発表標題 

 ROCK 阻害剤は化学療法抵抗性の骨肉腫細胞において脂肪細胞への終末分化を阻害し腫瘍形成性を抑

制する 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kouji Sakai, Naoya Nagata, Kimie Nomura, Takashi Irie, Kazuaki takehara, Hiroaki Kanda, 

Yasushi Ami 

２．発表標題 

 Role of an oligosaccharide in the hemagglutinin protein on protease tropism of H3N2 

influenza A virus. 

３．学会等名 

 第 67 回日本ウイルス学会学術集会、   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kouji Sakai, Naoya Nagata, Kimie Nomura, Takashi Irie, Kazuaki Takehara, Hiroaki Kanda, 

Yasushi Ami 

２．発表標題 

 Role of an oligosaccharide in the hemagglutinin protein on the pathogenesis of H3N2 

influenza A virus 

３．学会等名 

 The 1st Influenza and other Infections  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Yoshikazu Johmura 

２．発表標題 

 Role of cellular senescence in aging and age-related disorders 

３．学会等名 

 1st International Symposium on Inflammation Cellular Sociology （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Naoya Murao,Hideki Nishitoh 

２．発表標題 

 Role of Derlin-1 in the adult hippocampal neurogenesis 

３．学会等名 

 NEURO2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 村尾直哉、西頭英起 

２．発表標題 

 Role of Derlin-1 in the maintenance of stem cell populations in adult hippocampal 

neurogenesis 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Toyokuni S, Jiang L, Li Z, Ito F and Akatsuka S. 

２．発表標題 

 Role of ferroptosis in carcinogenesis and tumor biology. 

３．学会等名 

 The 9th Biennial joing meeting of the Society for Free Radical Research Autralasia and Japan  （国

際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Toyokuni S 

２．発表標題 

 Role of ferroptosis in carcinogenesis and tumor biology. SY29: Antioxidants and redox 

regulation. 

３．学会等名 

 The 7th Interenational Conference on Food Factors （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Role of MCH neurons in the regulation of metabolism, sleep/wakefulness and memory. 

３．学会等名 

 国際シンポジウム「Sensing food/nutrient/environment toward integrative metabolic regulation」 （招

待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Role of REM sleep on memory. 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Asia Neurobiology of Behavior & Neuropsychiatric Disorders （招待講演） （国際

学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Satoshi Kida 

２．発表標題 

 Roles of hippocampus in fear memory reconsolidation and extinction 

３．学会等名 

 NIPS Learning & Memory meeting（自然科学研究機構（岡崎市）） （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Satoshi Kida 

２．発表標題 

 Roles of hippocampus in regulation of fear memory after retrieval 

３．学会等名 

 14th AND Meeting （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 姜玮茹、柿崎利和、藤原和之、宮田茂雄、張月、須藤貴史、加藤大樹、齋藤繁、柴崎貢志、石崎泰樹、

宮坂佳樹、真下知士、柳川右千夫 

２．発表標題 

 Roles of rat glutamate decarboxylase isoforms in the perinatal period 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会 第 62 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 姜玮茹 

２．発表標題 

 Roles of rat glutamate decarboxylase isoforms in the perinatal period 

—GABA and developing brain, implications for anesthesia 

３．学会等名 

 日本臨床麻酔学会 第 39 回大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 當銘 幸貴、佐々木 哲也、越田 隆介、武井 陽介 

２．発表標題 

 RORgt過剰発現マウスにおける poly(i:c)誘導性流産率の上昇 

３．学会等名 

 第 124 回 日本解剖学会総会・全国学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Kazuya Nagano, Hirotaka Takahashi, Fuminori Tokunaga, Tatsuya Sawasaki 

２．発表標題 

 Screening and analysis of novel linear polyubiquitin chain binding proteins based on wheat 

cell-free 20K-HUPA 

３．学会等名 

 1st International Symposium on Interdisciplinary Approaches to Integrative Understanding of 

Biological Signaling Networks  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Oikawa, D., Katsuya, K., Hanada, K., Sugawara, K., Tsuruta, D., Sakamoto, S., Tokunaga, 

F. 

２．発表標題 

 Screening and characterization of novel LUBAC inhibitors, HOIPINs 

３．学会等名 

 old Spring Harbor Laboratory Meeting on Ubiquitin, Autophagy & Disease  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Oikawa D, Katsuya K, Hanada K, Sugawara K, Tsuruta D, Sakamoto S, Tokuanga F. 

２．発表標題 

 Screening and characterization of novel LUBAC inhibitors, HOIPINs. 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor meeting: Ubiquitins, Autophagy & Disease.  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 K. Kuraoka, K. Nakamura. 

２．発表標題 

 Segregated and overlapped processing of social and reward information in primate amygdala. 

３．学会等名 

 Society for Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masaaki Komatsu 

２．発表標題 

 Selective turnover of p62-bodies through autophagy 

３．学会等名 

 9th International Symposium on Autophagy （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masaaki Komatsu 

２．発表標題 

 Selective turnover of p62-bodies through autophagy 

３．学会等名 

 Seoul National University Bioscience Symposium 

 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Masaaki Komatsu 

２．発表標題 

 Selective turnover of p62-liquid droplets through autophagy: The molecular mechanism and 

physiological significance 

３．学会等名 

 Asian Pacific Prion Symposium 2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Ageta-Ishihara N, Takao K, Miyakawa T, Hioki H, Bito H, Inokuchi K, Kinoshita M. 

２．発表標題 

 Septin-dependent entry of smooth endoplasmic reticulum into dendritic spines as a synaptic 

basis of persistent memory 

３．学会等名 

 OIST Mini-Symposium: The 16th International Membrane Research Forum （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Toyokuni S 

２．発表標題 

 Significance of ferroptosis in cancer research. Symposium 4: Cancer and redox biology. 

３．学会等名 

 The 9th Biennial Meeting of Society for Free Radical Research -Asia (SFRR-Asia) – The Era for Redox 

Research （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Yusuke Komatsu, Tetsuo Yamamori. 

２．発表標題 

 Slit2 is preferentially expressed in the higher-order association area of primate cortex. 

３．学会等名 

 Neuroscience 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuya Sasaki, Yusuke Komatsu, Yosuke Takei, Tetsuo Yamaori. 

２．発表標題 

 SLIT2 is preferentially expressed in the the higher-order association areas in primates. 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会・第 62 回日本神経化学会大会 合同大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Mutsuhiro Takekawa 

２．発表標題 

 Spatio-temporal dynamics of SAPKK regulates cell fate decisions under stress conditions 

３．学会等名 

 JSPS Core-to-Core Program “Establishing International Research Network of Mathematical Oncology” 

（招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Mutsuhiro Takekawa 

２．発表標題 

 Spatio-temporal regulation of stress-activated MAPK signaling and its role in cytokine 

production 

３．学会等名 

 Symposium for “Interface between Immunology & Quantitative Biology” （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、深町勝巳、酒々井眞澄 

２．発表標題 

 STAT3阻害剤による新規抗がん物質の開発 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会; 国立京都国際会館   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Naoyuki Tange, Fumihiko Hayakawa, Takahiko Yasuda, Hideyuki Yamamoto, Daiki Hirano, Shinobu 

Tsuzuki, Tomoki Naoe, Hitoshi Kiyoi. 

２．発表標題 

 Staurosporine induces caspase-dependent proteolysis of MEF2D-fusion protein and cell death 

selective to MEF2D-fusion-positive ALL cells. 

３．学会等名 

 61st American Society of Hematology Annual Meeting and Exposition  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Stereochemical Diversificaion of Dimeric Alkaloids: Towards Integration of Natural Product 

Chemistry, Chemical Biology, and Supramolecular Chemistry 

３．学会等名 

 Asian Chemical Biology Initiative 2019 Myanmer Meeting （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Takamitsu Honda, Ryo Tanifuji, Ryoko Komatsu, Hiroki, Oguri 

２．発表標題 

 Stereo-controlled Synthesis of Alkaloidal Scaffolds through Assembly of Aromatic Amino 

Acid Components 

３．学会等名 

 第９9 日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Toshikuni Sasaoka 

２．発表標題 

 Studying the mechanism of motor control using mouse model for Parkinson's disease 

３．学会等名 

 The 8th Japan-Sino-Korea Mouse Resource Workshop “Precision Modelling of Human Diseases in Mice 

and Cell Resources” （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Hirotaka Takahashi, Satoshi Yamanaka, Yusuke Sato, Daisuke Oikawa, Shuya Fukai, Fuminori 

Tokunaga, Tatsuya Sawasaki 

２．発表標題 

 Subquinocin, a small moleculae inhibitor for USPs, promotes NF-κB signal by stabilization 

of M1-linked polyubiquitin 

３．学会等名 

 1st International Symposium on Interdisciplinary Approaches to Integrative Understanding of 

Biological Signaling Networks  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Takahashi H, Yamanaka S, Sato Y, Oikawa D, Fukai S, Tokunaga F, Sawasaki T. 

２．発表標題 

 Subquinocin, a small molecule inhibitor for USPs, promotes NF-B signal by stabilization 

of M1-linked polyubiquitin 

３．学会等名 

 1st International symposium on Interdisciplinary Approaches to Integrative Understanding of 

Biological Signaling Networks.  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masashi Kawami, Ryoko Yumoto, Mikihisa Takano 

２．発表標題 

 Suppressive effect of vandetanib on drug-induced epithelial-mesenchymal transition via 

inhibition of p53 pathway 

３．学会等名 

 日本薬物動態学会第 34 回年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Toshio Nishikawa 

２．発表標題 

 Synthesis and Biological activities of Aplysiatoxin/Oscillatoxin Marine Natural Products. 

３．学会等名 

 Marine Biotechnology Conference 2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Toshio Nishikawa 

２．発表標題 

 Synthesis and biological evaluation of oscillatosins marine derived natural products. 

３．学会等名 

 The Fourth A3 Roundtable Meeting on Chemical Probe Research Hub  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Shogo Sasaki, Yue Ma, Hong-Liang Bao, Takumi Ishizuka, Yan Xu, Takatsugu Hirokawa, Kazuo 

Nagasawa 

２．発表標題 

 Synthesis and evaluation of a linear type of polyoxazole compounds for inducing anti-

parallel topology aganst telomeric DNA 

３．学会等名 

 The 46th International Symposium on Nucleic Acids Chemistry  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Yuta Arai, Ryo Watanabe, Soushi Fujikawa,Erina Hosono, Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Synthesis of Alkaloidal Skeletons by Regioselective Dimerizations of Dihydropyridines 

３．学会等名 

 第９9 日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Toshio Nishikawa 

２．発表標題 

 Synthesis of Aplysiatoxin/Oscillatoxin Family of Marine Natural Products. 

３．学会等名 

 27th International Society of Heterocyclic Chemistry (ISHC) Congress  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yue Ma, Yuki Wakabayashi, Iida Keisuke, Ryota Saito, Kazuo Nagasawa 

２．発表標題 

 Synthesis of light-up type G4 ligands 

３．学会等名 

 The 7th International Meeting on Quadruplex Nucleic Acids  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Ashida, Y., Yanagita, R. C., Kawanami, Y., Okamura, M., Dan, S., Irie, K. 

２．発表標題 

 Synthesis, conformation, and biological activities of a des-A-ring analog of 18-deoxy-

aplog-1, a simplified analog of debromoaplysiatoxin 

３．学会等名 

 新学術領域研究「化学コミュニケーションのフロンティア」第 1 回国際シンポジウム (ISCC2019)  （国際学

会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Ikuko Yamamoto, Michihiko Sugimoto, Kimi Araki, Shinichi Nakagawa 

２．発表標題 

 Tandemly arrayed 4.5SH noncoding RNA genes are essential for early mouse development 

３．学会等名 

 52nd Annual Meeting of the Japanese Society of Developmental Biologists  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Seimiya H 

２．発表標題 

 Tankyrase and G-quadruplex as molecular targets for cancer therapy 

３．学会等名 

 第 25 回日本遺伝子細胞治療学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Jang MK, Mashima T, Seimiya H 

２．発表標題 

 Tankyrase Inhibitors target colorectal cancer stem-like cells through an AXIN-dependent 

mechanisms 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroaki Itoh 

２．発表標題 

 Target Identification of Anticancer Natural Product Yaku'amide B 

３．学会等名 

 The Third A3 Young Scientist Meeting （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Makoto Muroi, Ikuko Nagasawa, Naoko Ogawa, Harumi Aono, Yushi Futamura, Makoto Kawatani, 

Hiroyuki Osada 

２．発表標題 

 Target identification of bioactive small molecules based on proteomic analyses using 2-D 

DIGE 

３．学会等名 

 RIKEN – Max Planck Joint Research Center for System Chemical Biology 7th Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Takashi Ohama 

２．発表標題 

 Targeting PP2A inhibitory protein SET for cancer drug development 

３．学会等名 

 4th TW-JP Bilateral Phosphatase Conference （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Seimiya, H. 

２．発表標題 

 Telomere as the starting point of anticancer drug discovery 

３．学会等名 

 11th AACR-JCA Joint Conference on Breakthroughs in Cancer Research: Biology to Precision Medicine 

（招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Seimiya H 

２．発表標題 

 Telomere as the starting point of anticancer drug discovery 

３．学会等名 

 The 7th Symposium, RIKEN-Max Planck Joint Research Center （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 千葉惇、守田和紀、生塩研一、稲瀬正彦 

２．発表標題 

 Temporal information representation of different modes of sensory stimuli for duration 

discrimination in monkey medial premotor areas. 

３．学会等名 

 Neuro2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Ayaka Maeda, Sho Kubota, Yuqi Sun, Kimi Araki, Motomi Osato, Goro Sashida 

２．発表標題 

 The age-specific induction of MLL-AF9 regulates the leukemic transformation 

３．学会等名 

 第 81 回日本血液学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Jinmin Li, Fumihiro Shutoh, Tetsuya Sasaki, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 The development defect of serotonergic neuron induced by maternal immune activation. 

３．学会等名 

 Inauguration Symposium for the Neuroscience Program  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Toh Miyazaki, Srikanta Chowdhury, Takayuki Yamashita, Takanori Matsubara, Hiromu Yawo, 

Hideya Yuasa and Akihiro Yamanaka 

２．発表標題 

 The development of fiberless optogenetics using up conversion luminescence 

３．学会等名 

 第 11 回 光操作研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Li jinmin, Tetsuya Sasaki, Fumihiro Shutoh, Yosuke Takei. 

２．発表標題 

 The developmental defect of Serotonergic neuron induced by maternal immune activation. 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会・第 62 回日本神経化学会大会 合同大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Inoue T, Okuyama T, Endo F, Nakamura K, Hirose S. 

２．発表標題 

 The first report on newborn screening for MPS I and II in Fukuoka, Japan. 

３．学会等名 

 The 7th Asian Congress for Lysosomal Storage Disease Screening.  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Wakabayashi T, Htun Y, Mitsuie T, Yokota T, Yasuhiro N, Koyano K, Nakamura S, Yasuda S, 

Kusaka T.  

２．発表標題 

 The histopathological effect of therapeutic hypothermia on the kidney of hypoxic-ischemic 

newborn piglets.  

３．学会等名 

 15th congress of Asian Society for Pediatric Research (ASPR)  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimura R, Yoshimura Y 

２．発表標題 

 The mechanism for generating low contrast-preferring neurons during orientation 

discrimination in rat primary visual cortex. 

３．学会等名 

 NEURO2019 (The 42nd Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society)   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 R. kimura and Y. Yoshimura 

２．発表標題 

 The mechanism for generating low contrast-preferring neurons during orientation 

discrimination in rat visual corex 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 石黒 啓一郎 

２．発表標題 

 The MEIOSIN-STRA8 complex directs cell cycle switching from mitosis to meiosis 

３．学会等名 

 Gordon Research Conferences Germinal Stem Cell Biology  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒 啓一郎 

２．発表標題 

 The MEIOSIN-STRA8 complex directs cell cycle switching from mitosis to meiosis to establish 

the meiotic chromatin 

３．学会等名 

 エピジェネティクス研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 竹本 一政、高田 幸、杉本 道彦、荒木 喜美、石黒 啓一郎 

２．発表標題 

 The novel factor that process meiotic recombination intermediates 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Kikuchi, A. 

２．発表標題 

 The Novel Target Molecule of Wnt/Beta-Catenin Signaling and Cancer. 

３．学会等名 

 Wnt Meeting 2019. （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 平尾敦 

２．発表標題 

 The nutrient signals in self-renewal of hematopoietic stem cells and tumorigenesis 

３．学会等名 

 2019 US-Japan Symposium on Normal/Malignant Hematopoiesis and Novel Therapies for Hematologic 

Malignancies （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 N. Takai, M. Ogami, S. Nakamura, Y. Ohba. 

２．発表標題 

 The relationship between microcephaly and learning disability by fetal radiation exposure 

in rats 

３．学会等名 

 58th PTCOG, June 10 - 15, 2019, Manchester, UK  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Kae Nakamura，Yasumasa Ueda， Masaharu Yasuda 

２．発表標題 

 The role of primate striatum for decision making under different emotional context 

３．学会等名 

 The 42nd Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Sano, H., Nakamura, A., Yamane, M., Niwa, H., Araki, K., Takemoto, K., Ishiguro, K., 

Takada, Y., Nishimura, T., and Kojima, M. 

２．発表標題 

 The role of the polyol pathway in sugar-sensing and the Mondo/ChREBP-mediated metabolic 

switch. 

３．学会等名 

 第 52 回日本発生生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Akihiro Mouri, Yuko Mori, Kazuo Kunisawa, Mami Hirakawa, Hisayoshi Kubota, Moe Niijima, 

Yasuko Yamamoto, Toshitaka Nabeshima, Kuniaki Saito 

２．発表標題 

 The role of tryptophan metabolism in major depressive disorder 

３．学会等名 

 AsCNP （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Abe, Y., Ikegawa, N., Murakami, M., Tanaka, T., Niikura, T., Goda, W., Yoshida ,K., 

Hattori, S., Miyakawa, T., Yasui, M. 

２．発表標題 

 The second neurodegenerative phase sensitive to aquaporin-4 deficiency following amyloid 

β deposition and neuroinflammation in 5xFAD Alzheimer’s model mice. 

３．学会等名 

 The 42nd Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society.   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masao Doi 

２．発表標題 

 Time-restricted G-protein signaling through Gpr176/Gz/Rgs16 sets the pace of the central 

clock 

３．学会等名 

 V World Congress for Chronobiology （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤亮太、加藤哲久、千村崇彦、斉藤伸一郎、柴田琢磨、村上祐輔、福井竜太郎、池上恒雄、真鍋俊

也、川口寧、三宅健介 

２．発表標題 

 TLR3-mTORシグナルによるヘルペス脳炎の制御 

３．学会等名 

 東京免疫フォーラム   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Yuta Arai 

２．発表標題 

 Towards Divergent Synthesis of Manzamine-type Alkaloidal Skeletons: Regio-controlled 

Dimerizations of Dihydropyridines 

３．学会等名 

 The Third A3 Young Scientist & Young PI Meeting   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masami Ishido 

２．発表標題 

 Transgeneration of environmental chemicals-primed rat hyperactivity 

３．学会等名 

 第 9 回アジア・オセアニア生理学会連合大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 魏 范研 

２．発表標題 

 tRNA modification in translation control and human diseases. 

３．学会等名 

 6th Symposium Smart-Aging Research Center. （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 大守伊織 

２．発表標題 

 Txn1 遺伝子ミスセンス変異ラットにおける脳−腎−心連関解析 

３．学会等名 

 第 12 回ラットリソースリサーチ研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 大守伊織，真下知士，大内田守，豊國伸哉 

２．発表標題 

 Txn1 遺伝子ミスセンス変異をもつ新規 CKDモデルラット 

３．学会等名 

 第 62 回日本腎臓病学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 大守伊織，真下知士，大内田守，内藤有香，今井宏彦，豊國伸哉 

２．発表標題 

 Txn1 遺伝子変異ラットのてんかんの表現型 

３．学会等名 

 第 53 回 日本てんかん学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 畑中尚也、及川大輔、徳永文稔、鈴木貴 

２．発表標題 

 T細胞における LUBACを介した NF-κB活性化機構の数理的解析 

３．学会等名 

 新学術領域研究「数理シグナル」第 3 回若手ワークショップ   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Keiko Taguchi, Masayuki Yamamoto 

２．発表標題 

 Unveiling new roles of Keap1-Nrf2 System by using rat models 

３．学会等名 

 The Environmental Response V/ 17th JBS Biofrontier Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 Update in Febrile Seizure management. 

３．学会等名 

 IPA2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Sassa T, Isokawa M, Kihara A 

２．発表標題 

 Very long-chain lipids produced by the fatty acid elongase ELOVL1 are important for myelin 

formation and motor coordination. 

３．学会等名 

 60th International Conference on the Bioscience of Lipids  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Mizuho Yasuda, Yue Ma, Sachiko Okabe, Young-Tae Chang, Hiroyuki Seimiya, Kazuo Nagasawa 

２．発表標題 

 Visualization of G-quadruplex in Living based on in situ Click reaction 

３．学会等名 

 The 46th International Symposium on Nucleic Acids Chemistry  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 久保田 裕二、藤岡 興、武川 睦寛 

２．発表標題 

 Warburg効果による糖鎖修飾異常と癌増殖シグナルの活性化 

３．学会等名 

 第 56 回日本臨床分子医学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Sakamoto M, Inoue M, Sakai K, Kobari S, Takemoto-Kimura S, Abe M, Sakimura K, Bito H 

２．発表標題 

 Widefield sensory-evoked calcium imaging in excitatory and inhibitory neurons using a G-

CaMP9a transgenic mouse 

３．学会等名 

 Japan-UK Neuroscience 

Symposium 2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayuki Saskamoto, Masatoshi Inoue, Kazuki Sakai, Shigetaka Kobari, SayakaTakemoto-

Kimura, Manabu Abe, Kenji Sakimura, Haruhiko Bito. 

２．発表標題 

 Widefield sensory-evoked calcium imaging in excitatory and inhibitory neurons using a G-

CaMP9a transgenic mouse. 

３．学会等名 

 Sculpted Light in the Brain  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 新沢康英, 松本真司, 山道拓, 山道拓, 笠原勇矢, 野島聡, 小玉尚宏, 小比賀聡, 竹原徹郎, 森井

英一, 奥山宏臣, 菊池章 

２．発表標題 

 Wnt/β-cateninシグナルの新規標的遺伝子 GREB1は,TGFβシグナルの抑制を介して肝芽種形成を促

進する 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 山道拓, 松本真司, 奥山宏臣, 菊池章 

２．発表標題 

 Wnt シグナルは TGFβシグナルを抑制することにより肝芽腫の腫瘍形成を促進する 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 青沼 仁志 

２．発表標題 

 X線マイクロイメージングから切り拓く昆虫の運動制御メカニズム 

３．学会等名 

 第 89 回日本動物学会シンポジウム「シンクロトロン放射光 X 線は動物学どう役立つか？ −SPring-8 先端利用

技術ワークショップ−」 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani, Shinsaku Tokuda, and Mikio Furuse 

２．発表標題 

 ZO family proteins regulate epithelial polarity independent of Tight Junction strand 

assembly 

３．学会等名 

 9th FAOPS Congress  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 若月修二、荒木敏之 

２．発表標題 

 イオン恒常性の破綻による精神疾患発症機構の解明 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会ワークショップ「精神疾患の神経生物学」   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 當銘幸貴、佐々木哲也、武井陽介 

２．発表標題 

 インターロイキン 17A による大脳皮質異常形成メカニズムの解明 

３．学会等名 

 第 107 回日本解剖学会関東支部学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 酒井宏治、永田直也、入江 崇、竹原 一明、網康至 

２．発表標題 

 インフルエンザウイルスの HA開裂部位近傍の糖鎖欠損と新たなプロテアーゼ利用能の獲得 

３．学会等名 

 第 161 回日本獣医学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジー欠損マウスの解析から何がわかったか？ 

３．学会等名 

 2019 年日本毒性病理学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 八尾 寛, 浅野 豪文, 五十嵐 敬幸, 石塚 徹 

２．発表標題 

 オルガネラ・オプトジェネティクス‐細胞内 Ca2+ダイナミクスの光操作 

３．学会等名 

 第 57 回日本生物物理学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 八尾 寛 

２．発表標題 

 カオスから秩序へ – 細胞内 Ca2+光操作による機能創発. 

３．学会等名 

 機能物性セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 家村顕自, 田中耕三 

２．発表標題 

 がん細胞における染色体不安定性は増殖選択圧を受けた際の増殖優位性獲得に寄与する 

３．学会等名 

 第 36 回染色体ワークショップ   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 満間百音、白木柚葉、齊藤遥､高田律子、山本融、高田慎治、羽田沙緒里、鈴木利治 

２．発表標題 

 キネシン-1による Frizzledの軸索輸送が神経終末の Wntシグナルを制御する 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 河野はるか, 古田忠臣, 原怜, 一瀬宏 

２．発表標題 

 キノノイドジヒドロプテリジン還元酵素の基質認識機構の解析 

３．学会等名 

 日本ビタミン学会第 71 回大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 正井久雄 

２．発表標題 

 グアニン４重鎖/RNA-DNAハイブリッド構造による DNA複製の制御機構 

３．学会等名 

 第 93 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 馬悦 

２．発表標題 

 グアニン四重鎖を選択的に認識する大環状ヘキサオキサゾール化合物の創製 

３．学会等名 

 第 13 回バイオ関連化学シンポジウム 2019 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 若林勇樹，馬悦，飯田圭介，齋藤良太，長澤和夫 

２．発表標題 

 グアニン四重鎖を標的とした Light-up型蛍光リガンドの創製研究 

３．学会等名 

 日本化学会 第 99 回春季年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 小泉修一 

２．発表標題 

 グリアによる一次体性感覚野のシナプス再編 

３．学会等名 

 第 7 回神経と免疫を語る会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 出口ハンナ、鈴木佐和子、石渡一樹、内藤久美子、山中典子、真鍋一郎、李恩瑛、三木隆司、龍野一

郎、田中知明、小出尚史、横手幸太郎 

２．発表標題 

 グルタミン代謝の破綻による糖尿病発症とその分子メカニズム解明  

３．学会等名 

 第 40 回日本肥満学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 鈴木佐和子、出口ハンナ、石渡一樹、内藤久美子、藤本真徳、李恩瑛、三木隆司、神田浩明、龍野一

郎、小出尚史、田中知明、横手幸太郎 

２．発表標題 

 グルタミン代謝遺伝子 Glutaminase2が癌と生活習慣病に及ぼす影響 

３．学会等名 

 第 40 回日本肥満学会総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 鈴木佐和子、横手幸太郎 

２．発表標題 

 グルタミン代謝制御遺伝子 Glutaminase2が癌・老化関連疾患に及ぼす影響 

３．学会等名 

 第 19 会日本抗加齢医学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 服部奈緒子、木村佳那、飯田直子、今井俊夫、小泉美帆、本田浩章、牛島俊和 

２．発表標題 

 クロモドメインタンパク Cdyl2は幹細胞の多能性維持に重要である 

３．学会等名 

 第 13 回日本エピジェネティクス研究会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 清宮啓之 

２．発表標題 

 ケミカルツールを利用した四重鎖核酸の統合機能解析とその応用 

３．学会等名 

 化学コミュニケーションのフロンティア第６回公開シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 吉信 公美子、荒木 美幸、森田 彩香、国場 訓、荒木 喜美、荒木 正健 

２．発表標題 

 コンディショナルノックアウトを効率良く行うためのタモキシフェン投与法の検討 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 コンドロイチン硫酸合成酵素ノックアウトマウス解析 

３．学会等名 

 第 3 回先端ﾓﾃﾞﾙ動物支援ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ成果発表会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 倉岡康治, 中村加枝 

２．発表標題 

 サル扁桃体内で異なる社会的情報処理と報酬情報処理 

３．学会等名 

 次世代脳プロジェクト 2019 年度冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 森田 伊織, 星野 翔太郎, 三橋 隆章, 森 貴裕, 阿部 郁朗 

２．発表標題 

 シトクロム P450 酸化酵素 TleB を用いた硫黄を含む 

新奇 indolactam 類縁体化合物の創出 

３．学会等名 

 日本薬学会第 139 年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 森田伊織, 星野翔太郎, 三橋隆章,  森貴裕,  藤田誠,  大和田智彦, 阿部郁朗 

２．発表標題 

 シトクロム P450酸化酵素 TleBを用いた硫黄を含む新奇 indolactam類縁体化合物の創出 

３．学会等名 

 食品薬学シンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 森田 伊織、森 貴裕、阿部 郁朗 

２．発表標題 

 シトクロム P450酸化酵素 TleBを用いた硫黄を含む新奇 indolactam類縁体化合物の創出 

３．学会等名 

 日本薬学会第 139 年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 山本 融，尾嶋 大喜，Razib Hossain，多田 篤史, 黒川 直弘, 長澤 研, 琢磨 和晃, 中井 雄規，

高橋 弘雄, 冨永 貴志，岸本 泰司 

２．発表標題 

 シナプス形成抑制因子 MDGA ファミリー分子群の欠失が引き起こす E/I バランス偏移がもたらす認

知・行動異常 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 清水昭男、Xiaoling Pang、扇田久和 

２．発表標題 

 ジペプチジルペプチダーゼ-3 が糖尿病での心腎機能悪化を抑制 

３．学会等名 

 日本血管生物医学会学術集会（CVMW2019）   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 大東親生、清水昭男、Xiaoling Pang、扇田久和 

２．発表標題 

 ジペプチジルペプチダーゼ-3 が糖尿病での腎機能悪化を抑制 

３．学会等名 

 日本生化学会近畿支部例会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 中村輝 

２．発表標題 

 ショウジョウバエ生殖質形成を促進する新規小タンパク質 

３．学会等名 

 2019 遺伝研研究会 有性生殖における染色体・クロマチン・核動態に関する研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 シングルセル RNAseq を基点とした傍口腔上皮幹細胞の同定 

３．学会等名 

 第 71 回日本細胞生物学会大会(第 19 回日本蛋白質科学会年会合同年次大会) （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 豊國伸哉 

２．発表標題 

 シンポジウム７：マウスモデルを用いた発がん研究を再考する 発がん実験から確立されたフェロ

トーシスのコンセプト 

３．学会等名 

 第７８回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 渡海 紀子, 中村 貴紀, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 ストレス応答 MAP キナーゼによる miRNA の発現調節とアポトー シス誘導機構の解明 

３．学会等名 

 第 78 回 日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 渡海 紀子、中村 貴紀、武川 睦寛 

２．発表標題 

 ストレス応答 MAPキナーゼによる miRNAの発現調節とアポトーシス誘導機構の解 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 武川睦寛 

２．発表標題 

 ストレス顆粒形成によるストレス誘導神経細胞死の制御と活性酸素によるその破綻 

３．学会等名 

 第 38 回日本認知症学会学術集会シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 橋本 夏葉、中村 貴紀、武川 睦寛 

２．発表標題 

 ストレス顆粒形成を制御する分子機構の解析 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山下映, 藤井一希, 腰高由美恵, 安達真由美, 笹川恵理, 中川真一, 高雄啓三, 椎名伸之 

２．発表標題 

 ストレス顆粒形成促進因子 NFAR2の天然変性領域が担う液-液相分離の生理的意義の解析 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 酒井宏治 

２．発表標題 

 センダイウイルスの宿主マウスでの病原性発現機序と宿主免疫系への貢献 

３．学会等名 

 8th Negative Strand Virus-Japan Symposium   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 山本一男 

２．発表標題 

 ゾウからネズミのサイズ生物学 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山本一男 

２．発表標題 

 ダウン症トリソミー関連遺伝子と細胞のサイズ調節 

３．学会等名 

 ダウン症基礎研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 ダウン症モデルマウスからがんや血管病の治療･予防法を探る 

３．学会等名 

 第２回日本ダウン症会議   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 張明キュ、馬島哲夫 , 清宮啓之 

２．発表標題 

 タンキラーゼ阻害剤による大腸がん幹細胞の増殖抑制とその分子機序 

３．学会等名 

 第 23 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 久保田 裕二、藤岡 興、武川 睦寛 

２．発表標題 

 タンパク質 O-GlcNAc化異常による増殖シグナルの活性化 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦, 齊藤 奈英, 原怜, 田井中 一貴, 阿部 学, 川村 名子, 山口 瞬, 知見 聡美,一瀬 宏, 

﨑村 建司, 南部 篤 

２．発表標題 

 テトラサイクリン調節ドーパミン D1受容体発現を有する遺伝子改変マウスを用いたドーパミンによ

る運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 齊藤 奈英, 田井中 一貴, 知見 聡美, 原怜, 山口 瞬, 一瀬 宏, 南部 篤, 笹岡 俊邦 

２．発表標題 

 テトラサイクリン調節ドーパミン D1受容体発現を有する遺伝子改変マウスを用いたドーパミンによ

る記憶及び運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 新学術領域研究「非線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの理解」2019 年度第 2 回領域会議   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 齊藤奈英, 原怜, 田井中一貴, 阿部学, 川村名子, 山口瞬, 知見聡美, 一瀬宏, 崎村建司, 南部

篤, 笹岡俊邦 

２．発表標題 

 テトラサイクリン調節ドーパミン Dl 受容体発現を有する遺伝子改変マウスを用いたドーパミンに

よる運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 第 60 回新潟生化学懇話会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 谷藤 涼 

２．発表標題 

 テトラヒドロイソキノリンアルカロイド群の化学—酵素ハイブリッド全合成 

３．学会等名 

 若手研究者のための有機化学札幌セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 森 貴裕、森田 伊織、賀 飛、星野 翔太郎、三橋 隆章、淡川 孝義、阿部 郁朗 

２．発表標題 

 テレオシジン類生合成中の特異な９員環ラクタム形成機構に関する研究 

３．学会等名 

 第 6１回 天然有機化合物討論会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 森 貴裕、森田 伊織、賀 飛、星野 翔太郎、三橋 隆章、淡川 孝義、阿部 郁朗 

２．発表標題 

 テレオシジン類生合成中の特異な 9員環ラクタム形成機構に関する研究 

３．学会等名 

 第 61 回天然有機化合物討論会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 佐々木捷悟，松田未沙子，馬 悦，長澤和夫 

２．発表標題 

 テロメアグアニン四重鎖構造をアンチパラレル型に誘起する鎖状型ヘキサオキサゾール化合物の合

成および物性評価 

３．学会等名 

 日本化学会 第 98 回春季年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 竹内 力、岩崎 由香、塩見 春彦 

２．発表標題 

 テロメア構成レトロトランスポゾンの インシュレーター因子による制御 

３．学会等名 

 RNA Frontier Meeting   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 藤田明子, 奥野貴哉, Siriporn Tangsdjai, 織田弥伽，伊川正人，加藤啓子 

２．発表標題 

 てんかん〜うつ・不安障害に至る分子発症メカニズムの解明 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 廣瀬伸一 

２．発表標題 

 てんかんと遺伝子 

３．学会等名 

 第 14 回日本てんかん学会九州地方会 in OKINAWA （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦, 齊藤 奈英, 原 怜, 田井中 一貴, 阿部 学, 川村 名子, 山口 瞬, 知見 聡美,一瀬 

宏, 﨑村 建司, 南部 篤 

２．発表標題 

 ドーパミン受容体及び NMDA受容体変異マウスを用いた大脳基底核回路の機能解析 

３．学会等名 

 新学術領域研究「非線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの理解」2019 年度第 2 回領域会議   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 西谷直之, 福田勉 

２．発表標題 

 トポイソメラーゼ阻害薬ラメラリンの標的指向性変換による薬剤耐性 EGFR阻害剤の創出 

３．学会等名 

 第 14 回日本がん分子標的治療学会 TR ワークショップ （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 毛利彰宏、國澤和生、窪田悠力、新島萌 、森優子、勅使河原知明、藤垣英嗣、山本康子、尾崎紀夫、

齋藤邦明、鍋島俊隆 

２．発表標題 

 トリプトファン代謝経路が抑うつに与える影響-基礎研究と臨床研究のクロストーク- 

３．学会等名 

 次世代を担う創薬・医療薬理シンポジウム 2019   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 速水 勇貴、橋本 博、石川 吉伸 

２．発表標題 

 ノビレチン類似体の簡便な合成と腫瘍細胞増殖阻害活性 

３．学会等名 

 第 8 回食品薬学シンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 小林康毅、阿部智也、饗場翔太、足立晴彦、高島誠司 

２．発表標題 

 パーキンソン様病態を示す遺伝子改変マウスの雄性不妊解析 

３．学会等名 

 第 112 回日本繁殖生物学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 仲尾純弥, 神路祗里歩, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 パラジウム触媒とトリエチルホウ素を用いた 3-ヒドロキシ-4-ペンテン酸とアルデヒドとのカップ

リング反応 

３．学会等名 

 第 66 回有機金属化学討論会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 早﨑匠杜, 小野寺玄, 福田勉, 木村正成 

２．発表標題 

 パラジウム触媒とホスフィン—ボラン配位子を用いたアルデヒドのα位アリル化反応 

３．学会等名 

 第 56 回化学関連支部合同九州大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 仲尾純弥, ニノ方亮, 神路祗里歩, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 パラジウム触媒作用による 3-ヒドロキシ-4-ペンテン酸を共役ジエン等価体として活用したアルデ

ヒドとのカップリング反応 

３．学会等名 

 日本化学会 第 99 春季年会 (2019)   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 高橋里奈, 原怜, 村松慎一, 一瀬宏 

２．発表標題 

 ビオプテリン欠乏マウスにおける表現型の解析 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 ビタミン B1を中心とした栄養素の摂取異常が導く記憶障害のメカニズムとその改善 

３．学会等名 

 第 73 回日本栄養・食糧学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 ファイバーレス光遺伝学の開発とその応用による神経回路機能の同定 

３．学会等名 

 異分野融合による次世代光生物学 研究会 

 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 金城 智章、寺井 健太、堀田 彰一朗、野村 紀通、隅山 健太、岩田 想、 

富樫かおり、松田 道行 

２．発表標題 

 フェルスター共鳴エネルギー移動の原理に基づくニ光子励起用光遺伝学ツールの開発 

３．学会等名 

 第 19 回日本蛋白質科学会年会/第 71 回日本細胞生物学会大会 合同年次大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 豊國伸哉、蒋 麗、岡崎泰昌 

２．発表標題 

 フェロトーシスの視点からみる低温プラズマの医療応用 ワークショップ 1 大気圧プラズマによ

る活性酸素種の生成と生物応答 

３．学会等名 

 第 72 回日本酸化ストレス学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 桑原麟太郎, 小野寺玄, 福田勉, Krause Norbert, 木村正成 

２．発表標題 

 ホスフィン−ボラン配位子と金触媒を用いたアルキン部位を有するマロン酸エステル誘導体の

Conia-Ene 反応 

３．学会等名 

 第 56 回化学関連支部合同九州大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 戸上翔太郎, 早﨑匠杜, 清水愛香, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 ホスフィン—ボラン配位子を用いたアリルアルコ ールによるカルボニル化合物のα位アリル化反応 

３．学会等名 

 第 66 回有機金属化学討論会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 土本 大介、古賀 祐一郎、林 良憲、アボルハッサニ ノナ、米嶋 康臣、作見邦彦、中西 博、

豊國 伸哉、中別府 雄作 

２．発表標題 

 マウスにおける神経幹細胞特異的 ITPA欠損は神経細胞の脱分極を引き起こし、てんかん性発作と早

期死亡の原因となる 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 青野 仁美, 藤原 友佳, 尾嶋 大喜, 山本 融, 岸本泰司 

２．発表標題 

 マウスモデルを用いたプラセボおよびノセボ反応条件づけの開発と評価 

３．学会等名 

 日本薬学会第 139 年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山本真理子, 岩里琢治, 吉村由美子 

２．発表標題 

 マウス一次視覚野における Fast spiking抑制性細胞−錐体細胞間結合の発達. 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 奥村和弘、斎藤慈、磯貝恵理子、荒木 喜美、若林雄一 

２．発表標題 

 マウス系統間の Pak1-3`UTRの SNPsは発現減少と腫瘍抑制に関連する 

３．学会等名 

 第 66 回日本実験動物学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 奥村和弘, 齋藤 慈, 磯貝恵理子, 荒木喜美, 若林雄一 

２．発表標題 

 マウス系統間の Pak1-3’UTRの SNPsは PAK1発現減少と腫瘍抑制に関連する 

３．学会等名 

 第 66 回実験動物学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 阿部幸一郎 

２．発表標題 

 マウス順遺伝学、ゲノム編集、疾患ゲノム解析による慢性再発性多発性骨髄炎の分子機構解明 

３．学会等名 

 第 91 回日本遺伝学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 横溝智雅, 井手上社子, 黒川峰夫, 小松則夫, 大里元美, 須田年生 

２．発表標題 

 マウス胎生期における Hlf陽性血液細胞クラスターの運命追跡 

３．学会等名 

 第 81 回日本血液学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 鈴木康浩,中本 千尋,阿部 学,笹岡 俊邦,崎村 建司 

２．発表標題 

 マウス脳における NMDA型 グルタミン酸受容体サブユニットの定量的解析 

３．学会等名 

 第 42 回神経科学大会 第 62 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 西村建徳、中田飛鳥、 Chen Xiaoxi、西くるみ、堀家-目黒牧子、佐々木宗一郎、北賢二、堀家慎一、

齋藤香織、加藤啓子、五十嵐香織、村山貴彦、河野晋、髙橋智聡、向田直史、矢野聖二、曽我朋義、東

條有伸、後藤典子 

２．発表標題 

 ミトコンドリア内葉酸代謝経路酵素阻害による抗腫瘍効果の評価ならびにその機序の解明 

３．学会等名 

 第 29 回日本サイトメトリー学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 西村建徳、佐々木宗一郎、村山貴彦、向田直史、矢野聖二、曽我朋義、後藤典子 

２．発表標題 

 ミトコンドリア内葉酸代謝酵素 MTHFD2を分子標的とした際の抗腫瘍効果の評価 

３．学会等名 

 第 23 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 川見昌史、山上洋平、湯元良子、高野幹久 

２．発表標題 

 メトトレキサート誘発性上皮間葉転換に及ぼす PAI-1の影響解析 

３．学会等名 

 第 11 回日本 RNAi 研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 一瀬宏 

２．発表標題 

 モノアミン生合成と先天性代謝異常 

３．学会等名 

 ビタミン B 研究委員会平成 30 年度シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 伊藤寛晃 

２．発表標題 

 ヤクアミド Bの標的タンパク質同定 

３．学会等名 

 LiHub 創薬技術革新グループ ワークショップ 創薬関連研究の最先端 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 斎藤益満（発表代表者・責任発表者）、長谷川寛雄、佐々木大介、山内俊輔、和田 悠作、松平 崇

弘 

２．発表標題 

 ランダムインテグレーション評価法（RAIS2）の開発と検査・解析サービスの展開 

３．学会等名 

 第 6 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 久保田 裕二、武川 睦寛 

２．発表標題 

 レクチンアフィニティーゲル電気泳動法を利用した O-GlcNAc化タンパク質の解析 

３．学会等名 

 日本プロテオーム学会 2019 年大会/第 70 日本電気泳動学会総会・合同大会シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 ⼋尾 寛 

２．発表標題 

 レチナールタンパク質の適材適所−オプトジェネティクスユーザーからの提⾔ 

３．学会等名 

 ISSP ワークショップ「レチナールタンパク質の光機能発現の物理と化学」 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 レム睡眠を調節する神経回路の機能と操作 

３．学会等名 

 日本睡眠学会第 44 回定期学術集会 睡眠科学研究講座 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 酒見裕香、Bu-chin Yu, 濱島留梨子、森岡優子、山中大介、伯野史彦、高橋伸一郎、新藤一敏 

２．発表標題 

 ローズマリーの加熱処理によって生成された新規化合物の構造解析と生理活性について 

３．学会等名 

 2019 年度農芸化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 松田美和，山田剛司，菊地 崇，田中麗子 

２．発表標題 

 ワカメから分離した真菌の産生する新規脂肪酸に関する研究 

３．学会等名 

 第 67 回 日本薬学会近畿支部総会・大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 中務胞、宮本純、藤澤信義、夏目里恵、三浦詩織、阿部学、三輪美樹、中村克樹、崎村建司、笹岡俊

邦 

２．発表標題 

 異種間移植マーモセット卵巣由来卵子による受精卵作出法の検討 

３．学会等名 

 第 8 回生理研–霊長研–脳研合同シンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 花岡賢人、土本彬広、高島誠司 

２．発表標題 

 移植部位が清掃移植の成否に及ぼす影響 

３．学会等名 

 第 112 回日本繁殖生物学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 坂本 雅行 

２．発表標題 

 遺伝子にコードされた膜電位センサーとその応用 

３．学会等名 

 Neuro2019 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 栄養素・食品成分による記憶制御機構 

３．学会等名 

 第 58 回 日本栄養・食糧学会 近畿支部大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 武政大地、正木魁人、中野愛里、角田茂、久和茂、高島誠司 

２．発表標題 

 炎症性サイトカインインターロイキン１の活性異常が引き起こす雌性不妊不妊の病態解明 

３．学会等名 

 第 112 回日本繁殖生物学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 吉本恵里、松本晴年、安藤さえこ、深町勝巳、酒々井眞澄 

２．発表標題 

 沖縄県自生植物糸芭蕉（Musa balbisiana var. liukiuensis）の抗がん効果の検証 

３．学会等名 

 第 139 年会日本薬学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 橋本浩一 

２．発表標題 

 下オリーブ核のオシレーションの発生機序 

３．学会等名 

 第 34 回 日本大脳基底核研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 谷藤 涼 

２．発表標題 

 化学合成と in vitro酵素変換の融合による多環性アルカロイドの迅速合成 

３．学会等名 

 酵素研究助成 第 45 回研究発表会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 吉田 香，魏 民，藤岡 正喜, 寺本 勲 

２．発表標題 

 加齢マウスへの亜鉛の長期間過剰投与による学習・記憶障害について 

３．学会等名 

 第 30 回 日本微量元素学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山口 洋一朗、関本 朝久、永井 琢哉、黒木 修司、田島 卓也、谷口 昇、今坂 舞、吉信 公

美子、荒木 喜美、荒木 正健、帖佐 悦男 

２．発表標題 

 可変型遺伝子トラップ法で作製した Itpr1遺伝子欠損トラップマウスは著名な骨量減少を呈する 

３．学会等名 

 第 34 回日本整形外科学会基礎学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山口 洋一朗、関本 朝久、永井 琢哉、黒木 修司、田島 卓也、谷口 昇、今坂 舞、吉信 公

美子、荒木 喜美、荒木 正健、帖佐 悦男 

２．発表標題 

 可変型遺伝子トラップ法で作製した Itpr1遺伝子欠損トラップマウスは著名な骨量減少を呈する 

３．学会等名 

 第 92 回日本整形外科学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 関本 朝久、永井 琢哉、山口洋一郎、黒木 修司、田島 卓也、谷口 昇、今坂 舞、吉信 公美

子、荒木 喜美、荒木 正健、帖佐 悦男 

２．発表標題 

 可変型遺伝子トラップ法を用いた新規骨代謝関連遺伝子探索のための効率的なスクリーニングシス

テムの開発 

３．学会等名 

 第 92 回日本整形外科学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 野崎瑞貴、上殿千晴、古城公佑、内田将央、土屋春樹、山崎一恭、岩本晃明、佐藤陽一 

２．発表標題 

 家系を対象とした次世代シーケンス解析による新規男性不妊症原因遺伝子の同定と遺伝子改変マウ

ス作製による精子形成に関する検討 

３．学会等名 

 日本アンドロロジー学会 第 38 回学術大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 河原 康一、川畑 拓斗、下川 倫子、白石 岳大、朝日 汰一 

２．発表標題 

 核小体による細胞分裂監視と腫瘍化進展制御 

３．学会等名 

 平成 30年度文部科学省新学術領域研究 学術研究支援基盤形成 先端モデル動物支援プラットフォーム 成果

発表会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 清水逸平 

２．発表標題 

 褐色脂肪研究を通した肥満関連疾患の新規治療標的分子の探索 

３．学会等名 

 心血管内分泌代謝学会 2019 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 鈴木友彰、扇田久和、佐藤朗、木下武、高島範之、近藤康生、宮下史寛、鉢呂康平、脇坂穂高 

２．発表標題 

 冠動脈周囲脂肪組織が動脈硬化に及ぼす影響 

３．学会等名 

 日本冠疾患学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 服部奈緒子、木村佳那、飯田直子、今井俊夫、小泉美帆、本田浩章、牛島俊和 

２．発表標題 

 幹細胞の多能性維持に関与するヒストンリーダーCdyl2の同定 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 上田(石原)奈津実、木下専 

２．発表標題 

 環境要因により影響を受ける認知機能に対するアプローチ 

３．学会等名 

 資生堂女性研究者サイエンスグラント受賞者 特別講演会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 原田武志, 松本真司, 廣田傑, 木村公一, 藤井慎介, 菊池章 

２．発表標題 

 肝腫瘍に対する ARL4Cを標的としたアンチセンス核酸を用いた新規がん治療法の開発 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 河原康一, 下川倫子, 川畑拓斗, 古川龍彦 

２．発表標題 

 癌抑制遺伝子 p53を活性化する新たながん分子標的治療薬の創生 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 星野翔太郎、淡川 孝義、三橋 隆章、Wong Chin Piow、森田 洋行、阿部 郁朗 

２．発表標題 

 希少放線菌 Streptoalloteichus tenebrarius NBRC 16177 株が産生する二次代謝産物に関する研究 

３．学会等名 

 日本薬学会第 139 年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Zhang Tong, 和田 進太郎, 柳田 淳子, 笹瀬 人暉, Li Xueting, 上居 寛典, 堂本 将輝, 出山 

諭司, 檜井 栄一, 山中 章弘, 西谷 直也, 永安 一樹, 金子 周司, 南 雅文, 金田 勝幸 

２．発表標題 

 急性ストレス負荷によるコカイン欲求行動増強における内側前頭前野ノルアドレナリン神経伝達の

役割 

３．学会等名 

 生体機能と創薬シンポジウム 2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 大橋愛美, 福田勉, 岡村睦美, 西谷直之, 宇野佑子, 澤匡明, 岩尾正倫, 旦慎吾 

２．発表標題 

 強い抗がん選択性を持つ CDK4/6を標的とした新規ラメラリン類縁体の同定 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 恐怖記憶再固定化と消去に対する海馬の役割と記憶制御の分子機構 

３．学会等名 

 第 49 回日本神経精神薬理学会/第 29 回日本臨床精神神経薬理学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 喜田 聡 

２．発表標題 

 恐怖記憶制御のメカニズムと PTSD治療方法開発への応用 

３．学会等名 

 第 12 回新潟こころの発達医学セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 豊國伸哉 

２．発表標題 

 教育講演：アスベスト曝露による中皮腫発症機構の解明とその予防 

３．学会等名 

 第 1 回日本石綿・中皮腫学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 清水貴美子 

２．発表標題 

 空間記憶の長期維持を可能にする脳内分子メカニズム 

３．学会等名 

 日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 福田 七穂, Percipalle Piergiorgio, Czaplinski Kevin, 福田 智行,笹岡 俊邦 

２．発表標題 

 結合タンパク質 hnRNP A/Bのマウス嗅覚神経細胞における機能の解明 

３．学会等名 

 第 42 回神経科学大会 第 62 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 市川 二郎, 安藤 隆, 波呂 浩孝 

２．発表標題 

 血小板による骨肉腫の転移誘導 

３．学会等名 

 第 92 回日本整形外科学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 石黒 啓一郎 

２．発表標題 

 減数分裂型の細胞周期プログラムへの切替え 

３．学会等名 

 第 37 回染色体ワークショップ・第 18 回核ダイナミクス研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 佐野浩子 

２．発表標題 

 個体はどのようにして糖摂取を感知するのか？: ショウジョウバエおよびマウスモデルを用いた遺

伝学的解析 

３．学会等名 

 第 9 回 TOR 研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 土本彬広、刀根将晃、正木魁人、角田茂、久和茂、高島誠司 

２．発表標題 

 個体老化が清掃に与える影響 

３．学会等名 

 第 112 回日本繁殖生物学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 宮嶋克也, 原怜, 一瀬宏 

２．発表標題 

 交感神経特異的チロシン水酸化酵素遺伝子破壊による末梢臓器におけるドーパミン生合成機構に関

する研究 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 柴田 博史, 大橋 敏充, 西堀 丈純, 久世 文也, 宮崎 龍彦, 青木 光広  

２．発表標題 

 甲状腺未分化癌における多能性関連遺伝子群の発現 

３．学会等名 

 第 43 回 日本頭頸部癌学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 清水孝恒、武藤章弘、佐谷秀行 

２．発表標題 

 骨肉腫のインスリンシグナルによる形態変化と治療抵抗性獲得 

３．学会等名 

 第 50 回日本臨床分子形態学会総会・学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 清水孝恒、武藤章弘、佐谷秀行 

２．発表標題 

 骨肉腫難治例の治療抵抗性分子機構の解明と新規治療法開発にむけた基礎的検討 

３．学会等名 

 第 13 回日本緩和医療薬学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 永井 琢哉、関本 朝久、山口 洋一朗、黒木 修司、田島 卓也、谷口 昇、今坂 舞、吉信 公

美子、荒木 喜美、荒木 正健、帖佐 悦男 

２．発表標題 

 骨表現型スクリーニングで選別した Tmem161a欠損トラップマウスは細胞ストレス応答に関与し骨量

増加を呈する 

３．学会等名 

 第 34 回日本整形外科学会基礎学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 永井 琢哉、関本 朝久、山口洋一郎、黒木 修司、田島 卓也、谷口 昇、今坂 舞、吉信 公美

子、荒木 喜美、荒木 正健、帖佐 悦男 

２．発表標題 

 骨表現型スクリーニングで選別した Tmem161a欠損トラップマウスは酸化ストレスに関与し骨量増加

を呈する 

３．学会等名 

 第 92 回日本整形外科学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 中務胞、夏目里恵、崎村建司、笹岡俊邦、山城秀昭、阿部学 

２．発表標題 

 最先端発生工学技術の融合による脳神経研究に有用な遺伝子改変動物作製法確立の試み 

３．学会等名 

 第 60 回新潟生化学懇話会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山本一男、宮崎利香、早田正和 

２．発表標題 

 細胞のサイズ調節機構と生理的意義 

３．学会等名 

 サイズ生物学ワークショップ 2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 清宮啓之 

２．発表標題 

 四重鎖核酸ケモプローブに対する細胞応答の解明とがん創薬への応用 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、吉本恵里、松本晴年、深町勝巳、酒々井眞澄. 

２．発表標題 

 脂肪酸をリードとする STAT3阻害抗がん物質の cytotoxicityおよび作用機序の検証 

３．学会等名 

 第 46 回日本毒性学会学術年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、吉本恵里、松本晴年、深町勝巳、酒々井眞澄. 

２．発表標題 

 脂肪酸をリードとする STAT3阻害薬の開発 

３．学会等名 

 第 26 回日本がん予防学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、吉本恵里、深町勝巳、松本晴年、酒々井眞澄 

２．発表標題 

 脂肪酸をリードとする STAT4阻害抗がん物質の開発 

３．学会等名 

 第 139 年会日本薬学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、吉本恵里、松本晴年、深町勝巳、酒々井眞澄 

２．発表標題 

 脂肪酸をリードとする新規 STAT3阻害物質の探索 

３．学会等名 

 第 34 回発癌病理研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 神吉智丈 

２．発表標題 

 脂肪組織におけるミトコンドリアオートファジーの生理的意義  

３．学会等名 

 第 66 回日本実験動物学会総会 

 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tesshu Hori, Shohei Ikuta, Tomokazu Yoshida, Kenji Sakimura, Keizo Takao, Satoko Hattori, 

Tsutomu Miyakawa, Reiko Kobayakawa, Chieko Koike 

２．発表標題 

 視覚異常マウスにおける精神疾患様行動の発現機構解析 

３．学会等名 

  

次世代脳プロジェクト 2019 年度冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 山内 俊輔（発表代表者）、長谷川 寛雄（責任発表者）、斎藤 益満（研究分担者）、佐々木 大介、

今泉 芳孝、柳原 克紀 

２．発表標題 

 次世代 HTLV-1 クロナリティ解析法(RAIS1)の開発とその進捗 

３．学会等名 

 第 6 回日本 HTLV-1 学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 駒倉啓大、及川大輔、徳永文稔 

２．発表標題 

 自然免疫制御に関わる新規脱ユビキチン化酵素 OTUD1の同定と生理機能解析 

３．学会等名 

 第 24 回日本病態プロテアーゼ学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Yang, C.-C, Mayumi, Shindo, Hisao Masai 

２．発表標題 

 種々の生体ストレス反応における、Claspin のストレス応答メディエーターとしての役割(Claspin 

as a general mediator molecule that responds to various cellular stress) 

３．学会等名 

 第 42 回 日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 河原康一、川畑拓斗、山本雅達、新里能成、古川龍彦 

２．発表標題 

 腫瘍細胞に優先的に p53応答を引き出す新たながん分子標的治療薬の創生 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 河原 康一， 下川 倫子， 古川 龍彦 

２．発表標題 

 腫瘍細胞へ優先的に p53応答を引き出す新たながん分子標的治療薬の創生 

３．学会等名 

 第５７回日本癌治療学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 河原 康一、下川 倫子、古川 龍彦 

２．発表標題 

 腫瘍細胞へ優先的に p53応答を来す新たながん分子標的治療薬 

３．学会等名 

 第 23 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 河原 康一、古川 龍彦 

２．発表標題 

 腫瘍優先的に p53経路の活性化を起こす新たな分子標的治療薬の開発 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 奥村和弘，齋藤 慈, 磯貝恵理子, 荒木喜美, 若林雄一 

２．発表標題 

 順遺伝学に基づく MSMマウスの発がん抵抗性の解明 

３．学会等名 

 第 34 回発癌病理研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 舩城桐子、伊東剛、村上善則 

２．発表標題 

 小細胞肺がんの悪性化における細胞接着分子 CADM1の機能解析 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 坂本修一、井上裕幸、大庭俊一、宇佐美伊保美、幸田泰子、水谷壮利、川田学 

２．発表標題 

 小細胞肺がんの自然転移モデルにおいて転移形成に関与する因子の探索 

３．学会等名 

 平成 30 年度先端モデル動物支援プラットフォーム「成果発表会」   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 廣瀨伸一 

２．発表標題 

 小児てんかん性脳症の革新的創薬を見据えた病態解析 

３．学会等名 

 令和元年度 AMED 再生医療研究交流会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji F. Tanaka, Masahiko Watanabe 

２．発表標題 

 小脳ルガロ細胞の帯状構造特異的な入出力様式 

３．学会等名 

 第 125 回日本解剖学会総会・全国学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji F. Tanaka, Masahiko Watanabe 

２．発表標題 

 小脳ルガロ細胞の帯状構造特異的な入力様式と介在ニューロンへの抑制性支配様式 

３．学会等名 

 Neuro2019 第４2 回日本神経科学大会 第 62 回日本神経化学大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山口憲孝, 山口直人, 高野博之. 

２．発表標題 

 上皮間葉転換と細胞内代謝リモデリングのクロストーク 

３．学会等名 

 第 139 回日本薬学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 小竹 久仁彦， 安達 貴弘 

２．発表標題 

 食物アレルギー及び自己免疫疾患における IgAの影響 

３．学会等名 

 日本食品免疫学会第 15 回学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 小竹久仁彦、安達貴弘 

２．発表標題 

 食物アレルギー及び自己免疫疾患における IgAの影響 

３．学会等名 

 日本食品免疫学会 設立 15 周年記念学術大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 小竹久仁彦、安達貴弘 

２．発表標題 

 食物アレルギー及び自己免疫疾患における IgAの影響 

３．学会等名 

 日本食品免疫学会設立 15 周年記念学術大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 正井久雄、加納豊、田中卓、伊藤さゆり、深津理乃、森山賢治、鷺朋子、覺正直子、吉沢直子、井口

智成、加藤宏幸 

２．発表標題 

 新しいゲノムシグナチャーとしての RNA-DNA ハイブリッドとグアニン４重鎖 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会 シンポジウム『新しいゲノムの姿とその維持機構のフレキシビリティ』 （招待講

演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 三浦詩織、藤澤信義、宮本純、小田佳奈子、福田七穂、内山澄香、田中稔、山本美丘、作間赳法、阿

部光寿、齊藤奈英、鈴木康浩、中務胞、夏目里恵、小林隆、三浦宏平 、崎村健司、若井俊文、笹岡俊

邦 

２．発表標題 

 新潟大学における中型実験動物の飼育管理と利用 

３．学会等名 

 第 8 回生理研–霊長研–脳研合同シンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 及川大輔 

２．発表標題 

 新規 LUBAC阻害剤の同定と合成展開による阻害能亢進 

３．学会等名 

 第 2 回ユビキチン研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 入江一浩 

２．発表標題 

 新規 PKC リガンドの開発と HIVの Shock & Kill療法への応用 

３．学会等名 

 新学術領域研究（化学コミュニ）第 6 回公開シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 松本真司, 山道拓, 山道拓, 新沢康英, 奥山宏臣, 菊池章 

２．発表標題 

 新規 Wnt シグナル標的遺伝子による TGFβシグナルの抑制を介した肝芽腫形成の制御 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 市川朝永、二口充、森下和広 

２．発表標題 

 新規がん抑制遺伝子 NDRG2欠損マウスにおける脂質代謝異常および腫瘍形成機構の解析 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム「2018 年度成果発表会」   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 武川睦寛 

２．発表標題 

 新規ストレス・センサーによるストレス応答シグナルと炎症性サイトカイン産生の制御 

３．学会等名 

 第 14 回日本臨床ストレス応答学会シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 松本 有樹修 

２．発表標題 

 新規ポリペプチドによる恒常性維持機構 

３．学会等名 

 第 71 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、吉本恵里、松本晴年、深町勝巳、酒々井眞澄. 

２．発表標題 

 新規抗がん物質の効果および作用機序解析 

３．学会等名 

 第 36 回日本毒性病理学会総会及び学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 中村信嗣, Yinmon Htun, 中尾泰浩, 光家努, 若林誉幸, 有岡誠, 森本絢, 小谷野耕佑, 小西行彦, 

安田真之, 近藤園子, 福家典子, 日下隆. 

２．発表標題 

 新生仔豚モデルを用いた水素ガス吸入療法の生体への影響及び使用上の安全性の検証 

３．学会等名 

 第 64 回日本新生児成育医学会・学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 中村信嗣, Yinmon Htun, 中尾泰浩, 光家努, 若林誉幸, 有岡誠, 森本絢, 小谷野耕佑, 小西行彦, 

安田真之, 近藤園子, 福家典子, 日下隆. 

２．発表標題 

 新生仔豚モデルを用いた水素ガス吸入療法の生体への影響及び使用上の安全性の検証. 

３．学会等名 

 第 64 回日本新生児成育医学会・学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 中村信嗣 

２．発表標題 

 新生児低酸素性虚血性脳症に対する水素ガス吸入療法の脳保護効果 

〜新生仔豚仮死モデルを用いた基礎研究から〜. 

３．学会等名 

 第 47 回日本救急医学会総会・学術集会ランチョンセミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 中尾泰浩, Yinmon Htun, 光家努, 橋本絢, 若林誉幸, 杉野政城, 中村信嗣, 小谷野耕佑, 近藤園

子, 岩瀬孝志, 安田真之, 日下隆. 

２．発表標題 

 新生児豚仮死モデルにおける蘇生後 30 分間の脳血液量変化と脳障害の関係 〜出生後早期の脳循環

モニタリングで予後予測が可能か？〜.  

３．学会等名 

 第 64 回日本新生児成育医学会・学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 中尾泰浩, Yinmon Htun, 光家努, 橋本絢, 若林誉幸, 杉野政城, 中村信嗣, 小谷野耕佑, 近藤園

子, 岩瀬孝志, 安田真之, 日下隆. 

２．発表標題 

 新生児豚仮死モデルにおける蘇生後 30分間の脳血液量変化と脳障害の関係 

〜出生後早期の脳循環モニタリングで予後予測が可能か？〜. 

３．学会等名 

 第 64 回日本新生児成育医学会・学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 神経活動操作による睡眠覚醒調節神経の機能的同定 

３．学会等名 

 日本睡眠学会第 44 回定期学術集会 シンポジウム 33 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 松岡利典、山崎美和子、阿部学、松田由喜子，森野豊之，川上秀史，崎村建司、渡辺雅彦、橋本浩一 

２．発表標題 

 神経細胞 resonance特性における Kv11チャネルの関与 

３．学会等名 

 広島神経医科学研究会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 松岡 利典, 山﨑 美和子, 阿部 学, 松田 由喜子, 森野 豊之, 川上 秀史, 崎村 健司, 渡辺 雅

彦, 橋本 浩一 

２．発表標題 

 神経細胞の resonance特性における Kv11チャネルの関与 

３．学会等名 

 次世代脳プロジェクト冬のシンポジウム 2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 八尾 寛 

２．発表標題 

 神経細胞を近赤外光操作するバイオ・ナノデバイスシステムの開発. 

３．学会等名 

 戦略的国際共同研究プログラム（SICORP）日本−シンガポール共同研究「バイオデバイス」領域平成 27 年度採

択課題 国内成果報告会(2019/1/29), 東京 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 阿部陽一郎 

２．発表標題 

 神経疾患とアクアポリン４〜アルツハイマー病を中心として〜 

３．学会等名 

 第 13 回 In vivo 実験医学シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 中村信嗣, Yinmon Htun, 中尾泰浩, 光家努, 有岡誠, 森本絢, 小谷野耕佑, 安田真之, 近藤園子, 

加藤育子, 岩瀬孝志, 日下隆. 

２．発表標題 

 水素ガス吸入療法は低酸素虚血後・低体温療法中の痙攣発症を軽減できるか？ 

—新生仔豚仮死モデルを用いた基礎的検討—. 

３．学会等名 

 第 64 回日本新生児成育医学会・学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 睡眠覚醒状態変化に関わる神経回路の機能的同定 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 睡眠覚醒調節と記憶の制御に関わる神経の活動記録と操作 

３．学会等名 

 平成 30 年度生命融合科学教育部シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 睡眠覚醒調節神経と痛みの制御 

３．学会等名 

 第 13 回日本緩和医療薬学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 睡眠覚醒調節神経の機能的同定 

３．学会等名 

 第 92 回日本薬理学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 武川睦寛 

２．発表標題 

 数理科学を活用した JNKシグナルと細胞運命制御機構の解明 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会大会シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 武川睦寛 

２．発表標題 

 数理解析に基づく MAPKシグナルと生命機能制御機構の解明 

３．学会等名 

 第４回新学術領域研究「数理シグナル」領域推進会議   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 中村 貴紀、渡海 紀子、中澤 嵩、森 竜樹、鈴木 貴、武川 睦寛 

２．発表標題 

 数理解析を活用した中心体複製開始を制御する分子機構の解明 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 岡田正康、米岡有一郎、大石誠、藤井幸彦 

２．発表標題 

 成長ホルモン産生下垂体腺腫に対する術後照射 18 年後に sarcomatous transformation を来した一

例 

３．学会等名 

 第 29 回日本間脳下垂体腫瘍学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 青山 愛, 藤元 次郎, 仙波 憲太郎 

２．発表標題 

 正常−がん細胞間作用によるフォーカス形成制御機構の化学生物学的解析 

３．学会等名 

 In vivo イメージングフォーラム 2019   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 青山 愛, 藤元 次郎, 平野 弘之, 渡辺 信元, 長田 裕之, 仙波 憲太郎 

２．発表標題 

 正常−がん細胞間作用によるフォーカス形成制御機構の化学生物学的解析 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 生合成拡張型合成の新展開と機能創発への挑戦 

３．学会等名 

 理研シンポジウム：第 14 回有機合成化学フロンティア （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 生合成拡張型合成プロセスの開発と機能性中分子群創製 

３．学会等名 

 微生物ウィーク 2019 コラボシンポジウム：放線菌が生産する構造多様性に富んだ化合物とその応用への展開 

（招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒 啓一郎 

２．発表標題 

 生殖細胞における体細胞分裂から減数分裂への切替え機構 

３．学会等名 

 第 125 回日本解剖学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 高田 幸, 小寺 千聡, 竹本 一政, 前田 亮, 坂下 陽彦, 松浦 公美, 丹羽 仁史, 立花 誠, 行川 

賢, 荒木 喜美, 石黒 啓一 郎 

２．発表標題 

 生殖細胞特異的ジンクフィンガータンパク質は減数分裂前期パキテン脱出の転写制御に働く 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 安達貴弘 

２．発表標題 

 生体イメージングによる腸管機能の可視化解析 

３．学会等名 

 第 104 回 日本栄養・食糧学会関東支部シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 安達貴弘 

２．発表標題 

 生体イメージングによる腸管機能の可視化解析 

３．学会等名 

 第 104 回 日本栄養・食糧学会関東支部 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 酒井宏治、永田直也、野村起美恵、入江崇、竹原一明、神田浩明、網康至 

２．発表標題 

 生体における呼吸器ウイルスの膜蛋白質開裂機構の解明 

３．学会等名 

 第 66 回日本実験動物学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 馬悦，中村貴大，岡部幸子，新家一男，清宮啓之，長澤和夫 

２．発表標題 

 生理活性天然物をリードとするグアニン四重鎖を標的とした抗がん剤の創製研究 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム 成果発表会 2018   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 高島誠司 

２．発表標題 

 精子幹細胞制御における FGF2と GDNFの違い 

３．学会等名 

 日本繁殖生物学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 中野愛里、高島誠司 

２．発表標題 

 精上皮周期に伴う精子幹細胞自己複製因子の発言変化と未分化型精原細胞の動態 

３．学会等名 

 第 112 回日本繁殖生物学会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 片野泰代，今野幸太郎，西田和彦，渡辺雅彦，崎村建司，小林拓也，伊藤誠二 

２．発表標題 

 脊髄後角における疼痛関連タンパク BEGAIN陽性細胞の機能的特徴 

３．学会等名 

 第 42 回日本神経科学大会/第 62 回日本神経化学大会/NEURO2019  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 橋口 俊太,土井 宏,國井 美紗子,中村 行宏,志牟田 美佐 ,鈴木 江津子,大久保 正紀 ,笹岡 俊邦,

竹内 英之,石川 太郎,田中 章景 

２．発表標題 

 脊髄小脳失調症 42型モデルマウスを用いた神経変性分子病態基盤の解明 

３．学会等名 

 第 42 回神経科学大会 第 62 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 桝和子、加藤千賀、三谷優太、石井万由子、林康紀、村谷匡史、水野聖哉、杉山文博、高橋智、加藤

秀樹、桝正幸 

２．発表標題 

 先天的腓骨神経欠損マウスの原因遺伝子の同定 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム 

成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 野住 素広 

２．発表標題 

 先導端におけるアクチン束の空間分布が局所的エンドサイトーシス、受容体局在を決定付ける 

３．学会等名 

 2019 年生体運動研究合同会議   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 永井正義、家村顕自、服部聡子、吉川貴子、萩原英雄、安澤隼人、木下賢吾、大隅典子、宮川剛、田

中耕三 

２．発表標題 

 染色体整列因子 CAMP(CHAMP1)欠損による知的障害発症メカニズムの解明 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 永井正義、家村顕自、吉川貴子、 服部聡子、宮川剛、大隅典子、田中耕三 

２．発表標題 

 染色体整列関連因子 CAMPは長期記憶の維持に関与する 

３．学会等名 

 第 36 回染色体ワークショップ・第 17 回核ダイナミクス研究会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 北元 優梨、古閑 成美、林田 隆成、慶田 貴子、吉信 公美子、鳥越 大輔、中村 直子、中潟 

直己、高岡 裕、柳 久美子、要 匡、荒木 喜美、荒木 正健 

２．発表標題 

 潜性（劣性）遺伝形式で多血症の症状を示す自然発生突然変異マウス[pocy]の解析 

３．学会等名 

 2019 年度先端モデル動物支援プラットフォーム 成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 荒木 正健、北元 優梨、林田 隆成、増田 好美、古閑 成美、慶田 貴子、吉信 公美子、鳥越 

大輔、中村 直子、中潟 直己、高岡 裕、柳 久美子、要 匡、荒木 喜美 

２．発表標題 

 潜性（劣性）遺伝形式で多血症の症状を示す自然発生突然変異マウス『pocy』の解析 

３．学会等名 

 第 66 回日本実験動物学会総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡俊邦,齊藤奈英, 知見聡美,小田佳奈子,阿部学,鍋島曜子,鍋島陽一, 田井中一貴, 崎村建司, 

南部篤 

２．発表標題 

 線条体の D2 ドーパミン受容体を発現する間接路ニューロンにおける NMDA 受容体の Mg2+ブロックの

減少により引き起こされる運動異常 

３．学会等名 

 新学術領域研究「非線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの理解」2019 年度第 1 回領域会議   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦, 齊藤 奈英, 阿部 学, 川村 名子, 鍋島 曜子, 鍋島 陽一, 田井中 一貴, 崎村 建司 

２．発表標題 

 線条体の D2 ドーパミン受容体発現間接路神経における NMDA 受容体のマグネシウムブロック低下に

よる運動異常 

３．学会等名 

 第 42 回神経科学大会 第 62 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 稲垣 良, 笹川 正人, 小山内 実 

２．発表標題 

 線条体直接路ニューロンと間接路ニューロンの周波数応答特性は異なる 

３．学会等名 

 第 34 回日本大脳基底核研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 稲垣 良, 笹川 正人, 小山内 実 

２．発表標題 

 線条体投射ニューロンの周波数応答特性は直接路と間接路で異なる. 

３．学会等名 

 2019 年 電気学会 電子・情報・システム部門大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 村上匠蔵，小林大士，木村康誠，広瀬 侑，浴 俊彦 

２．発表標題 

 線虫ダイサー関連ヘリカーゼ DRHの生化学的機能解析 

３．学会等名 

 第 83 回日本生化学会中部支部例会・シンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 選択的オートファジーによる転写制御 

３．学会等名 

 第 66 回日本実験動物学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 選択的マクロオートファジー、分子から生理機能まで 

３．学会等名 

 第 92 回日本生化学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 石田綾 

２．発表標題 

 早期ライフステージにおける神経回路成熟機構の解明 

３．学会等名 

 AMED-Prime「早期ライフ」 研究開発領域キックオフ会議   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 多色細胞系譜追跡法と single cell RNAseq を基点とした成体幹細胞の同定 

３．学会等名 

 愛媛大学 TRC セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 多色細胞系譜追跡法と single cell RNAseq を基点とした成体幹細胞の同定 

３．学会等名 

 慶應義塾大学 JKiC セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 多色細胞系譜追跡法と single cell RNAseq を基点とした成体幹細胞の同定 

３．学会等名 

 昭和大学学士会後援セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 多色細胞系譜追跡法と single cell RNAseqを基点とした成体幹細胞の同定 

３．学会等名 

 鳥取大学染色体工学研究センターセミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 多色細胞系譜追跡法による成体幹細胞の同定（AIを用いた幹細胞・発生研究） 

３．学会等名 

 第 18 回日本再生医療学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 中山淳, 二口充, 仙波憲太郎 

２．発表標題 

 多臓器転移誘導遺伝子 HNF1Bの同定と機能解析 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 体細胞分裂から減数分裂への細胞周期の切替え機構 

３．学会等名 

 The 36th Chromosome Workshop and the 17th Nuclear Dynamics   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒 啓一郎 

２．発表標題 

 体細胞分裂から減数分裂への細胞周期の切替え機構 

３．学会等名 

 日本遺伝学会 第 91 回大会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 石黒 啓一郎 

２．発表標題 

 体細胞分裂から減数分裂への切替え機構 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 古瀬民生、山田郁子、串田知子、尾崎藍、三浦郁生、上野正樹、田村勝 

２．発表標題 

 胎児期に母体のメチル基供与体の減少に暴露されたマウスの神経行動学的表現型解析 

３．学会等名 

 第 42 回分子生物学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 若林勇樹，馬悦，飯田圭介，齋藤良太，長澤和夫 

２．発表標題 

 大環状ヘキサオキサゾール誘導体を用いたグアニン四重鎖を標的とする Light-up型蛍光リガンドの

創製 

３．学会等名 

 日本ケミカルバイオロジー学会 第 14 回年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 阿部壮矩, 渡辺菜美, 佐京智子, 奥裕介, 福田勉, 旦慎吾, 矢守隆夫, 石橋郁人, 上原至雅, 岩尾

正倫, 西谷直之 

２．発表標題 

 第 3 世代 EGFR チロシンキナーゼ阻害薬耐性非小細胞肺癌に対する Lamellarin14 と Cetuximab 併用

効果の検討 

３．学会等名 

 第 58 回日本薬学会東北支部大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 藤叔史、Sobuz Shihab U.、吉澤達也、Fazlul Karim、小野勝彦、澤智裕、宮本洋一、岡正啓、山縣

和也 

２．発表標題 

 脱アセチル化酵素 SIRT7による NF-kB p65 の核外輸送制御メカニズムの解明 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 駒倉啓大、及川大輔、徳永文稔 

２．発表標題 

 脱ユビキチン化酵素 OTUD1による NF-kB 経路とインターフェロン産生経路の相反的制御 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 駒倉啓大、及川大輔、徳永文稔 

２．発表標題 

 脱ユビキチン化酵素 OTUD1による NF-κB経路とインターフェロン産生経路の相反的制御 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 藤井喬之、田中彩、形見祐人、上野正樹、千葉陽一、桑原知巳、今大路治之、大西峻、加治建、家入

里志、下野隆一 

２．発表標題 

 短腸症候群モデルにおけるグアーガムの腸管上皮保護作用と腸内細菌 

３．学会等名 

 第 119 回日本外科学会定期学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 野崎瑞貴、上殿千晴、古城公佑、内田将央、土屋春樹、岩本晃明、佐藤陽一 

２．発表標題 

 男性不妊症新規原因遺伝子の同定と遺伝子改変マウス作製による精子形成機能に関する検討 

３．学会等名 

 平成 30 年度成果報告会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 中川直、中山啓子 

２．発表標題 

 知的障害・自閉症関連因子 SETD5によるｒDNAのエピジェネティック制御 

３．学会等名 

 第４２回日本分子生物学会  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 Tadashi Nakagawa, Satoko Hattori, Tsuyoshi Miyakawa, Keiko Nakayama 

２．発表標題 

 知的障害・自閉症関連因子 SETD5による rDNAのエピジェネティック制御 

３．学会等名 

 第 4２回分子生物学会  （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 中村 貴紀, 西住(渡海) 紀子, 中澤 嵩, 森 竜樹, 鈴木 貴, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 中心体複製初期に起こる PLK4の中心体輸送機構 

３．学会等名 

 第 19 回日本蛋白質科学年会・第 71 回日本細胞生物学会 合同年次大会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 土居雅夫 

２．発表標題 

 昼寝の体温・代謝リズムを制御する脳内サーカディアンリズム中枢の分子機構 

３．学会等名 

 第 34 回日本糖尿病・肥満動物学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 大神 正次, 高井 伸彦, 二口充，鵜澤 玲子, 平山 亮一 

２．発表標題 

 腸管放射線防護を目的とする末梢性 NMDA受容体の解析 

３．学会等名 

 日本薬学会第 139 年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 上田(石原)奈津実、木下専 

２．発表標題 

 長期記憶保持に必要な分子・細胞基盤の解明 

３．学会等名 

 2019 GTR Seeds Seminar （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 高橋宏隆、及川大輔、長尾和哉、岩崎誠、今井祐記、徳永文稔、澤崎達也 

２．発表標題 

 直鎖状ポリユビキチン鎖結合タンパク質 ZnUBPファミリーの NF-κB抑制機構の解明 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 及川大輔 

２．発表標題 

 直鎖状ユビキチン鎖を足場とした免疫シグナル制御に関する数理モデル解析 

３．学会等名 

 日本応用数理学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 徳永文稔 

２．発表標題 

 直鎖状ユビキチン鎖生成を介した炎症シグナル発信と疾患・創薬 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 津山友徳、佐藤叔史、吉澤達也、松岡孝昭、山縣和也 

２．発表標題 

 低酸素ストレスは Bhlhe40-Mafa経路を介してインスリン分泌不全を誘導する 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 若月修二、氏家悠佳、荒木敏之 

２．発表標題 

 低酸素応答によるミエリン形成制御 

３．学会等名 

 第五回日本ミエリン研究会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤叔史、津山友徳、吉澤達也、松岡孝昭、山縣和也 

２．発表標題 

 低酸素誘導性 BHLHE40による β細胞機能低下機序の解明 

３．学会等名 

 第 62 回日本糖尿病学会年次学術集会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 赤塚慎也、蒋麗、伊藤文哉、豊國伸哉 

２．発表標題 

 鉄を介した酸化ストレスによる動物発がんモデルとゲノム変化 

３．学会等名 

 第７８回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 高倉勇気, 杉野歩美, 岩澤脩斗, 平田健介, 岡田和之, 竹洞裕貴, 平井直人, 堀 直人, 町田萌香, 

高野博之, 山口直人, 山口憲孝. 

２．発表標題 

 転写共役因子 VGLL3による上皮間葉転換の制御機構の解析. 

３．学会等名 

 第 139 回日本薬学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 布田旭, 阿嘉由樹, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 銅触媒による末端アルキンと有機ホウ素及びアルデヒドを用いたオキサボロールの新規合成反応の

開発 

３．学会等名 

 第 66 回有機金属化学討論会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 阿部真土、竹内優斗、鬼頭昭吉、立田咲百合、金井凛 

２．発表標題 

 軟骨細胞における KLF4の MMP13発現誘導メカニズム 

３．学会等名 

 平成 30 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 波多賢二 

２．発表標題 

 軟骨細胞分化のエピジェネティクス機構 

３．学会等名 

 第 33 回日本軟骨代謝学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 二量体型アルカロイドの立体化学多様化による中分子リード創製を目指して 

３．学会等名 

 平成 30 年度 文部科学省新学術領域 研究学術研究支援基盤形成 「先端モデル動物支援プラットフォーム成果

発表会」 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 奥村和弘、斎藤慈、磯貝恵理子、若林雄一 

２．発表標題 

 日本産野生由来近交系マウス MSM を用いた皮膚がん修飾因子の同 

定 

３．学会等名 

 第 78 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 岡田宣宏、辻本剛己、村中勇人、高橋智聡 

２．発表標題 

 乳がんの治療薬抵抗性獲得機構における NFYAの機能解明 

３．学会等名 

 2019 年度先端モデル動物支援プラットフォーム若手支援技術講習会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 平田健介, 山田千愛, 安斎絵里菜, 柴崎美里, 本田拓也, 森井真理子, 高野博之, 山口直人, 山口

憲孝. 

２．発表標題 

 乳がん細胞の TGF-beta誘導性アポトーシスへの抵抗性に寄与する転写因子の解析. 

３．学会等名 

 第 139 回日本薬学会年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 酒寄信幸、樋口央紀、深堀良二、井口善生、瀬戸川将、宮澤陽夫、小林和人 

２．発表標題 

 妊娠中の偏った必須脂肪酸摂取は子において快楽的摂食を促す 

３．学会等名 

 日本食品科学工学会東北支部（令和元年大会）および日本栄養・食糧学会東北支部（第 53 回大会）合同支部大

会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 酒寄信幸, 樋口央紀, 深堀良二, 井口善生, 瀬戸川将, 永塚貴弘, 宮澤陽夫, 小林和人 

２．発表標題 

 妊娠中の偏った必須脂肪酸摂取は子において嗜好食品摂取を促す 

３．学会等名 

 日本脂質栄養学会第 28 回大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 酒寄信幸 

２．発表標題 

 脳と栄養の学際領域研究ー脂質栄養から脳の謎に挑むー 

３．学会等名 

 第 8 回東北脳科学ウィンタースクール （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 高井伸彦 大神正次 中村沙織 大庭義史 

２．発表標題 

 脳腫瘍放射線治療によって生じる脳壊死の作用機序ならびに新規防護剤の探索 

３．学会等名 

 平成 30 年度「先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会」   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 浪花 啓右、杉本 靖博、大須賀 公一、青沼 仁志 

２．発表標題 

 排便に伴い誘発するクロコオロギの定型的行動 

３．学会等名 

 計測自動制御学会第 31 回自律分散システムシンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 山上洋平、二木空人、湯元良子、川見昌史、高野幹久 

２．発表標題 

 肺胞上皮細胞におけるメトトレキサート誘発性上皮間葉転換と PAI-1の関連解析 

３．学会等名 

 第 13 回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 川見昌史、妹尾俊祐、山上洋平、湯元良子、高野幹久 

２．発表標題 

 肺胞上皮細胞における薬物誘発性上皮間葉転換を抑制する化合物の探索とその特性解析 

３．学会等名 

 日本薬剤学会第 34 年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 川見昌史、原田梨紗子、小島崇路、湯元良子、高野幹久 

２．発表標題 

 肺胞上皮細胞に対するメトトレキサートの抗がん効果と上皮間葉転換誘発作用の関連解析 

３．学会等名 

 日本薬学会第１３９年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 渡邉貴樹 

２．発表標題 

 発達期小脳のプルキンエ細胞における登上線維シナプス刈り込みの Pcdh10依存的特異性 

３．学会等名 

 2019 年度若手支援技術講習会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 石田綾 

２．発表標題 

 発達障害の病態理解に向けた小脳−前頭前野−領野連関の解明 

３．学会等名 

 新学術領域「脳情報動態」領域会議   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 犬飼駿弥, 原怜, 一瀬宏 

２．発表標題 

 部位特異的蛍光標識を用いたドーパミンに応答するチロシン水酸化酵素の構造変化の解析 

３．学会等名 

 Neuro2019（第 42 回日本神経科学大会・第 62 回日本神経化学大会）   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤寛晃、喜多村佳委、櫻井香里、井上将行 

２．発表標題 

 複雑ペプチド系天然物ヤクアミド Bの標的タンパク質同定 

３．学会等名 

 日本ケミカルバイオロジー学会 第 14 回年会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 吉沢直子、正井久雄 

２．発表標題 

 複製タイミング制御因子 Rif1 の欠失が誘導する 2 細胞期胚様細胞のエンハンサー構造（Unique 

enhancers structures in 2-cell zygote-like mouse ES cells induced by loss of replication 

timing regulator Rif1.） 

３．学会等名 

 第 42 回 日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 河野はるか, 原怜, 古田忠臣, 一瀬宏 

２．発表標題 

 分子シミュレーションによるキノノイドジヒドロプテリジン還元酵素の基質認識機構の解析 

３．学会等名 

 2019 年度日本生化学会関東支部例会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 酒井宏治、永田直也、野村起美恵、入江崇、竹原一明、神田浩明、網康至 

２．発表標題 

 変異型 H3N2インフルエンザウイルスの生体内での膜蛋白質開裂機構の解明 

３．学会等名 

 第 33 回インフルエンザ研究者交流の会シンポジウム   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 甲斐龍太、 田井中一貴、 高橋邦之、齊藤 奈英、 笹岡 俊邦、 山口 瞬、 那波 宏之、堀井 新 

２．発表標題 

 片側内耳破壊の皮質神経活動への影響 

３．学会等名 

 第 42 回神経科学大会 第 62 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 酒寄信幸 

２．発表標題 

 母親の偏った必須脂肪酸摂取はドパミンニューロンの過剰産生を介して子の快楽的摂食を促す 

３．学会等名 

 第 42 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 酒寄信幸, 小林和人 

２．発表標題 

 母親の偏った必須脂肪酸摂取は子において嗜好食品の摂取を促す 

３．学会等名 

 第 4 回食欲・食嗜好の分子・神経基盤研究会   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 古瀬民生、山田郁子、串田知子、三浦郁生、尾崎藍、永瀬茜、若菜茂晴、田村勝  

２．発表標題 

 母体の遺伝子変異がマウス野生型産仔の表現型解析結果に与える影響 

３．学会等名 

 第 66 回日本実験動物学会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 坂本雅行 

２．発表標題 

 膜電位感受性蛍光プローブを用いた神経活動イメージング 

３．学会等名 

 第 97 回創薬科学セミナー・GTR セミナー （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 布田旭, 藤田勇輝, 阿嘉由樹, 福田勉, 小野寺玄, 木村正成 

２．発表標題 

 末端アルキンと有機ホウ素及びアルデヒドを用いたアルキニルボレートを介するオキサボロールの

新規合成法の開発 

３．学会等名 

 日本化学会 第 99 春季年会 (2019)   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 味蕾幹細胞の同定とそれを基点とした味覚感知機序の解明・味覚再生技術の確立 

３．学会等名 

 第 18 回日本再生医療学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 味蕾幹細胞の同定と解析 

３．学会等名 

 第 53 回日本味と匂学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 大谷哲久 

２．発表標題 

 密着結合のジオメトリー制御による傍細胞輸送効率の最適化 

３．学会等名 

 研究会「数理科学と生命科学の融合」 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 井口善生・中山義貴・加藤成樹・小林和人 

２．発表標題 

 目標指向行動の動機づけにおける腹側被蓋野 D2受容体陽性ドーパミンニューロンの役割 (Role of 

D2 receptor-positive ventral tegmental area dopamine neurons in effort-related motivation 

for food-seeking). 
３．学会等名 

 福島県立医科大学研究連携セミナー2019 年度ポスター発表会—学内研究の連携と活性化に向けて—   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 西谷直之, 佐京智子, 奥裕介, 福田勉, 旦慎吾, 矢守隆夫, 石橋郁人, 上原至雅, 岩尾正倫 

２．発表標題 

 薬剤耐性 EGFR T790M/C797S に対する lamellarin と cetuximab の併用効果 

３．学会等名 

 第 23 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 鈴木佐和子 

２．発表標題 

 両側副腎皮質大結節性過形成の新たな分子病態の解明 

３．学会等名 

 第 20 回日本内分泌関東甲信越地方会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 佐々木哲也 

２．発表標題 

 霊長類の大脳皮質領野形成とその破綻による精神疾患発症メカニズム 

３．学会等名 

 第 23 回予防衛生協会セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 佐々木 哲也、小松 勇介、渡我部 昭哉、山森 哲雄 

２．発表標題 

 霊長類前頭前皮質に特異的に発現する遺伝子の解析 

３．学会等名 

 第 124 回 日本解剖学会総会・全国学術集会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 北元優梨、古閑成美、林田隆成、慶田貴子、吉信公美子、鳥越大輔、中村直子、中潟直己、高岡裕、

柳久美子、要匡、荒木喜美、荒木正健 

２．発表標題 

 劣性（潜性）遺伝形式で多血症の症状を示す自然発生突然変異マウス『pocy』の解析 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム 

成果発表会 2018   

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 岡香織 

２．発表標題 

 老化・がん化耐性齧歯類ハダカデバネズミにおけるエネルギー代謝の比較解析 

３．学会等名 

 第 3 回がんと代謝研究会・若手の会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 清水逸平 

２．発表標題 

 老化促進代謝物質による加齢同期メカニズムの解明 

３．学会等名 

 日本抗加齢協会第四回学術フォーラム （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 清水逸平 

２．発表標題 

 老化促進代謝物質を介した加齢同期メカニズムの解明 

３．学会等名 

 日本体力医学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2019 年 



 

 

１．発表者名 

 福田七穂, 川市正史, 石田靖雅, 福田智行, 笹岡俊邦 

２．発表標題 

 嗅神経細胞における mRNA 局在化機構の解明 

３．学会等名 

 第 60 回新潟生化学懇話会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 原田昭和, 松本真司, 菊池章 

２．発表標題 

 膵癌細胞の腫瘍浸潤における Arl4c-IQGAP1の相互作用 

３．学会等名 

 第 79 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2019 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 ポスト VEGF抗体を見据えた血管・リンパ管新生シグナル研究の最前線 

３．学会等名 

 日本薬学会 第 138 年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Wang J., Shibayama Y., Nishiyama A. 

２．発表標題 

 (PRO)RENIN RECEPTOR PROMOTES COLORECTAL CANCER THROUGH THE WNT/BETA-CATENIN SIGNALING 

PATHWAY DESPITE CONSTITUTIVE PATHWAY COMPONENT MUTATIONS 

３．学会等名 

 Joint Hypertension 2018 Scientific Sessions  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 ⽵下 純平、⾠野 健⼆ ,松本 ⼤地 ,栗林 康造 ,近藤 展⾏ , 

⻑⾕川 誠紀,佐藤 鮎⼦ ,辻村 亨 ,⼤多 茂樹, 河上 裕 , 

中野 孝司,油⾕ 浩幸 

２．発表標題 

 255 症例の悪性胸膜中⽪腫の網 羅的遺伝⼦解析 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小牟禮稔、福田勉、小野寺玄、木村正成 

２．発表標題 

 3-アルキニル 1H-ピロール-2-カルボキシラートのヨウ素を用いた環化を経由するピラノ[3,4-b]ピ

ロール-7(1H)-オンの合成 

３．学会等名 

 第 21 回ヨウ素学会シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 高橋紀人、Bonepally Karunakar Reddy、松岡直弥、岩月正人、石山亜紀、穂苅玲、乙黒一彦、大村

智、大栗博毅 

２．発表標題 

 6-アザ-アルテミシニン群の設計とモジュラー式迅速合成プロセスの開発 

３．学会等名 

 第 60 回天然有機化合物討論会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 松岡 直弥・髙橋 紀人・Bonepally Karunakar Reddy・大栗博毅 

２．発表標題 

 6‐ｱｻﾞ‐ｱﾙﾃﾐｼﾆﾝ類の合成法改良と構造活性相関研究 

３．学会等名 

 日本化学会 98 回春季年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kanetake T, Sassa T, Nojiri K, Kihara A 

２．発表標題 

 A decrease in 2-hydroxygalactosylceramide in the brain of the Sjögren-Larsson syndrome 

gene knockout mice. 

３．学会等名 

 59th International Conference on the Bioscience of Lipids  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Sakamoto M, Inoue M, Sakai K, Kobari S, Takemoto-Kimura S, Abe M, Sakimura K, Bito H 

２．発表標題 

 A Flp-dependent G-CaMP9a transgenic mouse for neuronal and glial imaging in vivo. 

３．学会等名 

 グリアアセンブリ第 5 回公開シンポジウム(国際シンポジウム)・班会議  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Sakamoto M, Inoue M, Sakai K, Kobari S, Takemoto-Kimura S, Abe M, Sakimura K, Bito H 

２．発表標題 

 A Flp-dependent G-CaMP9a transgenic mouse for neuronal imaging in vivo. 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム 成果発表会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Sakamoto M, Inoue M, Sakai K, Kobari S, Takemoto-Kimura S, Abe M, Sakimura K, Bito H 

２．発表標題 

 A Flp-dependent G-CaMP9a transgenic mouse for neuronal imaging in vivo. 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S., Morizawa, Y 

２．発表標題 

 A new role of astrocytes in regulation of brain function by ABCA1. 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kei-ichiro Ishiguro 

２．発表標題 

 A novel germ cell-specific factor, MEIOSIN, recruits STRA8 to direct initiation of meiosis 

in mammals 

３．学会等名 

 CSHL Meeting: Germ Cell  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kei-ichiro Ishiguro 

２．発表標題 

 A novel germ cell-specific factor, MEIOSIN, recruits STRA8 to direct initiation of meiosis 

in mammals 

３．学会等名 

 第１３回生命医科学研究所ネットワーク国際シンポジウム （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Ishiguro, K. 

２．発表標題 

 A novel germ-cell specific factor responsible for initiation of meiosis 

３．学会等名 

 KEY FORUM 2018 Stem Cell Traits and Developmental System （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ishiguro, K. 

２．発表標題 

 A novel nuclear factor plays a crucial role in initiation of meiosis 

３．学会等名 

 CDB Symposium 2018 Dynamic Homeostasis: from Development to Aging  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kei-ichiro Ishiguro 

２．発表標題 

 A novel nuclear factor plays a crucial role in initiation of meiosis 

３．学会等名 

 九大生体防御医学セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Kei-ichiro Ishiguro 

２．発表標題 

 A novel STRA8 interacting factor, MEIOSIN1, directs initiation of meiosis in mammals 

３．学会等名 

 Joint Annual Meeting of 51st JSDB and 70th JSCB   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 李 惠子, 神田 浩明, 長山 聡, 片桐 豊雅, 中村 祐輔, 長谷川 純崇 

２．発表標題 

 A novel therapeutic option for synovial sarcoma using alpha-radiolabeled FZD10 antibody 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kei-ichiro Ishiguro 

２．発表標題 

 A novel transcription factor, MEIOSIN, recruits STRA8 to direct initiation of meiosis in 

mammals 

３．学会等名 

 2018 Meiosis Conference GRC meiosis （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 大里元美 

２．発表標題 

 A novel treatment and preventive method for Down syndrome-related acute megakayoblastic 

leukemia 

３．学会等名 

 第４０回日本分子生物学会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ageta-Ishihara N, Fukazawa Y, Takao K, Miyakawa T, Bito H, Inokuchi K,  

Kinoshita M. 

２．発表標題 

 A postsynaptic dysregulation in hippocampal granule cells that underlies spatial 

discrimination defect. 

３．学会等名 

 The Joint Congress of the 40th Annual Meeting of Japanese Society of Biological Psychiatry and the 

61st Annual Meeting of the Japanese Society for Neurochemistry   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ageta-Ishihara N, Kinoshita M 

２．発表標題 

 A septin-dependent synaptic regulation required for spatial discrimination 

３．学会等名 

 第 95 回日本生理学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 A translation inhibitor targets a bimolecular cavity between eIF4A and polypurine RNA 

３．学会等名 

 International Symposium on “Proteins; from the Cradle to the Grave”   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Saito K, Shigetomi E, Yasuda R, Sato R, Tanaka KF, Mikoshiba K, Mizuta I, Yoshida T, Mizuno 

T, Koizumi S. 

２．発表標題 

 Aberrant astrocyte Ca2+ signals ‘AxCa signals’ exacerbate pathological alterations in 

an Alexander disease model. 

３．学会等名 

 WCP2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Naofumi Ito, M. Asrafuzzaman Riyadh, Ayako Ito, Shah Adil Ishtiyaq, Mohamad Badrul Anam, 

Yonehiro Kanemura Yohei Shinmyo, Athary Felemban, Jun Hatakeyama, Hiroshi Kiyonari, Kenji 

Shimamura,Yoshiko Takahashi, Kazunobu. Sawamoto and Kunimasa Ohta 
２．発表標題 

 Aberration of the Soluble protein Tsukushi leads altera-(P3-071) tion of adult neurogenesis 

resulting lateral ventriculeexpansion with neuronal disease. 

３．学会等名 

 第 70 回日本細胞生物学会・第 51 回日本発生生物学会合同大会学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 吉岡 望、玉田 篤史、北川 裕之、高雄 啓三、宮川 剛、五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 Abnormalities in perineuronal nets and behavior in mice lacking 

CSGalNAcT1, a key enzyme in chondroitin sulfate synthesis 

３．学会等名 

 先端動物支援報告会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Takayuki Nemoto, Hikmawan Wahyu Sulistomo, Ryu Takeya 

２．発表標題 

 Action polymerization factor Fhod3 formin protein in the mouse cerebrocortical neurons 

３．学会等名 

 第 18 回国際薬理学会  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 田俊維、遠藤治、出川雅邦、関本征史 

２．発表標題 

 AhR 活性化に関与する細胞内シグナル分子の探索 

３．学会等名 

 フォーラム 2018 衛生薬学・環境トキシコロジー   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 冨田俊維、遠藤治、出川雅邦、関本征史 

２．発表標題 

 AhR 活性化に関与する細胞内シグナル分子の網羅的探索 

３．学会等名 

 第 4 回次世代を担う若手のためのレギュラトリーサイエンスフォーラム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 冨田俊維、遠藤治、出川雅邦、関本征史 

２．発表標題 

 AhR 活性化を制御する細胞内シグナル分子の網羅的探索 

３．学会等名 

 第 4 回 次世代を担う若手のための レギュラトリーサイエンス   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 冨田俊維、遠藤治、出川雅邦、関本征史 

２．発表標題 

 AhR 活性化に関与する細胞内シグナル分子の探索  

３．学会等名 

 フォーラム 2018：衛生薬学・環境トキシコロジー   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 中野裕貴 小野葵 小林守 高砂縁 村山千明 尾嶋大喜 山本融 廣岡一行 

２．発表標題 

 Alcadein αノックアウトマウスは加齢で網膜神経節細胞が脱落する 

３．学会等名 

 日本眼科学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 片山 量平 

２．発表標題 

 ALK 陽性肺がん獲得耐性から考えるキナーゼ進化 

３．学会等名 

 第 41 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ageta-Ishihara N, Fukazawa Y, Takao K, Miyakawa T, Bito H, Inokuchi K, Kinoshita M. 

２．発表標題 

 An activity-regulated septin subunit SEPT3 is required for the entry of sER into  

dendritic spines and spatial discrimination.  

３．学会等名 

 Gordon Research Conference “Cell Biology of the Neuron”  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Shimizu Y, Tamada S, Kato M, Hirayama Y, Takeyama Y, Iguchi T, Sadar MD, Nakatani T. 

２．発表標題 

 Androgen Receptor Splice Variant 7 Drives the Growth of Castration Resistant Prostate 

Cancer without Being Involved in the Efficacy of Taxane Chemotherapy. 

３．学会等名 

 第 28 回泌尿器科分子細胞研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 片山 量平 

２．発表標題 

 Anticancer drug resistance caused by cancer cell evolution and diversity 

３．学会等名 

 第 41 回 日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 新木悠介、野倉吉彦、中崎敦夫、西川俊夫 

２．発表標題 

 Aplysiatoxin 類の統一的合成法の開発 

３．学会等名 

 第 113 回有機合成シンポジウム 2018 年   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 Application of Genetics to Epilepsy after Gene-Hunting 

３．学会等名 

 ANZCNS 7th Annual Scientific Meeting   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Haruka Sato, Jun Hatakeyama, Takuji Iwasato, Nobuhiko Yamamoto, Kenji Shimamura 

２．発表標題 

 Area-specific laminar organization is regulated by thalamocortical axons through axon-

derived NRN1 and VGF in developing neocortex 

３．学会等名 

 22nd Biennial Meeting of the International Society of Developmental Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 赤間俊之, 松本真司, 原田昭和, 庄嶋健作, 菊池章 

２．発表標題 

 Arl4cと IQGAP1の相互作用による膵がん細胞の増殖制御機構 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Kozumi, S 

２．発表標題 

 Astrocyte-dependent brain remodeling 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Koizumi S 

２．発表標題 

 Astrocyte-mediated network remodeling. 

３．学会等名 

 第 61 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S 

２．発表標題 

 Astrocyte-synapse interaction in health and diseases 

３．学会等名 

 WCP2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 藤野赳至、合山進、北村俊雄 

２．発表標題 

 ASXL1 変異は造血幹・前駆細胞におけるミトコンドリアの機能亢進と DNA 損傷を惹起する 

３．学会等名 

 新学術領域「幹細胞老化と疾患」若手の会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 藤野赳至、合山進、北村俊雄 

２．発表標題 

 ASXL1 変異は造血幹・前駆細胞におけるミトコンドリアの機能亢進と DNA 損傷を惹起する 

３．学会等名 

 第 22 回造血器腫瘍研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 永瀬玲奈、井上大地、Alessandro Pastore、藤野赳至、Hsin-An Hou、山崎憲政、合山進、斎賀真言、

金井昭教、世良康如、Hwei-Fang Tien、本田浩章、Omar Abdel-Wahab、北村俊雄 

２．発表標題 

 Asxl1-MT ノックインマウスの解析 

３．学会等名 

 第 22 回造血器腫瘍研究会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Sakamoto M, Kwon T, Peterka DS, Yuste R 

２．発表標題 

 Attenuation of Synaptic Potentials in Dendritc Spines 

３．学会等名 

 Research PlaNet 2018 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Sakamoto M, Kwon T, Peterka DS, Yuste R 

２．発表標題 

 Attenuation of Synaptic Potentials in Dendritc Spines 

３．学会等名 

 第 10 回光操作研究会・第 2 回脳情報動態合同国際シンポジウム  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 玉田 篤史、五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 Automated multidimensional image analysis for structures and functions of the nervous 

systems 

３．学会等名 

 第８回新潟大学脳研究所共同研究拠点国際シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 Axon Growth and Regeneration Regulated by Extracellular and Intracellular Signals 

３．学会等名 

 第８回新潟大学脳研究所共同研究拠点国際シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 高雄 啓三 

２．発表標題 

 Behavioral physiological approach to the pathology and treatment of psychiatric disorders 

３．学会等名 

 第８回新潟大学脳研究所共同研究拠点国際シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ryosuke Jikuya, Mitsuko Furuya, Masaya Baba, Hiroyuki Aburatani, Adam R Metwalli, Laura S 

Schmidt, W Marston Linehan, Masahiro Yao, Hisashi Hasumi 

２．発表標題 

 BHD-associated kidney cancer exhibits unique molecular characteristics and a wide variety 

of mutations in chromatin remodeling genes 

３．学会等名 

 AACR Annual Meeting 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 津山友徳、佐藤叔史、吉澤達也、松岡孝昭、山縣和也 

２．発表標題 

 Bhlhe40-Mafa経路を介した低酸素ストレスによるインスリン分泌抑制 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 片浦哲志，斉木臣二，服部信孝，井本正哉 

２．発表標題 

 Biomarker-based screening identified BET inhibitor JQ1 as a neuroprotective compound for 

Parkinson’s disease 

３．学会等名 

 The 9th Japan-Korea Chemical Biology Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 Bridging the gap in child health services: Japan experience 

３．学会等名 

 18th Myanmar Pediatric and Allied Medical Specialties Conference   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 C2 対称型中分子アルカロイド骨格を活用する機能性分子の創製 

３．学会等名 

 新学術領域研究「反応集積化が導く中分子戦略：高次生物機能分子の創製」第６回公開成果報告会 （招待講

演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Toyokuni S. 

２．発表標題 

 Cancer as iron addiction with ferroptosis-resistance. 

３．学会等名 

 Gordon Research Conference: Oxygen Radicals （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤謙治、山田泰広 

２．発表標題 

 Cancer drug screening based on refractoriness of cancer cell reprogramming 

３．学会等名 

 第 92 回日本癌学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Shingo Sato, Kyoko Hashimoto, Hiroki Ochi, Satoko Sunamura, Atsushi Okawa, Mitsuru 

Futakuchi, Shu Takeda 

２．発表標題 

 Cancer-secreted Hsa-miR-940 Induces Osteoblastic Phenotype in the Bone Metastatic 

Microenvironment 

３．学会等名 

 Orthopaedic Research Society Annual Meeting 2014  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 扇田久和、Xiaoling Pang、清水昭男 

２．発表標題 

 Cardio- and reno-protective effect of dipeptidyl peptidase III. 

３．学会等名 

 American Heart Association Scientific Sessions 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 片野泰代、高雄啓三、阿部学、山崎真弥、渡辺雅彦、宮川剛、崎村建司、伊藤誠二 

２．発表標題 

 CASK-interacting protein 1 (Caskin1)の中枢神経系における機能的特徴の解析 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 Cell Community for The Generation of Multifunctional Body-surface 

３．学会等名 

 第 70 回日本細胞生物学会・日本発生生物学会合同大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Nakamura, K. 

２．発表標題 

 Central thermoregulatory circuits to defend homeostasis from environmental stressors 

３．学会等名 

 Mini-Symposium on Temperature and Metabolism （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Satomi Chiken, Hiromi Sano, Kenta Kobayashi, Atsushi Nambu 

２．発表標題 

 Cerebellar control of thalamocortical activity 

３．学会等名 

 FENS FORUM 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 Challenges and Opportunities in Pediatric Neurological Disease in Low Income Countries 

like Nepal 

３．学会等名 

 XIXth Nepalese Congress of Paediatrics, NEPCON 2018 & 37th Anniversary NEPAS (Nepal Paediatric 

Society)Nepcon-2018   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 D. Owaki, Y. Sugimoto, A. Ishiguro and H. Aonuma 

２．発表標題 

 Change in Electromyographic Patterns After Leg Amputation in the Cricket 

３．学会等名 

 International Congress for Neuroethology  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Oikawa D, Hanada K, Terawaki S, Sakamoto S, Tokunaga F. 

２．発表標題 

 Characterization of a novel LUBAC inhibitor, HOIPIN-1 

３．学会等名 

 Keystone Symposium; Ubiquitin Signaling.  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Takanobu Motoshima, Yorifumi Satou, Paola Miyazato, Hisashi Hasumi, Ying Huang, Tsuyoshi 

Kadomatsu, Masahiro Yao, Yoji Nagashima, Mitsuko Furuya, Yuchi Oike, Laura S Schmidt, Tomomi 

Kamba, W Marston Linehan, Masaya Baba 

２．発表標題 

 Characterization of chimeric TFE3 transcription factors found in Xp11.2 translocation 

renal cell carcinoma 

３．学会等名 

 American Urological Association's 2018 Annual Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 片浦哲志，井本正哉 

２．発表標題 

 Chemical genomic analysis on autophagic regulation mechanism in human lung cancer A549 

cells 

３．学会等名 

 30th EORTC-NCI-AACR Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ryo Tanifuji, Ryoko Komatsu, Takamitsu Honda, Ryutaro Asano, Atsushi Minami, Hideaki 

Oikawa, Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Chemo-enzymatic rapid syntheses of tetrahydroisoquinoline alkaloids 

３．学会等名 

 The 98th CSJ Annual Meeting   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Chemo-enzymatic Total Syntheses of Saframycins and Jorunnamycins 

３．学会等名 

 The 18th Tateshina Conference on organic Chemistry （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ryo Tanifuji 

２．発表標題 

 Chemo-enzymatic Total Syntheses of Tetrahydroisoquinoline Alkaloids 

３．学会等名 

 Otsu Conference 2018   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Chemo-enzymatic Total Syntheses of Tetrahydroisoquinoline Alkaloids 

３．学会等名 

 The 3rd A3 Roundtable Meeting on Chemical Probe Research Hub （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Mitsuko Furuya, Masaya Baba, Ikuma Kato, Tsunenori Kondo, Yoji Nagashima, Takao Kamai, 

Toshinari Yamasaki, Osamu Ogawa, Koushiro Nishimoto, Masafumi Koyama, Tomomi Kamba, Takanobu 

Motoshima, Masatoshi Eto 

２．発表標題 

 Clinicopathological Analyses of 17 Cases of Xp11Translocation Renal Cell Carcinomas 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Tarusawa E, Sanbo M, Hirabayashi M, Yagi T, Yoshimura Y 

２．発表標題 

 Clustered protocadherins-regulated high reciprocal connectivity between clonal cortical 

neurons are selectively modified by short sensory deprivation in mouse barrel cortex. 

３．学会等名 

 Neuro2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ryota Sato, Akihisa Kato, Takahiko Chimura, Shin-Ichiroh Saitoh, Takuma Shibata, Yusuke 

Murakami, Ryutaro Fukui, Kaiwen Liu, Yun Zhang, Jun Arii, Ge-Hong Sun-Wada, Yoh Wada, Tsuneo 

Ikenoue, Glen N Barber, Toshiya Manabe, Yasushi Kawaguchi, Kensuke Miyake 
２．発表標題 

 Combating herpesvirus encephalitis by potentiating a TLR3-mTORC2 axis. 

３．学会等名 

 日本免疫学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 Comprehensive identification of wound healing and inflammation miRNAs reveals a key role 

for miR-223 in neutrophilic clearance of S.aureus at wound sites 

３．学会等名 

 EMBL Symposia The Complex Life of RNA  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Takeshita J, Yamamoto S , Tatsuno K, Shiraishi Y, Kuribayashi K, Kondo N, Hasegawa S, Sato 

A, Tsujimura T, Matsumoto D, Ohta S, Kawakami Y, Nakano T, Sekido Y, Aburatani H. 

２．発表標題 

 Comprehensive molecular characterization of malignant pleural mesothelioma 

３．学会等名 

 第 16 回日本臨床腫瘍学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 2. Lin, Z., Nishikawa, H., Iguchi, Y. Iwanami, A. Minabe, Y., & Toda, S. 

２．発表標題 

 Continuous attentional demand may prevent habit formation in rats. 

３．学会等名 

 The 41th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 大竹慶祐、室井誠、丹羽祐貴、宮嵜奏、笹澤有紀子、長田裕之、清水史郎 

２．発表標題 

 Cytosporolide類の細胞増殖抑制活性における責任分子標的の同定 

３．学会等名 

 第 22 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦、齊藤 奈英、知見 聡美、佐藤 朝子、大久保 直、福田 七穂、阿部 学、川村 名子、小田 

佳奈子、佐藤 俊哉、藤澤 信義、山口 瞬、田井中 一貴、崎村 建司、南部 篤 

２．発表標題 

 D1/D2ドーパミン受容体コンディショナル発現マウスによる運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 科学研究費補助金「新学術領域研究(研究領域提案型)」 非線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの

理解「オシロロジー」 2018 年度第 ２ 回領域会議   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦, 佐藤 朝子, 知見 聡美, 大久保 直, 阿部 学, 川村 名子, 齊藤 奈英, 小田 佳奈子, 

作間 赳法, 内山 澄香,  阿部 光寿, 田中 稔,  山本 美丘,  神保 幸弘, 佐藤 俊哉, 藤澤 信義, 

崎村 建司, 南部 篤 

２．発表標題 

 Ｄ１/Ｄ２ドーパミン受容体コンディショナル発現マウスによる運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 第４１回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦、佐藤 朝子、知見 聡美、大久保 直、齊藤 奈英、福田 七穂、阿部 学、川村 名子、小田 

佳奈子、佐藤 俊哉、藤澤 信義、山口 瞬、田井中 一貴、崎村 建司、南部 篤 

２．発表標題 

 D1/D2ドーパミン受容体コンディショナル発現マウスによる運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡俊邦,佐藤朝子,知見聡美,大久保直,阿部学,川村名子,中尾聡宏,小田佳奈子,齊藤奈英,酒井清

子,神保幸弘,佐藤俊哉,藤澤信義,崎村建司,南部篤 

２．発表標題 

 Ｄ１/Ｄ２ドーパミン受容体コンディショナル発現マウスによる運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 平成 29 年度先端モデル動物支援プラットフォーム 成果発表会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Daisuke Tatsuda, Isao Momose, Masahide Amemiya, Kengo Sumiyoshi, Takumi Watanabe, Manabu 

Kawada, Masakatsu Shibasaki 

２．発表標題 

 Daisuke Tatsuda, Isao Momose, Masahide Amemiya, Kengo Sumiyoshi, Takumi Watanabe, Manabu 

Kawada, Masakatsu Shibasaki 

３．学会等名 

 30th EORTC-NCI-AACR Molecular Targets and Cancer Therapeutics Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Daisuke Tatsuda, Junjiro Yoshida, Manabu Kawada 

２．発表標題 

 Daisuke Tatsuda, Junjiro Yoshida, Manabu Kawada 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Masami Ishido 

２．発表標題 

 De novo inheritance of environmental chemicals-primed rat hyperactivity 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 C. Motozono, T. Shimane, S. Torigoe, N. Nishimura, and S. Yamasaki. 

２．発表標題 

 Dectin-1 intracellular domain determines species-specific ligand spectrum by modulating 

receptor sensitivity. 

３．学会等名 

 The 91th Annual Meeting of the Japanese Biochemical Society （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Masayuki Itoh, Mariko Yamashita, Masaki Kaneko, Hiroyuki Okuno, Manabu Abe, Maya Yamazaki, 

Rie Natsume, Daisuke Yamada, Toshie Kaizuka, Reiko Suwa, Kenji Sakimura, Masayuki Sekiguchi, 

Keiji Wada, Mikio Hoshino, Masayoshi Mishina, Takashi Hayashi 

２．発表標題 

 Deficiency of AMPA receptor-palmitoylation aggravates the seizure susceptibility 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Pham, M.V., Nguyen H.T., Katano, T., Matsumura, S. and Ito, S. 

２．発表標題 

 Delayed nerve regeneration in type-2 diabetic mice. 

３．学会等名 

 7th International Conference in Vietnam on the Development of Biomedical Engineering (BME7).  （国

際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 Department of Neurochemistry and Molecular Cell Biology 

３．学会等名 

 第 61 回日本神経化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 高橋紀人 

２．発表標題 

 Design and Modular De Novo Synthesis of 6-Aza-artemisinins 

３．学会等名 

 JSPS 日中韓フォーサイト事業「A3 アジア化学プローブ研究拠点事業若手研究者ミーティング」   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Norihito Takahashi, Bonepally Karunakar Reddy, Naoya Matsuoka, Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Design and Modular De Novo Synthesis of 6-Aza-artemisinins 

３．学会等名 

 The Third A3 Roundtable Meeting on Chemical Probe Research Hub  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Design and Synthesis of DNA Alkylating Natural Products: A Chemo-enzymatic Approach 

３．学会等名 

 International Symposium on Biosensing for Next Generation; Design and Development of Molecular 

Recognition Element, TUAT GIR International Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 片山 量平、内堀 健、有安 亮、栁谷 典子、西尾 誠人 

２．発表標題 

 Detection, prediction, and investigation of the resistance mechanisms to EGFR-TKIs in EGFR 

mutated NSCLC 

３．学会等名 

 第 59 回 日本肺癌学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Shogo Sasaki，Yue Ma，Kazuo Nagasawa 

２．発表標題 

 Development of linear hexaoxazoles as topology-selective G-quadruplex stabilizing ligandsv 

３．学会等名 

 BIONIC 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yi-Chung Shen, ..., Toru Ishizuka, Hiromu Yawo, Yasushi Imamoto 

２．発表標題 

 Development of Red-Shifted Channelrhodopsin Variants Using Long-Conjugated Retinal 

Analogues. 

３．学会等名 

 18th International Conference on Retinal Proteins  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Yi-Chung Shen, ..., Toru Ishizuka, Hiromu Yawo, Yasushi Imamoto 

２．発表標題 

 Development of Red-Shifted Channelrhodopsin Variants Using Long-Conjugated Retinal 

Analogues. 

３．学会等名 

 生物物理学会第 56 回年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayasu Okada, Asami Kawasaki, Atsushi Tamada, Yutaka Yoshida, Takeuchi Kosei, Yukihiko 

Fujii, Michihiro Igarashi, 

２．発表標題 

 Development of the neuronal growth and regeneration marker in Primates 

３．学会等名 

 第 7 回新潟脳研-霊長研-生理研合同シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 稲垣 良, 笹川 正人, 本間 経康, 小山内 実 

２．発表標題 

 Differential properties of dopamine D1 and D2-type medium spiny neuron via cortico-striatal 

stimulation in the beta frequency range. 

３．学会等名 

 次世代脳プロジェクト冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Ueda Y, Yasuda M, Nakamura K 

２．発表標題 

 Differential roles of dopamine D1 and D2 receptor function in the primate caudate for 

decision making under aversive context 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 Disease Modeling of Refractory Epilepsy using iPSCs 

３．学会等名 

 The 40th Annual Meeting of Japanese Society of Biological Psychiatry/The 61st Annual Meeting of the 

Japanese Society for Neurochmistry   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Shinozaki Y, Kashiwagi K, Namekata K, Ohno N, Takeda A., Harada T, Iwata T, Koizumi S. 

２．発表標題 

 Disordered P2Y6 receptor signaling causes age-dependent pathogenesis of glaucoma. 

３．学会等名 

 WCP2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 清水 逸平 

２．発表標題 

 Disoriented choline metabolism promotes pathologies in the failing heart. 

３．学会等名 

 The 62nd Annual Scientific Meeting of The Korean Society of Cardiology   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Dissociating orexin-dependent and -independent functions of orexin neurons using novel 

orexin-Flp knck-in mice 

３．学会等名 

 7th International Symposium on Narcolepsy （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Akiko Uyeda, Kohei Onishi, Teruyoshi Hirayama, Satoko Hattori, Tsuyoshi Miyakawa, Takeshi 

Yagi, Nobuhiko Yamamoto and Noriyuki Sugo 

２．発表標題 

 DNA polymerase β is required for postnatal hippocampal development and function. 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Asia meeting on Latest Advance in Development & Function of Neuronal Circuit  

（国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Ryohei Katayama, Bo Gong, Koutaroh Okada, Ken Uchibori, Makoto Nishio, Naoya Fujita 

２．発表標題 

 Drug repurposing: overcoming the acquired resistance with other target inhibitors  

３．学会等名 

 The 6th JCA-AACR Special Joint Conference （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 村松昌、南敬 

２．発表標題 

 DSCR-1 とがん転移について 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 DSCR-1 と血管病 

３．学会等名 

 Kyushu Vascular Biology ＆ Medicine   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Shigetomi, E., Hirayama, Y., Ikenaka, K., Tanaka, FK, Bito, H., Koizumi, S. 

２．発表標題 

 Dual color Ca2+ imaging of neuron-astrocyte interaction. 

３．学会等名 

 WCP2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 Dynamically and Epigenetically Coordinated Erg and Fli1 Transcription FactorExpression is 

Indispensable for Endothelial Cell Differentiation and Maintenance 

３．学会等名 

 AHA Scientific Sessions 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 M. YUN, T. KAWAI, M. NEJIME, H. YAMADA, M. MATSUMOTO 

２．発表標題 

 Dynamics of neuronal signals in primate midbrain dopamine neurons and orbitofrontal cortex 

neurons during value-to-decision transformation 

３．学会等名 

 2018 年度北米神経科学大会  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Mori T, Miyagawa Y, Kawahara I, Goto K, Mori S, Kishi S, Fujiwara-Tani R, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 Effect of combination intake of glucose and lauric acid on tumor growth and 

skeletal muscle atrophy in CT26 mouse model 

３．学会等名 

 77th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Htun Y, Nakamura S, Kusaka T, et al. 

２．発表標題 

 Effectiveness of Hydrogen Inhalation in Neonatal Hypoxic-ischemic Piglet Model 

３．学会等名 

 Pediatric Academic Societies Meeting in Toronto 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Htun Y, Nakamura S, Kusaka T, et al. 

２．発表標題 

 Effectiveness of Hydrogen Inhalation in neonatal hypoxic-ischemic piglet model. 

３．学会等名 

 The 43th Annual Meeting of Japanese Society for Microcirculation  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 福田勉、石橋郁人、奥裕介、西谷直之、上原至雅、岩尾正倫 

２．発表標題 

 EGFR チロシンキナーゼを標的とするラメラリン N誘導体の設計・合成・活性評価 

３．学会等名 

 第 48 回複素環化学討論会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Mohammad Khusni Bin Ahmat Amin、清水昭男、Dimitar P. Zankov、佐藤朗、扇田久和 

２．発表標題 

 EMP1 signaling promotes cancer invasiveness and metastasis. 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大里元美 

２．発表標題 

 Enhancer for Runx1, eR1: a powerful tool in stem cell and cancer biology 

３．学会等名 

 平成 29 年度「先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会」   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 大川 宜昭、井ノ口 馨 

２．発表標題 

 Ensemble representation of contextual memory in hippocampal engram cells 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会・シンポジウム：最先端光イメージングによる深部脳観察へのアプローチ（Seeing 

the invisible: the art of deep brain imaging） （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 Epigenetics of endothelial cell identity and the activation 

３．学会等名 

 The 2nd KU-KAIST Joint Symposium   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大口裕人、南 敬 

２．発表標題 

 epigenetics of multiple myeloma 

３．学会等名 

 Research Planet 2018   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 山口憲孝, 山口直人. 

２．発表標題 

 ER 陽性乳癌細胞における FOXA1による TGF-beta誘導性細胞死の抑制機構の解析. 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Dimitar P. Zankov、扇田久和 

２．発表標題 

 Essential role of myocardial afadin in cardiac protecting during chronic pressure overload. 

３．学会等名 

 第 1 回日本循環器学会基礎研究フォーラム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Baba M, Endoh M, Ma W, Wilankrisna LA, Irie N, Suda T 

２．発表標題 

 Essential role of tumor suppressor Flcn in the regulation of cell proliferation and 

differentiation through metabolism 

３．学会等名 

 JSPS & NUS Joint 2nd Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Takashi Hayashi 

２．発表標題 

 Evolution of palmitoylation sites of 5-HT (serotonin) receptors in vertebrates 

３．学会等名 

 11th FENS Forum of Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Nakamura S, Jinnai W, Kusaka T, et al 

２．発表標題 

 Excessive decrease in cerebral blood volume during hypothermia can indicate adverse 

neurological outcome in asphyxiated piglet 

３．学会等名 

 Pediatric Academic Societies Meeting in Toronto 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Dimitar P. Zankov、扇田久和 

２．発表標題 

 Exome-wide analysis links nuclear membrane protein TMEM168 to the arrhythmogenesis in a 

family with inherited Brugada syndrome. 

３．学会等名 

 平成 29 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Owari T, Kishi S, Fujiwara-Tani R, Mori S, Miyake M, Nakai Y, Kondou M, Fujimoto H, 

Kuniyasu H 

２．発表標題 

 Expression of claudin 1 and 4 in renal cell carcinoma 

３．学会等名 

 77th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Nakashima C, Yamamoto K, Tani R, Bhawal UK, Sasahira T, Kirita T, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 Expression of cytosolic malic enzyme (ME1) is associated with disease progression in human 

oral squamous cell carcinoma 

３．学会等名 

 77th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kohtarou Konno, Kenji Sakimura, Miwako Yamasaki, Masahiko Watanabe. 

２．発表標題 

 Extracerebellar localization of glutamate receptor GluD2 in rodents and primates. 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Toyokuni S. 

２．発表標題 

 Ferroptosis in cancer research. 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Conferences Asia: Iron, Reactive Oxygen Species & Ferroptosis. （招待講演） （国

際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Toyokuni S. 

２．発表標題 

 Ferroptosis in cancer research. 

３．学会等名 

 The 10th Internaitonal Coference on Heme Oxygenase 2018 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Toyokuni S. 

２．発表標題 

 Ferroptosis in carcinogenesis and tumor biology. 

３．学会等名 

 19th Biennial meeting of the Society for Free Radical Research International. （招待講演） （国際

学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 高祖 秀登 

２．発表標題 

 Foxr2 promotes formation of CNS-embryonal tumors in a Trp53-deficient background 

３．学会等名 

 19th International Congress of Neuropathology (ICN 2018)   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiromu Yawo, Toru Ishizuka 

２．発表標題 

 From molecule to mind - disentangling the brain with light. 

３．学会等名 

 第４１回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Harako S, Hayasi H, Tanzawa M, Fujita C, Iida S, Tanaka A, Hirose Y, Ohkuma Y 

２．発表標題 

 Functional analysis of the kinase module of human Mediator complex using a baculovirus-

insect cell expression system 

３．学会等名 

 The Third International Symposium on Toyama-Asia-Africa Pharmaceutical Network  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 昆 俊亮、中井 一貴、田中 伸也、藤田 恭之 

２．発表標題 

 Functional Relevance of cell competition in intestinal neoplasms 

３．学会等名 

 第４１回日本分子生物学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Nagai Y,  Nishitani S, Yasuda M,  Ueda Y,  Shirakawa H, Nagayasu K, Nakamura K, Kaneko S 

２．発表標題 

 Functional validation of macaque promoter in mouse brain 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kazuyuki Fujihara, Yuchio Yanagawa 

２．発表標題 

 GAD knockout rats for a model of psychiatric disorders 

３．学会等名 

 第 40 回日本生物学的精神医学会、第 61 回日本神経化学会大会 合同年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 姜玮茹、柿崎利和、藤原和之、宮田茂雄、張月、須藤貴史、加藤大樹、齋藤繁、宮坂佳樹、真下知士、

柳川右千夫 

２．発表標題 

 GAD65/67二重変異ラットの作製と解析 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 姜玮茹、柿崎利和、藤原和之、宮田茂雄、張月、須藤貴史、加藤大樹、齋藤繁、宮坂佳樹、真下知士、

柳川右千夫 

２．発表標題 

 GAD65/67二重変異ラットの作製と解析 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 Genes in Focal Epilepsy 

３．学会等名 

 ANZCNS 7th Annual Scientific Meeting   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 Genetic background of developmental and epileptic encephalopathies 

３．学会等名 

 KEC2018 23th Korean Epilepsy Congress 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yuki Noguchi, Natsuki Wariishi, Shiina Iwai, Gengo Kashiwazaki, Junichi Taniguchi, 

Toshikazu Bando, Masaya Baba, Souichi Adachi, Hiroshi Sugiyama, Yasuhiko Kamikubo 

２．発表標題 

 Genetic regulation of RUNX2 induce apoptotic cell death through regulating the expression 

of SOX2 in CRPC-NE cells 

３．学会等名 

 AACR Annual Meeting 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yasuhiro Iribe, Masahiro Yao, Yoji Nagashima, Masaya Baba, Yukio Nakatani, Mitsuko Furuya 

２．発表標題 

 Genetic, epidemiologic and clinicopathologic studies of Japanese patients with Birt-Hogg-

Dube syndrome, 2018 update 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 菅生紀之 

２．発表標題 

 Genome Stability by DNA polymerase b in Cortical Development 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会 シンポジウム「大脳皮質の形成と機能発現を担う遺伝子制御システムの新展開」 

（招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Seimiya, H. 

２．発表標題 

 G-quadruplex as a molecular target for cancer therapy 

３．学会等名 

 The 14th Japan-Korea Joint Symposium on Cancer and Ageing Research （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Seimiya, H. 

２．発表標題 

 G-quadruplex as a molecular target for cancer therapy 

３．学会等名 

 The 41st Annual Meeting of the Molecular Biology Society of Japan （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Seimiya, H. 

２．発表標題 

 G-quadruplex nucleic acid as a molecular target for cancer therapy 

３．学会等名 

 The 77th Annual Meeting of Japanese Cancer Association (JCA), Symposium （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 河嵜 麻実 

２．発表標題 

 Growth cone phosphoproteomics reveals that JNK-dependent phosphorylation of GAP-43 is 

specific to the growing axon 

３．学会等名 

 コールドスプリングハーバーアジアミーティング  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Shuji Wakatsuki 

２．発表標題 

 GSK3B-mediated phosphorylation of MCL1 regulates axonal autophagy to promote axonal 

degeneration. 

３．学会等名 

 The Cold Spring Harbor Asia conference on Latest Advances in Development & Function of Neuronal 

Circuits.  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Shuji Wakatsuki, Toshiyuki Araki 

２．発表標題 

 GSK3B-mediated phosphorylation of MCL1 regulates axonal autophagy to promote Wallerian 

degeneration. 

３．学会等名 

 22nd Biennial Meeting of the International Society for Developmental Neuroscience.  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 塩見 美喜子 

２．発表標題 

 Hierarchical roles of mitochondrial PAPI and Zucchini in Bombyx germline piRNA biogenesis 

３．学会等名 

 CSHA/Chromatin,Epigenetics & Transcription （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Bai J, Yokomizo-Nakano T, Kubota S, Iwama A, Harada H, Sashida G 

２．発表標題 

 Hmga2 promotes the development of MDS/MPN in the absence of Tet2 

３．学会等名 

 第 80 回日本血液学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 福田 七穂、石田 靖雅、福田 智行、笹岡 俊邦 

２．発表標題 

 hnRNP A/Bバリアントによる mRNA 局在化の制御 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会 ワークショップ 

新たな機能が明らかになる RNA 結合タンパク質の生物学—原 

子・分子レベルの解析から神経機能と臨床応用まで—   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Teppei Kanaya, Ryo Egawa , Hiromu Yawo. 

２．発表標題 

 How does neurotransmission contribute to axon reorganization? — Intervention in axonal 

competition by sparse gene knockout. 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor meeting: Neuronal Circuits  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Osanai M, Matsumura A, Fujiwara T, Kikuta S, Yagi T, Akagawa K 

２．発表標題 

 HPC-1/syntaxin 1A regulates the cortical signal propagation by affecting the GABAergic 

transmission. 

３．学会等名 

 11th FENS Forum of Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 塩田正之、田中昌子、鰐渕英機、徳永文稔 

２．発表標題 

 HSP72複合体の単離による血中微量タンパク質の同定 

３．学会等名 

 第１３回臨床ストレス応答学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Htun Y, Nakamura S, Kusaka T et al. 

２．発表標題 

 Hydrogen Inhalation improved Motor Function in Neonatal Hypoxic Ischemic Piglet Model. 

３．学会等名 

 第 54 回日本周産期・新生児医学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 氏家悠佳、若月修二、荒木敏之 

２．発表標題 

 Hypoxia induced factor-1α (HIF-1α) participates in Schwann cell differentiation in 

peripheral nerves. 

３．学会等名 

 第 91 回日本薬理学会大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 氏家悠佳、若月修二、荒木敏之 

２．発表標題 

 Hypoxia-induced factor 1α promotes myelination during development of the peripheral 

nervous system. 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Dimitar P. Zankov、扇田久和 

２．発表標題 

 Identification and arrhythmogenic significance of a novel TMEM168 mutation in Brugada 

syndrome. 

３．学会等名 

 第 2 回日本循環器学会基礎研究フォーラム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kei-ichiro Ishiguro 

２．発表標題 

 Identification of a novel nuclear factor for initiation of meiosis 

３．学会等名 

 8th International Symposium on the Biology of Vertebrate Sex Determination  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 Identification of cancer stem cells by the multicolor lineage tracing method 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Nonomura, S., Kato, S., Iguchi, Y., Nishizawa, K., Sakai, Y., Kawaguchi, Y., Nambu, A., 

Watanabe, M., Kobayashi, K., Isomura, Y., & Kimura, M. 

２．発表標題 

 Identification of indirect pathway neurons and dopaminergic innervation in the rat 

dorsomedial striatum. 

３．学会等名 

 The 41th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Sassa T, Kanetake T, Nojiri K, Kihara A 

２．発表標題 

 Impaired fatty aldehyde oxidation in a gene knockout mouse model of Sjögren-Larsson 

syndrome is associated with behavioral abnormalities and reduced myelin 2-

hydroxygalactosylceramide levels. 

３．学会等名 

 第 40 回日本生物学的精神医学会・第 61 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 安田瑞穂，馬悦，岡部幸子，清宮啓之，Young-Tae Chang，長澤和夫 

２．発表標題 

 In situ Click反応を基盤とする生細胞中での G4の可視化 

３．学会等名 

 第 36 回 メディシナルケミストリーシンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Masam Ishido 

２．発表標題 

 Inheritance of environmental chemicals-primed rat hyperactivity 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yusuke Suenaga, Masato Shingyoji, Sotaro Kanematsu, Toshihiko Iizasa, Mamoru Kato, Sana 

Yokoi 

２．発表標題 

 Inhibitors of pituitary differentiation reduce cell proliferation of small cell lung 

carcinomas 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Ghandour K, Ohkawa N, Fung CCA, Asai H, Saitoh Y, Takekawa T, Okubo-Suzuki R, Soya S, 

Nishizono H, Matsuo M, Sato M, Ohkura M, Nakai J, Hayashi Y, Sakurai T, Osanai M, Kitamura 

T, Fukai T, Inokuchi K 

２．発表標題 

 Integarting neuronal ensembles constitute and replay hippocampal engram. 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Dimitar P. Zankov、扇田久和 

２．発表標題 

 Intercalated disk protein afadin prevents pressure overload-induced cardiac dysfunction 

in a stimulus-dependent manner. 

３．学会等名 

 第 82 回日本循環器学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamaguchi, N, Takakura, Y., Hirata, K., Takano, H., and Yamaguchi, N. 

２．発表標題 

 Involvement of FOXA1 in resistance to TGF-beta-induced apoptosis in estrogen receptor-

positive breast cancer cells. 

３．学会等名 

 The 2018 ASCB/EMBO Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Akiko Uyeda, Kohei Onishi, Teruyoshi Hirayama, Satoko Hattori, Tsuyoshi Miyakawa, Takeshi 

Yagi, Nobuhiko Yamamoto and Noriyuki Sugo 

２．発表標題 

 Involvement of Polβ in postnatal neuronal development and function via active DNA 

demethylation 

３．学会等名 

 国立遺伝学研究所研究会「哺乳類脳の機能的神経回路の構築メカニズム」   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamaguchi, N., Takakura, Y., Sugino, A., Yamaguchi, N., and Takano, H. 

２．発表標題 

 Involvement of VGLL3 in TGF-beta-induced epithelial-to-mesenchymal transition. 

３．学会等名 

 第 2 回日本循環器学会基礎研究フォーラム  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 中澤敬信、橋本亮太、田熊一敞、橋本均 

２．発表標題 

 iPS 細胞関連技術とヒト型疾患モデルマウスを用いた精神疾患の分子病態解析 

３．学会等名 

 第 28 回日本臨床精神神経薬理学会 第 48 回日本神経精神薬理学会 合同年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S. 

２．発表標題 

 Ischemic tolerance and glial purinergic signaling. 

３．学会等名 

 Purines2018 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 土本 大介、古賀 祐一郎、林 良憲、アボルハッサニ ノナ、米嶋 康臣、中西 博、豊國 伸哉、

中別府 雄作 

２．発表標題 

 ITPA 欠損によるヒトてんかん性脳症のモデルとしての神経幹細胞特異的 Itpa ノックアウトマウス 

３．学会等名 

 平成 28 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 河嵜 麻実 

２．発表標題 

 JNK-dependent phosphorylation sites of GAP-43 is a marker of axon growth/regeneration, 

revealed by growth cone phosphoproteomics 

３．学会等名 

 Society for neuroscience （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Abe M 

２．発表標題 

 KLF4 in skeletal development and disease 

３．学会等名 

 Yonsei Biomedical Dialogue （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 鬼頭昭吉、阿部真土 

２．発表標題 

 KLF4 による骨芽細胞分化の抑制はヘッジホッグシグナルの活性化でレスキューできる 

３．学会等名 

 第 11 回大阪大学医学系若手フォーラム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 竹内優斗、鬼頭昭吉、阿部真土、脇坂聡 

２．発表標題 

 KLF4 はヘッジホッグシグナルの減弱を介して骨芽細胞分化を抑制する 

３．学会等名 

 第 126 回大阪大学歯学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 竹内優斗、鬼頭昭吉、阿部真土 

２．発表標題 

 KLF4 は一次繊毛におけるヘッジホッグシグナルを介して骨芽細胞の分化を抑制する 

３．学会等名 

 第 36 回日本骨代謝学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 鬼頭昭吉、竹内優斗、阿部真土 

２．発表標題 

 KLF4 は軟骨細胞において HDAC3を介して MMP13 の発現を制御する 

３．学会等名 

 第 36 回日本骨代謝学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 阿部 真土 

２．発表標題 

 Kruppel-Like Factor 4 in skeletal development and disease 

３．学会等名 

 Yonsei Biomedical Dialogue 2018 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 H. Aonuma, K. Naniwa, K. Kagaya and K. Osuka 

２．発表標題 

 Latching mechanisms to generate ultrafast movement of the trap jaw in the ant Odontomachus 

kuroiwae 

３．学会等名 

 International Congress for Neuroethology  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kubota S, Tokunaga K, Umezu T, Yokomizo T, Oshima M, Iwanaga E, Asou N, Iwama A, Ohyashiki 

K, Osato M, Sashida G. 

２．発表標題 

 Lineage-specific RUNX2 super-enhancer activates MYC via translocation (6;8) to promote the 

development of blastic plasmacytoid dendritic cell neoplasm 

３．学会等名 

 60th ASH Annual Meeting-American Society of Hematology  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Akiko Uyeda, Kohei Onishi, Teruyoshi Hirayama, Takeshi Yagi, Nobuhiko Yamamoto and Noriyuki 

Sugo 

２．発表標題 

 Maintenance of genome stability by DNA polymerase β in necessary for postnatal development 

in cortical and hippocampal neurons 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 阿部 真土 

２．発表標題 

 Many faces of KLF4 during skeletal development 

３．学会等名 

 Seoul National University （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 古瀬民生、幸田尚、串田知子、山田郁子、三浦郁生、小林喜美男、石野史敏、若菜茂晴 

２．発表標題 

 Maternal deficit of one carbon metabolism alters behavioral traits and gene expression in 

brain of the progenies 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山本 融 Steven A. Connor 岸本 泰司 Ina Ammendrup-Johnsen 原田 岳 尾嶋 大喜 Razib 

Hossain  Ann Marie Craig 

２．発表標題 

 MDGA1は抑制性シナプス形成抑制因子であり、その欠損は興奮性の抑制と学習・記憶能力の障害をも

たらす 

３．学会等名 

 日本薬学会第 138 年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Kimiko Shimizu 

２．発表標題 

 Mechanism of circadian regulation of long-term recognition memory. 

３．学会等名 

 International Conference on Genetics & Medicine （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Aya Ito-Ishida 

２．発表標題 

 MeCP2 Induces Structural Changes in Heterochromatin Independent of Linker Histone H1.0 

Distribution 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 石田綾 

２．発表標題 

 MeCP2 levels regulate neuronal chromatin structure in vivo 

３．学会等名 

 第 53 回 TOKYO ニューロサイエンス研究会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 MEIOSIN-STRA8複合体は体細胞分裂型から減数分裂型の cell cycleへの切り替えを制御する 

３．学会等名 

 成果取りまとめ公開シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 平尾敦 

２．発表標題 

 Metabolic Control of Cancer Stemness 

３．学会等名 

 The 2nd NanoLSI Symposium in London Towards Establishment of New Research Field: Nanoprobe Life 

Science- （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 平尾敦 

２．発表標題 

 Metabolic Regulation of Stemness in Malignant Hematopoiesis 

３．学会等名 

 International symposium on drug discovery （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 miR-223 発現抑制は皮膚創傷部位の感染予防に効果的である 

３．学会等名 

 第 8 回臨床ゲノム医療学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 松本 ⼤地, ⽥中 敬祐 ,新井 恵吏 ,⾦井 弥栄 ,⼤多 茂樹 , 

河上 裕 

２．発表標題 

 miR-27b に制御される CSF１ による腎癌組織マクロファージの浸潤 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Nobuhiro Okada 

２．発表標題 

 Models of cancer stem cells to understand the tumor population dynamics and develop novel 

therapy 

３．学会等名 

 国立六大学とタイの大学等とのジョイントシンポジウム  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 桝和子,加藤千賀,三谷優太,林康紀,村谷匡史,水野聖哉,高橋智,加藤秀樹,桝正幸 

２．発表標題 

 Molecular analysis of the mutant gene for the peroneal muscular atrophy mouse 先天的腓骨

神経欠損マウスの原因遺伝子の同定 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimiko Shimizu, Jun Nakano, Yoshitaka Fukada 

２．発表標題 

 Molecular approach of circadian regulation of mouse anxiety-like behavior 

３．学会等名 

 Molecular and Cellular Cognition Society 17th Annual Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimiko Shimizu, Jun Nakano, Yoshitaka Fukada 

２．発表標題 

 Molecular approach of circadian regulation of mouse anxiety-like behavior 

３．学会等名 

 Neuroscience 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Mitsuko Furuya, Hasumi Hisashi, Ikuma Kato, Masaya Baba, Yoji Nagashima, Yasuhiro Iribe, 

Yukio Nakatani, Masahiro Yao 

２．発表標題 

 Molecular Characteristics of Renal Cell Carcinomas in Patients with Birt-Hogg-Dube Syndrome 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 一瀬宏, 黒崎宏貴, 山口健太郎, 萬好晃平, 原怜 

２．発表標題 

 MPTP による in vivoドーパミン生合成の低下はビオプテリン添加により回復する 

３．学会等名 

 第 22 回活性アミンに関するワークショップ   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Neural activity manipulation and behavior control by using fiber-less optogenetics 

３．学会等名 

 National University of Singapore, Department of Chemistry, Research Seminar （招待講演） （国際学

会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Yoshikazu Isomura 

２．発表標題 

 Neural representation for right and left limb movements in rodent cerebral cortex 

３．学会等名 

 The 8th CIN-NIPS Joint Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ayako M. Watabe 

２．発表標題 

 Neuronal circuits underlying emotional memories 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ayako M. Watabe 

２．発表標題 

 Neuronal circuits underlying the regulation of aversive valence. 

３．学会等名 

 第 10 回光操作研究会・第 2 回脳情報動態合同国際シンポジウム （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Manabu Natsumeda 

２．発表標題 

 Neuronal differentiation is induced by Gli3 in WNT- and SHH- activated medulloblastoma 

３．学会等名 

 23rd Annual Meeting for the Society of Neuro-Oncology  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 野住 素広 

２．発表標題 

 New relationships between F-actin organization and memberance in the growth cone revealed 

by SIM 

３．学会等名 

 Society for neuroscience （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 NFAT activation and vessel sprouting 

３．学会等名 

 The 16th Korea-Japan Joint Symposium on Vascular Biology  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Yoshikane Y, Koga M, Bhatnagar R, Cho T, Haraoka S, Hashimoto J, Miyamoto T, Hirose S, 

Ogawa A 

２．発表標題 

 NFkB inhibitors as a novel therapeutic agent in the acute phase of Kawasaki disease 

３．学会等名 

 American Heart Association Scientific Sessions 2018   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Nobuhiro Okada, Chiaki Takahashi 

２．発表標題 

 NFYA による癌の不均一性形成過程多段階制御機構 

３．学会等名 

 細胞競合・ステムセルエイジング若手合同ワークショップ   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大里元美 

２．発表標題 

 NOTCH mutation in AML M7 

３．学会等名 

 Singapore Society of Haematology and Targeted Therapy for Blood Cancer （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Xiaoling Pang、清水昭男、Dimitar P. Zankov、佐藤朗、石田哲夫、扇田久和 

２．発表標題 

 Novel therapeutic role for dipeptidyl peptidase III in the treatment of diabetic 

nephropathy. 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ryoma Kurahashi, Tsuyoshi Kadomatsu, Masaya Baba, Chiaki Hara, Motoyoshi Endo, Yuichi 

Oike, Tomomi Kamba 

２．発表標題 

 Novel urinary biomarker for Xp11. 2 translocation renal cell carcinoma 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 淡川孝義、藤岡拓真、張驪駻、星野翔太郎、胡志娟、橋本絢子、小曽根郁子、池田治生、新家一男、

劉文、阿部郁朗 

２．発表標題 

 NRPS-PKS モジュール酵素リプログラミングによる新規デプシペプチド生産 

３．学会等名 

 第 22 回 天然薬物の開発と応用シンポジウム(熊本)   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 淡川孝義、藤岡拓真、張驪駻、星野翔太郎、胡志娟、橋本絢子、小曽根郁子、池田治生、新家一男、

劉文、阿部郁朗 

２．発表標題 

 NRPS-PKS モジュール酵素リプログラミングによる新規デプシペプチド生産 

３．学会等名 

 第 60 回天然有機化合物討論会(久留米)   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 NRPS を活用した化学ー酵素ハイブリッド合成を目指して 

３．学会等名 

 新学術領域研究「生合成リデザイン」第 2 回若手シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Orexin and MCH neurons double ablation mice. Isolation of effect of orexin using orexin-

Flippase mice. 

３．学会等名 

 7th International Symposium on Narcolepsy （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 新木悠介、野倉吉彦、花木祐輔、中崎敦夫、北 将樹、入江一浩、西川俊夫 

２．発表標題 

 Oscillatoxin D の合成研究 

３．学会等名 

 第 60 回天然有機化合物討論会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 駒倉啓大、後藤栄治、及川大輔、阿部貴則、徳永文稔 

２．発表標題 

 OTUD1は自然免疫制御に関わる脱ユビキチン化酵素である 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Toko Funaki, Takeshi Ito, Yoshinori Murakami 

２．発表標題 

 Overexpression of CADM1 enhances malignant features of small cell lung cancer 

３．学会等名 

 The 25th East Asia Joint Symposium on Biomedical Research  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 齋藤 慈、奥村 和弘、磯貝恵理子、荒木 喜美、若林 雄一 

２．発表標題 

 p19Arf に存在する非同義置換多型は腫瘍悪性化を制御する 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 斎藤慈、奥村和弘、磯貝恵理子、荒木喜美、若林雄一 

２．発表標題 

 p19Arfに存在する非同義置換多型は腫瘍悪性化を制御する 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 Pathogenesis and genetic substrate 

３．学会等名 

 19th International symposium on severe infantile epilepsies: old and new treatments   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Mitsuko Furuya, Ikuma Kato, Yoji Nagashima, Naoto Kuroda, Hisashi Hasumi, Masaya Baba, 

Masahiro Yao, Yukio Nakatani 

２．発表標題 

 Pathologic Characteristics of the Hereditary Renal Cell Carcinomas Associated with Birt-

Hogg-Dube Syndrome 

３．学会等名 

 United States and Canadian Academy of Pathology (USCAP) 107th Annual Meetings  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Atsushi Nambu 

２．発表標題 

 Pathophysiology of dystonia 

３．学会等名 

 Stockholm-Okazaki Workshop on "Multi-scale dynamics of basal ganglia in brain function and 

dysfunction" （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayuki Itoh, Hiroyuki Okuno, Daisuke Yamada, Mariko Yamashita, Manabu Abe, Rie Natsume, 

Toshie Kaizuka, Kenji Sakimura, Mikio Hoshino, Masayoshi Mishina, Keiji Wada, Masayuki 

Sekiguchi, Takashi Hayashi 
２．発表標題 

 Perturbed expression pattern of the immediate early gene Arc in the dentate gyrus of GluA1 

C-terminal palmitoylation deficient mice 

３．学会等名 

 「次世代脳」プロジェクト 冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Shidara H, Hommaru N, Ogawa H 

２．発表標題 

 Phonotactic behaviors in freely-moving female crickets 

３．学会等名 

 48th Annual Meeting of Society for Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 渡邉貴樹，賴友梨恵，狩野方伸 

２．発表標題 

 Phospholipase C β3 mediates climbing fiber synapse elimination in aldolase C-positive 

compartments of the developing mouse cerebellum 

３．学会等名 

 The 75th Fujihara Seminar   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 渡邉貴樹，賴友梨恵，狩野方伸 

２．発表標題 

 Phospholipase C β3 mediates climbing fiber synapse elimination in aldolase C-positive 

compartments of the developing mouse cerebellum 

３．学会等名 

 次世代脳プロジェクト冬のシンポジウム 2018   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 Phosphoproteomics of the mammalian growth cone reveals that phosphorylation of GAP-43 by 

JNK is specific to the growing/regenerating axon 

３．学会等名 

 ASCB/EMBO2018 meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 Phosphorylation profiles of neuronal growth cones revealed by phosphoproteomics 

３．学会等名 

 Gordon Ressearch Conference   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayasu Okada, Asami Kawasaki, Atsushi Tamada, Yutaka Yoshida, Takeuchi Kosei, Yukihiko 

Fujii, Michihiro Igarashi, 

２．発表標題 

 Phosphorylation-dependent molecular marker for axon growth/regeneration in rodents and 

primates 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 中津 史 

２．発表標題 

 PI4P 駆動型脂質対向輸送システムの分子機構とその生理機能の解明 

３．学会等名 

 平成 29 年度 AMED「画期的医薬品等の創出をめざす脂質の生理活性と機能の解明」PRIME 会議   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 塩見 美喜子 

２．発表標題 

 piRNA biogenesis and function 

３．学会等名 

 CSHL/Regulatory & Non-coding RNA （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 塩見 美喜子 

２．発表標題 

 PIWI-Interacting RNA : Its Biogenesis and Functions 

３．学会等名 

 2018 Keystone Symposia （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 Precision medicine though stem cells 

３．学会等名 

 12th Asian and Oceanian epilepsy congress   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yoshikane Y, Hashimoto J, Miyamaoto T, Hirose S, Ogawa A 

２．発表標題 

 Predicting non-responders to the steroid combination therapy in very severe Kawasaki 

disease 

３．学会等名 

 12th Interrnational Kawasaki Disease Symposium   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Nobuhiko Takai 

２．発表標題 

 Prenatal radiation-induced brain damage related to cognitive impairment in animal models 

３．学会等名 

 The 8th Annual Meeting of the International Society of Radiation Neurobiology （招待講演） （国際

学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Ishikawa K, Yamamoto S, Hattori S, Nishimura N, Mito T, Matsumoto H, Miyakawa T, Nakada 

K. 

２．発表標題 

 Progressive neurodegeneration and abnormal behavior were caused by acquired expression of 

mutant Mitofusin 2 in neurons 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 扇田久和 

２．発表標題 

 Protective role of intercalated disk protein afadin in the pressure-overloaded heart. 

３．学会等名 

 第 2 回日本循環器学会基礎研究フォーラム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Katano, T., Takao, K., Abe, M., Yamazaki, M., Watanabe, M., Miyakawa, T., Sakimura, K. and 

Ito, S. 

２．発表標題 

 Protein Distribution and functional characterization of CASK-interacting protein 1 

(Caskin1) in mice. 

３．学会等名 

 48th annual meeting of the Society for Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Mori S, Kishi S, Fujiwara-Tani R, Kondo Y, Honoki K, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 Pterostilbene inhibits cancer stem cells by increase of oxidative stress 

３．学会等名 

 77th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kenta Abe, Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 Quantitative study of cross-modal plasticity in the rat somatosensory perception using 

optogenetics. 

３．学会等名 

 第４１回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S. 

２．発表標題 

 Reactive astrocyte-mediated synapse remodeling 

３．学会等名 

 2018 Cold Spring Harbor Asia Conference. （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Koizumi, S 

２．発表標題 

 Reactive astrocyte-mediated synapse remodeling. 

３．学会等名 

 2018 Cold Spring Harbor Asia Conference. （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 C. Motozono, T. Shimane, S. Torigoe, N. Nishimura, and S. Yamasaki. 

２．発表標題 

 Recognition of phospholipids on dead cells via inhibitory C-type lectin receptor. 

３．学会等名 

 The 47th Annual Meeting of the Japanese Society for Immunology   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Wenjuan Ma, Takanobu Motoshima, Yorifumi Satou, Hisashi Hasumi, Tsuyoshi Kadomatsu, Ryoma 

Kurahashi, Mitsuko Furuya, Masahiro Yao, Laura S Schmidt, W Marston Linehan, Yuichi Oike, 

Tomomi Kamba, Masaya Baba 
２．発表標題 

 Regulation of hypoxia response pathway by chimeric TFE3s in Xp11. 2 translocation renal 

cell carcinoma 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Toshiyuki Araki, Shuji Wakatsuki 

２．発表標題 

 Regulation of neuronal apoptosis and axonal degeneration by ZNRF1 ubiquitin ligase. 

３．学会等名 

 8th Asia Pacific International Congress of Anatomists (APICA)  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 Regulation of sleep and memory 

３．学会等名 

 Joint symposium of 10th Optogenetics Research Conference and Second International Symposium on Brain 

Information Dynamics 2018 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 平尾敦 

２．発表標題 

 REGULATION OF STEM CELL PROPERTIES BY METABOLIC SIGNALS IN HEMATOPOIETIC NEOPLASM  

３．学会等名 

 JSPS-NUS 2nd Joint symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Regulatory mechanism of sleep/wakefulness and memory 

３．学会等名 

 The BRI International Symposium 2018 "The innovative progress of neuroscientific research through 

the use of advanced animal models" （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 Regulatory mechanism of sleep/wakefulness and memory by the hypothalamic neurons 

３．学会等名 

 島根大学セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Satoru Yamagishi, Yo shinoda, Syuhei Ogawa, Tsuyoshi Miyakawa, Keizo Takao and Kohji Sato 

２．発表標題 

 Repulsive guidance molecule FLRT2 regulates neuronal migration and social behavior. 

３．学会等名 

 日本神経科学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Ryohei Katayama, Koutaroh Okada, Bo Gong, Ken Uchibori, Makoto Nishio, and Naoya Fujita 

２．発表標題 

 Resistance mechanisms of ALK/EGFR-TKIs or immune checkpoint inhibitors in lung cancer, and 

the potential therapeutic strategies to overcome the resistance. 

３．学会等名 

 The 23rdTaiwan Joint Cancer Conference （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yuki Nakano, Aoi Ono, Mamoru Kobayashi, Yukari Takasago, Chiaki Murakami, Daiki Ozima, 

Tohru Yamamoto, Kazuyuki Hirooka 

２．発表標題 

 Retinal Ganglion Cell Loss in Alcadeinα Knockout Mice 

３．学会等名 

 ARVO 2018: The Association for Research in Vision and Ophthalmology Annual Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 Ribosome conformational dynamics surveyed by ribosome profiling 

３．学会等名 

 2nd JAJ (Joint Australia-Japan/Japan-Australia Joint) RNA Meeting   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Naofumi Ito, Shah Adil Ishtiyaq Ahmad, Mohammad Badrul Anam, Kunimasa Ohta. 

２．発表標題 

 Ribosome incorporation into somatic cells promotes lineage transdifferentiation towards 

multipotency 

３．学会等名 

 JSPS-NUS Joint Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Naofumi Ito, Shah Adil Ishtiyaq Ahmad, Mohammad Badrul Anam, Kunimasa Ohta. 

２．発表標題 

 Ribosome incorporation into somatic cells promotes lineage transdifferentiation towards 

multipotency 

３．学会等名 

 KEY Forum 2018 Stem Cell Traits and Developmental Systems   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Naofumi Ito, Shah Adil Ishtiyaq Ahmad, Mohammad Badrul Anam, Kunimasa Ohta. 

２．発表標題 

 Ribosome incorporation into somatic cells promotes lineage transdifferentiation towards 

multipotency、 

３．学会等名 

 第 4 回 包括的神経グリア研究会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 Role of C/EBPα-miR-223-Interleukin-6 secretion pathway at Staphylococcus aureus-infected 

wound sites 

３．学会等名 

 第 41 回日本基礎老化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 Role of cholinergic neurons in the septum on the regulation of sleep and memory 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会 シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ueda Y, Yasuda M, Nakamura K 

２．発表標題 

 Role of dopamine in the primate caudate for the decision making under different emotional 

context. 

３．学会等名 

 Neuroscience 2018  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Naoya Murao,Hideki Nishitoh 

２．発表標題 

 Role of endoplasmic reticulum quality control in the adult hippocampal neurogenesis 

３．学会等名 

 The society for neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hikmawan W Sulistomo, Yohko Kage, Takayuki Nemoto, Ryu Takeya 

２．発表標題 

 Role of Mammalian Formin Fhod3 in Neural Tube Closure 

３．学会等名 

 第 18 回国際薬理学会  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 本多 敦子 

２．発表標題 

 RUN-domainタンパク質 Rufy3の役割 

３．学会等名 

 第 59 回新潟生化学懇話会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 Selective Autophagy Regulates Lipid Metabolism 

３．学会等名 

 Keystone Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 Selective Autophagy Regulates Lipid-oxidation 

３．学会等名 

 24th IUBMB-15th FAOBMB Congress （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 Selective autophagy regulates lipid-oxidation through NCoR1-PPARα-axis 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Asia meeting on Ubiquitin Family, Autophagy & Disease （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 山﨑大輔、中野大介、小西啓夫、西山 成 

２．発表標題 

 SGLT2阻害薬は腎貧血モデルラットの血中エリスロポエチン濃度に影響を与えない 

３．学会等名 

 第 41 回日本高血圧学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Hung CJ, Ono D, Yamanaka A 

２．発表標題 

 Sleep/wakefulness analysis of orexin and MCH neurons double ablated mice 

３．学会等名 

 7th International Symposium on Narcolepsy （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ageta-Ishihara N, Takao K, Miyakawa T, Hioki H, Bito H, Inokuchi K, Kinoshita M. 

２．発表標題 

 Spatial discrimination defects caused by chronic, systemic loss of a septin subunit is 

recapitulated by its acute, local depletion in the hippocampal dentate gyrus 

３．学会等名 

 第 1 回国際シンポジウム “Towards Understanding INDIVIDUALITY”  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 高祖 秀登 

２．発表標題 

 Spontaneous development of intratumoral heterogeneity in a transposon-induced mouse model 

of glioma 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ogawa H, Tanaka K, Someya M, Shidara H 

２．発表標題 

 Stimulus-intensity impacts on direction encoding and its temporal dynamics in insect 

mechanosensory projection neurons 

３．学会等名 

 48th Annual Meeting of Society for Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 松木亨、飯尾明生、上田昌史、戸谷明恵、中山敦雄 

２．発表標題 

 Stk25 and MST3 act on neuronal polarization, migration, and cardiovascular development 

with compensation manner. 

３．学会等名 

 平成 29 年度「先端モデル動物支援」成果発表会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Shintaro Iwasaki 

２．発表標題 

 Structure and resistance of an mRNA-selective natural translation inhibitor from Aglaia 

plant 

３．学会等名 

 日本植物生理学会年会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Masaya Baba, Wenjaun Ma, Takanobu Motoshima, Yorifumi Satou, Hisashi Hasumi, Tsuyoshi 

Kadomatsu, Mitsuko Furuya, Yoji Nagashima, Masahiro Yao, Masatoshi Eto, W Marston Linehan, 

Yuichi Oike, Tomomi Kamba 
２．発表標題 

 Studies to uncover the molecular mechanism for cancer development in Xp11. 2 translocation 

renal cell carcinoma 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 Study of regulatory mechanism of sleep/wakefulness and memory by optogenetical neural 

activity manipulation 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Chowdhury S, Hung CJ, Izawa S, Inutsuka A, Abe M, Sakimura K, Yamanaka A. 

２．発表標題 

 Subtraction analysis using new orexin-Flp knock-in mice reveals physiological importance 

of orexin peptide. 

３．学会等名 

 第 95 回日本生理学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Chowdhury S 

２．発表標題 

 Subtraction analysis using new orexin-Flp knock-in mice reveals the physiological 

importance of orexin peptides. 

３．学会等名 

 11th FENS Forum of Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Steven Connor, Ina Ammendrup-Johnsen, Yasushi Kishimoto, Parisa Karimi Tari, Vedrana 

Cvetkovska, Takashi Harada, Daiki Ojima, Tohru Yamamoto, Yu Tian Wang, Ann Marie Craig 

２．発表標題 

 Synaptopathies associated with loss of MDGAs 

３．学会等名 

 17th Annual Molecular and Cellular Cognition Society Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Yusuke Hanaki, Yusuke Araki, Yoshihiko Nokura, Atsuo Nakazaki, Masaki Kita, Kazuhiro Irie, 

Toshio Nishikawa 

２．発表標題 

 Synthetic studies on oscillatoxin D and its analogs. 

３．学会等名 

 The 4th International Kyoto Conference on New Aspect of Organic Chemistry  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 Targeting miR-223 in neutrophils enhances the clearance of S. aureus in infected wounds 

３．学会等名 

 東京理科大学トランスレーショナルリサーチセンター・ハワイ大学 合同シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 魏 范研 

２．発表標題 

 Taurine-modification of mitochondrial tRNA regulates proteostatic network and contribute 

to the quality of embryonic stem cells. 

３．学会等名 

 1st International Mitochondria Meeting for Young Scientists （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 後藤栄治、浜田大輔、及川大輔、鈴木貴、徳永文稔 

２．発表標題 

 TCR シグナルにおける直鎖状ユビキチン化の数理モデル解析 

３．学会等名 

 第４１回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 岡田和之, 高倉勇気, 竹洞裕貴, 堀 直人, 平井直人, 高野博之, 山口直人, 山口憲孝. 

２．発表標題 

 TEAD の転写共役因子による Hippo経路活性化メカニズム解析. 

３．学会等名 

 第 17 回 次世代を担う若手ファーマ・バイオフォーラム 2018   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山口憲孝. 

２．発表標題 

 TGF-betaにより発現誘導される転写共役因子 VGLL3による EMT 制御機構の解析. 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Ishikawa K, Yamamoto S, Hattori S, Nishimura N, Mito T, Matsumoto H, Miyakawa T, Nakada K 

２．発表標題 

 The D210V mutation of Mfn2 in neurons induces different pathologies in severity depends 

on its expression timing 

３．学会等名 

 Mitochondrial Biology (Z1), Ketstone Symposia  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Akira Kikuchi 

２．発表標題 

 The Dickkopf1-CKAP4 pathway, a novel cancer signaling, represents a therapeutic target for 

cancer therapy. 

３．学会等名 

 IUBMB Congress 2018 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Akira Kikuchi 

２．発表標題 

 The Dickkopf1-CKAP4 pathway, a novel cancer signaling, represents molecular targets for 

cancer therapy. 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 野住 素広、五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 The endocytosis coordinated with filopodial formation in the growth cone, revealed bu 

superresolution microscopy 

３．学会等名 

 第８回新潟大学脳研究所共同研究拠点国際シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayasu Okada, Asami Kawasaki, Atsushi Tamada, Yutaka Yoshida, Takeuchi Kosei, Yukihiko 

Fujii, Michihiro Igarashi, 

２．発表標題 

 The Growth Cone phosphoproteomics reveals an Axonal Regeneration Marker 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Asia Conference in Awaji  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yueren Liu, Shigeo Sakuragi, Kyo Koizumi, Tomokazu Ohshiro, Keiko Ikeda, Kiyoshi Kawakami, 

Hajime Mushiake, Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 The immediate early reception of optogenetic inputs in the layer 2/3 of the rat barrel 

cortex 

３．学会等名 

 第 95 回日本生理学会大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Ishikawa K, Yamamoto S, Hattori S, Nishimura N, Mito T, Matsumoto H, Miyakawa T, Nakada K 

２．発表標題 

 The importance of Mfn2 in neuronal function from juvenile to adult phase 

３．学会等名 

 The 1st International Mitochondria Meeting for Young Scientists  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Shadi Sedghi Masoud，Yudai Yamaoki，Yue Ma，Adrian Marchand，Fernaldo Richtia Winnerdy，

Valerie Gabelica，Anh Tuan Phan，Masato Katahira，Kazuo Nagasawa 

２．発表標題 

 The interaction analysis of a cyclic tetraoxazole with telomeric i-motif DNA 

３．学会等名 

 The 45rd International Symposium on Nucleic Acids Chemistry  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Noritaka Yamaguchi and Naoto Yamaguchi 

２．発表標題 

 The molecular mechanisms underlying resistance to TGF-beta-induced apoptosis in breast 

cancer cells. 

３．学会等名 

 The 2nd International Conference on Genomic Medicine 2018 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Akira Kikuchi 

２．発表標題 

 The novel Dickkopfs-CKAP4 signaling pathway represents diagnostic and therapeutic targets 

for cancer. 

３．学会等名 

 European Wnt Meeting2018 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 清水 逸平 

２．発表標題 

 The pathologiacl role of brown adipose tissue dysfunction in cardio-metabolic disorders. 

３．学会等名 

 23rd Annual Scientific Meeting of the International Society of Cardiovascular Pharmacotherapy (ISCP) 

（招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ippei Shimizu 

２．発表標題 

 The pathologiacl role of brown adipose tissue dysfunction in cardio-metabolic disorders. 

３．学会等名 

 Symposium, 23rd Annual Scientific Meeting of the International Society of Cardiovascular 

Pharmacotherapy （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Toko Funaki, Takeshi Ito, Yoshinori Murakami 

２．発表標題 

 The role of CADM1 in enhancement of malignant features of small cell lung cancer 

３．学会等名 

 The 6th JCA-AACR Special Joint Conference  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 魏 范研 

２．発表標題 

 The role of Cdkal1-mediated tRNA modification in peripheral neuropathy 

３．学会等名 

 19th Servier-IGIS Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Ohama T 

２．発表標題 

 The role of SET in Gastric Cancer 

３．学会等名 

 Workshop on Frontiers in Phosphatase Research and Drug Discovery （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Yoshimura Y 

２．発表標題 

 The roles of visual experience in the maturation of neural responses in the visual cortex. 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Asia “Latest Advances in Development & Function of Neuronal Circuits” （招待

講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yoshimura Y 

２．発表標題 

 The roles of visual experience in the maturation of secondary visual cortex. 

３．学会等名 

 The 95th Annual Meeting of the Physiological Society Meeting （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kouji Sakai, Takashi Irie, Naoya Nagata, Yuriko Suzaki, Kazuaki Takehara, Yasushi Ami 

２．発表標題 

 The serine protease TMPRSS2 plays a major role for in vivo replication of mouse 

parainfluenza viruses in a natural host. 

３．学会等名 

 第 66 回日本ウイルス学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Kouji Sakai, Takashi Irie, Naoya Nagata, Kazuaki Takehara, Yasushi Ami 

２．発表標題 

 The serine protease TMPRSS2 plays a major role for in vivo replication of sendai virus in 

a natural host. 

３．学会等名 

 The 17th Awaji International Forum on Infection and Immunity  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Nakamura, K. 

２．発表標題 

 Thermosensory afferent neural pathways for autonomous and behavioral thermoregulation 

３．学会等名 

 7th International Meeting of the Physiology and Pharmacology of Temperature Regulation （招待講演） 

（国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 村上祐輔、布川寛樹、三宅健介、山下直美 

２．発表標題 

 TLR9 is a promising target for the neutralizing antibody in allergic airway inflammation 

３．学会等名 

 第 47 回日本免疫学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Toshio Nishikawa 

２．発表標題 

 Towards a Unified Synthesis of Aplysiatoxin and oscillatoxin Famile. 

３．学会等名 

 The 4th International Symposium on Middle Molecular Strategy (ISMMS-4)  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Sato N, Shidara H, Ogawa H 

２．発表標題 

 Trade-off between speed, directional accuracy and behavioral flexibility in action 

selection of the escape behavior in the cricket 

３．学会等名 

 48th Annual Meeting of Society for Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 Translational buffering upon splicing inhibition 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 魏 范研 

２．発表標題 

 tRNA modification in mitochondria disease 

３．学会等名 

 15th Conference of the Asian Society of Mitochondrial Research and Medicine （招待講演） （国際学

会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Shingo Sato 

２．発表標題 

 Tumor-stromal interaction during bone metastasis 

３．学会等名 

 8th Seoul Breast Cancer 2018 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 後藤栄治、濱田大輔、及川大輔、鈴木貴、徳永文稔 

２．発表標題 

 T細胞受容体を介した NF-κBシグナル制御の数理シミュレーション 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Aya Ito-Ishida 

２．発表標題 

 Understanding the pathogenesis of Rett syndrome using multiple approaches 

３．学会等名 

 第 10 回光操作研究会・第 2 回脳情報動態 合同国際シンポジウム  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Sakakibara K, Fukumasu N, Ageta-Ishihara N, Fukazawa Y, Takao K, Miyakawa T, Bito H, 

Kinoshita M. 

２．発表標題 

 Unexpected motor and histopathological phenotype found in mice that lack SEPT7 in the 

cerebellum 

３．学会等名 

 The 6th Neural Circuits Joint Workshop   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 馬場理也、元島崇信、馬 文娟、蓮見壽史、黄 榮、佐藤賢文、宮里パオラ、長嶋洋治、古屋充子、

矢尾正祐、神波大己 

２．発表標題 

 Xp11.2転座型腎細胞癌で認めるキメラ TFE3転写因子の機能解析 

３．学会等名 

 第 106 回日本泌尿器科学会総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 稲岡大悟, 大平崇人,押村光雄, 中山祐二, 久郷裕之 

２．発表標題 

 X染色体不活化機構解明に向けた人工染色体の活用 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani, Shinsaku Tokuda, and Mikio Furuse 

２．発表標題 

 ZO family proteins regulate epithelial polarity independent of Tight Junction strand 

assembly 

３．学会等名 

 ASCB EMBO 2018 meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani, Shinsaku Tokuda, and Mikio Furuse 

２．発表標題 

 ZO family proteins regulate epithelial polarity independent of Tight Junction strand 

assembly 

３．学会等名 

 第 70 回日本細胞生物学会大会・第 51 回日本発生生物学会大会合同大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 竹内絵理、山田大輔、斎藤顕宜、伊藤政之、林崇、山田光彦、和田圭司、関口正幸 

２．発表標題 

 ω3 多価不飽和脂肪酸高含有餌摂取マウスにおける強制水泳試験無動時間の減少：腹側被蓋野−側坐

核ドパミン神経系の関与 

３．学会等名 

 日本脂質栄養学会第 27 回大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 根本隆行、Hikmawan Wahyu Sulistomo、武谷 立 

２．発表標題 

 アクチン細胞骨格による樹状突起スパインの形態制御 

３．学会等名 

 第 71 回日本薬理学会西南部会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 中野悠香、安在瑞穂、中原茜、山下健太朗、高翔、松倉一晃、福田勉、小野寺玄、木村正成、石橋郁

人、岩尾正倫 

２．発表標題 

 アザラメラリン N誘導体のモジュール合成法の開発 

３．学会等名 

 第 48 回複素環化学討論会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 宮崎 杜夫, Srikanta Chowdhury, 山下 貴之, 八尾 寛 湯浅 英哉, 山中 章弘 

２．発表標題 

 アップコンバージョンを用いたファイバーレス光遺伝学の開発 

３．学会等名 

 生物物理学会第 56 回年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 松田未沙子，馬悦，小林美月，岡部幸子，広川貴次，清宮啓之，長澤和夫 

２．発表標題 

 アニリン型側鎖を有する大環状ヘキサオキサゾール化合物の合成とグアニン四重鎖の安定可能 

３．学会等名 

 第 62 回 日本薬学会 関東支部大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小野由美子、池ノ内順一 

２．発表標題 

 アピカル膜へのスフィンゴミエリン輸送を制御する分子機構の解明 

３．学会等名 

 平成 30 年度日本生化学会九州支部例会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 早川皓太郎、花木祐輔、徳田春邦、柳田 亮、中川 優、入江一浩 

２．発表標題 

 アプリシアトキシン単純化アナログ・10-Me-Aplog-1の 3位アセタール型アナログの合成 

３．学会等名 

 2018 年度日本農芸化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 入江一浩 

２．発表標題 

 アプリシアトキシン単純化アナログ・10-Me-Aplog-1の構造最適化とがん細胞増殖抑制に関わる PKC

アイソザイムの同定 

３．学会等名 

 新学術領域研究「化学コミュニケーションのフロンティア」第 2 回公開シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 高田晃児、花木祐輔、菊森将之、徳田春邦、柳田 亮、入江一浩 

２．発表標題 

 アプリシアトキシン単純化アナログ・10-Me-aplog-1の側鎖誘導体の合成と活性 

３．学会等名 

 2018 年度日本農芸化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 谷口 友章・坪内 彰 ・湯浅 順平 ・大栗 博毅 

２．発表標題 

 アルカロイド骨格を活用した蛍光性希土類錯体の合成 

３．学会等名 

 日本化学会 98 回春季年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 藤田勇輝、阿嘉由樹、布田旭、福田勉、小野寺玄、木村正成 

２．発表標題 

 アルキニルボレートを介した α,β-不飽和エノンの新規合成法の開発 

３．学会等名 

 第 65 回有機金属化学討論会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 塚本 亮, 菱本 明豊, 青山 慎介, 朴 秀賢, 田宮 裕子, 大塚 郁夫, 松山 賢一, 木村 敦, 蓬莱 

政, 曽良 一郎 

２．発表標題 

 アルコール依存症にアルコール性心筋症が合併し、断酒により心機能が改善した症例 

３．学会等名 

 第 122 回近畿精神神経学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 井口善生・深堀良二・加藤成樹・西澤佳代・小林和人 

２．発表標題 

 イオンチャネル型化学遺伝学技術と Drd2-Creラットの併用による VTAドパミンニューロンの活動操

作と natural rewardに対するモチベーションへの影響 

３．学会等名 

 平成 30 年第 1 回大脳基底核機能研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 中津 史 

２．発表標題 

 イノシトールリン脂質・PI(4)Pの新しい生理機能：膜接触部位形成と脂質交換輸送制御 

３．学会等名 

 2018 年 生理学研究所研究会「オルガネラ膜ナノドメインの機能と動態」 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 中津 史 

２．発表標題 

 イノシトールリン脂質によるメンブレンコンタクト形成と脂質交換輸送制御 

３．学会等名 

 日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 久保田大貴・大栗博毅 

２．発表標題 

 イボガ骨格の環開裂反応によるインドールアルカロイド群の合成研究 

３．学会等名 

 日本化学会 98 回春季年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 今野雅允, 浅井歩, 小関準, 石井秀始 

２．発表標題 

 エピトランスクリプトームによる消化器癌の進展、転移メカニズムの解明 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジー −分子機構と疾患との関わり− 

３．学会等名 

 第 40 回 獣医学学術交流基金群講演会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 及川大輔、駒倉啓大、徳永文稔 

２．発表標題 

 オートファジーアダプターNDP52 による新規 NF-κB・細胞死制御機構 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジーシステムの作動原理と多様性 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジーと疾患「選択的オートファジーによる転写制御」 

３．学会等名 

 千里ライフサイエンスセミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジーの生理機能 

３．学会等名 

 第 91 回日本整形外科学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジー欠損マウスからわかったこと 

３．学会等名 

 第 5 回 JCVP 学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 佐々木 哲也 

２．発表標題 

 オーバーシュート型シナプス形成異常による自閉症発現機構の解明 

３．学会等名 

 第 2 回 先進医薬研究報告会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 藤田勇輝、阿嘉由樹、布田旭、福田勉、小野寺玄、木村正成 

２．発表標題 

 オキサボロールを介した α,β-不飽和エノンの新規合成法の開発 

３．学会等名 

 第 48 回複素環化学討論会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 西川俊夫 

２．発表標題 

 オシラトキシン D、アプリシアトキシンの統一的合成法の開発 

３．学会等名 

 新学術領域 「反 

応集積化が導く中分子戦略：高次生物機能分子の創製」 平成 30 年度第 6 回成果報告会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 井口善生 

２．発表標題 

 オペラント行動の制御における線条体ニューロンの役割—意思決定の変調としての依存症理解への

示唆— 

３．学会等名 

 平成 30 年度 アルコール・薬物依存関連学会合同学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 八尾 寛 

２．発表標題 

 オルガネラ Ca2+ ダイナミクスの光操作 

３．学会等名 

 生理学研究所研究会「神経回路の構築から機能発現に至る統合的理解」 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 八尾 寛 

２．発表標題 

 オルガネラ光操作 

３．学会等名 

 第 3 回ルミノジェネティクス研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 オレキシンとは？睡眠覚醒調節における役割について 

３．学会等名 

 第 70 回九州精神神経学会 第 63 回九州精神医療学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 山田剛司，新井貴順，藤井彩乃,  菊地 崇，田中 麗子 

２．発表標題 

 カイメン由来真菌の産生する 6-5-6-6複合環を有する 

新規ジテルペン 

３．学会等名 

 日本薬学会第 138 年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 がんとオートファジー 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 國安弘基、森汐莉、谷里奈、岸真吾、西口由希子、森拓也、宮川良博、後藤桂、川原勲、大森斉 

２．発表標題 

 がんのエネルギー代謝—がん悪性形質との関連 

３．学会等名 

 第 29 回日本消化器癌発生学会、シンポジウム：がんメタボローム−マルチオミクスによる複雑性の統一 （招待

講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 佐藤信吾 

２．発表標題 

 がんの骨転移 

３．学会等名 

 Juntendo Orthopedic Oncology Collaboration (JOOC) （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 豊國 伸哉 

２．発表標題 

 がん研究におけるフェロトーシスの意義；シンポジウム 1：がん細胞と正常細胞の代謝機構 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤信吾 

２．発表標題 

 がん細胞が分泌するマイクロ RNAが造骨型/溶骨型骨転移を誘導する 

３．学会等名 

 第 265 回関東骨軟部腫瘍研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 橋本恭子、越智広樹、砂村聡子、小坂展慶、馬渕洋、福田亨、八尾健太、神田浩明、阿江啓介、大川

淳、赤澤智宏、落谷孝広、二口充、竹田秀、佐藤信吾 

２．発表標題 

 がん細胞由来分泌型マイクロ RNAが造骨型骨転移を惹起する 

３．学会等名 

 第 3 回日本骨免疫学会ウインターセミナー   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤信吾, 橋本恭子, 越智広樹, 砂村聡子, 小坂展慶, 馬渕洋, 神田浩明, 阿江啓介, 小柳広高, 

赤澤智宏, 落谷孝広, 二口充, 竹田秀, 大川淳 

２．発表標題 

 がん細胞由来分泌型マイクロ RNAによる骨転移微小環境制御機構 

３．学会等名 

 第 1 回日本サルコーマ治療研究学会（JSTAR）学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤信吾 

２．発表標題 

 がん細胞由来分泌型マイクロ RNAによる骨転移微小環境制御機構 

３．学会等名 

 平成 29 年度新学術領域研究学術研究支援基盤形成【先端モデル動物支援プラットフォーム】成果発表会 （招

待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 齋藤 慈 

２．発表標題 

 がん抑制遺伝子 p19Arf に存在する非同義置換多型の腫瘍悪性化における役 

割 

３．学会等名 

 第 31 回モロシヌス研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 斎藤慈、奥村和弘、磯貝恵理子、若林雄一 

２．発表標題 

 がん抑制遺伝子 p19Arfに存在する非同義置換多型における機能解析 

３．学会等名 

 第 27 回日本癌病態治療研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 斎藤慈、奥村和弘、磯貝恵理子、若林雄一 

２．発表標題 

 がん抑制遺伝子 p19Arfに存在する非同義置換多型の機能解析 

３．学会等名 

 第 65 回実験動物学会総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 斎藤慈 

２．発表標題 

 がん抑制遺伝子 p19Arfに存在する非同義置換多型の腫瘍悪性化における役割 

３．学会等名 

 第 31 回モロシヌス研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大木理恵子 

２．発表標題 

 がん抑制遺伝子 p53機能喪失とがん微小環境は協調的に胃がん悪性化を促進する  

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 越川直彦 

２．発表標題 

 がん抑制因子から促進因子に変換する EphA2プロセシングの解明 

３．学会等名 

 がん抑制因子から促進因子に変換する EphA2 プロセシングの解明 シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 河野はるか, 古田忠臣, 原怜, 一瀬宏 

２．発表標題 

 キノノイドジヒドロプテリジン還元酵素のリガンド認識機構の in silico解析 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 馬悦，飯田圭介，長澤和夫 

２．発表標題 

 グアニン四重鎖と相互作用する大環状オキサゾール型蛍光リガンドの創製 

３．学会等名 

 日本化学会 第 98 回春季年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 安田瑞穂，馬悦，佐々木捷悟，清宮啓之，Young-Tae Chang，長澤和夫 

２．発表標題 

 グアニン四重鎖構造の可視化を志向した大環状ヘキサオキサゾール化合物の合成 

３．学会等名 

 日本化学会 第 98 回春季年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 佐々木捷悟，馬悦，Hanbin Mao，長澤和夫 

２．発表標題 

 グアニン四重鎖構造を安定化するマルチバレント型大環状ヘキサオキサゾール化合物の合成および

物性評価 

３．学会等名 

 日本化学会 第 98 回春季年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 馬悦，飯田圭介，齋藤良太，長澤和夫 

２．発表標題 

 グアニン四重鎖選択的に蛍光特性の変化するリガンドの創製 

３．学会等名 

 日本ケミカルバイオロジー学会 第 13 回年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 藤原和之、柿崎利和、宮田茂雄、渡辺雅彦、大城朝一、虫明元、宮坂佳樹、真下知士、柳川右千夫 

２．発表標題 

 グルタミン酸脱炭酸酵素ノックアウトラットの作製と解析 

３．学会等名 

 第 95 回日本生理学会大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 鈴木佐和子 

２．発表標題 

 グルタミン代謝の生活習慣病と癌における役割とその分子病態 

３．学会等名 

 第 18 回 TC カンファランス   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 柳川右千夫、藤原和之、柿崎利和、宮田茂雄、渡辺雅彦、大城朝一、虫明元、宮坂佳樹、真下知士 

２．発表標題 

 ゲノム編集で作製したグルタミン酸脱炭酸酵素ノックアウトラットの表現型 

３．学会等名 

 日本ゲノム編集学会第 3 回大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 片浦哲志、井本正哉 

２．発表標題 

 ケミカルゲノミクスによるオートファジー制御機構の解析 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 片浦哲志 

２．発表標題 

 ケミカルゲノミクスによるオートファジー制御機構の解析 

３．学会等名 

 第 29 回新薬創製談話会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 設樂久志, 本丸尚人, 小川宏人 

２．発表標題 

 コオロギ音源定位行動におけるナビゲーション戦略 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 染谷真琴，小川宏人 

２．発表標題 

 コオロギ感覚系介在ニューロンの多感覚統合における線形性は活動レベルに依存する 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 田中寿希, 染谷真琴, 設樂久志, 小川宏人 

２．発表標題 

 コオロギ気流応答性投射ニューロンにおける刺激速度依存的な方向選択性修飾の解析 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 金田 勝幸 

２．発表標題 

 コカイン依存形成に関わる神経回路とストレスによるその変容 

３．学会等名 

 第 28 回日本臨床精神神経薬理学会 第 48 回日本神経精神薬理学会 合同年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 高橋宏隆、山中聡士、桒田翔平、後藤栄治、今井賢一郎、富井健太郎、佐藤裕介、深井周也、徳永文

稔、澤崎達也 

２．発表標題 

 コムギ無細胞系を用いて作製した脱ユビキチン化酵素(DUB)プロテインアレイによるポリユビキチ

ン鎖基質特異性と DUB阻害剤の選択性評価 

３．学会等名 

 第４１回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 吉信公美子、荒木美幸、森田彩花、国場訓、荒木喜美、荒木正健 

２．発表標題 

 コンディショナルノックアウトを効率良く行うためのタモキシフェン投与法の検討 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 90 回大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 清水貴美子 

２．発表標題 

 サーカディアン制御により維持されるマウス高次脳機能の神経機構 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 木村聖美、杉原英志、信末博行、山口さやか、武藤章弘、佐谷秀行、清水孝恒 

２．発表標題 

 サバイビン阻害薬は小胞体ストレスを誘導し、骨肉腫に対し in vitro、in vivo で抗腫瘍効果を示

す 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会  （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 千葉惇、生塩研一、稲瀬正彦 

２．発表標題 

 サル内側運動前野における時間 3分類課題の神経細胞活動 

３．学会等名 

 第 95 回日本生理学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 千葉惇、生塩研一、稲瀬正彦 

２．発表標題 

 サル背内側前頭皮質の神経細胞における時間認知機構 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 中村 加枝, 安田 正治, 上田 康雅 

２．発表標題 

 サル尾状核における報酬獲得と罰回避情報処理 

３．学会等名 

 第 95 回日本生理学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 加藤啓子，藤田明子，伊川正人 

２．発表標題 

 シアル酸就職に起因する精神神経疾患の発症 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 奥野貴哉、藤田明子，織田弥伽、Paitoon Srimontri、加藤啓子 

２．発表標題 

 シアル酸転移酵素 ST3Gal4欠損・オスマウスにおける生殖行動と代謝産物の関連性 

３．学会等名 

 第 65 回日本実験動物学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 奥野貴哉, 藤田明子,Siriporn Tangsdjai, 織田弥伽，加藤啓子 

２．発表標題 

 シアル酸転移酵素 ST3Gal4欠損オスマウスにおける生殖行動と代謝変化について 

３．学会等名 

 第 140 回関西実験動物研究会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 加藤啓子，太田知沙，廣田暖奈，藤田明子 

２．発表標題 

 シアル酸転移酵素 ST3GalIV欠損マウスの統合失調症陰性症状について 

３．学会等名 

 第 161 回獣医学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 佐々貴之，金武司，野尻光希，澤井恵，北村拓也， 

木原章雄 

２．発表標題 

 シェーグレン・ラルソン症候群モデルマウスの神経症状とミエリンにおける 2-水酸化ガラクトシル

セラミドの減少 

３．学会等名 

 第 11 回セラミド研究会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山本 融 Steven A. Connor  Ina Ammendrup-Johnsen 岸本 泰司 原田 岳 尾嶋 大喜 Razib 

Hossain Ann Marie Craig 

２．発表標題 

 シナプス形成抑制因子ＭＤＧＡ１の欠損は興奮/抑制バランスの抑制側へのシフトによる学習・記憶

障害をもたらす 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 渡海 紀子, 中村 貴紀, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 ストレス応答 MAPキナーゼ p38, JNKによるアポトーシス関連 miRNAの発現抑制 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 渡海 紀子, 中村 貴紀, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 ストレス応答 MAPキナーゼによるアポトーシス抑制性 miRNAの発現制御 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山下映、藤井一希、腰高由美恵、安達真由美、笹川恵理、中川真一、高雄啓三、椎名伸之 

２．発表標題 

 ストレス応答性翻訳制御因子 NFAR2の天然変性領域欠損マウスの網羅的行動解析 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 田口 真梨, 中村 貴紀, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 ストレス顆粒を構成する新規因子の同定とその機能解析 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 藤川 大地, 中村 貴紀, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 ストレス顆粒形成によるアポトーシス抑制機構の解明 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤敦志, 田中美歩, 笠井慎也, 萩野洋子, 古田島浩子, 柏井洋文, 西藤泰昌, 稲垣真澄, 曽良一

郎, 水口雅, 池田和隆 

２．発表標題 

 セロトニントランスポーター欠損マウスの自閉症様行動はトリプトファン欠乏食によって改善する 

３．学会等名 

 第 60 回日本小児神経学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦, 佐藤 朝子, 知見 聡美, 大久保 直, 齊藤 奈英, 福田七穂, 内山 澄香, 作間 赳法,  

阿部 光寿, 田中 稔,  山本 美丘,  三浦詩織, 阿部 学, 川村 名子, 小田 佳奈子, 佐藤 俊哉, 岡

本浩嗣, 藤澤 信義, 田井中一貴, 崎村 建司, 南部 篤 

２．発表標題 

 ドーパミン受容体及びＮＭＤＡ受容体変異マウスを用いた大脳基底核回路の機 

能解析 

３．学会等名 

 科学研究費補助金「新学術領域研究(研究領域提案型)」 非線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの

理解「オシロロジー」 2018 年度第 1 回領域会議   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 西谷直之、奥裕介、福田勉、旦慎吾、石橋郁人、矢守隆夫、上原至雅、岩尾正倫 

２．発表標題 

 トポイソメラーゼ阻害薬 lamellarinの化学修飾による耐性 EGFR T790M/C797S阻害薬の創製 

３．学会等名 

 第 22 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 高祖 秀登 

２．発表標題 

 トランスポゾン・ミュータジェネシスで誘導した腫瘍における、挿入変異のゲノム解析 

３．学会等名 

 新学術領域「先進ゲノム支援」拡大班会議   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 山本一男、浅井将 

２．発表標題 

 トリソミー関連遺伝子による細胞サイズの調節 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 和田俊一 

２．発表標題 

 トレハロースと類縁体化合物の神経変性疾患治療薬としての可能性 

３．学会等名 

 第 22 回トレハロースシンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 片浦哲志，井本正哉 

２．発表標題 

 パーキンソン病バイオマーカーを指標とする新規治療薬シードの探索 

３．学会等名 

 第 9 回スクリーニング学研究会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 片浦哲志，斉木臣二，服部信孝，井本正哉 

２．発表標題 

 バイオマーカーを指標とするパーキンソン病治療薬の探索と BET阻害剤 JQ1 による神経保護活性 

３．学会等名 

 日本ケミカルバイオロジー学会第 13 年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 神路祗里歩、二ノ方亮、小野寺玄、福田勉、木村正成 

２．発表標題 

 パラジウム触媒による 3-ヒドロキシ-4-ペンテン酸を共役ジエン等価体として用いたアルデヒドと

のカップリング反応の開発 

３．学会等名 

 日本化学会第 98 春季年会(2018)   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 ニノ方亮、神路祗里歩、仲尾純弥、ラ エイ、福田勉、小野寺玄、木村正成 

２．発表標題 

 パラジウム触媒作用を活用した 3-ヒドロキシ-4-ペンテン酸を共役ジエン等価体として用いるアル

デヒドとの新形式炭素-炭素結合形成反応 

３．学会等名 

 第 67 回有機金属化学討論会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、松本晴年、深町勝巳、二口充、酒々井眞澄 

２．発表標題 

 パルミトイルピペリジノピペリジンの抗がん効果発現機序 

３．学会等名 

 第 25 回日本がん予防学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、松本晴年、深町勝巳、二口充、吉見直紀、酒々井眞澄 

２．発表標題 

 パルミトイルピペリジノピペリジンの毒性影響および抗がん効果発現機序 

３．学会等名 

 第 34 回日本毒性病理学会総会及び学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤政之、金子雅規、阿部学、山崎真弥、夏目里恵、山田大輔、崎村建司、関口正幸、和田圭司、三

品昌美、林 崇 

２．発表標題 

 パルミトイル化による AMPA受容体制御の異常は発作感受性を上昇させる 

３．学会等名 

 第 139 回日本薬理学会関東部会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 竹下直輝, 川出野絵, 鈴木若菜, 原怜, 堀尾文彦, 一瀬宏 

２．発表標題 

 ビタミン C欠乏 ODSラット脳におけるビオプテリン代謝の変化 

３．学会等名 

 日本ビタミン学会第 70 回大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 ヒト 21トリソミー関連遺伝子（ERG、DSCR-1）による内皮恒常性維持と抗がん作用 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 坂本修一、川田学 

２．発表標題 

 ヒト小細胞肺癌の自然転移モデルを活用した転移関与因子の同定 

３．学会等名 

 第 27 回日本がん転移学会学術集会・総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 ファイバーレス光遺伝学を用いた神経活動操作と行動制御 

３．学会等名 

 第 123 回日本解剖学会総会・全国学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 ファイバーレス光遺伝学を用いた睡眠覚醒と記憶制御のメカニズム解明 

３．学会等名 

 第三回ルミノジェネティクス研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山下健太朗、福田勉、小野寺玄、木村正成、岩尾正倫 

２．発表標題 

 ブロモアザラメラリン N誘導体の合成と光学分割 

３．学会等名 

 日本化学会第 98 春季年会(2018)   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 松添哲、阿野山恵多、小野寺玄、福田勉、木村正成 

２．発表標題 

 ホスフィン-ボラン配位子を用いたイリジウム触媒による 2-アリールピリジン類のオルト位シリル

化反応 

３．学会等名 

 第 66 回有機金属化学討論会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 阿部真土、竹内優斗、鬼頭昭吉、アーメドノミル 

２．発表標題 

 マウス Trps1遺伝子上流配列の組織特異的遺伝子発現への寄与 

３．学会等名 

 平成 29 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 加藤啓子 

２．発表標題 

 マウスうつによる環境，医薬，食品のスクリーニング 

３．学会等名 

 イノベーション・ジャパン   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 齋藤桂花、堤成美、原田実穂、吉信公美子、荒木喜美、荒木正健 

２．発表標題 

 マウスゲノムにおける遺伝子および転写産物の存在しない領域に集積するトラップクローンの探索 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 マウスにおける減数分裂の開始機構 

３．学会等名 

 2018 日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 マウスにおける減数分裂の開始機構 

３．学会等名 

 エピジェネティクス研究会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 マウスにおける減数分裂の開始機構 

３．学会等名 

 モロシヌス研究会 2018   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 マウスにおける減数分裂の開始機構 

３．学会等名 

 基礎生物学研究所セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 マウスにおける減数分裂の開始機構 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム｜平成 29 年度成果発表会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 永井正義、家村顕自、吉川貴子、大隅典子、田中耕三 

２．発表標題 

 マウス胎児脳における染色体整列因子 CAMP の発現部位の同定 

３．学会等名 

 第 7 回東北脳科学ウィンタースクール   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 高井 伸彦、大神 正次 

２．発表標題 

 マウス胎児被曝による脳の組織障害と認知機能への影響 

３．学会等名 

 第５５回放射線影響懇話会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 上野 浩司, 高雄 啓三, 藤井 一希, 末光 俊介 , 岡本 基 , 石原 武士 

２．発表標題 

 マウス大脳皮質におけるアグリカン陽性ペリニューロナルネットの発現 

３．学会等名 

 第 95 回日本生理学会大会 

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 八尾寛，小泉協  

２．発表標題 

 マウス大脳皮質体性感覚野 5層における機能構築の創発 

３．学会等名 

 平成 29 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 永井正義、家村顕自、吉川貴子、大隅典子、田中耕三 

２．発表標題 

 マウス脳における染色体整列因子 CAMP の発現局在の解析 

３．学会等名 

 第 11 回リトリート大学院生研究発表会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 神吉智丈 

２．発表標題 

 ミトコンドリアオートファジー：分子機構と生理的意義 

３．学会等名 

 Advans 研究会 2018 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 魏 范研 

２．発表標題 

 ミトコンドリア機能制御と健康長寿への応用について 

３．学会等名 

 ライフエンジニアリング部門シンポジウム 2018 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 岸 真五、朴木寛也、城戸顕、辻内俊文、田中康仁、國安弘基 

２．発表標題 

 ミトコンドリア代謝を標的とした肉腫治療の可能性 

３．学会等名 

 第 3 回日本整形外科学会基礎学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 安井 浩太郎、菊池 和気、加納 剛史、黒田 茂、青沼 仁志、石黒 章夫 

２．発表標題 

 ムカデが足並みの疎密波の向きを変えるメカニズム 

３．学会等名 

 計測自動制御学会第 30 回自律分散システムシンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 中津 史 

２．発表標題 

 メンブレンコンタクトにおける脂質交換輸送とその生理機能 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 加藤ありさ，和仁翔太郎，加納未由希，石黒尋保，杉田愛，田渕圭章，大熊芳明，廣瀬豊 

２．発表標題 

 ユビキチン様ドメインを有する Pol II-CTD 脱リン酸化酵素による遺伝子発現制御 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 廣瀬豊，和仁翔太郎，加藤ありさ，加納未由希，石黒尋保，杉田愛，田渕圭章，大熊芳明 

２．発表標題 

 ユビキチン様ドメインを有する Pol II-CTD 脱リン酸化酵素による遺伝子発現制御 

３．学会等名 

 日本薬学会第 138 年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 伊藤志帆，杉田愛，石黒尋保，田渕圭章，大熊芳明，廣瀬豊 

２．発表標題 

 リン酸化 CTD結合因子 PCIF1による遺伝子発現調節 

３．学会等名 

 第 20 回日本 RNA 学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤志帆，杉田愛，柳澤奈月，石黒尋保，佐藤崇之，田渕圭章，大熊芳明，廣瀬豊 

２．発表標題 

 リン酸化 CTD結合因子 PCIF1による遺伝子発現調節 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 杉田愛，伊藤志帆，柳澤奈月，石黒尋保，佐藤崇之，田渕圭章，大熊芳明，廣瀬豊 

２．発表標題 

 リン酸化 CTD結合因子 PCIF1による遺伝子発現調節機構の解明 

３．学会等名 

 日本薬学会第 138 年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 頼元 貞巖 ・恒川 佳諒 ・市野 智也 ・坪内 彰 ・ 前田 理 ・大栗博毅 

２．発表標題 

 亜鉛(II)ﾄﾘﾌﾗｰﾄによるｱﾙｷﾝ活性化を基盤とした含窒素ｽｷｬﾌｫｰﾙﾄﾞ群の骨格多様化合成 

３．学会等名 

 第 114 回有機合成シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 頼元 貞巖 ・恒川 佳諒 ・市野 智也 ・坪内 彰 ・ 前田 理 ・大栗博毅 

２．発表標題 

 亜鉛(II)ﾄﾘﾌﾗｰﾄによるｱﾙｷﾝ活性化を鍵とするｱﾙｶﾛｲﾄﾞ骨格群の構築 

３．学会等名 

 日本化学会 98 回春季年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 越川直彦 

２．発表標題 

 悪性がんのバイオマーカーとしてのラミニンγ2単鎖 

３．学会等名 

 第 27 回日本がん転移学会学術集会会長講演 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 惲夢曦、 川合隆嗣、 禰占雅史、 山田洋、 松本正幸 

２．発表標題 

 意思決定時におけるサル中脳ドーパミンニューロンと前頭眼窩ニューロンの報酬価値と選択行動の

表現形式 

３．学会等名 

 第４１回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 西口由希子、谷 里奈、笹平智則、庄 雅之、國安弘基 

２．発表標題 

 胃癌における RegⅣ及び MCOLN3の化学療法治療効果予測因子としての有用性 

３．学会等名 

 第 118 回日本外科学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 西口由希子、谷 里奈、笹平智則、庄 雅之、國安弘基 

２．発表標題 

 胃癌における化学療法治療効果予測因子の検討 

３．学会等名 

 第 90 回日本胃癌学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 鈴木佐和子 

２．発表標題 

 遺伝子異常からコルチゾール産生副腎腫瘍の病態に迫る 

３．学会等名 

 第 28 回臨床内分泌代謝 update （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 西山 成 

２．発表標題 

 塩の摂り過ぎで生じる全身の異常 

３．学会等名 

 第 39 回日本妊娠高血圧学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 黄色ブドウ球菌感染創における C/EBPα-miR-223-IL6 分泌経路の機能解析 

３．学会等名 

 第 107 回日本病理学会総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 冨永 航平、山口 陽子、永田 喜三郎、大木 理恵子 

２．発表標題 

 下垂体神経内分泌腫瘍で同定されたがん抑制遺伝子 PHLDA3変異の機能解析 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 牧野航己，安藤規泰，設樂久志，本丸尚人，神崎亮平，小川宏人 

２．発表標題 

 仮想現実環境を用いた昆虫の定位行動における複数感覚の役割の解析 

３．学会等名 

 日本動物学会第 70 回関東支部大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 清水逸平 

２．発表標題 

 加齢性疾患における褐色脂肪不全の意義 

３．学会等名 

 糖尿病学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 福田勉、石橋郁人、奥裕介、西谷直之、旦慎吾、矢守隆夫、上原至雅、岩尾正倫 

２．発表標題 

 海洋天然物ラメラリン Nの構造改変による T790M/C797S耐性変異 EGFRに有効な可逆型チロシンキナ

ーゼ阻害剤の開発 

３．学会等名 

 第 36 回メディシナルケミストリーシンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 谷藤 涼・浅野 竜太郎・南 篤志・及川英秋・大栗博毅 

２．発表標題 

 核酸アルキル化能を有する天然物群の化学‐酵素ハイブリッド合成 

３．学会等名 

 日本化学会 生体機能関連化学部会若手の会 第 30 回サマースクール   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 河原康一、川畑拓斗、古川龍彦 

２．発表標題 

 核小体ストレス応答による分裂期監視と癌治療戦略 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 河原 康一、川畑拓斗、下川倫子、朝日汰一、古川龍彦 

２．発表標題 

 核小体による細胞分裂制御 

３．学会等名 

 第 36 回 染色体ワークショップ、第 17 回 核ダイナミクス研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 河原康一、古川龍彦 

２．発表標題 

 核小体を標的とした p53活性化機構による新たな癌治療 

３．学会等名 

 第 22 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 河原 康一, 古川 龍彦 

２．発表標題 

 核小体再編成により細胞分裂を監視する新たなオルガネラストレス応答 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 神吉智丈 

２．発表標題 

 環境温度変化に応答した脂肪組織におけるミトコンドリア分解 

３．学会等名 

 BIOTHERMOLOGY WORKSHOP （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 河原康一 

２．発表標題 

 癌抑制因子 p53を制御する機構の解明と新たな癌治療戦略 

３．学会等名 

 JSBi 九州地域部会セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 田中亜紀，山田佑里香，小林聡子，廣瀬豊，大熊芳明 

２．発表標題 

 基本転写因子 TFIIEとクロマチン構造変換複合体による転写制御機構 

３．学会等名 

 日本薬学会第 138 年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 平山翼，田中亜紀，福岡瑞希，廣瀬豊，大熊芳明 

２．発表標題 

 基本転写因子による転写開始から伸長への移行の制御機構解析 

３．学会等名 

 日本薬学会第 138 年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 福富又三郎, 設樂久志, 尾原和也, 西和弥, 佐久間拓人, 前川卓也, 竹内一郎, 小川宏人 

２．発表標題 

 機械学習による生体ナビゲーションの軌跡分析：コオロギ逃避行動における時系列データ解析 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 岡田正康 

２．発表標題 

 機能性下垂体腺腫の手術について 

３．学会等名 

 第 72 回新潟脳神経外科懇話会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 起きるべきか？、寝るべきか？、それば問題だ 

３．学会等名 

 第二回名古屋リズム研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 林 崇 

２．発表標題 

 興奮性シナプスにおける神経伝達物質受容体のパルミトイル化による膜局在制御 

３．学会等名 

 第４０回日本生物学的精神医学会・第６１回日本神経化学会大会 合同年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 上田(石原)奈津実 

２．発表標題 

 空間弁別の分子・細胞学的基盤 -個性の階層的理解を目指して- 

３．学会等名 

 次世代脳冬のシンポジウム４領域合同若手シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 犬飼駿弥, 原怜, 一瀬宏 

２．発表標題 

 蛍光標識を用いたドーパミン結合に応答するチロシン水酸化酵素の構造変化の解析 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 血管内皮多様性と活性化の動的制御〜ダウン症因子 DSCR-1の働き〜 

３．学会等名 

 第 40 回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 市川 二郎(山梨大学 大学院整形), 安藤 隆, 齋藤 正憲, 波呂 浩孝 

２．発表標題 

 血小板由来 TGF-β による骨肉腫細胞の凝固系の調節 

３．学会等名 

 第 51 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 齋藤 正憲, 市川 二郎, 安藤 隆, 波呂 浩孝 

２．発表標題 

 血小板由来 TGF-βは smad3を介して骨肉腫細胞の組織因子発現を誘導する 

３．学会等名 

 第 34 回日本整形外科学会基礎学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 元素置換戦略による抗感染症リード化合物群の創製 

３．学会等名 

 第 62 回日本薬学会関東支部大会 シンポジウム S1 創薬を支える有機合成化学 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 減数分裂の開始機構と染色体構築 

３．学会等名 

 第 63 回日本生殖医学会学術講演会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 八尾 寛 

２．発表標題 

 光による脳・神経系の時空間パターニング 

３．学会等名 

 第 19 回山形ニューロサイエンス・医工学研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 光遺伝学、薬理遺伝学による特定神経活動操作を用いた睡眠覚醒、リズム研究 

３．学会等名 

 時間学特別セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 好中球由来 miR-223 の発現抑制は皮膚感染創における黄色ブドウ球菌排除を促進する 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 國安弘基、西口由希子、谷 里奈、岸 真五、近藤昌夫 

２．発表標題 

 抗 claudin-4 抗体のがん治療への応用 

３．学会等名 

 第 107 回日本病理学会総会、ワークショップ：多機能な細胞接着分子が関わるがんの理解 - 診断・治療への

応用をめざして （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤寛晃、喜多村佳委、櫻井香里、井上将行 

２．発表標題 

 抗がん活性天然物ヤクアミド Bの標的タンパク質同定 

３．学会等名 

 第 60 回天然有機化合物討論会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 早川皓太郎、花木祐輔、徳田春邦、柳田 亮、中川 優、入江一浩 

２．発表標題 

 抗腫瘍性 Aplysiatoxin単純化アナログ・10-Me-Aplog-1のアセタール型アナログの合成と生物活性 

３．学会等名 

 第 60 回天然有機化合物討論会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 野住 素広 

２．発表標題 

 構造化照明による超解像顕微鏡（SIM）で明らかになった神経突起先端の 3次元構造 

３．学会等名 

 日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 竹内 絵理、山田 大輔、斎藤 顕宜、伊藤 政之、林 崇、山田 光彦 、和田 圭司、関口 正幸 

２．発表標題 

 高ω3多価不飽和脂肪酸食摂取の抗うつ様効果には側坐核のドパミン神経系が関与する 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤 泰行 

２．発表標題 

 高頻度チロシリン酸化 MAP1Bの神経発生過程における機能解析 

３．学会等名 

 次世代脳プロジェクト 冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 Naofumi Ito, Shah Adil Ishtiyaq Ahmad, Mohammad Badrul Anam, Kunimasa Ohta. 

２．発表標題 

 細菌によるヒト細胞分化の乗っ取り 

３．学会等名 

 くまだい研究フェア （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤尚文、Shah Adil Ishtiyaq Ahmad、Mohammad Badrul Anam、太田訓正 

２．発表標題 

 細菌感染による細胞分化可塑性の誘導 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 若月修二、荒木敏之 

２．発表標題 

 細胞内 pH調節系のシナプス形成への寄与 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会「ワークショップ：精神・神経疾患の基礎研究〜プロテオスタシスの視点から」   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 本園 千尋、高野 智嗣、今井 崇史、園田 康平、山崎 晶 

２．発表標題 

 細胞内領域による Dectin-1の種特異的リガンドスペクトラム調節機構 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山本雄介 

２．発表標題 

 細胞培養技術を応用したがんの起源の探索 

３．学会等名 

 若手カンファレンス：がん研究とデータサイエンスのコミュニケーション （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 高井伸彦 

２．発表標題 

 子どもの病気と薬「放射線ひばくと子供への影響」 

３．学会等名 

 H30 教員免許状更新講習会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 高田則雄、夏堀晃世、三村將、田中謙二 

２．発表標題 

 視床を抑制する視床網様核の集合 Ca2+活動は新規発振現象を示す 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 原子空，林裕人，藤田智陽，飯田智，廣瀬豊，大熊芳明 

２．発表標題 

 試験管内再構成系を用いたヒトメディエーター複合体 Kinaseモジュールの機能解析 

３．学会等名 

 日本薬学会第 138 年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 斎藤益満、山内俊輔、佐々木大介、長谷川寛雄 

２．発表標題 

 次世代 HTLV-1クロナリティ解析法の開発とその応用に向けて 

３．学会等名 

 第 5 回日本 HTLV-1 学会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 岡田正康、米岡有一郎、温城太郎、本橋邦夫、菊池文平、長谷川仁、大石誠、藤井幸彦 

２．発表標題 

 治療に難渋している ACTH産生下垂体腺腫の１例 

３．学会等名 

 第 108 回新潟内分泌代謝同好会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 阿部貴則、及川大輔、寺脇正剛、後藤栄治、高橋宏隆、大竹史明、川原裕之、堀居拓郎、畑田出穂、

佐伯泰、田中啓二、澤崎達也、徳永文稔 

２．発表標題 

 自然免疫制御に関わる新規 RING型 E3（RNF126）の同定と機能解析 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 阿部貴則、及川大輔、寺脇正剛、後藤栄治、高橋宏隆、大竹史明、川原裕之、堀居拓郎、畑田出穂、

佐伯泰、田中啓二、澤崎達也、徳永文稔 

２．発表標題 

 自然免疫制御に関わる新規 RING型 E3(RNF126)の同定と機能解析 

３．学会等名 

 第４１回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 駒倉啓大、後藤栄治、及川大輔、阿部貴則、徳永文稔 

２．発表標題 

 自然免疫制御に関わる新規脱ユビキチン化酵素（OTUD1）の同定と生理機能解析 

３．学会等名 

 第 13 回臨床ストレス応答学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 望月圭、中陦克己、稲瀬正彦、村田哲 

２．発表標題 

 自発運動にともなうサル一次体性感覚野の運動関連皮質脳波 

３．学会等名 

 第 95 回日本生理学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 望月圭、中陦克己、稲瀬正彦、村田哲 

２．発表標題 

 自発運動の感覚フィードバック処理における運動野-体性感覚野相互作用 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 小野大輔, Hung CJ,  Chowdhury S, 山中章弘. 

２．発表標題 

 室傍核コルチコトロピン放出因子神経は覚醒を誘導する. 

３．学会等名 

 第 25 回日本時間生物学会学術大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 越川直彦 

２．発表標題 

 受容体チロシンキナーゼのプロセシング断片によるがん悪性化進展制御の解明とその特異抗体の医

療応用 

３．学会等名 

 受容体チロシンキナーゼのプロセシング断片によるがん悪性化進展制御の解明とその特異抗体の医療応用 

（招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 奥村和弘 

２．発表標題 

 順遺伝学に基づく MSMマウスのがん耐性に関与する遺伝子の同定 

３．学会等名 

 第 31 回モロシヌス研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 奥村和弘、斎藤慈、磯貝恵理子、三浦 郁夫、若菜茂晴、山口碧、設楽浩志、多屋長治、木南凌、若

林雄一 

２．発表標題 

 順遺伝学的手法より明らかとなったマウス副甲状腺ホルモンの腫瘍抑制効果 

３．学会等名 

 第 65 回実験動物学会総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 舩城桐子、伊東剛、村上善則 

２．発表標題 

 小細胞肺がんの悪性化における細胞接着分子 CADM1の機能解析 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 坂本修一、川田学 

２．発表標題 

 小細胞肺癌の同所移植モデルの転移巣において高発現する遺伝子の探索 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 大谷哲久、古瀬幹夫 

２．発表標題 

 上皮バリアと上皮極性形成における密着結合の役割 

３．学会等名 

 生理学研究所研究会「体内環境の維持機構における上皮膜輸送の多角的・統合的理解」   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大谷哲久、徳田深作、古瀬幹夫 

２．発表標題 

 上皮バリアと上皮極性形成における密着結合の役割 

３．学会等名 

 第 8 回生理研・名古屋大学医学部合同シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 竹洞裕貴, 高倉勇気, 岡田和之, 杉野歩美, 堀 直人, 町田萌香, 高野博之, 山口直人, 山口憲孝. 

２．発表標題 

 上皮間葉転換誘導因子の細胞内代謝における機能解析. 

３．学会等名 

 第 62 回日本薬学会関東支部大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 竹洞裕貴, 高倉勇気, 岡田和之, 杉野歩美, 堀 直人, 町田萌香, 尾間萌歌, 高野博之, 山口直人, 

山口憲孝. 

２．発表標題 

 上皮間葉転換誘導因子の細胞内代謝における役割. 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 渡部文子 

２．発表標題 

 情動行動を制御する扁桃体神経回路基盤 

３．学会等名 

 第 95 回日本生理学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 清水 逸平 

２．発表標題 

 心不全、肥満における褐色脂肪不全の意義 

３．学会等名 

 第 23 回アディポサイエンスシンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 清水 逸平 

２．発表標題 

 心不全、肥満における褐色脂肪不全の意義 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 清水 逸平 

２．発表標題 

 心不全における過剰なインスリンシグナルの意義 

３．学会等名 

 心臓病学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 玉田 篤史 

２．発表標題 

 新学術領域「共鳴誘導で革新するバイオイメージング」 

３．学会等名 

 多次元輝度情報に基づいた形状認識・物体追跡技術の開発   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 森田伊織、星野翔太郎、森貴裕、阿部郁朗 

２．発表標題 

 新奇な C–N 結合形成反応を触媒するシトクロム P450 酸化酵素 TleB に関する研究 

３．学会等名 

 第 22 回 天然薬物の開発と応用シンポジウム(熊本)   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 及川大輔 

２．発表標題 

 新規 LUBAC阻害剤、HOIPIN-1の機能評価と病態抑制効果 

３．学会等名 

 第 1 回ユビキチン研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 及川大輔、花田和希、菅原弘二、寺脇正剛、水上裕加里、鶴田大輔、坂本信二、徳永文稔 

２．発表標題 

 新規 LUBAC阻害剤、HOIPIN-1の作用機序と病態抑制効果 

３．学会等名 

 第 65 回日本生化学会近畿支部会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 及川大輔、花田和希、勝矢健、菅原弘二、水上裕加里、鶴田大輔、坂本信二、徳永文稔 

２．発表標題 

 新規 LUBAC阻害剤の探索と機能評価 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大守伊織，真下知士，大内田守，山下享子，豊國伸哉 

２．発表標題 

 新規 Txn1遺伝子ミスセンス変異による多臓器障害 

３．学会等名 

 第 71 回 日本酸化ストレス学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 神田侑季、森下英晃、濱祐太郎、阿部学、崎村建司、水島昇 

２．発表標題 

 新規オートファジー活性計測プローブ発現マウスを用いた生体での活性測定 

３．学会等名 

 新学術領域研究「学術研究支援基盤形成」先端モデル動物支援プラットフォーム 若手支援技術講習会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 神田侑季、森下英晃、濱祐太郎、阿部学、崎村建司、水島昇 

２．発表標題 

 新規オートファジー活性計測プローブ発現マウスを用いた生体での活性測定 

３．学会等名 

 第 18 回東京大学生命科学シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Akira Kikuchi 

２．発表標題 

 新規がんシグナル Dickkopf1-CKAP4経路は、がん治療および診断のための分子標的となる。 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 西上真由、小野寺玄、福田勉、作田絵里、馬越啓介、木村正成 

２．発表標題 

 新規ビスビピリジン配位子を有するルテニウム錯体の合成と構造 

３．学会等名 

 日本化学会第 98 春季年会(2018)   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、松本晴年、深町勝巳、酒々井眞澄 

２．発表標題 

 新規抗がん物質パルミトイルピペリジノピペリジンの In vitroおよび vivo 抗がん効果 

３．学会等名 

 日本薬学会第 138 年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 中村信嗣、インモン トゥン、日下隆他 

２．発表標題 

 新生仔豚仮死モデルにおける水素ガス吸入療法による神経学的予後改善効果について. 

３．学会等名 

 第 8 回日本分子状水素医学生物学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 光家努、日下隆他 

２．発表標題 

 新生児出生直後・蘇生時の脳循環酸素代謝モニタリング 

〜新生仔豚仮死モデルでの基礎的検討〜  

３．学会等名 

 第 20 回新生児呼吸療法モニタリングフォーラム   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 光家努、日下隆他 

２．発表標題 

 新生児蘇生中の脳循環モニタリングによる脳障害重症度判定法 

 〜時間分解分光装置を用いた新生仔豚仮死モデル実験〜. 

３．学会等名 

 第 21 回日本光機能イメージング学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤尚文, M. Asrafuzzaman Riyadh, 伊藤綾子, Shah Adil Ishtiyaq, 新明洋平 , Athary 

Felemban, , 嶋村健児, , 澤本和延 金村米博 and 太田訓正 

２．発表標題 

 神経幹細胞制御因子 Tsukushi欠損は水頭症を生じる 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大坪琴美、山崎美和子、今野幸太郎、渡辺雅彦 

２．発表標題 

 神経型ニコチン性アセチルコリン受容体の分子シャペロン TMEM35の 

マウス脳における局在  

３．学会等名 

 日本解剖学会 第 64 回東北・北海道連合支部学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 神経成長における超解像度レベルの脂質ドメイン可視化とその構成脂質特性の解析 

３．学会等名 

 第 4 回リポクオリティ班会議   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 石川 裕也、五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 神経特異的蛋白質ＧＡＰ-43 のリン酸化に着目した、新規相互作用分子の探索的研究 

３．学会等名 

 第 23 回グリアクラブ   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 睡眠と記憶を制御する神経活動の操作と記録 

３．学会等名 

 星薬科大学セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 睡眠と記憶を制御する神経活動の操作と記録 

３．学会等名 

 第８回生理学研究所・名古屋大学医学系研究科合同シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 睡眠覚醒調節、痛み調節におけるオレキシンの役割 

３．学会等名 

 第 12 回日本緩和医療薬学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 睡眠覚醒調節におけるオレキシンの役割 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会 ランチョンセミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 若月修二、氏家悠佳、荒木敏之 

２．発表標題 

 髄鞘形成における低酸素誘導因子 HIFの機能解析 

３．学会等名 

 酵素研究助成第 44 回 研究発表会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 森泉 寿士, 中村 貴紀, 曺 永旻, 鈴木 貴, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 数理解析を活用した SAPKシグナル時空間制御機構の解明 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 中村 貴紀, 西住 紀子, 中澤 嵩, 森 竜樹, 鈴木 貴, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 数理解析を駆使した中心体複製開始を制御する分子機構の解明 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 中村 貴紀, 西住 紀子, 中澤 嵩, 森 竜樹, 鈴木 貴, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 数理解析を用いた中心体複製の開始制御機構の解明 

３．学会等名 

 日本応用数理学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 西村 渉, 安田 和基, 松本征仁, 岡崎康司, 野田泰子 

２．発表標題 

 成熟膵島で抑制されている遺伝子の解析 

３．学会等名 

 第 61 回日本糖尿病学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 河嵜 麻実 

２．発表標題 

 成長円錐リン酸化プロテオミクスにより神経成長のシグナル伝達 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 植木正明 

２．発表標題 

 成年マウスの低酸素症後の 100％酸素による再酸素化は肝障害を引き起こす 

３．学会等名 

 日本麻酔科学会第 65 回学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 生活習慣病と睡眠覚醒とのただならぬ関係 

３．学会等名 

 第 3 回 Cortin Conference （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 塚田健人，金子秋穂，新木翔之，河治久実，児玉栄一，倉石貴透，村上一馬，入江一浩，平田尚也，

諫田泰成，浅井禎吾 

２．発表標題 

 生合成経路の再構築と再設計による糸状菌ジテルペノイドピロンライブラリーの構築と生物活性評

価 

３．学会等名 

 第 18 回メディシナルケミストリーシンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 新井雄太・渡辺諒・藤川宗志・金子信人・大栗博毅 

２．発表標題 

 生合成経路を模倣してジヒドロピリジンの位置選択的二量化反応の開発 

３．学会等名 

 日本化学会 98 回春季年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 生殖細胞の減数分裂開始を決定する新規因子 

３．学会等名 

 湯島性分化勉強会 2018 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 生理活性天然物の迅速合成・骨格改変の新戦略 

３．学会等名 

 第 29 回万有仙台シンポジウム 未来を指向した有機合成化学 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 舌・食道上皮幹細胞由来正常・異常オルガノイドの単一細胞 4D動態・遺伝子発見解析 

３．学会等名 

 第 2 回細胞ダイバース公開シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 北元優梨、古閑成美、林田隆成、慶田貴子、吉信公美子、柳久美子、要匡、荒木喜美、荒木正健 

２．発表標題 

 潜性遺伝形式を示す自然発生突然変異多血症モデルマウス『pocy』の解析 

３．学会等名 

 第 31 回モロシヌス研究家   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 笹川 正人, 本間 経康, 菊田里美, 小林 和人, 小山内 実 

２．発表標題 

 線条体直接路、間接路ニューロンにおけるベータ波帯域での応答特性の違い 

３．学会等名 

 医用・生体工学研究会「神経工学＆バイオサイバネティックス」   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 小林大士，木村康誠，白木 隼，広瀬 侑, 浴 俊彦 

２．発表標題 

 線虫ダイサー関連ヘリカーゼ DRH-1および DRH-3 の生化学的解析 

３．学会等名 

 第 82 回日本生化学会中部支部例会・シンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小林大士、村上匠蔵、木村康誠、白木 隼、広瀬 侑、浴 俊彦 

２．発表標題 

 線虫のダイサー関連ヘリカーゼ DRH-1と DRH-3の生化学的研究 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 選択的オートファジー、その異常と疾患 

３．学会等名 

 ユビキチン研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 選択的オートファジー：創薬ターゲットとなるか？ 

３．学会等名 

 日本分析化学会第 67 年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 選択的オートファジーによるエピジェネティクス制御 

３．学会等名 

 第 11 回オートファジー研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 選択的オートファジーによる脂肪酸酸化制御 

３．学会等名 

 第 6 回がんと代謝研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 選択的オートファジーによる転写制御：ストレス応答と脂肪酸酸化 

３．学会等名 

 第 1 回オルガネラゾーン研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 鬼頭昭吉、竹内優斗、阿部真土 

２．発表標題 

 阻害剤ライブラリーを用いた KLF4による MMP13 発現誘導メカニズムの解析 

３．学会等名 

 第 11 回大阪大学医学系若手フォーラム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 太田 真菜美, 藤田明子, 加藤啓子 

２．発表標題 

 側頭葉てんかんモデルマウスにおける代謝変化 

３．学会等名 

 第 140 回関西実験動物研究会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 多環式アルカロイド群のアセンブリーライン合成を目指して 

３．学会等名 

 日本化学会 98 回春季年会 特別企画：有機合成化学を起点とするものづくり戦略 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 多色細胞系譜追跡法によるがん幹細胞の同定 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 多色細胞系譜追跡法による成体幹細胞・がん幹細胞研究 

３．学会等名 

 昭和大学学士会後援セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 奥村和弘、斎藤慈、吉澤康博、宗形春花、磯貝恵理子、若林雄一 

２．発表標題 

 多段階皮膚発がんモデルにおける早期良性腫瘍抵抗性遺伝子座 Stmm1a の原因遺伝子の探 

索 

３．学会等名 

 平成 29 年度先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 松本真司, 廣田傑, 廣田傑, 菊池章 

２．発表標題 

 唾液腺における Wntシグナル依存的新規前駆細胞の同定と機能解析 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 安田瑞穂，馬悦，岡部幸子，清宮啓之，Young-Tae Chang，長澤和夫 

２．発表標題 

 大環状ヘキサオキサゾール誘導体を用いた生細胞内でのグアニン四重鎖構造の可視化 

３．学会等名 

 第 13 回 化学生態学研究会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 安田瑞穂，馬悦，岡部幸子，清宮啓之，Young-Tae Chang，長澤和夫 

２．発表標題 

 大環状ヘキサオキサゾール誘導体を用いた生細胞内でのグアニン四重鎖構造の可視化 

３．学会等名 

 日本ケミカルバイオロジー学会 第 13 回年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 根本隆行、Hikmawan Wahyu Sulistomo、武谷 立 

２．発表標題 

 大脳皮質神経細胞におけるアクチン細胞骨格制御因子 Fhod3の機能解析 

３．学会等名 

 平成 30 年度先端モデル動物支援プラットフォーム若手支援技術講習会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 日下部大樹、村上雄一、渡公佑、山田健一、小野眞弓 

２．発表標題 

 第三世代 EGFR-TKIオシメルチニブ耐性肺癌細胞は代替経路として SFK/Akt経路を活性化する 

３．学会等名 

 日本薬学会第 138 年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 大神正次，高井伸彦，鵜澤玲子，平山亮一 

２．発表標題 

 炭素線腹部照射マウスに誘発される腸管障害に対する NMDA受容体阻害剤の放射線防護効果 

３．学会等名 

 第 56 回放射線影響懇話会 2019 年 7 月 27 日（熊本：熊本大学）   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 杉山崇史、村尾直哉、西頭英起 

２．発表標題 

 中枢神経における小胞体品質管理機構の破綻に起因する運動障害 

３．学会等名 

 第 13 回臨床ストレス応答学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 杉山崇史、村尾直哉、西頭英起 

２．発表標題 

 中枢神経における小胞体品質管理機構の破綻に起因する運動障害 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 安達貴弘 

２．発表標題 

 腸管センシングの可視化解析 

３．学会等名 

 第 8 回オルソオルガノジェネシス検討会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 野住 素広 

２．発表標題 

 超解像度顕微鏡による成長円錐の 3次元細胞内構造解析 

３．学会等名 

 第 41 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 勝島啓佑、夏目敦至、大岡史治、新城恵子、柴田龍弘、宮田完二郎、片岡一則、近藤豊 

２．発表標題 

 長鎖非翻訳 RNAを標的としたがん治療薬の開発 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 及川大輔、花田和希、勝矢健、菅原弘二、水上裕加里、鶴田大輔、坂本信二、徳永文稔 

２．発表標題 

 直鎖状ユビキチン鎖生成酵素(LUBAC)に対する新規阻害剤の開発と炎症病態抑制 

３．学会等名 

 第 13 回臨床ストレス応答学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤叔史、山縣和也 

２．発表標題 

 低酸素応答因子 HIF-1/AMPKによる膵β細胞障害の分子機構 

３．学会等名 

 第 91 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 中津海 洋一、 松本 雅記、 中山 敬 

２．発表標題 

 定量的大規模リン酸化プロテオミクスによる mTOR下流の新規シグナル解析 

３．学会等名 

 生命科学セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、松本晴年、深町勝巳、酒々井眞澄 

２．発表標題 

 天然脂肪酸を由来とする新規抗がん物質の作用機序解析 

３．学会等名 

 第 45 回日本毒性学会学術年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 安藤さえこ、深町勝巳、松本晴年、酒々井眞澄 

２．発表標題 

 天然脂肪酸を由来とする新規抗がん物質の作用機序解析 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 天然物の迅速合成・構造多様化・新機能創出を目指して 

３．学会等名 

 昭和薬科大学講演会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 天然物の迅速合成・骨格改変による創薬候補分子群創製を目指して 

３．学会等名 

 創薬談話会 2018 次世代を担う若手のためのメディシナルケミストリーフォーラム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 中山 敬一 

２．発表標題 

 転移巣に TAMを呼び寄せるメカニズムとそれを阻害する既存薬 

３．学会等名 

 第 16 回がんとハイポキシア研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 竹田深雪，京角啓太，寺田公介，畑山光，大熊芳明，廣瀬豊 

２．発表標題 

 転写と共役した選択的ポリ(A)付加調節の分子機構 

３．学会等名 

 第 20 回日本 RNA 学会年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 廣瀬豊，竹田深雪，京角啓太，寺田公介，畑山光，大熊芳明 

２．発表標題 

 転写と共役した選択的ポリ(A)付加調節機構 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 堀 直人, 高倉勇気, 岡田和之, 竹洞裕貴, 高野博之, 山口直人, 山口憲孝. 

２．発表標題 

 転写共役因子 Vestigial-like family 3 の Hippo pathwayにおける機能. 

３．学会等名 

 第 62 回日本薬学会関東支部大会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 町田萌香, 高倉勇気, 岡田和之, 竹洞裕貴, 尾間萌歌, 高野博之, 山口直人, 山口憲孝. 

２．発表標題 

 転写共役因子 VGLL3によるオートファジーの機能解明. 

３．学会等名 

 第 62 回日本薬学会関東支部大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 岡田和之, 高倉勇気, 竹洞裕貴, 堀 直人, 平井直人, 高野博之, 山口直人, 山口憲孝. 

２．発表標題 

 転写共役因子 YAP/TAZを分解する新規シグナル伝達解析. 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 内側中核アセチルコリン作動性神経による睡眠と記憶の制御 

３．学会等名 

 記憶研究会 2018 記憶・学習の基盤機構と回路研究の新展開へのアプローチ （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 内皮エピゲノム転写制御 

３．学会等名 

 第 42 回 蛋白質と酵素の構造と機能に関する 九州シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 山口憲孝, 山口直人. 

２．発表標題 

 乳癌細胞における TGF-beta誘導性細胞死の抑制機構の解析. 

３．学会等名 

 第 138 回日本薬学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 根本隆行、Hikmawan Wahyu Sulistomo、武谷 立 

２．発表標題 

 脳・神経細胞におけるアクチン細胞骨格制御因子 Fhod3の機能解析 

３．学会等名 

 第 13 回トランスポーター研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 柳川右千夫 

２．発表標題 

 脳におけるグルタミン酸脱炭酸酵素アイソフォームの役割：ノックアウトマウスとノックアウトラ

ットの表現型の比較研究 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 高祖秀登 

２．発表標題 

 脳腫瘍形成におけるミクログリアの役割の解析 

３．学会等名 

 次世代脳プロジェクト 冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 田渕 明子,伊原 大輔,福地 守,津田 正明 

２．発表標題 

 脳神経系における SRF転写コファクターMKLの役割：創薬標的としての可能性を探る 

３．学会等名 

 日本薬学会第 138 年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 今野幸太郎、崎村建司、渡辺雅彦. 

２．発表標題 

 脳梁膨大後皮質におけるグルタミン酸受容体 GluD2の発現および局在解析 

３．学会等名 

 第 123 回日本解剖学会総会全国学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 片山 量平、藤田 直也 

２．発表標題 

 肺がんにおける分子標的薬耐性機構解析と耐性克服法予測の可能性 

３．学会等名 

 第 77 回 日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 片山 量平、岡田 康太郎、藤田 直也 

２．発表標題 

 肺がん分子標的薬耐性メカニズムの探索と耐性機構予測への挑戦 

３．学会等名 

 第 22 回 日本がん分子標的治療学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 末永 雄介、新行内 雅斗、兼松 宗太郎、飯笹 俊彦、加藤 護、横井 左奈 

２．発表標題 

 肺癌の神経内分泌性格を制御する分子機構の解析 

３．学会等名 

 第 27 回日本癌病態治療研究会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 木村 賢二, 松本 真司, 新谷 康, 菊池 章 

２．発表標題 

 肺癌発癌過程における Arl4cの機能解析 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 奥村和弘、斎藤慈、磯貝恵理子、荒木喜美、若林雄一 

２．発表標題 

 皮膚早期腫瘍抵抗性遺伝子座 Stmm1aの原因遺伝子の同定 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Yuxuan Han、中山淳、二口充、仙波憲太郎 

２．発表標題 

 尾動脈注射手法を用いた Luminal乳がん骨高転移株とその遺伝子発現解析 

３．学会等名 

 第 27 回日本がん転移学会学術集会・総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 淡川孝義 

２．発表標題 

 微生物アルカロイド生合成経路の開拓と物質生産への応用 

３．学会等名 

 高磁場・高感度 NMR 利活用促進のための天然物分野シンポジウム 2018 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 奥村和弘、斎藤慈、磯貝恵理子、若林雄一 

２．発表標題 

 副甲状腺ホルモン PTHの腫瘍増殖抑制効果 

３．学会等名 

 第 27 回日本癌病態治療研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 腹側被蓋野(VTA)の GABA作動性神経はノンレム睡眠を調節する 

３．学会等名 

 平成 30 年度脳研究所共同利用共同研究合同セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 滝川 雅大、石川 冬木、大木 理恵子 

２．発表標題 

 分泌性 p53標的遺伝子 p53PAD7の新規受容体の同定と細胞増殖停止機能の解明 

３．学会等名 

 第 77 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 河原康一、川畑拓斗、朝日汰一、古川龍彦 

２．発表標題 

 分裂期核小体の再編成によって制御される分裂期監視機構と腫瘍化制御 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 酒井宏治、永田直也、須崎百合子、竹原一明、網康至、 

２．発表標題 

 変異型インフルエンザウイルス H3N2の HA開裂における TMPRSS2利用能と病原性解析 

３．学会等名 

 第 161 回日本獣医学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 古瀬民生、幸田尚、串田知子、山田郁子、三浦郁生、小林喜美男、石野史敏、若菜茂晴 

２．発表標題 

 母体のメチオニン代謝異常が仔の行動表現型と遺伝子発現に与える影響 

３．学会等名 

 第 65 回日本実験動物学会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 井口善生 

２．発表標題 

 報酬学習の履歴とストレス反応性—行動と結果の随伴性の学習によるレジリエンス生起— 

３．学会等名 

 次世代脳プロジェクト冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 本多 孝充・谷藤 涼・小松 玲子・大栗 博毅 

２．発表標題 

 芳香族アミノ酸を活用したアルカロイド骨格の 立体選択的合成法の開発 

３．学会等名 

 日本化学会 98 回春季年会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 坂本雅行 

２．発表標題 

 膜電位感受性蛍光プローブを用いた神経活動イメージング 

３．学会等名 

 生命科学セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Sakamoto Masayuki 

２．発表標題 

 膜電位感受性蛍光プローブを用いた神経活動イメージング 

３．学会等名 

 第 1 回 三融会・武田生命科学シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 味蕾幹細胞を用いた味覚再生技術開発の可能性 

３．学会等名 

 BioJapan2018 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 柴田 博史, 大橋 敏充, 林 寿光, 西堀 丈純, 久世 文也, 青木 光広, 山田 泰広, 伊藤 八次   

２．発表標題 

 未分化がんにおける 多能性関連遺伝子の発現 

３．学会等名 

 第 174 回 日本耳鼻咽喉科学会  東海地方部会連合講演会 

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 岩下由佳, 宗実悠佳, 原怜, 村松慎一, 一瀬宏 

２．発表標題 

 野生型 THおよび S40E変異型 THの過剰発現による線条体ドーパミン量の変化 

３．学会等名 

 第 33 回日本大脳基底核研究会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 高井伸彦 

２．発表標題 

 薬学生に対する放射線健康リスク科学教育の現状と問題点 

３．学会等名 

 第 61 回日本放射線影響学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 立田大輔、吉田潤次郎、川田 学 

２．発表標題 

 立田大輔、吉田潤次郎、川田 学 

３．学会等名 

 第 22 回がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 嶌井美幸、神田祐樹、黒川和樹、木下貴明 2高雄啓三、宮川剛、西原祥子 

２．発表標題 

 硫酸化修飾を制御する PAPS輸送体 1の脳における機能解析 

３．学会等名 

 平成 29 年度新学術領域研究学術研究支援基盤形成【先端モデル動物支援プラットフォーム】成果発表会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 荒木正健、古閑成美、林田隆成、北元優梨、慶田貴子、吉信公美子、鳥越大輔、中村直子、柳久美子、

要匡、荒木喜美 

２．発表標題 

 劣性（潜性）遺伝形式で多血症の症状を示す自然発生突然変異マウス『pocy』の解析 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 90 回大会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 北元優梨、古閑成美、林田隆成、慶田貴子、吉信公美子、柳久美子、要匡、荒木喜美、荒木正健 

２．発表標題 

 劣性（潜性）遺伝形式を示す自然発生 t血症モデルマウス『pocy』の解析 

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 古閑成美、林田隆成、北元優梨、慶田貴子、柳久美子、要匡、吉信公美子、荒木喜美、荒木正健 

２．発表標題 

 劣性（潜性）遺伝形式を示す自然発生多血症モデルマウス『pocy』の解析 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム 

成果発表会 2017   

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 荒木正健、古閑成美、林田隆成、北元優梨、慶田貴子、吉信公美子、柳久美子、要匡、荒木喜美 

２．発表標題 

 劣性（潜性）遺伝形式を示す自然発生多血症モデルマウス『pocy』の解析 

３．学会等名 

 第 65 回日本実験動物学会総会   

４．発表年 

 2018 年 



 

 

１．発表者名 

 近藤祥司 

２．発表標題 

 老化・癌化におけるメタボライトと解糖系代謝研究 

３．学会等名 

 第 60 回日本老年医学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2018 年 

 

 

１．発表者名 

 Kohichi KAWAHARA, Takuto KAWAHATA, Michiko SHIMOKAWA, Takehiro SHIRAISHI, Taichi ASAHI, 

Tatsuhiko FURUKAWA 

２．発表標題 

 A Novel Reporter System of Nucleolar Stress Response for Developing a New Class Cancer 

Therapy 

３．学会等名 

 17th International p53 Workshop  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 新規の減数分裂誘導因子の同定 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Nambu A, Ozaki M, Sano H, Sato S, Ogura M, Mushiake H, Chiken S, Nakao N 

２．発表標題 

 "Inhibitory center-excitatory surround" inputs from the motor cortex to the globus pallidus 

revealed by optogenetic stimulation 

３．学会等名 

 12th International Basal Ganglia Society Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Wang Juan、Shibayama Y、Nishiyama A. 

２．発表標題 

 (Pro)renin Receptor Promotes Colorectal Cancer through Wnt/beta-catenin Pathway Despite 

of Constructive Mutations. 

３．学会等名 

 第 40 回日本高血圧学会総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 ：肝特異的オートファジー欠損マウスからわかったこと：オートファジーの異常と肝がん 

３．学会等名 

 第 13 回酸化ストレスと肝研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 高雄啓三 

２．発表標題 

 「こころ」の物質的基盤を探る行動生理学的アプローチ 

３．学会等名 

 第 9 回 光操作研究会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 吉田知之、山形敦史、田端彩子、和泉宏謙、城島知子、金 主賢、深田優子、深田正紀、高雄啓三、

森 寿、深井周也 

２．発表標題 

 「シプナスオーガナイザー遺伝子点変異導入マウスを用いた神経発達障害発症機構の解明」 

３．学会等名 

 第 39 回日本生物学的精神医学会,第 47 回日本神経精神薬理学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Sakamoto Masayuki 

２．発表標題 

 「個性」創発メカニズム解明のためのイメージング法の開発と応用 

３．学会等名 

 新学術「個性創発脳」 第２回領域会議   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Motohiro Mozumi, Michihiro Igarashi 

２．発表標題 

 198.04/B15-coordinated membrane retrieval with actin bundling in the growth cone revealed 

by superresolution microscopy. 

３．学会等名 

 Socety for Neuroscience Annual meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 玉田 篤史、五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 3次元イメージングと画像解析により明らかになったキラルな細胞運動様式 

３．学会等名 

 第 39 回神経組織培養研究会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 高橋紀人、Bonepally Karunakar Reddy、松岡直弥、大栗博毅 

２．発表標題 

 ６−アザーアルテミシニン群の設計とモジュラー式迅速合成プロセスの開発 

３．学会等名 

 第３５回メディシナルケミストリーシンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Iguchi, Y., Nishizawa, K., Kato, K., & Kobayashi, K. 

２．発表標題 

 A chemogenetic approach to elucidate the role of the striatopallidal neurons in the 

performance of operant auditory discrimination 

３．学会等名 

 The 40th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Ishii A, Hirose S 

２．発表標題 

 A de novo missense mutation of GABRB2 causes early myoclonic encephalopathy 

３．学会等名 

 14th Asian and Oceanian Congress of Child Neurology   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Sakamoto M, Inoue M, Sakai K, Kobari S, Takemoto-Kimura S, Abe M, Sakimura K, Bito H 

２．発表標題 

 A Flp-dependent G-CaMP9a transgenic mouse for neuronal imaging in vivo. 

３．学会等名 

 Society of Neuroscience Annual Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Sakamoto M, Inoue M, Sakai K, Kobari S, Takemoto-Kimura S, Abe M, Sakimura K, Bito H 

２．発表標題 

 A Flp-dependent G-CaMP9a transgenic mouse for neuronal imaging in vivo. 

３．学会等名 

 新学術「グリアアセンブリ」 第 4 回夏のワークショップ   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Sakamoto M, Inoue M, Sakai K, Kobari S, Takemoto-Kimura S, Abe M, Sakimura K, Bito H 

２．発表標題 

 A Flp-dependent G-CaMP9a transgenic mouse for neuronal imaging in vivo. 

３．学会等名 

 新学術「脳情報動態」 第１回領域会議   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Sakamoto M, Inoue M, Sakai K, Kobari S, Takemoto-Kimura S, Abe M, Sakimura K, Bito H 

２．発表標題 

 A Flp-dependent G-CaMP9a transgenic mouse for neuronal imaging in vivo. 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経化学大会  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Ishiguro, K. 

２．発表標題 

 A novel germ cell-specific factor responsible for initiation of mammalian meiosis. 

３．学会等名 

 The International Research Symposium on Regulation of Germ Cell Development in vivo and in vitro 

（招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 任月、近藤悦子、柴田理沙、渡会浩志 

２．発表標題 

 A Novel Mouse Model of iNKT Cell-deficiency Generated by CRISPR/Cas9 Technology Reveals a 

Pathogenic Role of iNKT Cells in Metabolic Disease. 

３．学会等名 

 第 10 回セラミド研究会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yue Ren, Etsuko Sekine-Kondo, Risa Shibata, Hiroshi Watarai. 

２．発表標題 

 A Novel Mouse Model of iNKT Cell-deficiency Generated by CRISPR/Cas9 Technology Reveals 

a Pathogenic Role of iNKT Cells in Metabolic Disease. 

３．学会等名 

 第 46 回日本免疫学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Ishiguro, K. 

２．発表標題 

 A novel STRA8 interacting factor plays a crucial role in initiation of meiosis 

３．学会等名 

 The International Research Symposium on Regulation of Germ Cell Development in vivo and in vitro 

（招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Shotaro Yamano, Yoshinori Asano, Tatsuya Kawase, Rieko Ohki 

２．発表標題 

 A p53 target gene IER5 generates a novel hypo-phosphorylated active form of HSF1 and 

contributes to tumor progression 

３．学会等名 

 p53 international workshop  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kuniyasu H, Fujiwara-Tani R, Yi Luo, Nishiguchi Y, Kishi S, Kondo M, Sasaki T 

２．発表標題 

 A role of mesenchymal stem cells of acquisition of EMT phenotype in colon cancer cells 

３．学会等名 

 76th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Ageta-Ishihara N, Fukazawa Y, Suzuki Y, Masuda K, Takao K, Miyakawa T, Bito H, Inokuchi 

K, Kinoshita M 

２．発表標題 

 A septin-mediated synaptic regulation required for spatial discrimination 

３．学会等名 

 Gordon Research Conferences on Excitatory Synapses & Brain Function   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 本多 敦子 

２．発表標題 

 Ａ signal transduction pathway for neuronal polarity via lipid rafts 

３．学会等名 

 第 40 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 石堂正美 

２．発表標題 

 A temporal turning point of two behavioral phenotypes 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Sone T, Yoshimatsu S, Shiozawa S, Okochi R, Ishikawa M, Kinoshita M, Fujimori K1, Kawashima 

S, Ohta S, Kanegae Y, Miyoshi H, Okano H 

２．発表標題 

 A versatile human iPSC genome editing toolbox stands on multisite Gateway system 

３．学会等名 

 ゲノム編集学会第２回大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐 道弘、吉岡 望、武内 恒成、玉田 篤史 

２．発表標題 

 Abnormalities in perineuronal nets(PNN)and behavior inCSGalNAcT1 knockout mice which lacks 

s key enzyme in chondroitin sulfate synthesis. 

３．学会等名 

 IBNS 26th Annual Meeting   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Fujita T, Ideguchi H, Watanabe E, Tomonoh Y, Ihara Y, Inoue T, Hirose S, Yasumoto S 

２．発表標題 

 ACTH induced nonconvulsive status epilepticus in an infant with West Syndrome 

３．学会等名 

 14th Asian and Oceanian Congress of Child Neurology   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Sato N., Ogawa H. 

２．発表標題 

 Action selection between running and jump in the wind-elicited escape behaviors of the 

cricket 

３．学会等名 

 日本比較生理生化学会第 39 回大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Sato, N. and Ogawa, H. 

２．発表標題 

 Action selection between walking and jump in the wind-elicited escape behavior of the 

cricket 

３．学会等名 

 47th Annual Meeting of Society for Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Ogawa, H., Sato, N., and Fukutomi, M. 

２．発表標題 

 Action selection for escape behavior in the cricket 

３．学会等名 

 The 44th Naito Conference on Decision Making in the Brain–Motivation, Prediction, and Learning  （国

際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 倉岡 康治，稲瀬 正彦 

２．発表標題 

 Activity in response to preferred visual information in monkey amygdala neurons 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 S. Kuroda, H. Aonuma, K. Yasui and A. Ishiguro 

２．発表標題 

 Adaptive locomotion in centipede : the role of body stiffness and morphology 

３．学会等名 

 The 8th International Symposium on Adaptive Motion of Animals and Machines (AMAM2017)  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 石堂正美 

２．発表標題 

 Adult ADHD by Exposure of Rat Pups to Environmental Neurotoxins 

３．学会等名 

 DOHaD 2017   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Kyo Koizumi, Hiromu Yawo  

２．発表標題 

 All-optical analysis of mesoscopic circuit function in the primary somatosensory cortex 

of mice 

３．学会等名 

 第 94 回日本生理学会大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamashita-Sugahara Y, Matsumoto M, Ohtaka M, Nishimura K, Nakanishi M, Mitani K, Okazaki 

Y 

２．発表標題 

 An inhibitor of fibroblast growth factor receptor-1 (FGFR1) promotes late-stage terminal 

differentiation from NGN3+ pancreatic endocrine progenitors 

３．学会等名 

 50th Miami Winter Symposium 2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayasu Okada, Asami Kawasaki, Yasuyuki Ito, Atsushi Tamada, Yutaka Yoshida, Takeuchi 

Kosei, Yukihiko Fujii, Michihiro Igarashi, 

２．発表標題 

 Analysis of Axon Growth and phospho-GAP-43 in Rodents and Primates 

３．学会等名 

 第８回新潟大学脳研究所共同研究拠点国際シンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 Application of induced pluripotent stem (iPS) cells in intractable childhood disorders 

３．学会等名 

 10th Annual World Congress on Pediatrics, Pediatric Gastroenterology and Nutrition   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 玉田 篤史、五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 Automated multidimensional image analysis reveals chiral motility of neurons. 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 Autophagy-specific substrates, p62 and NBR1 serve as driver gene products on hepatocellular 

carcinoma 

３．学会等名 

 The 8th International Symposium on Autophagy （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 J. Borovac, T. Luyben, K. Takao, K. Okamoto 

２．発表標題 

 Bidirectional role of postsynaptic cAMP and cGMP in synaptic plasticity and memory 

３．学会等名 

 47th Annual meeting of Society for Neuroscience （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Miyajima K, Sanechika S, Hara Y, Inoue K-i, Takada M, Hara S, Ichinose H 

２．発表標題 

 Biopterin-recycling enzyme, quinonoid dihydropteridine reductase, is expressed in 

oligodendrocyte, but undetectable in monoaminergic neurons. 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kyoko Hashimoto, Satoko Sunamura, Hiroki Ochi, Toru Fukuda, Atsushi Okawa, Mitsuru 

Futakuchi, Shu Takeda, Shingo Sato 

２．発表標題 

 Cancer cell-derived microRNA induces osteoblastic phenotype in bone metastasis 

microenvironment 

３．学会等名 

 14th meeting of Bone Biology Forum   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Kyoko Hashimoto, Satoko Sunamura, Hiroki Ochi, Toru Fukuda, Atsushi Okawa, Mitsuru 

Futakuchi, Shu Takeda, Shingo Sato 

２．発表標題 

 Cancer cell-derived microRNA induces osteoblastic phenotype in bone metastasis 

microenvironment 

３．学会等名 

 American Society of Bone and Mineral Research 2017 Annual Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 高祖 秀登 

２．発表標題 

 Cancer Gene Discovery Using Transposon-based Insertional Mutagenesis 

３．学会等名 

 新学術領域「先進ゲノム支援」国際シンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kyoko Hashimoto, Hiroki Ochi, Satoko Sunamura, Toru Fukuda, Kenta Yao, Yo Mabuchi, Atsushi 

Okawa, Chihiro Akazawa, Mitsuru Futakuchi, Shu Takeda, Shingo Sato 

２．発表標題 

 Cancer-secreted hsa-miR-940 induces osteoblastic phenotype in the bone metastatic 

microenvironment via targeting ARHGAP1 and FAM134A 

３．学会等名 

 ERATO/AMED-CREST/PRESTO Joint International Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 T. Tanaka , K. Okuda , S. Kobayashi , M. Fukaya , K. Takao , A. Watanabe , T. Murakami , 

M. Hagiwara , S. Komano- Inoue , H. Manabe , M. Yamaguchi , H. Sakagami , T. MiyakawaI , M. 

Mizuguchi , T. Manabe 

２．発表標題 

 CDKL5 controls postsynaptic localization of GluN2B-containing NMDA receptors in the 

hippocampus, and regulates seizure susceptibility, as well as emotional behaviors and memory 

３．学会等名 

 47th Annual meeting of Society for Neuroscience （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 昆 俊亮、石橋 公二朗、藤田 恭之 

２．発表標題 

 Cell competition with normal epithelial cells promotes apical extrusion of transformed 

cells through metabolic changes 

３．学会等名 

 2017 年度日本癌学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Nakamura, K. 

２．発表標題 

 Central Neural Mechanisms to Defend Life from Environmental Stressors 

３．学会等名 

 Thermal Biology 2017 International Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 元島崇信、馬場理也、蓮見壽史、黄瑩、佐藤賢文、宮里パオラ、門松 毅、矢尾正祐、長嶋洋治、古

屋充子、尾池雄一、神波大己、Laura S Schmidt、W Marston Linehan 

２．発表標題 

 Characterization of chimeric TFE3 transcription factors found in Xp11.2 translocation 

renal cell carcinoma 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yuichi Shichino, Mari Mito, Shintaro Iwasaki 

２．発表標題 

 Chasing translation along the time by novel ribosome profiling 

３．学会等名 

 International Symposium on Protein Quality Control   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 谷藤 涼・纐纈健人・高倉美智子・浅野竜太郎・南 篤志・及川英秋・大栗博毅 

２．発表標題 

 Chemo-enzymatic Total Synthesis of Jorunnamycin A: Streamlined Integration of Chemical 

Synthesis and In Vitro Biosynthesis 

３．学会等名 

 JSPS 日中韓フォーサイト事業「A3 アジア化学プローブ研究拠点事業若手研究者ミーティング」   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Ryo Tanifuji 

２．発表標題 

 Chemo-enzymatic Total Synthesis of Jorunnamycin A: Streamlined Integration of Chemical 

Synthesis and In Vitro Biosynthesis 

３．学会等名 

 The Second A3 Roundtable Meeting on Chemical Probe Research Hub  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimiko Shimizu, Jun Nakano, Yoshitaka Fukada 

２．発表標題 

 Circadian regulation of mouse anxiety-like behavior 

３．学会等名 

 Molecular and Cellular Cognition Society 16th Annual Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Akira Kikuchi, Hirokazu Kimura, 

 Katsumi Fumoto 

２．発表標題 

 CKAP4 as a novel Dickkop1 receptor, 

 may represent a therapeutic target for cancer 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Masaya Baba, Ying Huang, Takanobu Motoshima, Hisashi Hasumi, Mitsuko Furuya, Yukiko Hasumi, 

Masahiro Yao, Yuichi Oike, Tomomi Kamba, Laura S. Schmidt, W. Marston Linehan 

２．発表標題 

 Clarification of the molecular mechanism for cancer development in Xp11.2 translocation 

renal cell carcinoma 

３．学会等名 

 AACR Annual Meeting 2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Michihiro Igarashi, Motohiro Mozumi 

２．発表標題 

 Clathrin-independent endocytosis coordinated with filopodial formation in the growth cone, 

revealed by superresolution microscopy. 

３．学会等名 

 2017ASCB/EMBO Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Shintaro Iwasaki 

２．発表標題 

 Co-evolution of translation initiation factor 4A and its natural inhibitor rocaglates in 

Aglaia 

３．学会等名 

 Summer School Dynamics of Translation （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Someya, M. and Ogawa, H. 

２．発表標題 

 Coincident multisensory inputs enhance bursting activity via large and long-lasting EPSPs 

in insect auditory neuron 

３．学会等名 

 47th Annual Meeting of Society for Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 Comprehensive Identification of Wound Healing and Inflammation miRNAs Reveals a Key Role 

for miR-223 in Neutrophilic Clearance of S. aureus at Wound Sites. 

３．学会等名 

 Gordon Research Conferences, Tissue Repair & Regeneration  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 Comprehensive identification of wound healing and inflammation miRNAs reveals a key role 

for miR-223 in neutrophilic clearance of Staphylococcus aureus at wound sites 

３．学会等名 

 33rd Ernst Klenk Symposium in Molecular Medicine- Tissue regeneration, wound healing and fibrosis: 

Translating basic concepts into regenerative therapy  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Yoshikazu Isomura 

２．発表標題 

 Cortical and striatal mechanism to control forelimb movements in rodents 

３．学会等名 

 The 7th NIPS-CIN Joint Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Fukutomi, M. and Ogawa, H. 

２．発表標題 

 Crickets modulate wind-elicited escape behavior depending on auditory context with sound 

carrier frequency 

３．学会等名 

 47th Annual Meeting of Society for Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 金谷哲平，江川遼，八尾寛 

２．発表標題 

 CRIPR/Cas9 を用いた標識細胞特異的ノックアウト法 — ニワトリ胚への応用と発達期ニューロン

の分枝パターン形態解析 

３．学会等名 

 第 2 回日本ゲノム編集学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 山田裕貴、長谷耕二、渡会浩志 

２．発表標題 

 CRISPR/Cas9技術を用いたモノ及びジカルボン酸トランスポーター欠損マウスの作製とその疫学的・

生化学的解析 

３．学会等名 

 ConBio2017   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Dimitar P. Zankov、清水昭男、佐藤朗、扇田久和 

２．発表標題 

 Critical role of myocardial afadin in cardiac protection during chronic mechanical 

overload. 

３．学会等名 

 第 64 回日本生化学会近畿支部例会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Abe K, Yawo H 

２．発表標題 

 Cross-modal reorganization of the whisker-barrel conditioning - optogenetic analysis 

３．学会等名 

 The 48th NIPS International Symposium "Neural circuitry and plasticity underlying brain function"  

（国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 塩見 美喜子 

２．発表標題 

 Crystal Structure of Silkworm PIWI-Clade Argonaute Siwi Bound to piRNA 

３．学会等名 

 2017 TSB Conference （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡俊邦,佐藤朝子,知見聡美,大久保直,阿部学,川村名子,中尾聡宏,小田佳奈子,齊藤奈英,酒井清

子,神保幸弘,佐藤俊哉,岡本浩嗣,藤澤信義,崎村建司,南部篤 

２．発表標題 

 Ｄ１/Ｄ２ドーパミン受容体コンディショナル発現マウスによる運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 新学術領域研究(研究領域提案型) 非線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの理解 略称名:「オシ

ロロジー」 2017 年度第 2回領域会議   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦, 佐藤 朝子, 知見 聡美, 大久保 直, 阿部 学, 川村 名子, 中尾 聡宏, 小田 佳奈子, 

酒井 清子, 前田 宜俊, 神保 幸弘, 佐藤 俊哉, 藤澤 信義, 崎村 建司, 南部 篤 

２．発表標題 

 Ｄ１/Ｄ２ドーパミン受容体コンディショナル発現マウスによる運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 第 32 回 日本大脳基底核研究会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦, 佐藤 朝子, 知見 聡美, 大久保 直, 阿部学, 川村名子, 中尾 聡宏, 小田 佳奈子, 酒

井 清子, 前田 宜俊, 神保 幸弘, 田中稔, 山本美丘, 佐藤 俊哉, 藤澤 信義, 崎村建司, 南部 篤 

２．発表標題 

 Ｄ１/Ｄ２ドーパミン受容体コンディショナル発現マウスによる運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦, 佐藤 朝子, 知見 聡美, 大久保 直, 阿部 学, 川村 名子, 中尾 聡宏, 小田 佳奈子, 

酒井 清子, 前田 宜俊, 神保 幸弘, 佐藤 俊哉, 藤澤 信義, 崎村 建司, 南部 篤 

２．発表標題 

 Ｄ１/Ｄ２ドーパミン受容体コンディショナル発現マウスによる運動制御機構の解明 

３．学会等名 

 平成 28 年度先端モデル動物支援プラットフォーム 成果発表会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦, 佐藤 朝子, 知見 聡美, 大久保 直, 前島 純, 新井 慧, 砂山 智子, 小田 佳奈子, 酒

井 清子, 前田 宜俊, 神保 幸弘, 中尾 聡宏, 佐藤 俊哉, 藤澤 信義, 南部 篤 

２．発表標題 

 Ｄ１ドーパミン受容体を介する神経伝達は運動情報の伝達と運動の発現に不可欠である 

３．学会等名 

 第 94 回日本生理学会大会 シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Daisuke Tatsuda, Isao Momose, Takao Kunisada, Takumi Watanabe, Manabu Kawada, Masakatsu 

Shibasaki 

２．発表標題 

 Daisuke Tatsuda, Isao Momose, Takao Kunisada, Takumi Watanabe, Manabu Kawada, Masakatsu 

Shibasaki 

３．学会等名 

 AACR-NCI-EORTC Molecular Targets and Cancer Therapeutics  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Daisuke Tatsuda, Junjiro Yoshida, Tomokazu Ohishi, Manabu Kawada 

２．発表標題 

 Daisuke Tatsuda, Junjiro Yoshida, Tomokazu Ohishi, Manabu Kawada 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 K. Yasui, K. Kikuchi, T. Kano, Y. Hayase, S. Kuroda, H. Aonuma, R. Kobayashi and A. 

Ishiguro 

２．発表標題 

 Decentralized Control Mechanism Underlying Interlimb Coordination of Centipedes 

３．学会等名 

 The 8th International Symposium on Adaptive Motion of Animals and Machines (AMAM2017)  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Norihito Takahashi, Bonepally Karunakar Reddy, Naoya Matsuoka, Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Design and concise modular de novo synthesis of 6-aza-artemisinins 

３．学会等名 

 The 11th International Symposium on Integrated Synthesis (ISONIS-11)  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 REDDY, Bonepally Karunakar; TAKAHASHI, Norihito; OGURI, Hiroki 

２．発表標題 

 Design and de novo synthesis of anti-malarial 6-aza-artemisinins 

３．学会等名 

 第９７日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Design and de novo synthesis of Natural Products and Their Viriants 

３．学会等名 

 Asian Chemical Biology Initiative 2017 Ho Chi Ming Meeting （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Development of artificial assembly lines for natural products and their variants 

３．学会等名 

 The Second A3 Roundtable Meeting on Chemical Probe Research Hub （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Development of Chemical Assembly Lines for Skeletally Diverse Natural Products and Their 

Variants 

３．学会等名 

 7th CCS-CSJ Young Chemists Forum 2017 - Frontier in Organic Synthesis toward Middle Molecular 

Strategy – （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Toh Miyazaki, Akihiro Yamanaka, Hideya Yuasa, Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 Development of fibreless optogenetics using up-conversion 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Nakamura, K. 

２．発表標題 

 Difference in central circuit mechanisms of infection-induced and psychogenic fever 

３．学会等名 

 International Society for Autonomic Neuroscience 2017 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroshi Watarai 

２．発表標題 

 Differential role of CD1d in the development and functional acquisition of invariant 

natural killer T cell subtypes. 

３．学会等名 

 7th International Workshop of Kyoto T Cell Conference. （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayasu Okada、Kawasaki Asami, Yukihiko Fujii, Igarashi Michihiro 

２．発表標題 

 Discovery of Molecular Marker for Neuronal Growing Axons 

３．学会等名 

 Japanese science seminar in Baltimore  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Masayuki Itoh, Mariko Yamashita, Daisuke Yamada, Masayoshi Mishina, Takashi Hayashi, et 

al. 

２．発表標題 

 Disruption of AMPA receptor-palmitoylation leads excitatory/inhibitory imbalance and 

elevated seizure susceptibility 

３．学会等名 

 「次世代脳」プロジェクト 冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Masayuki Itoh, Mariko Yamashita, Masayoshi Mishina, Takashi Hayashi, et al. 

２．発表標題 

 Disruption of AMPA receptor-palmitoylation leads excitatory/inhibitory imbalance and 

elevated seizure susceptibility 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Toshio Kitamura 

２．発表標題 

 Disruption of EZH2 Induces Myelodysplastc Syndromes (MDS) in Mice via Derepression of ABC-

G2 

３．学会等名 

 Keystone Symposia: Hematopoiesis  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Naofumi Ito, Kunimasa Ohta 

２．発表標題 

 Disruption of Tsukushi leads to the hydrocephalus by aberrant neurogenesis 

３．学会等名 

 Joint Meeting of the German and Japanese Societiesof Developmental Biologists  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Nobuhiko Takai, Masatsugu Ohgami, Koichi Ando, Akiko Uzawa, Ryoichi Hirayama, Saori 

Nakamura, Yoshihito Ohba 

２．発表標題 

 Dose dependent accumulation of 2-14C-thymidine in the small intestine after irradiation 

with carbon-ion beams 

３．学会等名 

 17th International Symposium on Microdosimetry  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 M Yasuda, M Ueda, K Nakamura 

２．発表標題 

 Dual Processing in the Primate Dorsal Raphe Nucleus for Choice Behavior under different 

Mood 

３．学会等名 

 Society for Neuroscience meeting 2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 M. Ohgami, N. Takai, Y. Aikawa, S. Maeda, S. Nakamura, Y. Ohba 

２．発表標題 

 Effect of N-methyl-D-aspartate receptor antagonist on radiation-induced gut injuries in 

mice 

３．学会等名 

 5th Radiation and Applications in Various Fields of Research  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Watanabe E, Ihara Y, tomonoh Y, Fujita T, Ideguchi H, Inoue T, Takahashi Y, Yasumoto S, 

Hirose S 

２．発表標題 

 Effects of steroid pulse therapy in refractory epilepsy with anti-glutamate receptor 

antibodies 

３．学会等名 

 14th Asian and Oceanian Congress of Child Neurology   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Ideguchi H, Ihara Y, Fujita T, Inoue T, Hirose S 

２．発表標題 

 Efficacy of Levetiracetam monotherapy in epilepsy 

３．学会等名 

 14th Asian and Oceanian Congress of Child Neurology   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Sakamoto M, Kwon T, Peterka D, Yuste R 

２．発表標題 

 Electrical functions of dendritic spines investigated by genetically encoded voltage 

indicator. 

３．学会等名 

 「次世代脳」プロジェクト 冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Toshikuni Sasaoka, Asako Sato, Kenji Sakimura, Atsushi Nambu, et al. 

２．発表標題 

 Elucidation of motor control mechanism using genetically mice harboring tetracycline-

regulated expression of D1/D2 dopamine receptors 

３．学会等名 

 Elucidation of motor control mechanism using genetically mice harboring tetracycline-regulated 

expression of D1/D2 dopamine receptors   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Toshikuni Sasaoka, Asako Sato, Nobuyoshi Fujisawa, Kenji Sakimura, Atsushi Nambu, et al. 

２．発表標題 

 Elucidation of motor control mechanism using genetically modified mice harboring 

tetracycline-regulated expression of D1/D2 dopamine receptors 

３．学会等名 

 2017 年度 生命科学系学会合同年次大会 第 40 回日本分子生物学会 第 90 回日本生化学会大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 安田正治，上田康雅，中村加枝 

２．発表標題 

 Emotion signals in primate dorsal raphe nucleus are modulated under choice. 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 Endothelial cell heterogeneity 

３．学会等名 

 Korea-Japan Joint symposium for Vascular Medicine  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 大里元美 

２．発表標題 

 Enhancer for Runx1, eR1: a powerful tool in stem cell and cancer biology 

３．学会等名 

 21st Int Runx conference  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 毛利彰宏、古屋敷智之、成宮周、國澤和生、勅使河原知明、平川茉実、森優子、Qiaohui Lu、Yang 

Yang、山本康子、鍋島俊隆、齋藤邦明 

２．発表標題 

 EP1 遺伝子欠損マウスの注意欠陥・多動性障害モデル動物としての行動学的・神経化学的有用性 

３．学会等名 

 第 14 回 「若手の力」フォーラム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani and Mikio Furuse 

２．発表標題 

 Epithelial barrier homeostasis by cell competition 

３．学会等名 

 第 50 回日本発生生物学会大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani and Mikio Furuse 

２．発表標題 

 Epithelial barrier homeostasis by cell competition. 

３．学会等名 

 The 3rd International Symposium on Cell Competition  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Sakamoto A, Ohta S, Kawakami Y 

２．発表標題 

 Estrogen contributes to the PD-L1 expression in human ovarian cells 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 菅原泉, 松本征仁, 中西真人, 三谷幸之助, 岡﨑康司 

２．発表標題 

 FGFR1 阻害剤は膵内分泌前駆細胞（NGN3+）から内分泌細胞への分化を促進する 

３．学会等名 

 第 16 回再生医療学会総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Ohta S, Kawakami Y, Okano H 

２．発表標題 

 Functional analyses of TPT1 in neural stem/progenitor cells and glioma initiating cells 

３．学会等名 

 ISN-ESN meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Ohta S, Okano H, Kawakami Y 

２．発表標題 

 Functional analyses of TPT1 in neural stem/progenitor cells and glioma initiating cells 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Jane Weng, Takanori Nakamura, Mutsuhiro Takekawa 

２．発表標題 

 Functional analysis of a novel ERK substrate, MCRIP1 

３．学会等名 

 24th East Asia Joint Symposium on Biomedical Research  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hisashi Moriizumi, Takanori Nakamura, Mutsuhiro Takekawa 

２．発表標題 

 Functional analysis of feedback-phosphorylation of MKK4 by MAPKs 

３．学会等名 

 AACR Annual Meeting 2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Kenji Ono, Hiromi Suzuki, Ayumu Konno, Toru lshizuka, Hirokazu Hirai, Hiromu Yawo, Makoto 

Sawada 

２．発表標題 

 Functional control of clonal microglia by photo-activated channelrhodopsin-green receiver 

(ChRGR) 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 劉越人, 櫻木繁雄, 八尾寛 

２．発表標題 

 Functional mapping of rat barrel cortex for spatiotemporal optogenetic patterns to whiskers 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム平成 28 年度成果発表会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Generation of sleep disorder model mice by ablation of specific types of neurons. 

３．学会等名 

 World Sleep （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Shintaro Iwasaki 

２．発表標題 

 Genomic and structural basis of self-resistance to natural translation inhibitor in Aglaia 

３．学会等名 

 Cutting Edge Developments in RNA Biology for the Control of Gene Expression （招待講演） （国際学

会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Manabu Natsumeda 

２．発表標題 

 Gli3 induces neuronal differentiation in WNT- and SHH- activated medulloblastoma 

３．学会等名 

 22nd Annual Meeting for Society of Neuro-oncology  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 棗田 学 

２．発表標題 

 Gli3 induces neuronal differentiation in WNT- and SHH- 

activated medulloblastoma 

３．学会等名 

 The 14th Meeting of the Asian Society for Neuro-oncology (ASNO2017)  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 五十嵐 道弘、本多 敦子、伊藤 泰行、野住 素広 

２．発表標題 

 Glycoprotein M6a and its associated signaling proteins are clustered in the lipid-rafts 

for determination of neuronal polarity 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Michihiro Igarashi, Atsuko Honda, Yasuyuki Ito, Natsuki Matsushita、 Kosei Takeuchi 

２．発表標題 

 GLYCOPROTEIN M6A CLUSTERING OF LIPID-RAFTS AND ASSOCIATED SIGNALING PROTEINS FOR NEURONAL 

POLARITY 

３．学会等名 

 2017 ISN-ESN Meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Takuma Shibata 

２．発表標題 

 Guanosine sensing by TLR7 and its implication in inflammatory disease 

３．学会等名 

 第 46 回 日本免疫学会学術集会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 平尾敦 

２．発表標題 

 Hematopoietic stem cell homeostasis under diet-induced systemic stress. 

３．学会等名 

 The joint symposium on tumor microenvironemnt and precision medicine. （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 Homeostasis in NFAT-Down syndrome critical region-1 signaling is critical for regulation 

of proper vessel formation and vascular integrity. 

３．学会等名 

 2017 2nd Trisomy 21 International Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Teppei Kanaya, Ryo Egawa , Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 How does neurotransmission contribute to axon reorganization? — Intervention in axonal 

competition by sparse gene knockout 

３．学会等名 

 9th Optogentics Research Society Japan International Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Hypothalamic neurons erase memory during sleep 

３．学会等名 

 New York University Seminar （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Hypothalamic neurons regulate sleep/wakefulness and memory 

３．学会等名 

 Mount Sainai Seminar （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 坂本修一、川田学 

２．発表標題 

 Identification of a metastasis-associated gene using a novel orthotopic metastatic model 

of SCLC metastasis  

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Rieko Ohki 

２．発表標題 

 Identification of a novel p53 downstream tumor promotion pathway, p53-IER5-HSF1 pathway, 

that contributes to tumor progression 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017） （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Fukamachi, H., Nishikawaji, T., Shimada, S., Akiyama, Y., Yuasa, Y., Tsuchiya, Kim, W. H., 

K., Tanaka, S. 

２．発表標題 

 Identification of a signal transduction pathway working in the genesis and progression of 

diffuse type gastric cancers. 

３．学会等名 

 Post-A3 Meeting 2017 Epigenetic Signature of Carcinogenesis  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Fukamachi, H., Nishikawaji, T., Shimada, S., Akiyama, Y., Yuasa, Y., Tsuchiya, K., Tanaka, 

S. 

２．発表標題 

 Identification of signal transduction pathway in PDX-derived diffuse-type gastric tumor-

initiating cells. 

３．学会等名 

 The 76th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association.   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 Inflammation-related miR-142 family is associated with longevity and metabolism in vivo 

３．学会等名 

 第 40 回日本基礎老化学会大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Takehiko Sasaki,Hiroki Nakanishi,Satoshi Eguchi,and Junko Sasaki 

２．発表標題 

 INPP4B is a tumor suppressor in the context of PTEN insufficiency by modulating the levels 

of PI3K lipid products 

３．学会等名 

 International Symposium on Imaging Frontier 2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Sasaki T, Kusuoka O, Kawahara I, Mori T, Goto K, Miyagawa Y, Kishi S, Fujiwara-Tani R, 

Kuniyasu H 

２．発表標題 

 Intermittent calorie restriction enhances EMT through alteration of energy metabolism 

３．学会等名 

 76th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Kikuta S, Yanagawa Y, Homma N, Takada M, Osanai M. 

２．発表標題 

 Involvement of the store operated calcium entry in the long-lasting calcium transient in 

the striatal GABAergic neuron. 

３．学会等名 

 NEUROSCIENCE 2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Takahiro Takahashi, Hiromu Yawo  

２．発表標題 

 Is the pre-post ratio of motor projection dependent on the number of competitors? ‒ a 

quantitative connectomics study 

３．学会等名 

 The 2017 Japan-NIH joint Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 河嵜 麻実、岡田 正康、玉田 篤史、五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 JNK substrates involved in axonal growth,indentified by phosphoproteomics of the growth 

cone 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経化学大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 鬼頭昭吉、竹内優斗、阿部真土 

２．発表標題 

 KLF4 は HDAC3の活性を制御することで MMP13の発現を誘導する 

３．学会等名 

 第 40 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 福田勉、石橋郁人、岩尾正倫、奥裕介、西谷直之、上原至雅、旦慎吾、矢守隆夫 

２．発表標題 

 L858R/T790M/C797S変異に有効な EGFRチロシンキナーゼ阻害剤 

３．学会等名 

 第 21 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 本多 敦子, 伊藤 泰行，五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 M6a regulates the signals for neuronal polarity determination on lipid raft. 

３．学会等名 

 第 40 回 日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 山本 融 Steven A. Connor 岸本 泰司 Ina Ammendrup-Johnsen 栗原 直和 村山 千明 尾嶋 

大喜 Razib Hossain 鈴木 利治 Ann Marie Craig 

２．発表標題 

 MDGA2は興奮性シナプス形成抑制因子であり、そのヘミ欠損は興奮性の亢進と ASD様の行動異常をも

たらす 

３．学会等名 

 日本薬学会第 137 年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 Mechanism of self-resistance to natural translation inhibitor in Aglaia 

３．学会等名 

 ConBio2017 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Nakamura, Y., Yanagawa, Y., Morrison S.F., Nakamura, K. 

２．発表標題 

 Medullary reticular GABAergic neurons that mediate hunger responses induced by hypothalamic 

neuropeptide Y 

３．学会等名 

 Experimental Biology 2017 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Chowdhury S, Izawa S, Yamanaka A. 

２．発表標題 

 Melanin-concentrating hormone neurons negatively regulate hippocampal pyramidal cells and 

memory. 

３．学会等名 

 9th Optogenetics Research Society Japan International Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 microRNA-223 発現制御は黄色ブドウ球菌感染創の改善に有効である 

３．学会等名 

 第 47 回日本創傷治癒学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 小根山千歳 

２．発表標題 

 MicroRNA-mediated Src oncogenic signaling promotes 

cancer progression 

３．学会等名 

 第 26 回日本がん転移学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 MiR-142 Is Required for Staphylococcus aureus Clearance at Skin Wound Sites via Small 

GTPase-Mediated Regulation of the Neutrophil actin Cytoskeleton. 

３．学会等名 

 第 9 回日本 RNAi 研究会・第 4 回日本細胞外小胞学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 MiR-142 は small GTPase 介した好中球細胞骨格制御による黄色ブドウ球菌感染創の改善に必須で

ある 

３．学会等名 

 第 40 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山下俊一、神吉智丈 

２．発表標題 

 Mitochondrial division concurrently with autophagosome formation during mitophagy 

３．学会等名 

 ConBio2017(2017 年度 生命科学系学会合同年次大会)   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 神吉智丈 

２．発表標題 

 Mitophagyの分子機構と生理的意義 

３．学会等名 

 第 6 回 AAA （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 清水貴美子、中野純、深田吉孝 

２．発表標題 

 Molecular mechanism of circadian expression of mouse anxiety-like behavior 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kimiko Shimizu, Jun Nakano, Yoshitaka Fukada 

２．発表標題 

 Molecular mechanism of circadian regulation of mouse anxiety-like behavior 

３．学会等名 

 Neuroscience 2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 清水貴美子 

２．発表標題 

 Molecular mechanism of circadian regulation of recognition memory 

３．学会等名 

 第 94 回日本生理学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 塩見 美喜子 

２．発表標題 

 Molecular mechanism of piRNA biogenesis 

３．学会等名 

 EMBO / EMBL Symposia （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中村信嗣、日下隆他 

２．発表標題 

 Monitoring impaired cerebral autoregulation and suppressed neural activity during hypoxia 

- ischemia and resuscitation in newborn piglet 

３．学会等名 

 第 44 回国際胎児・新生児生理学学会  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Sugimura T, Kim R, Bito H, Yoshimura Y, Komatsu Y 

２．発表標題 

 Monocular deprivation-induced changes in excitatory synaptic transmission in layer 2/3 

pyramidal neurons of rat visual cortex. 

３．学会等名 

 The 40th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 S. Hattori, H. Shoji, K. Takao, T. Miyakawa 

２．発表標題 

 Mouse behavioral phenotype database. Advances in Neuroinformatics 

３．学会等名 

 Advances in Neuroinformatics   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中山淳、藤元次郎、仙波憲太郎 

２．発表標題 

 Multi-organ metastasis 誘導遺伝子 HNF1Bの同定と機能解析 

３．学会等名 

 第 21 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 中山淳、松井貴香、藤元次郎、二口充、仙波憲太郎 

２．発表標題 

 Multi-organ metastasis 誘導遺伝子 HNF1Bの同定と機能解析 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 浅田修平、合山進、井上大地、竹田玲奈、河津正人、間野博行、北村俊雄 

２．発表標題 

 Mutant ASXL1 Cooperates with BAP1 to Promote Myeloid Leukemogenesis 

３．学会等名 

 The 59th American Society of Hematology annual meeting   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 扇田久和、Dimitar P. Zankov 

２．発表標題 

 Myocardial afadin is essential for maintaining cardiac function against mechanical stress-

induced, but not pharmacological stimulation-mediated, pressure overload. 

３．学会等名 

 American Heart Association Scientific Sessions 2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 葛谷早喜子、及川大輔、徳永文稔 

２．発表標題 

 NDP52のユビキチン結合性は NF-kBと細胞死制御に関与する 

３．学会等名 

 ConBio2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 井口善生 

２．発表標題 

 New chemogenetic systems to investigate the role of neural circuit for adaptive behaviors 

３．学会等名 

 次世代脳プロジェクト冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Nobuhiro Okada, Chiaki Takahashi 

２．発表標題 

 NFYA regulates multistep process of cancer heterogeneity formation 

３．学会等名 

 新学術領域研究「細胞競合-細胞社会を支える適者生存システム-」 第 3 回国際シンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 勝島啓佑、夏目敦至、大岡史治、出口彰一、新城恵子、柴田龍弘、宮田完二郎、片岡一則、近藤豊 

２．発表標題 

 Notchシグナルにより誘導される長鎖非翻訳 RNA TUG1を標的とした膠芽腫に対する治療薬の開発に

関する研究 

３．学会等名 

 平成 28 年度 先端モデル動物支援プラットフォーム 成果発表会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Masahito Matsumoto 

２．発表標題 

 Novel approaches for making beta cells towards beta cell replacement therap 

３．学会等名 

 Kyoto Diabetes Mini-symposium beta cell replacement strategies （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 近藤祥司 

２．発表標題 

 Novel regulation for glycolysis 

３．学会等名 

 日本癌学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Yue Ren, Hiroshi Watarai. 

２．発表標題 

 Obesity Study by Using a Novel Mouse Model of Invariant Natural Killer T Cell-deficiency 

Generated by CRISPR/Cas9. 

３．学会等名 

 11th International Symposium of the Institute Network  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kaichi Sugihara, Hiroyuki Igarashi, Toru Ishizuka, Hiromu Yawo, "", , 浜松, 2017/3/28-30. 

２．発表標題 

 Optical manipulation of intracellular Ca2+ dynamics in Neuron 

３．学会等名 

 第 94 回日本生理学会大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Optogenetics and pharmacogenetics reveals regulatory mechanism of sleep/wakefulness and 

memory. 

３．学会等名 

 Cell biology and systems biology course meeting （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 HIROSHI ONIMARU, KEIKO IKEDA, HIROYUKI IGARASHI, HIROMU YAWO, MASAAKI OGAWA, KAN-ICHIRO 

IHARA, KAZUTO KOBAYASHI, SATORU ARATA, KIYOSHI KAWAKAMI 

２．発表標題 

 OPTOGNETIC ANALYSIS OF MEDULLARY RESPIRATORY CENTER BY MODULATING ACTIVITY OF PHOX2B 

EXPRESSING CELLS 

３．学会等名 

 38th World Congress of the international Union pf Physiological Sciences  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Onimaru H, Ikeda K, Igarashi H, Yawo H, Kobayashi K, Kawakami K. 

２．発表標題 

 Optognetic analysis of neuronal network of medullary respiratory center in transgenic rats 

expressing channelrhodopsin in Phox2b expressing cells 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroyuki Igarashi, Toshifumi Asano, Toru Ishizuka, Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 Organelle optogenetics - direct manipulation of intracellular Ca2+ dynamics 

３．学会等名 

 Optogen 2017 (4th International Workshop on Technologies for Optogenetics and Neurophotonics)  （国

際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroyuki Igarashi, Ayaka Yoshikawa, Toshifumi Asano, Ayumu Konno, Toru Ishizuka, Hiromu 

Yawo 

２．発表標題 

 Organelle-optogenetics -Intervention of the intracellular Ca2+ dynamics by light- 

３．学会等名 

 第 94 回日本生理学会大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 33. Yoshiyuki Kasahara, Sachie Suzuki, Yuji Onouchi, Ayaka Yoshida, Chiaki Ono, Yoshie 

Kikuchi, Zhiqian Yu, Hiroaki Tomita 

２．発表標題 

 Oxytocin exposure in pregnant mice influences future emotional and social behavior of the 

offspring. 

３．学会等名 

 The 2017 Japan-NIH joint Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 p62/Sqstm1, friend or foe? 

３．学会等名 

 2nd EMBO Conference"Autophagy: From molecular principles to human diseases" （招待講演） （国際学

会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Kawasaki Asami, Masayasu Okada, Atsushi Tamada, Daiki Kobayashi, Motohiro Mozumi, Michihiro 

Igarashi 

２．発表標題 

 Phosphoproteomics reveals that phosphorylation of GAP-43 by JNK regulates axonal growth 

３．学会等名 

 EMBO Workshop "Cell Biology of the Neuron  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 河嵜 麻実 

２．発表標題 

 Phosphorylation of GAP-43 by JNK regulates axonal growth 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 塩見 美喜子 

２．発表標題 

 piRNA biogenesis in Drosophila and Bombyx germlines 

３．学会等名 

 Microsymposium2017 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Yoshikazu Isomura 

２．発表標題 

 Plenary Lecture: Cortical, hippocampal and striatal activations during reward-seeking 

behaviors 

３．学会等名 

 The 6th International Conference on Cognitive Neurodynamics (ICCN-2017) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Shunsuke Takasuga, Takehiko Sasaki 

２．発表標題 

 Proportional dwarfism caused by altered hepatic lipoquality in mice 

３．学会等名 

 International Conference on Lipoquality  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Nakashima C, Kurihara M, Yamamoto K, Bhawal UK, Sasahira T, Kirita T, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 Pro-tumoral mechanism of malic enzyme 1 in oral squamous cell carcinoma 

３．学会等名 

 76th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Kishi S, Honoki K, Fujii H, Kondo Y, Tsukamoto S, Kido A, Tsujiuchi T, Tanaka Y, Kuniyasu 

H 

２．発表標題 

 Pterostilbene (3',5'-dimethoxyresveratrol) inhibits cell growth and augments the efficacy 

of doxorubicin through stem cell phenotype suppression in osteosarcoma cells in vitro 

３．学会等名 

 AACR Advances in Sarcomas: From Basic Science to Clinical Translation  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kishi S, Kuniyasu H, Honoki K, Fujiwara-Tani R, Mori S, Luo Y, Nishiguchi Y, Tsujiuchi T, 

Tanaka Y 

２．発表標題 

 Pterostilbene inhibits cell growth through suppression of stemness in osteosarcoma cells 

３．学会等名 

 76th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 岸 真五、朴木寛也、塚本、城戸顕、辻内俊文、田中康仁、國安弘基 

２．発表標題 

 Pterostilbene は骨肉腫の増殖能およびスフェア形成能を抑制しドキソルビシンの効果を増強する 

３．学会等名 

 第 50 回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 小山内実、菊田里美、谷平大樹、本間経康、中尾聡宏、小田佳奈子、笹岡俊邦、南部篤 

２．発表標題 

 qAIM-MRI による D1ドーパミン受容体コンディショナルノックダウンマウスの全脳活動解析 

３．学会等名 

 第 32 回 日本大脳基底核研究会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiromu Yawo  

２．発表標題 

 Receptive field of a neuron in the rat barrel cortex – optogenetic whisker stimulation 

with a spatiotemporal pattern 

３．学会等名 

 Shedding light on the brain: merging neuroscience and photonics （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Tabuchi A, Fukuchi M, Kikuchi K, Kubo Y, Shoji S, Hakamata T, Tanaka T, Satou N, Ishibashi 

Y, Kaneda K, Sakagami H, Bito H, Okuno H, Ohtsuka T, Tsuda M. 

２．発表標題 

 Regulation of gene expression and morphological alteration by SRF cofactor MKL in neuronal 

cells. 

３．学会等名 

 第 40 回日本分子生物学会年会第 90 回日本生化学会大会合同大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 Regulation of transcription factors through selective autophagy 

３．学会等名 

 The First International Conference on Autophagy and Liver Diseases （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Regulatory mechanism of sleep/wakefulness by the hypothalamic neuropeptide-producing 

neurons 

３．学会等名 

 120th WPI-IIIS Seminar （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Regulatory mechanisms of sleep and memory by hypothalamic neurons 

３．学会等名 

 World Sleep （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 中村信嗣、日下隆他 

２．発表標題 

 Relationship between prolonged neural suppression and cerebral hemodynamic dysfunction 

during hypothermia in asphyxiated piglets 

３．学会等名 

 第 44 回国際胎児・新生児生理学学会  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中村加枝，上田康雅，安田正治 

２．発表標題 

 Reward seeking and punishment avoiding by primate single caudate neurons. 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 阿部貴則、後藤栄治、及川大輔、高橋宏隆、寺脇正剛、澤崎達也、徳永文稔 

２．発表標題 

 RING 型ユビキチンリガーゼのクロストークによる新規炎症・免疫制御機構の解明 

３．学会等名 

 新学術領域「数理シグナル」若手ワークショップ   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 魏 范研 

２．発表標題 

 RNA 修飾の生理学 

３．学会等名 

 第５回 和光ライフサイエンスフォーラム （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Naofumi Uesaka, Masanobu Kano 

２．発表標題 

 Roles of retrograde signaling in climbing fiber   to Purkinje cell synapse elimination 

during postnatal cerebellar development 

３．学会等名 

 The 8th International Symposium of the Society for Research on the Cerebellum and Ataxias  （国際

学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani 

２．発表標題 

 Roles of Tight Junctions in epithelial polarity 

３．学会等名 

 第 6 回生理研‐霊長研‐新潟脳研合同シンポ   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Abe M 

２．発表標題 

 Roles of TRPS1 in craniofacial developmentI 

３．学会等名 

 International Symposium 2017 Oral and Craniofacial Development and Diseases （招待講演） （国際学

会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Sashida G, Kubota S, Tokunaga K, Oshima M, Umezu T, Kanai A, Tan KT, Yang H, Iwanaga E, 

Asou N, Maeda T, Iwama A, Ohyashiki K, Osato M. 

２．発表標題 

 RUNX2 super enhancer promotes the development of blastic plasmacytoid dendritic cell 

neoplasm 

３．学会等名 

 21st International RUNX Conference  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Kubota S, Tokunaga K, Oshima M, Umezu T, Kanai A, Tan KT, Yang H, Iwanaga E, Asou N, Maeda 

T, Iwama A, Ohyashiki K, Osato M, Sashida G. 

２．発表標題 

 RUNX2 super enhancer promotes the development of blastic plasmacytoid dendritic cell 

neoplasm 

３．学会等名 

 第 79 回日本血液学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Yokomizo T, Tanaka D, Kubota S, Oshima M, Harada Y, Kanai A, Iwama A, Harada H, Osato M, 

Sashida G. 

２．発表標題 

 RUNX3 promotes the development of MDS/MPN overlap syndrome via enhancing expression of Myc 

in the absence of Tet2 

３．学会等名 

 59th ASH Annual Meeting-American Society of Hematology  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Trevor Sharp, Minmin Luo , Francesc Aartigas, Kae Nakamura, Yousheng Shu, Katsuhiko 

Miyazaki, Xuechu Zhen , Giuseppe Di Giovanni, Albert Compte. 

２．発表標題 

 Same monoamines, but different neurotransmitters; dopamine and serotonin. 

３．学会等名 

 Frontiers in Serotonin Research: Crossing Scales and Boundaries （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 片浦哲志、井本正哉 

２．発表標題 

 Screening of the compounds that modulate cellular bilirubin level in hepatocellular 

carcinoma HepG2 cells 

３．学会等名 

 The AACR-NCI-EORTC International Conference on "Molecular Targets and Cancer Therapeutics: 

Discovery, Biology, and Clinical Applications 2017"  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Shintaro Iwasaki, Wakana Iwasaki4, Mari Takahashi, Stephen N. Floor1, 

Mari Mito, Takuhiro Ito, and Nicholas T. Ingolia 

２．発表標題 

 Self-resistance of translation initiation factor 4A to its natural inhibitor in Aglaia 

plant 

３．学会等名 

 EMBO Conference  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 Self-resistance of translation initiation factor 4A to its natural inhibitor in Aglaia 

plant 

３．学会等名 

 日本 RNA 学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Sumi-Ichinose C, Suganuma Y, Kano T, Ihira N, Nomura H, Ikemoto K, Hata T, Katoh S, 

Ichinose H, Kondo K 

２．発表標題 

 Sepiapterin reductase gene disrupted mice suffered from hypertension with fluctuation and 

bradycardia 

３．学会等名 

 第 90 回日本薬理学会年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 佐々木雄彦 

２．発表標題 

 SHIPIと PIリン酸化・脱リン酸化を介する炎症制御 

３．学会等名 

 第 36 回日本認知症学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hisakazu Ogita 

２．発表標題 

 Significance of dipeptidyl peptidase III as a novel anti-hypertensive therapeutics. 

３．学会等名 

 日本循環器学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 馬場理也、元島宗信、入江信子、江角千晴、羽野博之、中潟直己、神波大己 

２．発表標題 

 Sleeping Beauty transposon mutagenesis によるマウス腎癌関連ゲノム変異の解析 

３．学会等名 

 第 48 回腎癌研究会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Kyo Koizumi, Masatoshi lnoue, Srikanta Chowdhury, Haruhiko Bito, Akihiro Yamanaka, Hiromu 

Yawo 

２．発表標題 

 Spatial encoding of signal sequence in the cerebral cortex of mice - all-optical approach 

to the statistical neurodynamics 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 田邉 広樹，田中 拓郎，石橋 悠太，庄司 しずく，久保 友喜美，袴田 知之，阪上 洋行，福地 守，

奥野 浩行，尾藤 晴彦，津田 正明，田渕 明子 

２．発表標題 

 SRF 転写活性化因子 MKL2の機能解析：新規アイソフォーム SOLOISTを中心として 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Ishii A, Hirose S 

２．発表標題 

 Status epilepticus in genetic epilepsies 

３．学会等名 

 CNSP-PLAE Symposium on Status Epilepticus & 9th National Epilepsy Congress   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Streamlined Integration of Chemical Synthesis and In Vitro Biosynthesis: Expeditious 

Synthesis of Jornnamycin A 

３．学会等名 

 Asian Chemical Biology Initiative 2017 Ulaanbaatar Meeting （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 岩崎信太郎 

２．発表標題 

 Structural and molecular basis for mRNA-selective translation inhibitor Rocaglamide A 

３．学会等名 

 第 11 回 日本ゲノム微生物学会若手の会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yokomizo T, Tanaka D, Harada Y, Oshima M, Kanai A, Iwama A, Osato M, Harada H, Sashida G. 

２．発表標題 

 Super enhancer mediated-RUNX3 overexpression promotes myeloid malignancies 

３．学会等名 

 第 79 回日本血液学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 野住 素広、五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 Superresolution imageing reveals that nerve growth is regulated by the coordinated 

interaction between endophilin-mediated endocytosis and F-actin 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Shogo SASAKI，Yue Ma，Kazuo Nagasawa 

２．発表標題 

 Synthesis and evaluation of a linear hexaoxazole as G-quadruplex stabilizing ligands 

３．学会等名 

 G4thering（6th International Meeting on Quadruplex Nucleic Acids: G4thering in Prague）  （国際学

会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yue Ma, Shogo Sasaki, Kazuo Nagasawa 

２．発表標題 

 Synthesis and evaluation of ligand for selective induction of topologies in telomeric G-

quadruplex 

３．学会等名 

 G4thering（6th International Meeting on Quadruplex Nucleic Acids: G4thering in Prague）  （国際学

会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 H. Aonuma 

２．発表標題 

 Synthetic approach to understand neuronal mechanism of social adaptability in animals 

３．学会等名 

 Symposium on Challenges in Neuroscience （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 魏 范研 

２．発表標題 

 Taurine modification of mitochondrial tRNA is essential for mitochondrial translation and 

cellular proteostatic networks 

３．学会等名 

 第 19 回日本 RNA 学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 岡田和之, 岩澤脩斗, 竹洞裕貴, 本田拓也, 森井真理子, 山口直人, 山口憲孝. 

２．発表標題 

 TEA domain transcription factor の転写共役因子の解析. 

３．学会等名 

 第 137 回日本薬学会年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 元島宗信、馬場理也、蓮見壽史、加藤生真、長嶋洋治、黒田直人、高橋 渡、河野吉昭、矢尾正祐、

江藤正俊、神波大己、古屋充子 

２．発表標題 

 TFE3 活性化腎細胞癌の診断補助マーカーの探索と評価 

３．学会等名 

 第 105 回日本泌尿器科学会総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 岩澤脩斗, 岡田和之, 竹洞裕貴, 鈴木 亘, 帯刀 隆, 山口直人, 山口憲孝. 

２．発表標題 

 TGF-betaシグナル下流遺伝子の上皮間葉転換における役割. 

３．学会等名 

 第 137 回日本薬学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Akira Kikuchi 

２．発表標題 

 The Dickkopf1-CKAP4 Axis Creates a Novel Cancer Cell Proliferation Pathway and May 

Represent a Therapeutic Target for Cancer 

３．学会等名 

 Wnt meeting 2017 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Akira Kikuchi 

２．発表標題 

 The Dickkopf1-CKAP4 axis creates a novel cancer cell proliferation pathway 

 and may represent a therapeutic target for cancer 

３．学会等名 

 KSBMB international Conference2017 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Nishiguchi Y, Luo Y, Fujiwara-Tani R, Sasahira T, Kondo M, Sho M, Kuniyasu H 

２．発表標題 

 The effect of anti-claudin-4 antibody on chemotherapeutic sensitivity in gastric cancer 

３．学会等名 

 12th International Gastric Cancer Congress  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yinmon Htun、日下隆他 

２．発表標題 

 The Effectiveness of Hydrogen Gas Inhalation as an Adjuvant Therapy of Hypothermia in 

Neonatal Hypoxic-ischemic Piglet Model 

３．学会等名 

 第 44 回国際胎児・新生児生理学学会  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Yinmon Htun、日下隆他 

２．発表標題 

 The effectiveness of intravenous Edaravone in Hypoxic-Ischemic (HI) piglet model 

３．学会等名 

 第 13 回アジア小児科学会  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yinmon Htun、日下隆他 

２．発表標題 

 The effectiveness of intravenous Edaravone in Hypoxic-Ischemic (HI) piglet model 

３．学会等名 

 第 53 回日本周産期新生児医学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Ihara Y, Tomonoh Y, Fujita T, Ideguchi H, Inoue T, Takahashi Y, Yasumoto S, Hirose S 

２．発表標題 

 The effectiveness of steroid pulse therapy and prognosis in frontal lobe epilepsy with 

anti-glutamate receptor antibodies:a case report 

３．学会等名 

 14th Asian and Oceanian Congress of Child Neurology   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Moriya Y, Kasahara Y, Hall FS, Uhl GR, Ikeda K, Sora I 

２．発表標題 

 The effects of chronic stress on alcohol consumption in mu-opioid receptor knockout mice. 

３．学会等名 

 International Narcotics Research Conference 2017 (INRC2017)   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Moriya Y, Kasahara Y, Scott H F, Hagino Y,  Uhl GR, Ikeda K, Sora I* 

２．発表標題 

 The effects of chronic stress on alcohol consumption in μ–opioid receptor knockout mice. 

３．学会等名 

 International Narcotics Research Conference (INRC)  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Motohiro Mozumi, Michihiro Igarashi 

２．発表標題 

 The endocytosis coordinated with filopodial formation in the growth cone, revealed bu 

superresolution microscopy 

３．学会等名 

 EMBO Workshop "Cell Biology of the Neuron  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 N. Takai, M. Ohgami, S. Maeda, S. Nakamura, Y. Ohba, K. Ando 

２．発表標題 

 The focal brain proton beam irradiation insult in rats - induced memory disturbance related 

change in acetylcholine receptor binding 

３．学会等名 

 5th Radiation and Applications in Various Fields of Research  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Takanori Nakamura, Mutsuhiro Takekawa 

２．発表標題 

 The molecular mechanisms that maintain the numerical integrity of centrosomes under stress 

３．学会等名 

 EMBO Conference: Centrosomes and Spindle Pole Bodies （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hirokazu Nakatsumi, Masaki Matsumoto, Keiichi I. Nakayama 

２．発表標題 

 The mTORC1-FOXK1 Axis Directly Links Nutrient Signaling to Chronic Inflammation 

３．学会等名 

 第 19 回 武田科学振興財団生命科学シンポジウム 慢性炎症：機序と制御  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Keiko Taguchi, Misaki Takaku, Patricia A. Egner, Thomas W. Kensler, Masayuki Yamamoto. 

２．発表標題 

 The Nrf2 knockout rat as a toxicological tool 

３．学会等名 

 56th Annual Meeting of Society of Toxicology  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 The potential of stem cells in precision medicine 

３．学会等名 

 32nd International Epilepsy Congress   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 岡田正康、河嵜麻実、伊藤泰行、武内恒成、吉田豊、藤井幸彦、五十嵐道弘 

２．発表標題 

 The quantitative phosphoproteomics detects the novel phosphorylation site of GAP-43 at the 

Peripheral Nerve Regeneration 

３．学会等名 

 第 42 回日本医用マススペクトル学会年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 岡田正康、河嵜麻実、伊藤泰行、武内恒成、吉田豊、藤井幸彦、五十嵐道弘 

２．発表標題 

 The quantitative phosphoproteomics reveals the increased phosphorylation of GAP-43 at the 

Peripheral Nerve Regeneration 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Toko Funaki, Zen-ichi Tanei, Takeshi Ito, Yoshinori Murakami 

２．発表標題 

 The role of CADM1 in enhancement of malignant features of small cell lung cancer 

３．学会等名 

 第 12 回研究所ネットワーク国際シンポジウム  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 K.Nakamura 

２．発表標題 

 The role of dorsal raphe neurons for integration of reward information with emotional 

context. 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経化学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Akihiro Mouri, Masashi Ikeda, Takenao Koseki, Kuniaki Saito, Nakao Iwata, Toshitaka 

Nabeshima 

２．発表標題 

 The ubiquitination of serotonin transporter in lymphoblasts derived from fluvoxamine-

resistant depression patients 

３．学会等名 

 5th Asian College of Neuropsychopharmacology (AsCNP)  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Igarashi H, Ikeda K, Onimaru H, Kaneko R, Koizumi K, Beppu K, Nishizawa K, Matsui K, 

Kobayashi K, Yanagawa Y, Muramats S, Ishizuka T, Yawo H. 

２．発表標題 

 Three transgenic reporter rat strains for connectomics and optogenetics studies of the 

brain. 

３．学会等名 

 The 48th NIPS International Symposium "Neural circuitry and plasticity underlying brain function  

（国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Yueren Liu, Shigeo Sakuragi, Tomokazu Ohshiro, Hajime Mushiake, Hiromu Yawo. 

２．発表標題 

 Time-dependent sensitivity of layer 2/3 neurons in the rat barrel cortex - spatiotemporally 

randomized optogenetic stimulation of whisker follicles 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Ohta S, Tokumitsu A, Sone T, Sakamoto A, Kawakami Y, Okano H 

２．発表標題 

 TPT1 regulates the proliferation and/or survival of neural stem/progenitor cells and 

glioma stem cells 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経化学会大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤尚文、太田訓正 

２．発表標題 

 Tsukushi dysfunction leads to hydrocephalus by altering neurogenesis in the subventricular 

zone. 

３．学会等名 

 第 50 回 日本発生生物学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Osanai M, Ohkawa N, Kamiya A, Inami C, Sato M, Ohkura M, Kojima T, Kohmura Y, Hayashi Y, 

Yanagawa Y, Ohsawa M, Nakai J, Inokuchi K, Homma N, Mushiake H 

２．発表標題 

 Ultra-thin fluorescence endoscope imaging system for functional biological imaging. 

３．学会等名 

 SICE Symposium on Systems and Information 2017 システム・情報部門学術講演会 2017   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Osanai M, Ohkawa N, Sakamoto K, Miwa H, Kikuta S, Tamura A, Sato M, Ohkura M, Kojima T, 

Kohmura Y, Nakai J, Hayashi Y, Yanagawa Y, Inokuchi K, Homma N, Mushiake H 

２．発表標題 

 Ultra-thin fluorescence endoscope imaging system for functional brain imaging. 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Ghandour K, Ohkawa N, Fung C, Saitoh Y, Takekawa T, Asai H, Okubo-Suzuki R, Nomoto M Soya 

S, Tsujimura S, Nishizono H, Matsuo M, Sato M, Ohkura M, Nakai J, Hayashi Y, Sakurai T, 

Osanai M, Fukai T, Inokuchi K. 
２．発表標題 

 Unraveling the dynamism of engram cells during contextual memory processing. 

３．学会等名 

 NEUROSCIENCE 2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiromu Yawo, Shoko Hososhima, Hideya Yuasa, Takayuki Yamashita, Akihiro Yamanaka, Toru 

Ishizuka  

２．発表標題 

 Upconversion-rhodopsin hybrid system for near-infrared manipulation of neural network 

３．学会等名 

 第 94 回日本生理学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Ando N., Shidara, H., Honmaru N., Kanzaki R., Ogawa H. 

２．発表標題 

 Virtual auditory navigation in crickets 

３．学会等名 

 日本比較生理生化学会第 39 回大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 田中輝幸, 奥田耕助, 小林静香, 村上拓冬, 深谷昌弘, 高雄啓三, 渡邊 紀, 萩原 舞, 阪上洋

行, 水口 雅, 宮川 剛, 真鍋俊也 

２．発表標題 

 West 症候群・Rett 症候群の原因遺伝子 CDKL5の相互作用蛋白探索と loss-of -function 解析によ

る統合的機能解明 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 棗田 学 

２．発表標題 

 WNT 群、SHH群 medulloblastomaにおける Gli3 高発現と神経細胞分化 

３．学会等名 

 日本脳神経外科学会第 76 回学術総回   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 棗田学 

２．発表標題 

 WNT 群、SHH群髄芽腫における Gli3 高発現と神経細胞分化 

３．学会等名 

 第 35 回日本脳腫瘍病理学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 馬場理也、元島崇信、蓮見壽史、黄瑩、Laura S. Schmidt、矢尾正祐、長嶋洋治、古屋充子、尾池雄

一、江藤正俊、神波大己、W. Marston Linehan 

２．発表標題 

 Xp11.2転座腎細胞癌における発癌分子機構の解明 

３．学会等名 

 第 105 回日本泌尿器科学会総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani, Shinsaku Tokuda, and Mikio Furuse 

２．発表標題 

 ZO-1 and ZO-2 regulate Tight Junction assembly and epithelial polarity. 

３．学会等名 

 第 69 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 高橋紀人・BONEPALLY Karunakar Reddy・大栗博毅 

２．発表標題 

 アザ-アルテミシニン群の触媒的不斉合成とプローブ分子の創製 

３．学会等名 

 第９７日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 アップコンバージョンを用いたファイバーレス光遺伝学の開発と応用 

３．学会等名 

 第二回ルミノジェネティクス研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 一瀬宏 

２．発表標題 

 アミノ酸代謝におけるビオプテリンの生理的重要性について 

３．学会等名 

 日本ビタミン学会第 69 回大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 アルテミシニンの骨格改変による抗マラリア剤の創製 

３．学会等名 

 新学術領域研究「反応集積化が導く中分子戦略：高次生物機能分子の創製」第三回成果報告会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 若月修二、荒木敏之 

２．発表標題 

 イオン恒常性の破綻による精神疾患発病機構の解明 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会(第 40 回日本分子生物学会年会・第 90 回日本生化学会大会「ワークシ

ョップ：精神疾患の神経生物学」   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中津 史 

２．発表標題 

 イノシトールリン脂質・PI4P による細胞機能制御 

３．学会等名 

 第５９回日本脂質生化学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 佐々木純子、中西広樹、刈屋佑美、江口賢史、佐々木雄彦 

２．発表標題 

 イノシトールリン脂質クオリティとシグナル伝達 

３．学会等名 

 第 69 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 佐々木雄彦 

２．発表標題 

 イノシトールリン脂質のリポクオリティ解析 

３．学会等名 

 第 42 回日本医用マススペクトル学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 阿部健太 

２．発表標題 

 ウィスカ-バレル条件付けの cross-modal reorganizationー光遺伝学を用いた解析 

３．学会等名 

 生理学研究所研究会「シナプス・神経回路機能の時空間制御」   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Sakamoto Masayuki 

２．発表標題 

 ウィルスベクターの開発・最適化と製作 

３．学会等名 

 脳プロ「意思決定」２０１７年度進捗報告会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 加藤啓子 

２．発表標題 

 うつ，不安症, 統合失調症モデルマウスを用いた診断薬開発の提案 

３．学会等名 

 JST オープンイノベーションフェア WEST2017 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 青山 慎介*、古野 和歌子、曽良 一郎* 

２．発表標題 

 うつ病の治療経過中に強迫症状や幻覚妄想状態を呈し、前頭側頭型認知症と診断した１症例 

３．学会等名 

 第 37 回日本精神科診断学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 山口憲孝, 中山祐治, 山口直人. 

２．発表標題 

 エストロゲン依存性乳癌細胞のタモキシフェン耐性獲得における NF-kB経路の役割. 

３．学会等名 

 第 137 回日本薬学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 北村俊雄 

２．発表標題 

 エピジェネティクス異常と造血器腫瘍発祥の関係性 

３．学会等名 

 第 27 回日本サイトメトリー学会学術集会シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐 道弘（オーガナイザー） 

２．発表標題 

 エンドサイトーシス生物学の新展開 

３．学会等名 

 第 40 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジーとがん代謝解析：メタボローム解析からわかったこと 

３．学会等名 

 第 33 回 Wako ワークショップ （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジーのメカニズムから考えるがん治療 

３．学会等名 

 日経バイオテクプロフェッショナルセミナー オートファジーを標的とする創薬 化粧品開発の可能性 （招待

講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジー関連タンパク質修飾システム：その異常と病態 

３．学会等名 

 国際高等研究所セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジー欠損マウスからわかったこと 

３．学会等名 

 第 33 回高峰カンファレンス （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジー欠損マウスからわかったこと 

３．学会等名 

 第 57 回日本臨床化学会年次学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジー欠損マウスからわかったこと 

３．学会等名 

 日本外科代謝栄養学会第 54 回学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジー欠損マウスから分かったこと 

３．学会等名 

 第 17 回 Niigata Bone Research Conference （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 陳 以珊, 山本友美, 周 麗, 夏目里恵, 今野幸太郎, 上杉志成, 渡辺雅彦, 高雄啓三, 宮川 

剛, 崎村健司, 久保義弘 

２．発表標題 

 オーファン代謝型受容体 Prrt 3の大脳特異的ノックアウトマウスの行動解析、およびそのリガンド

同定に向けた小分子ライブラリーのスクリーニング 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会;   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 八尾寛  

２．発表標題 

 オプトジェネティクスによる光と生命の融合 

３．学会等名 

 第 9 回 BioOpto Japan カンファレンス （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 中津 史 

２．発表標題 

 オルガネラ間脂質輸送を介した細胞内脂質クオリティ・ホメオスタシス機構の解明。 

３．学会等名 

 新学術領域「脂質クオリティが解き明かす生命現象」第 3 回領域会議   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 オレキシンとは？睡眠覚醒調節における役割ついて 

３．学会等名 

 Tochigi Insomnia 研究会 2017 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 オレキシンとは？睡眠覚醒調節における役割について 

３．学会等名 

 SLEEP SYMPOSIUM 2017 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 オレキシンとは？睡眠覚醒調節における役割について 

３．学会等名 

 香川県睡眠治療セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 オレキシンとは？睡眠覚醒調節における役割について 

３．学会等名 

 第 6 回世田谷クリニカルフォーラム （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘、向井康敬 

２．発表標題 

 オレキシン神経に対するドーパミンの長期的作用の解析 

３．学会等名 

 第 52 回日本アルコール・アディクション医学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 オレキシン神経活動の操作と記録〜摂食行動ｰ睡眠覚醒調節における役割の解明〜 

３．学会等名 

 第 15 回桜山睡眠研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 玉田 篤史、松野 健治 

２．発表標題 

 かいま見えた細胞キラリティの機能と形成機構 Catching a glimpse of cell chirality: its 

roles and origin 

３．学会等名 

 第 69 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 清水孝恒、山口さやか、武藤章弘、佐谷秀行 

２．発表標題 

 カルシトリオールは小胞体ストレス反応を誘導することにより骨肉腫に抗腫瘍効果を示す 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 佐藤信吾, 橋本恭子, 砂村聡子, 越智広樹, 小柳広高, 二口充, 大川淳 

２．発表標題 

 がん細胞が分泌するマイクロ RNAが骨転移のタイプを規定する 〜造骨型骨転移を惹起する分泌型マ

イクロ RNA の同定〜 

３．学会等名 

 第 50 回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 橋本恭子、砂村聡子、越智広樹、大川淳、二口充、竹田秀、佐藤信吾 

２．発表標題 

 がん細胞由来分泌型マイクロ RNAが造骨型骨転移を惹起する 

３．学会等名 

 第 17 回東京骨関節フォーラム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 橋本恭子、砂村聡子、越智広樹、大川淳、二口充、竹田秀、佐藤信吾 

２．発表標題 

 がん細胞由来分泌型マイクロ RNAが造骨型骨転移を惹起する 

３．学会等名 

 第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 中村貴大，馬悦，岡部幸子，吉田喜香，矢守隆夫，新家一男，中野伊知郎，清宮啓之，長澤和夫 

２．発表標題 

 グアニン四重鎖を安定化する低分子化合物の創製及び神経膠腫幹細胞に対する選択的増殖抑制効果 

３．学会等名 

 第 35 回 メディシナルケミストリーシンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 新井貴順，山田 剛司，菊地 崇，田中 麗子 

２．発表標題 

 クロイソカイメン由来真菌の産生する新規セスキテルペンの絶対構造 

３．学会等名 

 第 67 回 日本薬学会近畿支部総会・大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 北村俊雄 

２．発表標題 

 クローナル造血から造血器腫瘍発症に到る分子機構の解析 

３．学会等名 

 第７６回日本癌学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 福富又三郎，小川宏人 

２．発表標題 

 コオロギは聴覚状況に応じて気流逃避行動を変化させる 

３．学会等名 

 日本動物学会第 88 回大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤和，小川宏人 

２．発表標題 

 コオロギ気流誘発性逃避行動における行動選択 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 佐藤和，小川宏人 

２．発表標題 

 コオロギ気流誘発性逃避行動における刺激パラメータ依存的行動選択 

３．学会等名 

 日本動物学会第 88 回大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 染谷真琴，小川宏人 

２．発表標題 

 コオロギ同定投射ニューロンにおける聴覚及び機械感覚入力の多感覚統合 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 千葉惇、生塩研一、稲瀬正彦 

２．発表標題 

 サル前頭前野と内側運動前野で共有される時間計測関連活動 

３．学会等名 

 第 94 回日本生理学会大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 千葉惇、生塩研一、稲瀬正彦 

２．発表標題 

 サル前頭前野と内側運動前野における特徴的な時間計測関連活動 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 望月圭、中陦克己、稲瀬正彦、村田哲 

２．発表標題 

 サル体性感覚野ニューロンにおける運動に伴う感覚フィードバック情報の表象 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 加藤啓子，藤田明子，太田知沙，古川潤一 

２．発表標題 

 シアル酸修飾と代謝負荷に起因する精神神経疾患の発症 

３．学会等名 

 ConBio2017 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 太田 知沙 , 廣田 暖奈 , 藤田 明子 , 加藤 啓子 

２．発表標題 

 シアル酸転移酵素 ST3Gal IV欠損マウスの統合失調症陰性症状について 

３．学会等名 

 ConBio2017   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 藤田明子, 奥野貴也, 織田美伽, Paitoon Srimontri, 加藤啓子 

２．発表標題 

 シアル酸転移酵素 ST3Gal4欠損マウスにおける情動行動と代謝産物の関連 

３．学会等名 

 ConBio2017   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 野尻光希, 金武司, 佐々貴之, 木原章雄 

２．発表標題 

 シェーグレン・ラルソン症候群モデルマウスにおけるミエリン脂質 2-ヒドロキシガラクトシルセラ

ミドの低下 

３．学会等名 

 第 16 回次世代を担うファーマ・バイオフォーラム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山本 融 Steven A. Connor 岸本 泰司 Ina Ammendrup-Johnsen 栗原 直和 村山 千明 尾嶋 

大喜 Razib Hossain 鈴木 利治 Ann Marie Craig 

２．発表標題 

 シナプス形成抑制因子ＭＤＧＡ２のヘミ欠損は興奮/抑制バランスの興奮側へのシフトによるＡＳ

Ｄ様の社会性行動異常をもたらす 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 渡辺 諒・藤川宗志・及川英秋・大栗博毅 

２．発表標題 

 ジヒドロピリジン二量化反応によるアルカロイド骨格の合成” 

３．学会等名 

 第９７日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 谷藤 涼・纐纈健人・高倉美智子・浅野竜太郎・南 篤志・及川英秋・大栗博毅 

２．発表標題 

 ジョルナマイシン Aの化学ー酵素ハイブリッド全合成 

３．学会等名 

 第 59 回天然有機化合物討論会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 谷藤 涼・纐纈健人・高倉美智子・浅野竜太郎・南 篤志・及川英秋・大栗博毅 

２．発表標題 

 ジョルナマイシンＡの化学ー酵素ハイブリッド全合成 

３．学会等名 

 第９７日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 シングルセル解析による本能行動に関わる視床下部神経回路の機能解明 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 立田大輔、吉田潤次郎、大石智一、川田 学 

２．発表標題 

 すい臓がん細胞の薬剤感受性に与える間質細胞の影響 

３．学会等名 

 第 21 回がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 渡海 紀子, 中村 貴紀, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 ストレス応答 MAPK経路によって制御される miRNAの機能解析 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会（第 40 回日本分子生物学会・第 90 回日本生化学会）  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 松下萌恵, 中村 貴紀, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 ストレス応答キナーゼ MTK1による新たなストレス感知・応答機構 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会（第 40 回日本分子生物学会・第 90 回日本生化学会）  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 一瀬（鷲見）千穂, 菅沼由唯, 狩野泰輝, 井平典子, 野村裕子, 池本和久, 畑忠善, 加藤節子, 一

瀬宏, 近藤一直 

２．発表標題 

 セピアプテリン還元酵素遺伝子ノックアウトマウスの血圧変動の機序 

３．学会等名 

 第 131 回日本薬理学会近畿部会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 下畑充志、石原慶一、服部聡子、宮本浩行、森下泰全、Guy Ornthanalai、Matthieu Raveau、Abdul 

Shukkur Ebrahim、天野賢治、山田一之、左合治彦、秋葉聡、俣賀宣子、Niall P Marphy、宮川剛、山

川和弘 

２．発表標題 

 ダウン症モデルマウスはドーパミン、セロトニンの増加及びそれらの代謝亢進を示し、環境刺激誘発

による活動量と社会性の増加を示す 

３．学会等名 

 第６２回日本人類遺伝学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 ダウン症関連因子 DSCR-1 の血管機能- 両刃の剣- 

３．学会等名 

 第 90 回日本内分泌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 馬悦，佐々木捷悟，長澤和夫 

２．発表標題 

 テロメアグアニン四重鎖のトポロジー制御を志向したリガンドの創製と機能評価 

３．学会等名 

 日本ケミカルバイオロジー学会 第 12 回年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡俊邦, 佐藤 朝子, 知見 聡美, 大久保 直, 阿部学, 川村名子, 中尾 聡宏, 小田 佳奈子, 酒

井 清子, 前田 宜俊, 神保 幸弘, 田中稔, 山本美丘, 佐藤 俊哉, 藤澤 信義, 崎村建司, 南部 篤 

２．発表標題 

 ドーパミン受容体及びＮＭＤＡ受容体変異マウスを用いた大脳基底核回路の機能解析 

３．学会等名 

 科学研究費補助金「新学術領域研究(研究領域提案型)」 非線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの

理解「オシロロジー」 2017 年度第 1 回領域会議   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 毛利彰宏、渡辺研、園澤和生、勅使河原知明、平川茉実、森優子、藤垣英嗣、村上由希、山本康子、

斎藤邦明、鍋島俊隆 

２．発表標題 

 トリプトファンセロトニン代謝経路に注目したうつ病モデル動物 

３．学会等名 

 第 38 回 日本トリプトファン研究会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 北野翔平, 金子真也, 高雄啓三, 相澤康則 

２．発表標題 

 ノンコードゲノム領域の機能理解への Genome Architectureの試み 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会 ConBio2017   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤政之、山下真梨子、奥野浩行、阿部学、山崎真弥、夏目里恵、貝塚利恵、崎村建司、星野幹雄、

三品昌美、林崇 

２．発表標題 

 パルミトイル化による AMPA型グルタミン受容体の制御とその異常に伴うてんかん発作 

３．学会等名 

 第 90 回日本薬理学会年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 斎藤益満 

２．発表標題 

 ヒト T細胞白血病ウイルス 1型変異を介した非ホジキンリンパ腫発症リスク評価・判定法の開発  

３．学会等名 

 TOBIRA 第 6 回研究交流フォーラム （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 藤田智陽，安倍光姫，山崎愛実，深澤力也，廣瀬豊，大熊芳明 

２．発表標題 

 ヒト転写メディエーター複合体 kinaseモジュール構成サブユニット CDK8/19の新規結合因子の同定 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 藤田智陽，安倍光姫，山崎愛実，深澤力也，廣瀬豊，大熊芳明 

２．発表標題 

 ヒト転写メディエーター複合体 kinaseモジュール構成サブユニット CDK8/19の新規結合因子の同定 

３．学会等名 

 第 19 回日本 RNA 学会年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 原怜, 安岡達矢, 一瀬宏 

２．発表標題 

 ピルボイルテトラヒドロプテリン合成酵素のレドックス制御機構の解析 

３．学会等名 

 日本ビタミン学会第 69 回大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 福村宗一郎, 原怜, 安岡達矢, 一瀬宏 

２．発表標題 

 ピルボイルテトラヒドロプテリン合成酵素の可逆的な酸化還元制御の解析 

３．学会等名 

 第 31 回日本プテリジン研究会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 ファイバーレス光遺伝学の開発 

３．学会等名 

 第 4 回包括的緩和医療科学学術研究会・第 5 回 Tokyo 疼痛緩和次世代研究会 合同研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 ファイバーレス光遺伝学を用いた神経活動操作と行動制御 

３．学会等名 

 光量子工学研究領域セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 扇田久和 

２．発表標題 

 ペプチド分解酵素 DPP IIIの降圧作用と新規高血圧治療としての有用性 

３．学会等名 

 臨床高血圧フォーラム （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 高須賀俊輔，中西広樹，木村洋貴，佐々木純子，佐々木雄彦 

２．発表標題 

 ホスファチジルグリセロールリン酸（PGP）ホスファターゼの生理機能 

３．学会等名 

 第 69 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 佐々木雄彦 

２．発表標題 

 ホスホイノシタイドの質と病態 

３．学会等名 

 2017 年度 生命科学系学会合同年次大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山本一男 

２．発表標題 

 ほ乳細胞の大きさを規定する分子基盤 

３．学会等名 

 JSBi 九州地域部会研究セミナー   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 及川大輔、徳永文稔 

２．発表標題 

 マイトファジーアダプター(NDP52)のユビキチン結合性は NF-kB と細胞死制御に関与する 

３．学会等名 

 第 64 回日本生化学会 近畿支部例会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 葛谷早喜子、及川大輔、徳永文稔 

２．発表標題 

 マイトファジー受容体のユビキチン結合性は NF-kB と細胞死制御に関与する 

３．学会等名 

 バイオインターフェース先端マテリアルの創生 第 7 回シンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 古瀬民生、幸田尚、串田知子 1、山田郁子、三浦郁生、金田秀貴、小林喜美男、石野史敏、若菜茂晴 

２．発表標題 

 マウスにおける母体の Mat2a遺伝子変異による仔の遺伝子発現・行動表現型の修飾 

３．学会等名 

 ConBio2017   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 清水貴美子 

２．発表標題 

 マウス高次脳機能の概日時計による制御 

３．学会等名 

 第 24 回 時間生物学会学術大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 高祖 秀登 

２．発表標題 

 マウス神経系における細胞競合の検討 

３．学会等名 

 細胞競合・ダイイングコード   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 マウス生殖細胞における減数分裂の開始機構 

３．学会等名 

 第 2 回性と生殖の懇談会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 永井正義、家村顕自、吉川貴子、大隅典子、田中耕三 

２．発表標題 

 マウス胎児脳における染色体整列因子 CAMP の発現部位の同定 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系合同年次大会(第 40 回日本分子生物学会年会)   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 小泉協，八尾寛  

２．発表標題 

 マウス大脳の in vivoオール光機能解析 

３．学会等名 

 生理研研究会「脳の階層的理解を目指して」   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 上野浩司, 高雄啓三, 末光俊介, 岡本 基, 石原武士 

２．発表標題 

 マウス大脳皮質におけるパルブアルブミンニューロンと神経細胞周囲網の年齢に関連した変化 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会 ConBio2017   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 根本隆行、Hikmawan Wahyu Sulistomo、武谷 立 

２．発表標題 

 マウス脳におけるアクチン重合因子 Fhod3の発現 

３．学会等名 

 第９０回日本薬理学会年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 永井正義、家村顕自、吉川貴子、大隅典子、田中耕三 

２．発表標題 

 マウス脳における染色体整列因子 CAMP の発現解析 

３．学会等名 

 第 35 回染色体ワークショップ・第 16 回核ダイナミクス研究会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 河合喬文, 高雄啓三,  崎村健司, 宮川 剛, 岡村康司 

２．発表標題 

 ミクログリアに発現する電位依存性プロトンチャネルの脳内における発現差異とその機能 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会;   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 横山 超一、坂田 一生、五十嵐 敬幸、石塚 徹、八尾 寛 

２．発表標題 

 ミトコンドリア機能の光操作 

３．学会等名 

 第４９回東北生理談話会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 荒木敏之、若月修二 

２．発表標題 

 ユビキチンリガーゼ ZNRF1が制御する神経変性の分子メカニズム 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会(第 40 回日本分子生物学会年会・第 90 回日本生化学会大会)「ワークシ

ョップ：シナプス、軸索の変調から神経変性疾患を理解する」 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 荒木敏之、若月修二 

２．発表標題 

 ユビキチンリガーゼ ZNRF1を介した神経細胞死と軸索変性の制御機序 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 和仁翔太郎，杉田愛，加藤ありさ，加納未由希，石黒尋保，田渕圭章，大熊芳明，廣瀬豊 

２．発表標題 

 ユビキチン様ドメインを有する Pol II-CTD 脱リン酸化酵素による遺伝子発現制御 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 和仁翔太郎，加藤ありさ，加納未由希，石黒尋保，杉田愛，田渕圭章，佐藤崇之，甲斐田大輔，大熊

芳明、廣瀬豊 

２．発表標題 

 ユビキチン様ドメインを有する Pol II-CTD 脱リン酸化酵素による遺伝子発現制御 

３．学会等名 

 第 19 回日本 RNA 学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中津 史 

２．発表標題 

 リポクオリティの細胞内局在と細胞機能 

３．学会等名 

 第 69 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤尚文、Shah Adil Ishtiyaq Ahmad、Mohammad Badrul Anam、太田訓正 

２．発表標題 

 リボソーム取り込みによるヒト細胞の多能性獲得 

３．学会等名 

 第 90 回日本分子生物学会、   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 杉田愛，伊藤志帆，柳澤奈月，石黒尋保，佐藤崇之，田渕圭章，大熊芳明，廣瀬豊 

２．発表標題 

 リン酸化 CTD結合因子 PCIF1による遺伝子発現調節機構の解明 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 杉田愛，伊藤志穂，柳澤奈月，石黒尋保，佐藤崇之，田渕圭章，大熊芳明，廣瀬豊 

２．発表標題 

 リン酸化 CTD結合因子 PCIF1による遺伝子発現調節機構の解明 

３．学会等名 

 第 19 回日本 RNA 学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 岡田正康 

２．発表標題 

 リン酸化プロテオームによる神経成長・再生マーカーの探索 

３．学会等名 

 2017 年度次世代脳プロジェクト冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 河嵜 麻実、玉田 篤史、岡田 正康、五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 リン酸化プロテオミクスにより同定した神経成長を制御するシグナル伝達経路 

３．学会等名 

 第 39 回神経組織培養研究会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 佐々木雄彦 

２．発表標題 

 リン脂質のバイオロジー・疾患と質量分析 

３．学会等名 

 第 44 回日本マススクリーニング学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 沈 宜中、佐々⽊ 寿算、⼭下 ⾼廣、七⽥ 芳則、沖津 貴志、⼭野 由美⼦、和⽥ 昭盛、⽯塚 徹、⼋
尾 寛、今元 泰 

２．発表標題 

 レチナールアナログを使⽤した深⾚⾊光受容チャネルロドプシンの開発 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 頼元貞巖・坪内 彰・大栗博毅 

２．発表標題 

 亜鉛(II)によるアルキン活性化を活用したアルカロイド骨格群の構築 

３．学会等名 

 第９７日本化学会春季年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 井口善生 

２．発表標題 

 意思決定スタイルの個性創発と適応破たんとしての精神疾患発症脆弱性の統合的理解 

３．学会等名 

 文部科学省科学研究費補助金新学術領域研究 多様な「個性」を創発する脳システムの統合的理解 第 2 回領域

会議   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中村 加枝 

２．発表標題 

 意思決定行動の神経メカニズムの解明における情動の計測の試み 

３．学会等名 

 平成 29 年度生理学研究所研究会『情動研究会』 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 高祖 秀登 

２．発表標題 

 異常細胞クラスターの大きさが神経系における腫瘍形成に影響する 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 高雄 啓三 

２．発表標題 

 遺伝子改変マウスの行動解析を起点とした精神疾患研究 

３．学会等名 

 2017 年度 生命科学系学会合同年次大会 ConBio2017   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 馬場理也 

２．発表標題 

 遺伝性腎癌症候群〜その歴史と医学への貢献〜 

３．学会等名 

 日本生理人類学会第 76 回大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 岡田正康、米岡有一郎、大石誠、藤井幸彦 

２．発表標題 

 下垂体腺腫に対する放射線治療 

３．学会等名 

 第 105 回 新潟内分泌代謝同好会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 吉澤康博、奥村和弘、斎藤慈、宗形春花、青戸良賢、磯貝恵理子、榊原康文、若林雄一 

２．発表標題 

 化学発がんにより誘発した皮膚腫瘍における Meis1の転写制御 

３．学会等名 

 第 30 回モロシヌス研究会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 荒木正健、吉信公美子、中原舞、山村研一、荒木喜美 

２．発表標題 

 可変型遺伝子トラップクローンデータベース「EGTC」の開発及び解析 

３．学会等名 

 トーゴーの日 2017   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 下川 倫子、河原 康一、川畑 拓斗、古川 龍彦、 

２．発表標題 

 核小体により p53を制御するストレス応答を利用したがん治療薬の創生 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム 若手支援技術講習会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 河原 康一、川畑 拓斗、下川 倫子、古川 龍彦 

２．発表標題 

 核小体による細胞分裂制御と癌治療戦略 

３．学会等名 

 ConBio2017   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 石堂正美 

２．発表標題 

 環境化学物質による多動性障害の継承毒性 

３．学会等名 

 第 6 回日本 DOHaD 研究会学術集会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 肝特異的オートファジー欠損マウスからわかったこと 

３．学会等名 

 第 17 回肝疾患フォーラム （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 森泉 寿士, 中村 貴紀, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 癌抑制遺伝子 MKK4 のフィードバック・リン酸化を介したアポトー シス制御 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 田中亜紀，福岡瑞希，平山翼，廣瀬豊，大熊芳明 

２．発表標題 

 基本転写因子 TFIIEの転写開始から伸長への移行段階における役割の解析. 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 福岡瑞希，田中亜紀，平山翼，廣瀬豊，大熊芳明 

２．発表標題 

 基本転写因子による転写開始から伸長への移行の制御機構解析 

３．学会等名 

 第 19 回日本 RNA 学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 技術革新が切り拓く最新神経科学研究 

３．学会等名 

 星薬科大学薬理学教室 平成 29 年度同門会学術セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤政之、山下真梨子、山田大輔、奥野浩行、阿部学、山崎真弥、夏目里恵、金子雅規、貝塚利恵、

崎村建司、関口正幸、和田圭司、星野幹雄、三品昌美、林崇 

２．発表標題 

 興奮性／抑制性バランスの維持おけるパルミトイル化による AMPA型グルタミン酸受容体制御の役割 

３．学会等名 

 第 137 回日本薬理学会関東部会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 小山内 実, 坂本 一寛, 三輪 秀樹, 大川 宜昭, 神谷 厚範, 菊田 里美, 小島 太郎, 幸村 裕治, 

柳川 右千夫, 中井 淳一, 井ノ口 馨, 虫明 元 

２．発表標題 

 極微細蛍光内視鏡イメージングシステム (U-FEIS) による生体組織の深部イメージング 

３．学会等名 

 平成 28 年度文部科学省新学術領域研究 学術研究支援基盤形成 先端モデル動物支援プラットフォーム 成果

発表会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 小山内 実 

２．発表標題 

 極微細蛍光内視鏡による脳深部機能イメージング 

３．学会等名 

 次世代脳プロジェクト冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 石堂正美 

２．発表標題 

 銀ナノ粒子の神経毒性とその継承毒性 

３．学会等名 

 メタルバイオサイエンス研究会 2017   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 上田（石原）奈津実, 深澤有吾, 鈴木悠大, 増田啓吾, 高雄啓三, 宮川 剛, 尾藤晴彦, 木下 専 

２．発表標題 

 空間弁別に必要なセプチン依存的シナプス制御 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 上田(石原)奈津実, 深澤有吾, 鈴木悠大, 増田啓吾, 高雄啓三, 宮川剛, 尾藤晴彦, 木下専 

２．発表標題 

 空間弁別に必要なセプチン依存的シナプス制御 

３．学会等名 

 第 40 回神経科学学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 元素を変えて活路をひらく：モジュラー式迅速合成プロセスの開発 

３．学会等名 

 第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017 文科省科研費新学術領域研究「中分子戦略」特別企画 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Sakamoto Masayuki 

２．発表標題 

 個性創発研究のための神経活動イメージング 

３．学会等名 

 新学術「個性創発脳」 技術講習会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 光遺伝学・光生理に よる睡眠覚醒と記憶の制御メカニズム解明 

３．学会等名 

 日本比較生理生化学会 第 39 回福岡大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 光遺伝学・薬理遺伝学を用いた神経活動操作による睡眠覚醒制御と記憶制御 

３．学会等名 

 新潟脳神経研究会特別例会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 光遺伝学・薬理遺伝学を用いた睡眠覚醒と記憶の制御 

３．学会等名 

 島根大学大学院セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 光遺伝学・薬理遺伝学を用いた睡眠覚醒と記憶の制御：メカニズム解明 

３．学会等名 

 第 64 回日本実験動物学会総会 学術集会委員会企画シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 光遺伝学・薬理遺伝学を用いた睡眠覚醒調節メカニズムの解明 

３．学会等名 

 第 47 回日本小児神経学会小児神経学セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 八尾 寛 

２．発表標題 

 光遺伝学のインパクト 

３．学会等名 

 日本実験動物学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 福田勉 

２．発表標題 

 光学活性ヨードラメラリン N誘導体の合成 

３．学会等名 

 第 20 回ヨウ素学会シンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 高雄啓三 

２．発表標題 

 恒常性維持機構の破綻としての精神疾患 

３．学会等名 

 第 7 回オルソオルガノジェネシス検討会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 金 世賢、青山 慎介*、大塚 郁夫*、宋 慎平、朴 秀賢*、菱本 明豊*、曽良 一郎* 

２．発表標題 

 抗 NMDA受容体脳炎回復期の精神症状に対して修正型電気痙攣療法を施行した一例 

３．学会等名 

 第 113 回日本精神神経学会学術総会  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 喜多村佳委、伊藤寛晃、櫻井香里、井上将行 

２．発表標題 

 抗がん活性天然物ヤクアミド Bの作用機構解明 

３．学会等名 

 第 43 回反応と合成の進歩シンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 骨格・立体化学を多様化する分子技術:骨格多様化合成による創薬リード創製 

３．学会等名 

 PPI 創薬研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 北村俊雄 

２．発表標題 

 骨髄異形性症候群の分子生物学 

３．学会等名 

 日本癌学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 指田吾郎 

２．発表標題 

 骨髄異形成症候群における エピジェネティック制御の破綻 

３．学会等名 

 第 79 回日本血液学会学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 立田大輔、大庭俊一、川田 学、百瀬 功 

２．発表標題 

 骨肉腫に対するゲラニインの抗腫瘍効果 

３．学会等名 

 第 1 回シーズ・ニーズ（SN）ワークショップ   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 山本一男 

２．発表標題 

 細胞サイズを規定するエレメントを探して 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 玉田 篤史 

２．発表標題 

 細胞の立体構造と運動様式の定量的解析技術 

３．学会等名 

 2017 年度次世代脳プロジェクト冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 片浦哲志、斉木臣二、井本正哉 

２．発表標題 

 細胞内ビリルビン量を指標とするパーキンソン病治療薬の探索 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム若手支援技術講習会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 川畑 拓斗、河原 康一、下川 倫子、上條 陽平、白石 岳大、朝日 汰一、山本 雅達、新里 能成、南 

謙太朗、武井 孝行、吉田 昌弘、有馬 一成、濱田 季之、古川 龍彦 

２．発表標題 

 細胞分裂の異常を監視する核小体の新たな役割 

３．学会等名 

 ConBio2017   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 野尻光希, 金武司, 佐々貴之, 木原章雄 

２．発表標題 

 脂肪酸 2 位水酸化酵素 FA2H 機能低下によるシェーグレン・ラルソン症候群の神経症状発症 

３．学会等名 

 日本薬学会北海道支部 144 回例会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 野尻光希, 金武司, 佐々貴之, 木原章雄 

２．発表標題 

 脂肪酸 2位水酸化酵素 FA2H機能低下によるシェーグレン・ラルソン症候群の神経症状発症 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部神経による睡眠と記憶の制御 

３．学会等名 

 神戸大学医学研究科薬理学分野講演会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部神経による睡眠と記憶の制御 

３．学会等名 

 第 47 回日本神経精神薬理学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部神経による睡眠覚醒・記憶・代謝内分泌調節 

３．学会等名 

 第 42 回日本比較内分泌学会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部神経による睡眠覚醒と記憶の制御 

３．学会等名 

 都医学研セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部神経による睡眠覚醒調節と記憶の制御 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部神経による睡眠覚醒調節のメカニズム 

３．学会等名 

 第 78 回原研研究集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部神経による摂食代謝・睡眠覚醒・記憶の制御 

３．学会等名 

 第 27 回日本行動神経内分泌研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部神経活動の記録と操作による睡眠覚醒と記憶の制御機構の解明 

３．学会等名 

 第 94 回日本生理学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部神経細胞の活動記録と活動操作 

３．学会等名 

 第 90 回日本薬理学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 原子空，林裕人，藤田智陽，飯田智，廣瀬豊，大熊芳明，丹澤円香 

２．発表標題 

 試験管内再構成系を用いたヒトメディエーター複合体 Kinaseモジュールの機能解析 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 原子空，林裕人，藤田智陽，飯田智，廣瀬豊，大熊芳明 

２．発表標題 

 試験管内再構成系を用いたヒトメディエーター複合体 Kinaseモジュールの機能解析 

３．学会等名 

 第 19 回日本 RNA 学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 大塚 郁夫*、菱本 明豊*、泉 剛、朴 秀賢*、木村 敦*、 張 園*、毛利 健太朗*、岡﨑 賢

志*、高橋 玄倫*、上野 易弘*、白川 治、曽良 一郎* 

２．発表標題 

 自殺既遂者におけるテロメア異常短縮 

３．学会等名 

 第 39 回日本生物学的精神医学会第 47 回日本神経精神薬理学会合同年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 坂本修一、川田学 

２．発表標題 

 自然転移モデルを用いた小細胞肺癌の転移関連因子の探索 

３．学会等名 

 第２６回日本がん転移学会学術集会・総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 岡田正康 

２．発表標題 

 質量分析を用いた末梢神経再生時の GAP-43 のリン酸化解析 

３．学会等名 

 第 22 回グリアクラブ   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 望月圭、中陦克己、稲瀬正彦、村田哲 

２．発表標題 

 手指自己刺激課題中のサル体性感覚野ニューロンの活動 

３．学会等名 

 第 94 回日本生理学会大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 舩城桐子、伊東剛、村上善則 

２．発表標題 

 小細胞肺がんの悪性化における細胞接着分子 CADM1の機能解析 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム 若手技術者講習会 2017   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 舩城桐子、伊東剛、村上善則 

２．発表標題 

 小細胞肺がんの悪性化における細胞接着分子 CADM1の機能解析 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 渡部文子 

２．発表標題 

 情動の神経回路基盤 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Jane S. Weng, 中村 貴紀, 武川 睦寛 

２．発表標題 

 新規 ERK 基質分子 MCRIP1の生理機能解析 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会（第 40 回日本分子生物学会・第 90 回日本生化学会）  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 阿部貴則、後藤栄治、及川大輔、寺脇正剛、高橋宏隆、澤崎達也、徳永文稔 

２．発表標題 

 新規 LUBAC機能制御因子の同定とその生理機能解析 

３．学会等名 

 新学術領域「数理シグナル」領域推進会議   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐敬幸, 小泉協, 金子涼輔, 池田啓子, 江川遼, 柳川右千夫, 村松慎一, 鬼丸洋, 石塚徹, 八

尾寛 

２．発表標題 

 新規トランスジェニックラット 3 系統の開発- tdTomato レポーターラット, Flame ラット, 

ChRFR(C167A)レポーターラット 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム平成 28 年度成果発表会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 新規の減数分裂開始因子の同定 

３．学会等名 

 モロシヌス研究会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 石黒啓一郎 

２．発表標題 

 新規の減数分裂開始因子の同定 

３．学会等名 

 第 35 回染色体ワークショップ・第 16 回核ダイナミクス研究会合同   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中村信嗣、日下隆他 

２．発表標題 

 新生仔豚仮死モデルにおける負荷中の脳波・脳循環酸素代謝変化と脳障害〜分娩前子宮内で起こる

低酸素虚血イベントをシュミレーションする〜 

３．学会等名 

 第 62 回日本新生児生育医学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 中尾泰浩、日下隆他 

２．発表標題 

 新生児低酸素虚血性脳症に対する水素吸入療法の基礎的検討 

—新生仔豚を用いた水素吸入の生体への影響—   

３．学会等名 

 第 53 回日本周産期新生児医学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 石川 香、山本 智、服部 聡子、西村 尚也、三藤 崇行、松本 寛和、宮川 剛、中田 和人 

２．発表標題 

 神経における Mfn2の D210V突然変異は発現時期によって重症度の異なる病態を引き起こす 

３．学会等名 

 第 17 回日本ミトコンドリア学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 金谷 哲平、江川 遼、八尾 寛 

２．発表標題 

 神経活動は軸索投射再編にどのように寄与しているのか？CRISPR/Cas9による軸索間競合への介入 

３．学会等名 

 第４９回東北生理談話会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 Sakamoto Masayuki 

２．発表標題 

 神経活動計測・操作を実現する革新的な全光型電気生理学的手法の開発 

３．学会等名 

 AMED 脳と心の研究課 平成 29 年度研究交流会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 Sakamoto Masayuki 

２．発表標題 

 神経活動計測・操作を実現する革新的な全光型電気生理学的手法の開発 

３．学会等名 

 革新脳キックオフミーティング   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤尚文、太田訓正 

２．発表標題 

 神経幹細胞制御因子 Tsukushi 欠損は水頭症を生じる 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム.7  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 根本隆行、Hikmawan Wahyu Sulistomo、武谷 立 

２．発表標題 

 神経細胞におけるアクチン細胞骨格制御 

因子 Fhood3の機能解析 

３．学会等名 

 第６９回日本薬理学会西南部会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤 泰行 

２．発表標題 

 神経細胞の極性決定を促進する GPM6aと脂質ラフトシグナリング 

３．学会等名 

 2017 年度次世代脳プロジェクト冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 永井正義、家村顕自、池田真教、田中耕三 

２．発表標題 

 神経細胞の発生及び分化における染色体整列因子 CAMPの機能解析 

３．学会等名 

 第 69 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 永井正義、家村顕自、池田真教、田中耕三 

２．発表標題 

 神経細胞の発生及び分化における染色体整列因子 CAMPの機能解析 

３．学会等名 

 第 6 回東北脳科学ウィンタースクール   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 荒木敏之、若月修二 

２．発表標題 

 神経軸索傷害後のミトコンドリア MCL1リン酸化の下流シグナル 

３．学会等名 

 第 17 回日本ミトコンドリア学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 田宮 裕子*、大内 淳*、岩本 直子*、曽良 一郎* 

２．発表標題 

 神経性やせ症における認知機能障害−下位分類による重症度の違い 

３．学会等名 

 第 113 回日本精神神経学会学術総会  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 野住 素広、五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 神経成長におけるエンドサートーシスとアクチン再編の関係 

３．学会等名 

 第 40 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山下健太朗、中原茜、石橋郁人、福田勉、 岩尾正倫 

２．発表標題 

 水溶性アザラメラリン N誘導体の合成 

３．学会等名 

 第 54 回化学関連支部合同九州大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 睡眠障害モデルマウス作成と機能解析 

３．学会等名 

 都医学研プロジェクトセミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 越川直彦 

２．発表標題 

 数理学解析を用いた MT1-MMPのプロテオリシスによる細胞機能制御の解明 

３．学会等名 

 文部科学省科学研究費補助金 新学術領域「細胞ダイバース」第１回 公開シンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 松橋一彦、斎藤益満、山岸誠、内丸薫、渡邉俊樹 

２．発表標題 

 成人 T細胞白血病・リンパ腫における HBZ 活性化 

- miR-324-3Pによる HBZ発現抑制の崩壊 - 

３．学会等名 

 第４回日本 HTLV-1 学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 斎藤益満、伊波英克、長谷川寛雄 

２．発表標題 

 成人 T細胞白血病・リンパ腫患者における HTLV-1/EBV共感染 B細胞の存在意義 

３．学会等名 

 第４回日本 HTLV-1 学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 植木正明, 森下 淳 

２．発表標題 

 成人マウスの低酸素症に対する 100％酸素蘇生は腎障害を引き起こす 

３．学会等名 

 日本麻酔科学会第 64 回学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 野住 素広 

２．発表標題 

 成長円錐の進行方向先端で生じるアクチン依存性エンドサイトーシス 

３．学会等名 

 2017 年度次世代脳プロジェクト冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 野住 素広、五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 成長円錐構造の３次元超解像解析 

３．学会等名 

 第 58 回 新潟生化学懇話会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 昆 俊亮、石橋 公二朗、藤田 恭之 

２．発表標題 

 正常上皮細胞はワールブルグ効果様代謝変化をがん変異細胞に引き起こし、組織より排除する 

３．学会等名 

 2017 年度日本細胞生物学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中尾泰浩、日下隆他 

２．発表標題 

 生後 6 時間以内の脳循環パターンを用いた HIE 児重症度判定の試み〜新生仔豚仮死モデルを用いた

基礎的検討〜 

３．学会等名 

 第 62 回日本新生児生育医学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中本賀寿夫、徳山尚吾 

２．発表標題 

 精神行動制御における長鎖脂肪酸受容体 GPR40/FFAR1 の役割と創薬への可能性  

３．学会等名 

 第 39 回日本生物学的精神医学会, 

第 47 回日本神経精神薬理学会 

合同年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 笠原好之、久保有美子、有銘預世布 

２．発表標題 

 精神疾患動物モデルとしてのドーパミン神経伝達変異マウス 

３．学会等名 

 第 60 回日本神経化学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 久郷裕之, 宇野愛海, 大平崇人, 平塚正治, 香月康宏, 押村光雄 

２．発表標題 

 染色体医工学技術を用いた疾患の原因究明、治療法の開発 

３．学会等名 

 第 40 回日本分子生物学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 大平崇人, 稲岡大悟, 春日健人, 押村光雄, 門田満隆, 久郷裕之 

２．発表標題 

 染色体工学技術を用いた口腔がん細胞における TERT 抑制因子の探索 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援 若手技術講習会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 荒木正健、武田伊世、大賀俊範、江藤聡、中原舞、吉信公美子、荒木喜美 

２．発表標題 

 染色体特異的にクラスターを形成しているトラップ領域（CSCT）の解析 

３．学会等名 

 第 64 回日本実験動物学会総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 荒木正健、武田伊世、山口友輔、高田幸基、中原舞、吉信公美子、荒木喜美 

２．発表標題 

 染色体特異的にクラスターを形成しているトラップ領域：CSCT13 は、マウス初期発生過程において

重要な役割を演じていることが示唆された。 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系合同年次大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 荒木正健、武田伊世、中原舞、吉信公美子、荒木喜美 

２．発表標題 

 染色体特異的にクラスターを形成しているトラップ領域：CSCT13 は、マウス初期発生過程において

重要な役割を演じていることが示唆された。 

３．学会等名 

 日本遺伝学会第 89 回大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 笹川 正人, 菊田 里美, 本間 経康, 小林 和人, 小山内 実 

２．発表標題 

 線条体ニューロンの入出力特性のイメージング解析 

３．学会等名 

 平成 29 年 電気学会 電子・情報・システム部門大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 塚本 亮*、松山 賢一*、菱本 明豊*、青山 慎介*、朴 秀賢*、田宮 裕子*、大塚 郁夫*、木

村 敦*、蓬莱 政*、曽良 一郎* 

２．発表標題 

 全身性エリテマトーデス加療中に急性精神病状態を呈し診断に難渋した症例 

３．学会等名 

 第 121 回近畿精神神経学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 光家努、日下隆他 

２．発表標題 

 蘇生超早期の虚血後再灌流変化からみた脳障害重症度〜新生仔豚仮死モデルにおける時間分解分光

装置による測定〜 

３．学会等名 

 第 62 回日本新生児生育医学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 太⽥ 真菜美 , 藤⽥ 明⼦ , 加藤 啓⼦ 

２．発表標題 

 側頭葉てんかん発症と末梢における脂質代謝について 

３．学会等名 

 ConBio2017   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 上田(石原)奈津実, 福枡直人, 増田啓吾, 榊原広大, 鈴木悠大, 石井雄一郎,宮川剛, 井ノ口馨, 

尾藤晴彦, 深澤有吾, 高雄啓三, 木下 専 

２．発表標題 

 他個体認知・社会性および空間認知の基盤となるシナプス分子セプチンの解析 

３．学会等名 

 次世代脳冬のシンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 多環式アルカロイド群の化学・酵素ハイブリッド合成 

３．学会等名 

 新学術領域研究「生物合成系の再設計による複雑骨格機能分子の革新的創成科学」第二回公開シンポジウム 

（招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 玉田 篤史 

２．発表標題 

 多次元輝度情報に基づいた形状認識・物体追跡技術の開発 

３．学会等名 

 新学術領域「共鳴誘導で革新するバイオイメージング」班会議   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 多色細胞系譜解析法と Barcodingの融合による多次元細胞追跡 

３．学会等名 

 "4 次元生体リモデリング"俯瞰ワークショップ （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 多色細胞系譜追跡法とシングル・セル RNAseqの融合による成体幹細胞同定 

３．学会等名 

 第 17 回日本再生医療学会総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 多色細胞系譜追跡法による幹細胞、癌研究 

３．学会等名 

 第 33 回日本毒性病理学会総会および学術集会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 多色細胞系譜追跡法を用いた成体幹細胞同定-耳鼻咽頭科領域の成体幹細胞とそのがん化について 

３．学会等名 

 第 35 回耳鼻咽喉科ニューロサイエンス研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 國安弘基、谷 里奈、羅 奕、岸 真五、佐々木隆光、大森 斉 

２．発表標題 

 大腸癌細胞の EMT形質獲得における間葉系幹細胞の役割 

３．学会等名 

 第 106 回日本病理学会総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 國安弘基、谷 里奈、羅 奕、大森 斉、佐々木隆光 

２．発表標題 

 大腸癌細胞の EMT形質獲得における間葉系幹細胞の役割 

３．学会等名 

 第 26 回日本癌転移学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 金子雅規、伊藤政之、山下真梨子、奥野浩行、阿部学、山崎真弥、夏目里恵、貝塚利恵、崎村建司、

星野幹雄、三品昌美、林 崇 

２．発表標題 

 大脳異常興奮の抑制に関わる AMPA受容体パルミトイル化依存的なシナプス機能制御 

３．学会等名 

 第 39 回日本生物学的精神医学会・第 47 回日本神経精神薬理学会合同年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 八尾寛 

２．発表標題 

 大脳皮質演算論理を読み解く 〜 時空間パターンのオプトジェネティクス 

３．学会等名 

 第 2 回ルミノジェネティクス研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 日下部 大樹、渡 公佑、村上 雄一、桑野 信彦、小野 眞弓 

２．発表標題 

 第三世代 EGFRチロシンキナーゼ阻害剤オシメルチニブ耐性細胞は代替経路として AXL/SFK/AKT経路

を活性化する 

３．学会等名 

 第 21 回日本がん分子標的治療学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 高井伸彦、大神正次 

２．発表標題 

 炭素線誘発脳機能障害の特徴 

３．学会等名 

 第 54 回放射線影響懇話会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中村貴紀, 西住(渡海)紀子, 中澤嵩, 鈴木貴, 武川睦寛 

２．発表標題 

 中心体複製開始を司る PLK4中心体局在機構の解明 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会（第 40 回日本分子生物学会・第 90 回日本生化学会） （招待講演） （国

際学会） 

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 大神 正次, 高井 伸彦, 渡邉 雅彦, 安藤 興一, 鵜澤 玲子, 平山 亮一 

２．発表標題 

 腸管放射線障害に対する末梢性 NMDA受容体阻害剤による防護効果 

３．学会等名 

 第 34 回日本薬学会九州支部大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 勝島啓佑、夏目敦至、大岡史治、出口彰一、新城恵子、柴田龍弘、宮田完二郎、片岡一則、近藤豊 

２．発表標題 

 長鎖非翻訳 RNA TUG1を標的としたがん治療薬の開発に関する研究 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 及川大輔、花田和希、寺脇正剛、葛谷早喜子、菅原弘二、鶴田大輔、坂本信二、徳永文稔 

２．発表標題 

 直鎖状ユビキチン鎖生成酵素(LUBAC)に対する新規阻害剤による NF-kB制御と疾患応用を目指した基

礎解析 

３．学会等名 

 第 12 回臨床ストレス応答学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 及川大輔、葛谷早喜子、花田和希、寺脇正剛、鶴田大輔、坂本信二、徳永文稔 

２．発表標題 

 直鎖状ユビキチン鎖生成酵素(LUBAC)に対する新規阻害剤の細胞・生化学機構と疾患治療への応用 

３．学会等名 

 ConBio2017  （国際学会） 

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 岡田正康、米岡有一郎、村井志乃、斎藤祥二、渡邉潤、大石誠、藤井幸彦 

２．発表標題 

 摘出に難渋した GH・TSH産生下垂体腺腫の一例 

３．学会等名 

 第 106 回新潟内分泌代謝同好会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 天然物の骨格を多様化する迅速合成プロセスの開発と創薬リード創製 

３．学会等名 

 日本薬学会東海支部特別講演会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 天然物の骨格多様化合成 

３．学会等名 

 有機合成化学講習会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 天然物群の迅速合成・骨格多様化の新戦略 

３．学会等名 

 大塚有機合成シンポジウム 2017 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 天然物群の迅速合成・骨格多様化の新展開 

３．学会等名 

 平成 29 年度 富山大学生命融合科学教育部シンポジウム ライフサイエンスを開拓先導する分子科学 （招待

講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 梅村真理子, 小倉多恵, 金子泰之, 中野春男, 高橋 滋, 高雄啓三, 宮川  剛, 高橋勇二 

２．発表標題 

 転写因子 ATF5の欠損は行動異常を引き起こす 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中津海 洋一、 松本 雅記、 中山 敬一 

２．発表標題 

 転写因子 FOXK1の mTORC1依存的な脱リン酸化メカニズムの解析 

３．学会等名 

 ConBio2017   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 寺田公介，畑山光，西村和也，竹田深雪，大熊芳明，廣瀬豊 

２．発表標題 

 転写活性と共役した選択的ポリ(A)付加調節の分子機構 

３．学会等名 

 第 19 回日本 RNA 学会年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 中尾章人, 高雄啓三, 大平耕司, 宮崎直幸, 村田和義, 宮川 剛 

２．発表標題 

 統合失調症モデル Schnurri-2 ノックアウトマウスの歯状回顆粒細胞における三次元電子顕微鏡解

析 

３．学会等名 

 第 40 回日本神経科学大会;   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中山淳、伊藤恵美、藤元次郎、渡邊慎哉、仙波憲太郎 

２．発表標題 

 同所性移植手法を用いた乳がん高転移株の作製とその Transcriptome解析 

３．学会等名 

 第 26 回日本がん転移学会学術集会・総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 特定神経活動操作で迫る 

３．学会等名 

 代謝疾患フォーラム 2017 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 田口恵子、山本雅之 

２．発表標題 

 毒性学における Nrf2欠失ラットの貢献 

３．学会等名 

 第 10 回ラットリソースリサーチ研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 新名 尚史*、菱本 明豊*、大塚 郁夫*、岡﨑 賢志*、朴 秀賢*、毛利 健太朗*、蓬莱 政*、

江口 典臣*、木村 敦*、山木 愛久*、平田 尚士*、高橋 玄倫、上野 易弘、白川 治、曽良 一

郎* 
２．発表標題 

 日本人自殺既遂者における MIF遺伝子プロモーター領域機能的多型の関連解析． 

３．学会等名 

 第 39 回日本生物学的精神医学会第 47 回日本神経精神薬理学会合同年会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 平田健介, 山田千愛, 安斎絵里菜, 柴崎美里, 本田拓也, 森井真理子, 山口直人, 山口憲孝. 

２．発表標題 

 乳がん細胞における TGF-betaシグナルの阻害因子による細胞死抑制機構の解析. 

３．学会等名 

 第 61 回日本薬学会関東支部大会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 平田健介, 山田千愛, 安斎絵里菜, 柴崎美里, 本田拓也, 森井真理子, 山口直人, 山口憲孝. 

２．発表標題 

 乳がん細胞における TGF-betaシグナルの阻害機構の解析. 

３．学会等名 

 2017 年度 生命科学系学会合同年次大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 平田健介, 山田千愛, 安斎絵里菜, 柴崎美里, 本田拓也, 森井真理子, 山口直人, 山口憲孝. 

２．発表標題 

 乳がん細胞における TGF-betaシグナル伝達の阻害因子の解析. 

３．学会等名 

 平成 29 年度日本生化学会関東支部例会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 平田健介, 山田千愛, 柴崎美里, 本田拓也, 森井真理子, 山口直人, 山口憲孝. 

２．発表標題 

 乳がん細胞における TGF-betaにより誘導される細胞死に対する抵抗性獲得機構の解析. 

３．学会等名 

 第 137 回日本薬学会年会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 長谷耕二 

２．発表標題 

 粘膜面のバリア機能と免疫恒常性の維持に果たす M細胞の役割 

３．学会等名 

 第 66 回 日本アレルギー学会学術大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 小山内 実 

２．発表標題 

 脳の機能イメージングを可能にする内視鏡システム 

３．学会等名 

 JST フェア 2017 （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 小山内 実 

２．発表標題 

 脳の機能イメージングを可能にする内視鏡システム 

３．学会等名 

 第 4 回メディカルメッセ （招待講演）  

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 小山内 実, 菊田 里美, 本間 経康 

２．発表標題 

 脳機能解明を目指したマルチスケールイメージング 

３．学会等名 

 医用・生体工学研究会「神経工学＆バイオサイバネティックス」   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 石川冬木、八尾良司、若林雄一 

２．発表標題 

 発がん過程におけるストレス獲得耐性 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会・   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 斎藤慈、奥村和弘、吉澤康博、宗形春花、磯貝恵理子、若林雄一 

２．発表標題 

 発がん抵抗性遺伝子座 Stmm3の原因遺伝子の同定と機能解析 

３．学会等名 

 第 30 回モロシヌス研究会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 斎藤慈、奥村和弘、吉澤康博、宗形春花、磯貝恵理子、若林雄一 

２．発表標題 

 発がん抵抗性遺伝子座 Stmm3の原因遺伝子の同定と機能解析 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 発生・老化における NFAT/DSCR-1の制御機構 

３．学会等名 

 2017 年度生命科学系学会合同年次大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 南 敬 

２．発表標題 

 発生学を基盤に腎臓を創る 

３．学会等名 

 Research PlaNet 2017   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 萬好晃平, 服部弘毅, 黒田はる香, 村松慎一, 原怜, 一瀬宏 

２．発表標題 

 発達に伴う脳内ドーパミン代謝の変化 

３．学会等名 

 日本ビタミン学会第 69 回大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 上阪 直史、狩野 方伸 

２．発表標題 

 発達期小脳の登上線維シナプスの選択的強化・除去を制御する逆行性シグナル 

３．学会等名 

 第４０回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 皮膚創傷治癒過程における miR-223 の機能解析 

３．学会等名 

 第 106 回日本病理学会総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 岡田正康、米岡有一郎、大石誠、藤井幸彦 

２．発表標題 

 非機能性下垂体腺腫に対する術後放射線治療成績 

３．学会等名 

 第 28 回間脳下垂体腫瘍学会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 ジョンソンムン、中山淳、二口充、仙波憲太郎 

２．発表標題 

 尾動脈注射手法を用いた Luminal乳がん骨高転移株の作製 

３．学会等名 

 第 26 回日本がん転移学会学術集会・総会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤 尚文、太田訓正 

２．発表標題 

 微生物由来多能性誘導因子による細胞運命の転換 

３．学会等名 

 第７回オルソオルガノジェネシス検討会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 奥村和弘、斎藤慈、吉澤康博、宗形春花、磯貝恵理子、三浦 郁夫、若菜茂晴、島貫碧、設楽浩志、

多屋長治、木南凌、若林雄一 

２．発表標題 

 副甲状腺ホルモンはマウス皮膚腫瘍形成を制御する 

３．学会等名 

 第 32 回発癌病理研究会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 奥村和弘、斎藤慈、吉澤康博、宗形春花、磯貝恵理子、三浦 郁夫、若菜茂晴、島貫碧、設楽浩志、

多屋長治、木南凌、若林雄一 

２．発表標題 

 副甲状腺ホルモンは皮膚腫瘍形成を制御する 

３．学会等名 

 第 30 回モロシヌス研究会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 奥村和弘、斎藤慈、、吉澤康博、宗形春花、磯貝恵理子、木南凌、若林雄一 

２．発表標題 

 副甲状腺ホルモンは表皮細胞内カルシウムを制御し皮膚腫瘍形成を抑制する 

３．学会等名 

 第 76 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 川畑 拓斗、河原 康一、下川 倫子、上條 陽平、白石 岳大、朝日 汰一、山本 雅達、新里 能成、南

謙太朗、武井 孝行、吉田 昌弘、有馬 一成、濱田 季之、古川 龍彦 

２．発表標題 

 分裂異常監視機構としての核小体の新たな役割 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム 若手支援技術講習会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 藤野赳至 

２．発表標題 

 変異型 ASXL1 ノックインマウスの解析 

３．学会等名 

 新学術領域研究 3 領域合同若手勉強会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 古瀬民生、幸田尚、串田知子、山田郁子、三浦郁生、金田秀貴、小林喜美男、石野史敏、若菜茂晴 

２．発表標題 

 母体の one carbon metabolism関連遺伝子変異が仔の行動表現型に与える影響 

３．学会等名 

 第 47 回神経精神薬理学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 大神正次、高井伸彦 

２．発表標題 

 放射線誘発腸管障害に関与する末梢性 NMDA 受容体の活性化 

３．学会等名 

 第 54 回放射線影響懇話会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 岡田正康 

２．発表標題 

 末梢神経再生に関わる GAP-43のリン酸化プロテオーム解析 

３．学会等名 

 第 6 回生理研–霊長研–脳研合同シンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 氏家悠佳、若月修二、荒木敏之 

２．発表標題 

 末梢神経髄鞘化における低酸素応答系の関与 

３．学会等名 

 第 137 回日本薬理学会関東部会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 渡部文子 

２．発表標題 

 味覚による快・不快情動の制御機構 

３．学会等名 

 うま味研究会公開シンポジウム   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 高祖 秀登 

２．発表標題 

 網膜変性疾患における、マイクログリアと単球由来マクロファージの解析 

３．学会等名 

 第 40 回生命科学系学会合同年次大会   

４．発表年 

 2017 年 

 

 

１．発表者名 

 中本賀寿夫 1,相澤風花 1,山下琢矢 2, 平澤 明 3, 栗原 崇 4, 糟谷史代 2, 宮田篤郎 4, 徳山尚吾 

２．発表標題 

 疼痛時における脳内遊離脂肪酸の変化 

３．学会等名 

 第 39 回日本疼痛学会   

４．発表年 

 2017 年 



 

 

１．発表者名 

 川畑 拓斗、河原 康一、下川 倫子、白石 岳大、山本 雅達、新里 能成、南 謙太朗、有馬 一

成、濱田 季之、古川 龍彦、 

２．発表標題 

 、核小体ストレス応答の分裂期チェックポイント機構としての役割の解明とこの応答を標的とした

新たな抗がん剤の開発 

３．学会等名 

 先端モデル動物支援プラットフォーム 若手支援技術講習会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 吉岡美妃子、白川千尋、福田勉、岩尾正倫 

２．発表標題 

 12-および 16-クロロラメラリン N 誘導体の合成研究 

３．学会等名 

 第 53 回化学関連支部合同九州大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Sokoda T, Nishizawa Y, Matsui J, Nishikura N, Takano T, Takeuchi Y, Ishii A, Hirose S 

２．発表標題 

 A case of Dravet syndrome affected an acute encephalopathy. 

３．学会等名 

 The 18th annual meeting of infantile seizure society International Symposium on Acute Encephalopathy 

in Infancy and Its Related Disorders(ISAE2016)   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Yamamoto K 

２．発表標題 

 A mechabism of cell size regulation and its readout governed by Largen 

３．学会等名 

 EMBO Workshop on Cell Size Regulation （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Takehiko Sasaki, Hiroki Nakanishi, Satoshi Eguchi, Masaki Ishikawa, Akira Suzuki, Junko 

Sasaki 

２．発表標題 

 A method for studying quality of phosphoinositides 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 川畑公人 

２．発表標題 

 ABCG2高発現は MDS症例に特異的でマウスモデルにおいて MDSを発症させる 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Fukutomi, M. and Ogawa, H. 

２．発表標題 

 Acoustic stimulus impacts on directional variability of wind-elicited walking behavior in 

the cricket. 

３．学会等名 

 46th Annual Meeting of Society for Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 塩見 美喜子 

２．発表標題 

 Activation of the ping-pong cycle in Drosophila ovarian somatic cells 

３．学会等名 

 EMBO Workshop （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Kyo Koizumi,. Masaaki Sato, Junichi Nakai, Masamichi Ohkura, Yasunori Hayashi, Hiromu Yawo  

２．発表標題 

 All-optical approach to study mesoscopic circuitry in the primary somatosensory cortex of 

mouse 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 上野浩司, 横内美保子, 石原武士,末光俊介, 高雄啓三, 宮川剛, 岡本基 

２．発表標題 

 Altered Perineuronal net expression in autistic-like behavior in FcγRIIB knockout mice 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 伊藤政之、山下真梨子、奥野浩行、阿部学、山崎真弥、夏目里恵、崎村建司、星野幹雄、三品昌美、

林 崇 

２．発表標題 

 AMPA 受容体パルミトイル化による興奮性シナプスの機能維持とその異常に伴うてんかん発作 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 永瀬玲奈 

２．発表標題 

 Analysis of Asxl1-MT conditional knock-in mice 

３．学会等名 

 第 78 会日本血液学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Nagase R, Inoue D, Saika M, Hou HA, Chou WC, Kawabata KC, Harada H, Kanai A, Goyama S, 

Honda H, Tien HF, Kitamura T 

２．発表標題 

 Analysis of MDS mice model induced by ASXL1 and RUNX1 mutants 

３．学会等名 

 45th Annual Scientific Meeting of ISEH  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani, Shinsaku Tokuda, Mika Watanabe, and Mikio Furuse 

２．発表標題 

 Are Tight Junctions required for epithelial polarity? 

３．学会等名 

 第 6 回生理研−名大医学部合同シンポ   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Kagawa T, Yamaguchi Y, Sudo G, Kokubu Y, Hattori S, Takao K, Miyakawa T, Inazawa J, and 

Taga T 

２．発表標題 

 Astroglial development is regulated by DNA and histone methylation: from molecular basis 

to behavioral abnormalities in gene-manipulated mice. 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Asia meeting on Novel Insights into Glia Function & Dysfunction （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 Autophagy defect and tumor development in mouse livers 

３．学会等名 

 Asian Pacific Association for the Study of Liver (APASL) Single Topic Conference (STC) 2016 （招待

講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 Autophagy defect and tumor development in mouse livers 

３．学会等名 

 Cold Spring Harbor Asia Ubiquitin Family, Autophagy and Disease （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 Autophagy-adaptors regulate cellular metabolism through multiple transcription-factor 

pathways 

３．学会等名 

 KEYSTONE SYMPOSIA Autophagy: Molecular and Physiological Mechanisms （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 伊藤 尚文、太田訓正 

２．発表標題 

 Bacterial ribosome incorporation into somatic cells promotes reprogramming towards 

multipotency without activating cell proliferation 

３．学会等名 

 第 6 回オルソオルガノジェネシス検討会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 塩見 美喜子 

２．発表標題 

 Biogenesis of PIWI-interacting RNA 

３．学会等名 

 Regulatory & non-Coding RNAs （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 吉岡直樹、松岡冬樹、福田勉、岩尾正倫 

２．発表標題 

 BIQ 骨格を持つ新規トポイソメラーゼ I阻害剤の設計と合成 

３．学会等名 

 第 53 回化学関連支部合同九州大会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 吉岡直樹、松尾祐理、松岡冬樹、福田勉、岩尾正倫 

２．発表標題 

 BIQ 骨格を持つ新規トポイソメラーゼ I阻害剤の設計・合成・活性評価 

３．学会等名 

 第 34 回メディシナルケミストリーシンポジウム   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 村上拓冬, 奥田耕助, 小林静香, 深谷昌弘, 高雄啓三, 渡邉紀, 萩原舞, 阪上洋行, 水口雅, 宮川

剛, 真鍋俊也, 田中輝幸 

２．発表標題 

 CDKL5 controls postsynaptic NMDA receptor localization and regulates memory, emotion and 

seizure susceptibility 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Nakamura, K. 

２．発表標題 

 Central pathways for cold-induced thermogenesis 

３．学会等名 

 The Wenner-Gren Foundations International Symposium "Brown adipose tissue and euthermia", （招待講

演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Fukamachi, H., Nishikawaji, T., Shimada, S., Akiyama, Y., Yuasa, Y., Tsuchiya, K., Tanaka, 

S. 

２．発表標題 

 Characteristics of diffuse-type gastric cancer stem cells. 

３．学会等名 

 26th Seoul Int. Cancer Symp. –Epigenetic Signature of Carcinogenesis  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Ishii A, Watkins J, Chen D, Hirose S, Hammer M 

２．発表標題 

 Characteristics of SCN1A Mutation locations in a Cohort of 285 Japanese Dravet Syndrome 

Patients 

３．学会等名 

 AES Annual Meeting   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 菊池章 

２．発表標題 

 CKAP4 functions as a novel receptor for Dickkopf1 and might represent a therapeutic target 

for cancers 

３．学会等名 

 2nd KI-OU Joint Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 大橋りえ, 高雄啓三, 宮川剛, 椎名伸之 

２．発表標題 

 Comprehensive behavioral analysis of RNG105 heterozygous mice: reduced social interaction 

and attenuated response to novelty 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一、田中克弥 

２．発表標題 

 Comprehensively identification of inflammation-related microRNA in skin wound healing 

using next generation sequencing 

３．学会等名 

 Annual Meeting for Society for Plastics and Regenerative Science   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Kikuta S, Nakamura Y, Yamamura Y, Homma N, Yanagawa Y, Tamura H, Kasahara J, Osanai M 

２．発表標題 

 Correlation between the neuronal activity and the severity of Parkinson's disease in mouse 

model. 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 柴田理沙、任月、渡会浩志 

２．発表標題 

 CRISPR/hCas9による iNKT細胞欠損マウスの創出と生体機能評価 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦, 佐藤 朝子, 知見 聡美, 大久保 直, 前島 純, 新井 慧, 砂山 智子, 小田 佳奈子, 酒

井 清子, 前田 宜俊, 神保 幸弘, 中尾 聡宏, 佐藤 俊哉, 藤澤 信義, 横山 峯介, 南部 篤 

２．発表標題 

 Ｄ１ドーパミン受容体を介する神経伝達は運動情報の伝達と運動の発現に不可欠である 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡 俊邦, 佐藤 朝子, 知見 聡美, 大久保 直, 前島 純, 新井 慧, 砂山 智子, 小田 佳奈子, 酒

井 清子, 前田 宜俊, 神保 幸弘, 馬川 恵梨子,佐藤 俊哉, 藤澤 信義, 横山 峯介, 南部 篤 

２．発表標題 

 Ｄ１ドーパミン受容体を介する神経伝達は運動情報の伝達と運動の発現に不可欠である 

３．学会等名 

 第 57 回 新潟生化学懇話会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Hiroki Oguri 

２．発表標題 

 Development of Artificial Assembly Lines of Natural Products and its Variants 

３．学会等名 

 Asian 3 Roundtable on Nucleic Acids and Chemical Probe Research Hab Fukuoka （招待講演） （国際学

会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Y.UEDA; K.NAKAMURA 

２．発表標題 

 Different population of primate caudate neurons is involved in decision making under 

different emotional context. 

３．学会等名 

 Society for neuroscience meeting 2016   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 清水昭男、Xiaoling Pang、栗田宗一、竹内圭介、石田哲夫、扇田久和 

２．発表標題 

 Dipeptidyl peptidase III によるアンジオテンシン II 分解の生化学的解析と高血圧マウスモデル

における降圧作用の検討 

３．学会等名 

 日本生化学会近畿支部例会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Matsumoto M, Yatsuka Y, Suzuki S, Sugahara-Yamashita Y, Nikaido I, Ssagawa Y, Momma N, 

Igata J, Ikeo K, Bando M, Shirahige K, Vale WW, Okazaki Y 

２．発表標題 

 Direct conversion of somatic cells into pancreatic islet-like cells towards regenerative 

medicine of diabetes 

３．学会等名 

 14th RCGM International Academic Frontier  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Kunimasa Ohta 

２．発表標題 

 Disruption of Tsukushi leads to hydrocephalus by aberrant neurogenesis 

３．学会等名 

 第 14 回 幹細胞シンポジウム   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Ogawa, H. and Mitani, R 

２．発表標題 

 Diversity of GABAergic inhibitory impacts on dendritic integration for directional tuning 

in insect mechanosensory projection neurons 

３．学会等名 

 46th Annual Meeting of Society for Neuroscience  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 斎賀真言 

２．発表標題 

 Down regulation of TGFb pathway is the crux of leukemogenesis by SETBP1 mutation in ASXL1-

mutated MDS 

３．学会等名 

 第 78 会日本血液学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Ohkuma Y, Nakamura T, Akimoto Y, Fukuoka M, Hirose Y, Tanaka A. 

２．発表標題 

 Dynamic Switch Mechanism of RNA polymerase II by General Transcription Factor TFIIE from 

Transcription Initiation to the Transition Step from Intiation to Elongation 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 大里元美 

２．発表標題 

 Enhancer for Runx1, eR1: a powerful tool in stem cell and cancer biology 

３．学会等名 

 第 14 回 幹細胞シンポジウム   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 大里元美 

２．発表標題 

 Enhancer for Runx1, eR1: a powerful tool in stem cell and cancer biology 

３．学会等名 

 第３９回日本分子生物学会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 菊池章 

２．発表標題 

 Epithelial morphogenesis regulated by Wnt signaling and 

 implication in tumorigenesis due to its abnormality 

３．学会等名 

 The 3rd Diabetes Research Innovation  

Symposium 2016. （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Akira Kikuchi 

２．発表標題 

 Epithelial morphogenesis regulated by Wnt signaling 

 and implications in tumorigenesis due to its abnormality 

３．学会等名 

 Wnt Meeting 2016 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Nishio N, Ishikawa AW, Yoshimura Y 

２．発表標題 

 Experience dependent maturation of spatial frequency tunings in excitatory and inhibitory 

neurons in mouse primary visual cortex. 

３．学会等名 

 The 39th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Yoshimura Y 

２．発表標題 

 Experience-dependent development of fine-scale networks and feature-selective 

synchronization in the visual cortex. 

３．学会等名 

 International Symposium 2016 ‘Circuit Construction in the Mammalian Brain’ （招待講演） （国際学

会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Yoshimura Y 

２．発表標題 

 Experience-dependent maturation of neural circuits and functions in the secondary visual 

cortex of rats. 

３．学会等名 

 The 39th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 北村俊雄 

２．発表標題 

 Expression of ABCG2 is regulated in EZH2-related MDS and associated with its pathogenesis 

３．学会等名 

 第 78 会日本血液学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Sashida G, Wang C, Sato D, Oshima M, Matsui H, Nakajima-Takagi Y, Kashio-Mochizuki M, 

Iwama A. 

２．発表標題 

 Ezh2 loss promotes the transformation of ETP-ALL via suppressing T-cell differentiation 

regulators 

３．学会等名 

 第 78 回日本血液学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 菊池章、松本真司、藤井慎介 

２．発表標題 

 Fine-tuning regulation of salivary gland morphogenesis 

 and differentiation by Wnt Signaling. 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会年会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Nakamura T, Nomura N, Mitsumizu H, Hirose Y, Tanaka A, Ohkuma Y. 

２．発表標題 

 Functional analysis of archaeal DNA-binding protein Sso7d 

３．学会等名 

 The First International Symposium on Toyama-Asia-Africa Pharmaceutical Network  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 OhtaS, Ishikawa M. Kawakami Y, Okano H 

２．発表標題 

 Functional analysis of MIF in human iPSCs 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Yueren Liu, Tomokazu Ohshiro, Hiromu Yawo  

２．発表標題 

 Functional mapping of rat barrel cortex for spatiotemporal optogenetic patterns to whisker 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Saitoh M, Hoshino A, Ishii A, Ihara Y, Hirose S, Mizuguchi M 

２．発表標題 

 Genetic predisposition to acute encephalopathy with status epilepticus. 

３．学会等名 

 The 18th annual meeting of infantile seizure society International Symposium on Acute Encephalopathy 

in Infancy and Its Related Disorders(ISAE2016)   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 Genetics of epileptic encephalopathy 

３．学会等名 

 4th National Conference of Society for Indian Academy of Medical Genetics   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 高雄 啓三 

２．発表標題 

 Genomic responses in mouse models greatly mimic human inflammatory diseases.「マウスはや

はりヒト炎症性疾患のモデルになる −バイオインフォマティクス的手法によるマウスモデルの再評価

−」 

３．学会等名 

 第 54 回日本生物物理学会年会,   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Kohtarou Konno, Koji Nishikawa, Shinji Yamada, Kenji Sakimura, Michisuke Yuzaki, Masahiko 

Watanabe. 

２．発表標題 

 GluD1 and Cbln1 interaction plays an important role in synapse formation between particular 

neurochemical neurons in the parabigeminal nucleus and dorsolateral geniculate nucleus. 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Good Sleep: Relief from Sleep Disorders 

３．学会等名 

 Fifteenth Japanese-American Kavli Frontiers of Science Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 馬場理也 

２．発表標題 

 GPNMBは TFE3活性化腎細胞癌の診断マーカーとして有用である 

３．学会等名 

 第 47 回腎癌研究会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 馬場理也、古屋充子、蓮見壽史、加藤生真、長嶋洋治、黒田直人、高橋 渡、河野吉昭、元島宗信、

矢尾正祐、江藤正俊 

２．発表標題 

 GPNMBは TFE3活性化腎細胞癌の診断マーカーとして有用である 

３．学会等名 

 第 68 回西日本泌尿器科学会総会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Steven A. Connor, Ina Ammendrup-Johnsen, Tohru Yamamoto, Ann Marie Craig, et al. 

２．発表標題 

 Haploinsufficiency of the neuronal surface protein MDGA2 enhances excitatory synapse 

development, alters cortical circuit dynamics and yields behavioral phenotypes consistent 

with autism in mice 
３．学会等名 

 Society for Neuroscience annual meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Tarusawa E, Sanbo M, Okayama A, Miyashita T, Kitsukawa T, Hirayama T, Hirabayashi T, 

Hasegawa S, Hirabayashi M, Yagi T, Yoshimura Y 

２．発表標題 

 High reciprocal connectivity between clonal cortical neurons is established under the 

guidance of epigenetic regulation. 

３．学会等名 

 Neuro2016   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Ryo Egawa, Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 How do axons scramble for targets? - Activity-dependent axonal reorganization in developing 

chick ciliary ganglion 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Hirose S 

２．発表標題 

 How to interpret the results of a genetic test for epilepsy 

３．学会等名 

 11th Asian & Oceanian epilepsy congress （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 家村顕自、永井正義、谷俊幸、吉川貴子、大隅典子、 田中耕三 

２．発表標題 

 HP1 結合分子 CAMPの個体における機能解析 

３．学会等名 

 クロマチン動構造ワークショップ   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Hypothalamic melanin concentrating hormone (MCH) neurons inhibiting memory formation during 

sleep 

３．学会等名 

 Neuroscience 2016 Sattelite Meeting "Wiring and Functional Principles of Neural Circuits" （招待講

演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Hypothalamic neurons regulate sleep/wakefulness and memory 

３．学会等名 

 CNS Collaborators Day 2016 "Emerging Techniques" （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 Hypothalamic neurons regulate sleep/wakefulness and memory 

３．学会等名 

 The 5th Annual IIIS Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Fukamachi, H., Nishikawaji, T., Shimada, S., Akiyama, Y., Yuasa, Y., Tsuchiya, K., Tanaka, 

S. 

２．発表標題 

 Identification of MTDs that suppress the growth of PDX-derived diffuse-type gastric tumor-

initiating cells. 

３．学会等名 

 The 75th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Fujita C, Abe M, Yamasaki M, Fukasawa R, Hirose Y, Ohkuma Y. 

２．発表標題 

 Identification of novel factors interacting with kinase module subunits CDK8/19 of human 

Mediator complex 

３．学会等名 

 The First International Symposium on Toyama-Asia-Africa Pharmaceutical Network  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 Identification of wound inflammation-related miRNAs: miR-223-deficient neutrophil improve 

Staphylococcus aureus-infected skin wound sites 

３．学会等名 

 EMBO conferences: The molecular and cellular basis of regeneration and tissue repair  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Daisuke Tatsuda, Isao Momose, Shun-ichi Ohba, Yoji Umezawa, Manabu Kawada, Masakatsu 

Shibasaki 

２．発表標題 

 Inhibition of osteosarcoma cell growth by geraniin in vivo 

３．学会等名 

 28th EORTC-NCI-AACR Molecular Targets and Cancer Therapeutics Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Junko Sasaki, Satoshi Kofuji, Hirotaka Kimura, Hiroki Nakanishi, Shunsuke Takasuga, 

Takehiko Sasaki 

２．発表標題 

 INPP4B suppresses thyroid tumorigenesis by dephosphorylating PI(3,4,5)P3 

３．学会等名 

 Colloquium on emerging metabolomics  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiroyuki Igarashi, Ayaka Yoshikawa, Toshifumi Asano, Ayumu Konno, Toru Ishizuka, Hiromu 

Yawo 

２．発表標題 

 Intervention of the intracellular Ca2+ dynamics by light - light-sensitive myoblasts as 

in vitro model of sarcomere assembly - 

３．学会等名 

 17th International Conference on Retinal Proteins  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Hidetaka Katow, Toru Ishizuka, Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 Involvement of caspase system in the regulation of axon arborization during early 

developmental stages of chick ciliary ganglion 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 井原由紀子、友納優子、石井敦士、廣瀬伸一 

２．発表標題 

 Kcnq2変異マウスの薬剤誘発てんかん発作に対する K＋チャネル開講薬の有効性 

３．学会等名 

 第１１９回日本小児科学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Takayuki Yamashita, Hideya Yuasa, Hiromu Yawo, Akihiro Yamanaka 

２．発表標題 

 Low-invasive optogenetical stimulation of neurons using near infra-red light 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Ohta S, Fukaya R, Yaguchi T, Matsuzaki Y, Sugihara E, Saya H, Kawakami Y, Kawase, T, 

Yoshida, Toda M, Okano H 

２．発表標題 

 Macrophage migration inhibitory factor (MIF) supports the cell proliferation in brain 

tumor-initiating cells 

３．学会等名 

 STEM CELLS & GENE THERAPY  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Ohta S, Fukaya R, Yaguchi T, Matsuzaki Y, Sugihara E, Saya H, Kawakami Y, Kawase, T, 

Yoshida, Toda M, Okano H 

２．発表標題 

 Macrophage migration inhibitory factor (MIF) supports the cell proliferation in brain 

tumor-initiating cells 

３．学会等名 

 第 42 回内藤コンファレンス   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Ohta S, Fukaya R, Yaguchi T, Matsuzaki Y, Sugihara E, Saya H, Okano H, Kawase, T, Yoshida, 

Toda M, Kawakami Y 

２．発表標題 

 Macrophage migration inhibitory factor (MIF) supports the cell proliferation in brain 

tumor-initiating cells 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Mariko Yamashita, Hiroyuki Okuno, Manabu Abe, Maya Yamazaki, Rie Natsume, Kenji Sakimura, 

Mikio Hoshino, Masayoshi Mishina, Takashi Hayashi 

２．発表標題 

 Maintenance of excitatory-inhibitory balance in brain by AMPA receptor palmitoylation 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Ryu Takeya, Tomoki Ushijima, Noriko Fujimoto, Meikun Kan-o, Yohko Kage, Hideki Sumimoto 

２．発表標題 

 Mammalian formin Fhod3 plyas pivotal role in the brain development 

３．学会等名 

 第９回トランスポーター研究会九州部会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Takehiko Sasaki, Hiroki Nakanishi, Satoshi Eguchi, Masaki Ishikawa, Junko Sasaki 

２．発表標題 

 Measuring phosphoinositide molecular species using LC/MS/MS 

３．学会等名 

 Colloquium on emerging metabolomics  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Manabu Kawada, Hiroyuki Inouea, Masunori Kajikawa, Masahito Sugiura, Shuichi Sakamoto, 

Sakiko Urano, Chigusa Karasawa, Ihomi Usami, Mitsuru Futakuchi 

２．発表標題 

 Mechanism of action of a novel anti-tumor antibody, anti-CXADR 6G10A 

３．学会等名 

 28th EORTC-NCI-AACR Molecular Targets and Cancer Therapeutics Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Masaya Baba 

２．発表標題 

 Metabolic regulation of cell proliferation and differentiation by Flcn-Pgc1-axis 

３．学会等名 

 2nd Kumamoto IRCMS International Symposium and 17th Kumamoto AIDS seminar （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 近藤祥司 

２．発表標題 

 Metabolites in ageing and glycolysis in senescence 

３．学会等名 

 第一回日仏老化ワークショップ （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 小根山千歳 

２．発表標題 

 MicroRNA controls Src-induced tumor progression by regulating  

the focal adhesion-mediated signaling pathway 

３．学会等名 

 第 25 回日本がん転移学会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 小根山千歳、二宮悠一 

２．発表標題 

 MicrRNA-mediated up-regulation of c-Src-related signaling pathways promotes cancer 

progression. 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Ohta S, Tokumitsu A, Sone T, SakamotoA,  Kawakami Y, Okano H 

２．発表標題 

 MIF modulates the proliferation of neural stem/progenitor cells and glioma initiating 

cells   

３．学会等名 

 第 41 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 森亮一 

２．発表標題 

 MiR-142 は皮膚創部における黄色ブドウ球菌感染防御に必須である 

３．学会等名 

 第 62 回日本病理学会秋期特別総会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 大平崇人, 砂村直洋, 稲岡大悟,  中山祐二, 押村光雄, 岡田太, 尾崎充彦, 久郷裕之 

２．発表標題 

 miR-19b up-regulates hTERT expression by inhibition of PITX1 in melanoma cells. 

３．学会等名 

 第 13 回 国際人類遺伝学会  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 大平崇人, 砂村直洋, 押村光雄, 岡田太, 尾崎充彦, 久郷裕之 

２．発表標題 

 miR-19b は, メラノーマにおいて PITX1 を標的としてテロメレース活性を制御する 

３．学会等名 

 第 10 回日本エピジェネティクス研究会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 平尾敦 

２．発表標題 

 Molecular mechanism linking hematopoietic stem cell aging and leukemogenesis. 

３．学会等名 

 Fifth JCA-AACR Special Joint Conference on the Latest Advances in Hematological Cancer Research 

（招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 平尾敦 

２．発表標題 

 Molecular mechanism regulating stem cell properties mediated by nutrient signals. 

３．学会等名 

 46th International Symposium of the Princess Takamatsu Cancer Research Fund （招待講演） （国際学

会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 塩見 美喜子 

２．発表標題 

 Molecular Mechanism Underlying piRNA Biogenesis 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会年会  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 S Hattori, H Shoji, K Takao, T Miyakawa 

２．発表標題 

 Mouse Behavioral Phenotype Database. 

３．学会等名 

 INCF Japan International Workshop: Advances in Neuroinformatics,   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Hisakazu Ogita, Dimitar P. Zankov 

２．発表標題 

 Myocardial afadin attenuates chronic pressure overload-induced cardiac damage via 

transforming growth factor β receptor-mediated signaling 

３．学会等名 

 American Heart Association  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Dimitar P. Zankov, Akio Shimizu, Hisakazu Ogita 

２．発表標題 

 Myocardial afadin critically oppose myocardial injury during chronic pressure overload in 

mice. 

３．学会等名 

 日本生化学会大会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Keiko Umeda, Shoko Hososhima, Toru Ishizuka, Hiromu Yawo, Wataru Shoji 

２．発表標題 

 Near-infrared (NIR) controlled optogenetics in zebrafish larva 

３．学会等名 

 発生生物学会第 49 回大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Nobuhiro Okada, Masahiro Shimazaki, Kiyotsugu Yoshikawa 

２．発表標題 

 NFYA is required for cancer heterogeneity formation 

３．学会等名 

 第 41 回内藤コンファレンス   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Nobuhiro Okada, Chiaki Takahashi 

２．発表標題 

 NFYA regulates multistep process of cancer heterogeneity formation 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 勝島啓佑、新城恵子、大岡史治、市村典久、畑中彬良、夏目敦至、柴田龍弘、近藤豊 

２．発表標題 

 Notch シグナルにより誘導される long non-coding RNA による脳腫瘍幹細胞の未分化性維持に関す

る研究 

３．学会等名 

 平成 27 年度「個体レベルでのがん研究支援活動」ワークショップ   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 勝島啓佑、夏目敦至、大岡史治、新城恵子、市村典久、畑中彬良、柴田龍弘、宮田完二郎、片岡一則、

近藤豊 

２．発表標題 

 Notchシグナルにより誘導される長鎖非翻訳 RNA TUG1を標的としたグリオーマ治療薬の開発に関す

る研究 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Takuma Shibata 

２．発表標題 

 Nucleosides are endogenous ligands for TLR7 and TLR8 

３．学会等名 

 Keystone symposium (Viral immunity)  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Yue Ren, Risa Shibata, Etsuko Sekine-Kondo, Hiroshi Watarai. 

２．発表標題 

 Obesity Study by Using a Novel Mouse Model of Invariant Natural Killer T Cell-deficiency 

Generated by CRISPR/hCas9. 

３．学会等名 

 第 45 回日本免疫学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 古瀬民生、三宅邦夫、幸田尚、三浦郁生、串田知子、山田郁子、柏村実生、金田秀貴、小林喜美男、

石野史敏、若菜茂晴 

２．発表標題 

 One carbon metabolism 連遺伝子欠損マウスを親に持つ野生型マウスの行動表現型解析 

３．学会等名 

 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 及川大輔、中澤世識、石井亮平、綾木孝、石谷隆一郎、伊東秀文、濡木理、徳永文稔 

２．発表標題 

 Optineurin遺伝子変異に伴う ALS発症における直鎖状ポリユビキチン鎖の寄与 

３．学会等名 

 第 494 回大阪市医学会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Kenta Abe, Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 Optogenetic conditioning of paradigms discrimination in the rat whisker-barreL system 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Mohammad Hoque, Toru Ishizuka, Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 Optogenetic silencing of neural activity using a chimeric light-driven Na+-transporter 

rhodopsin 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Kenta Takashima, Naoji Matsuhisa, Akira Shimada, Peter Zalar, Tomoyuki Yokota, Masaki 

Sekino, Hiromu Yawo, Takao Someya, Hiroshi Onodera 

２．発表標題 

 Optogenetics therapy for restoring locomotion after severe spinal cord injury 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 上野博夫 

２．発表標題 

 Organoids of tongue and esophagus 

３．学会等名 

 EMBO | EMBL Symposium （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Daisuke Tatsuda Manabu Kawada Isao Momose 

２．発表標題 

 p53-dependent growth suppression of cancer cells by coccoquinones 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 立田大輔 百瀬 功 川田 学 柴﨑正勝 

２．発表標題 

 p53 依存的な細胞増殖を阻害する新規アンスラキノン化合物 

３．学会等名 

 第 20 回がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 大木理恵子 

２．発表標題 

 p53 標的遺伝子 IER5は新規の低リン酸化型の活性化 HSF1を作り出し、がん化を促進する 

３．学会等名 

 第 11 回 臨床ストレス応答学会大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 p62/Sqstm1 promotes malignancy of HCV-positive hepatocellular carcinoma 

_through Nrf2-dependent metabolic reprogramming 

３．学会等名 

 第 4 回がんと代謝研究会 in 鹿児島   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 p62/Sqstm1 promotes malignancy of hepatocellular carcinoma through Nrf2-dependent 

metabolic reprogramming 

３．学会等名 

 2016 Minisymposium on Autophagy at IBC Taiwan meeting （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 Pathophysiological roles of autophagy in mice 

３．学会等名 

 International Symposium of the Center for Animal Diseases Models （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 日暮憲道、廣瀬伸一 

２．発表標題 

 PCDH19関連てんかんの最新事情 

３．学会等名 

 第 58 回日本小児神経学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 大平 崇人, 小島 裕正, 黒田 悠子, 稲岡 大悟, 森脇 鏡后, 春日 健人, 片岡 美喜, 押村 光雄, 

井上 敏昭, 久郷裕之 

２．発表標題 

 PITX1タンパク質は hTERT発現を制御するために ZCCHC10と相互作用する 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 塩見 美喜子 

２．発表標題 

 PIWI-interacting RNAs in animals 

３．学会等名 

 CNAF 2016 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Ishii A, Watkins J C, Chen D, Hirose S, Hammer M F, the Japanese Febrile Seizures and 

Epilepsy Working Group. 

２．発表標題 

 Predictions of regression of intellectual disability and measuring efficacy of medication 

in 286 Japanese cohort of Dravet syndrome with SCN1A missense and truncation mutations 

３．学会等名 

 11th Asian & Oceanian epilepsy congress  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Yoshiyuki Kasahara, Sachie Suzuki, Yuji Onouchi, Ayaka Yoshida, Chiaki Ono, Yoshie Kikuchi, 

Zhiqian Yu, Hiroaki Tomita 

２．発表標題 

 Pregnant mice exposure to extreme level of oxytocin influences emotional and social 

behaviors of the offsprings after growing up. 

３．学会等名 

 30th CINP WORLD CONGRESS OF NEUROPSYCHOPHARMACOLOGY  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Sugita A, Yanagisawa N, Ishiguro H, Wani S, Tabuchi Y, Ohkuma Y, Hirose Y. 

２．発表標題 

 Regulation of gene expression by the phosphorylated CTD interacting factor PCIF1 

３．学会等名 

 RNA2016 The 21th Annual Meeting of the RNA Society  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Naganuma T, Takagi S, Kanetake T, Kitamura T, Sassa T, Kihara A 

２．発表標題 

 Retarded skin barrier recovery and an increased keratinocyte growth in Sjögren-Larsson 

syndrome gene ALDH3A2 knockout mice. 

３．学会等名 

 1st Korea-Japan Bioactive Lipid Joint Symposium  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Tetsuhisa Otani, Shinsaku Tokuda, Mika Watanabe, and Mikio Furuse 

２．発表標題 

 Revisiting the roles of Tight Junctions in epithelial polarity 

３．学会等名 

 第 68 回日本細胞生物学会大会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 伊藤尚文、Adil Ishtiyaq、西津綾香、太田訓正 

２．発表標題 

 Ribosome Incorporation into Somatic Cells Promotes Reprogramming towards Multipotency 

without Activating Cell Proliferation . 

３．学会等名 

 The 4th  Ribosome Meeting.   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Midori Tateyama, Etsuko Sekine-Kondo, Kazuya Iwabuchi, Hiroshi Watarai. 

２．発表標題 

 Role of CD1d in the development of invariant natural killer T cells. 

３．学会等名 

 第 45 回日本免疫学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Bhandari P, Parajuli LK, Takao K, Miyakawa T, Kobayashi Y, Tanaka KF, Shigemoto R 

２．発表標題 

 Role of R-type calcium channel (Cav2.3) in medial habenula to interpeduncular nucleus 

pathway 

３．学会等名 

 46th Annual meeting of Society for Neuroscience （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Yamashita-Sugahara Y, Matsumura R, Sato T, Matsutani T, Nakachi Y, Aizawa E, Iwanaga Y, 

Matsumoto M, Mitani K, Okazaki Y 

２．発表標題 

 Screening of chemical promoting β cell differentiation using double fluorescence-labeled 

human iPS cells (hIveNry) 

３．学会等名 

 14th RCGM International Academic Frontier  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Sasagawa M, Ota H, Kikuta S, Homma N, Kobayashi K, Osanai M 

２．発表標題 

 Short-term synaptic plasticity in the striatal projection neurons. 

３．学会等名 

 計測自動制御学会ライフエンジニアリング部門シンポジウム 2016   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Alemeh Zamani, Toru Ishizuka, Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 Spectral characteristics of chimeric channelrhodopsins implicate the molecular identity 

involved in desensitization 

３．学会等名 

 第 54 回日本生物物理学会年会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Karaki T, Kim R, Bito H, Yoshimura Y 

２．発表標題 

 Synaptic connections are preferentially formed between cortical pyramidal neurons with 

similar orientation preference in both layers 2/3 and 5. 

３．学会等名 

 The 39th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 上田康雅，中村加枝 

２．発表標題 

 The aversive stimulus affect decision making, modulate autonomic response and neuronal 

activity in the primate caudate 

３．学会等名 

 第３９回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Fujita T, Ideguchi H, Watanabe E, Tomonoh Y, Ihara Y, Inoue T, Takahashi Y, Hirose S 

２．発表標題 

 The effect of steroid pulse therapy on a case of Dravet 

３．学会等名 

 The 18th annual meeting of infantile seizure society International Symposium on Acute Encephalopathy 

in Infancy and Its Related Disorders(ISAE2016)   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Sashida G, Wang C, Tomioka T, Oshima M, Aoyama K, Kanai A, Mochizuki-Kashio M, Harada H, 

Shimoda K, Iwama A. 

２．発表標題 

 The loss of Ezh2 cooperates with an active JAK2 mutant in the pathogenesis of myelofibrosis 

and sensitizes tumor-initiating cells to bromodomain inhibition 

３．学会等名 

 2016 Annual Meeting-International Society for Experimental Hematology  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Takanori Nakamura, Mutsuhiro Takekawa 

２．発表標題 

 The molecular mechanisms that maintain the numerical integrity of centrosomes 

３．学会等名 

 American Society of Cell Biology (ASCB) annual meeting  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 安田正治，中村加枝 

２．発表標題 

 The physiological analysis of emotion-cognition interaction in reversal learning in macaque 

monkey 

３．学会等名 

 第３９回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 The physiological role of orexinergic neurons in the regulation of sleep wakefulness, pain 

and metabolism 

３．学会等名 

 International Conference of Sleep Medicine and Research (ISSR 2017) （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Ippei Shimizu 

２．発表標題 

 The role of adipose dysfunction in heart failure and obesity. 

３．学会等名 

 Annual Spring Scientific Conference of the Korean Society of Cardiology in conjunction with KSIC, 

KSE, and KSLA & The 8th Asian Pacific Congress of Heart failure （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Yamanaka A 

２．発表標題 

 The role of hypothalamic peptidergic neurons in the regulation of brain states. 

３．学会等名 

 10th FENS Forum of Neuroscience 2016 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Nakao A, Takao K, Ohira K, Miyazaki N, Murata K, Miyakawa T 

２．発表標題 

 Three-dimensional analysis of dendritic spines and mitochondria in dentate gyrus granule 

cells in Schnurri-2 knockout mice, an animal model for schizophrenia 

３．学会等名 

 46th Annual meeting of Society for Neuroscience （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 山本誠司，萩原衆子，堀内祥行，奥井文, 吉田徳幸， 井上貴雄, 田中亜紀, 松久明生，廣瀬豊, 

大熊芳明 

２．発表標題 

 TLR9 活性化の際のメディエーターキナーゼによる転写制御の解析 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Ohta S, Kawakami Y, Okano H 

２．発表標題 

 TPT1 regulates the proliferation and/or survival of Neural stem/progenitor cells 

３．学会等名 

 第 59 回日本神経化学会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Yamaguchi Y, Hattori S, Takao K,  Okumura Y, Suenaga S, Ishii I, Honda A, Ogawa M, Usui 

S, Miyakawa T 

２．発表標題 

 Tutorial contents on neuroinfomrmatics platforms 

３．学会等名 

 46th Annual meeting of Society for Neuroscience （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Hiromu Yawo, Shoko Hososhima, Mohammad Razuanul Hoque, Hideya Yuasa, Takayuki Yamashita, 

Akihiro Yamanaka, Toru Ishizuka 

２．発表標題 

 Up-conversion optogenetic system using near-infrared (NIR) light  

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Shoko Hososhima, Hideya Yuasa, Toru Ishizuka, Hiromu Yawo 

２．発表標題 

 Upconversion-rhodopsin hybrid system for near-infared optogenetics 

３．学会等名 

 17th International Conference on Retinal Proteins,  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Motozono, C., Tsuji-Kawahara, S., Takamura, S. and Miyazawa, M. 

２．発表標題 

 Vaccine-elicited preferential induction of polyfunctional Th cells is associated with 

protection against acute retroviral infection. 

３．学会等名 

 International congress of Immunolgy  （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Ishikawa AW, Komatsu Y, Yoshimura Y 

２．発表標題 

 Visual experience-dependent and independent development of visually-evoked synchronized 

firing in rat visual cortex. 

３．学会等名 

 The 39th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 村上 拓冬、奥田 耕助、小林 静香、深谷 昌弘、高雄 啓三、近江 信次、渡邊 紀、萩原 舞、阪上 洋

行、水口 雅、宮川 剛、真鍋 俊也、田中 輝幸 

２．発表標題 

 West 症候群・Rett症候群の原因遺伝子 CDKL5は後シナプス NMDA 受容体局在を制御し、記憶・学習、

情動、易痙攣性を調節する 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 佐藤朗、前原奈都美、扇田久和、菊池章 

２．発表標題 

 Wnt5aシグナルは炎症を背景とした大腸がん形成に促進的に作用する 

３．学会等名 

 日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 菊池章、佐藤朗 

２．発表標題 

 Wnt シグナルの異常によるがん転移 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会 （招待講演） （国際学会） 

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 中原茜、吉田昇太、安在瑞穂、福田勉、石橋郁人、岩尾正倫 

２．発表標題 

 アザラメラリン N 誘導体の効率的合成 

３．学会等名 

 第 53 回化学関連支部合同九州大会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 中原茜、吉田昇太、安在瑞穂、福田勉、石橋郁人、岩尾正倫 

２．発表標題 

 アザラメラリン N 誘導体の効率的合成 

３．学会等名 

 第 53 回化学関連支部合同九州大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 平畑美緒、津毛美乃里、尾﨑充彦、岡田 太 

２．発表標題 

 イヌ骨肉腫細胞を用いた miR-143による肺転移抑制効果の検討〜前臨床に向けた取り組み〜 

３．学会等名 

 第 25 回日本がん転移学会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 佐々木雄彦 

２．発表標題 

 イノシトールリン脂質代謝と病態 

３．学会等名 

 第 25 回大会日本脂質栄養学会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 山口憲孝, 中山祐治, 山口直人. 

２．発表標題 

 エストロゲン依存性乳癌細胞のタモキシフェン耐性獲得機構の解析. 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジーの異常と肝腫瘍：オートファジー欠損マウスからわかったこと 

３．学会等名 

 宮城県立がんセンター研究所セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジーの異常と疾患 

３．学会等名 

 第 35 回分子病理学研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジーの高次機能と多様性 

３．学会等名 

 第 10 回オートファジー研究会・第 4 回新学術「オートファジー」班会議   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 オートファジー選択的基質 p62/SQSTM1によるがん代謝再編成 

３．学会等名 

 第 89 回日本生化学会大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 八尾寛 

２．発表標題 

 オール光の in vivoメゾスコピック脳機能解析  

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 八尾寛 

２．発表標題 

 オプトジェネティクス革命 

３．学会等名 

 第 54 回日本生物物理学会年会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 八尾寛 

２．発表標題 

 オルガネラ光操作 

３．学会等名 

 第 1 回ルミノジェネティクス研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 オレキシンとは？ 睡眠覚醒調節における役割について 

３．学会等名 

 長岡不眠症フォーラム （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 オレキシン受容体拮抗薬とベンゾ系・非ベンゾ系薬との作用メカニズムの違いについて 

３．学会等名 

 高齢者不眠症セミナー （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 犬束 歩、山下 哲、スリカント チョドリ、田口 徹、山中章弘 

２．発表標題 

 オレキシン神経による鎮痛作用 

３．学会等名 

 第 36 回鎮痛薬・オピイドペプチシンポジウム （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 高祖 秀登 

２．発表標題 

 グリオーマにおける新規がん抑制遺伝子 LARP4Bの同定 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 林 崇、山下真梨子、奥野浩行、阿部学、山崎真弥、夏目里恵、崎村建司、星野幹雄、三品昌美 

２．発表標題 

 グルタミン酸受容体パルミトイル化による興奮性/抑制性神経活動のバランス制御と抗てんかん薬

の作用 

３．学会等名 

 第 46 回日本神経精神薬理学会年会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 染谷真琴，小川宏人 

２．発表標題 

 コオロギの初期感覚情報処理における多感覚統合 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 福富又三郎，小川宏人 

２．発表標題 

 コオロギ気流誘導性歩行運動と下行性神経活動は先行する聴覚刺激によって修飾される 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 佐藤和，小川宏人 

２．発表標題 

 コオロギ気流誘発性逃避行動における成虫脱皮後の経時的変化 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 千葉惇、生塩研一、稲瀬正彦 

２．発表標題 

 サル内側運動前野における時間分類に関わる神経細胞応答 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 山本 融 Steven A. Connor 岸本 泰司 Ina Ammendrup-Johnsen 栗原 直和 村山 千明 鈴木 

利治 Ann Marie Craig 

２．発表標題 

 シナプス形成抑制因子 MDGA2 のヘミ欠失マウスは興奮性入力の亢進によりもたらされる自閉症スペ

クトラム障害のモデルとなる 

３．学会等名 

 第 39 回分子生物学会年会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 西住(渡海)紀子, 中村貴紀, 武川睦寛 

２．発表標題 

 ストレス応答 MAPK経路依存的に発現調節される miRNAの同定 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 谷藤 涼、大栗博毅、纐纈健人、高倉美智子、浅野竜太郎、早出広司、南 篤志、及川英秋 

２．発表標題 

 テトラヒドロイソキノリンアルカロイドの化学−酵素ハイブリッド合成 

３．学会等名 

 第 33 回有機合成化学セミナー   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 笹岡俊邦 

２．発表標題 

 ドーパミン受容体及びＮＭＤＡ受容体変異マウスを用いた大脳基底核回路の機能解析 

３．学会等名 

 「非線形発振現象を基盤としたヒューマンネイチャーの理解」 

第２回領域会議 （主催：オシロロジー総括班・国際活動支援班）   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 谷口友章、坪内 彰、大栗博毅 

２．発表標題 

 ビスピロリジノインドリン骨格を活用した発光性希土類錯体の骨格多様化合成 

３．学会等名 

 第 37 回光化学若手の会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 藤田智陽, 安倍光姫, 山崎愛実, 深澤力也, 廣瀬豊, 大熊芳明 

２．発表標題 

 ヒトメディエーター複合体 kinaseモジュール構成サブユニット CDK8/19の新規結合因子の同定 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘、犬束 歩、山下 哲、田口 徹 

２．発表標題 

 ファイバーフォトメトリを用いた視床下部オレキシン神経活動の記録 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 ファイバーレス光遺伝学開発と睡眠覚醒・記憶操作への応用 

３．学会等名 

 ルミノジェネティクス研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 Naofumi Ito, Adil Ishtiyaq, Ayaka Nishidzu., Kunimasa Ohta. 

２．発表標題 

 ボゾーム取り込みによるヒト細胞の多能性獲得 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 尾崎充彦 

２．発表標題 

 マイクロ RNA発現異常から紐解く骨肉腫の肺転移機構 

３．学会等名 

 第 25 回日本がん転移学会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 古瀬民生、三宅邦夫、幸田尚、三浦郁生、串田知子、山田郁子、柏村実生、金田秀貴、小林喜美男、

石野史敏、久保田健夫、若菜茂晴 

２．発表標題 

 マウスモデルを用いた DOHaD仮説の実証 5：遺伝子欠損マウスを用いた母体低栄養モデルマウスの開

発 

３．学会等名 

 第 63 回日本実験動物学会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 昆 俊亮、松本 朋大、江上 陸、渡邊 裕貴、石橋 公二朗、藤田 恭之 

２．発表標題 

 マウスモデルを用いた多段階発がんにおける細胞競合の意義の解明 

３．学会等名 

 ２０１６年度個体レベルでのがん研究支援活動ワークショップ   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 高雄啓三 

２．発表標題 

 マウスモデルを用いた統合失調症研究の可能性 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 古瀬民生、三宅邦夫、幸田尚、三浦郁生、串田知子、山田郁子、柏村実生、金田秀貴、小林喜美男、

石野史敏、若菜茂晴 

２．発表標題 

 メチオニン関連遺伝子欠損マウスを母体とした仔の行動表現型解析 

３．学会等名 

 第 5 回日本 DOHaD 研究会 学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 杉田愛,柳澤奈月,石黒尋保,田渕圭章,大熊芳明,廣瀬豊 

２．発表標題 

 リン酸化 CTD結合因子 PCIF1による遺伝子発現調節機構 

３．学会等名 

 RNA フロンティアミーティング 2016   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 杉田愛,柳澤奈月,石黒尋保,田渕圭章,大熊芳明,廣瀬豊 

２．発表標題 

 リン酸化 CTD結合因子 PCIF1による遺伝子発現調節機構 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 井手口博、井原由紀子、藤田貴子、井上貴仁、安元佐和、廣瀬伸一 

２．発表標題 

 レベチラセタム単剤投与の有効性 

３．学会等名 

 第１１回日本てんかん学会九州地方会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 渡邊利雄、薗部なな子、生田優希、小河穂波、宮本可南子、丹賀直美、鈴木麻衣、西川紗織、新谷隆

史、島礼 

２．発表標題 

 遺伝子改変マウスを用いた Arf1の胚発生での機能と神経系での機能の解析の試み。 

３．学会等名 

 第 89 回日本生化学会大会 シンポジウム   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 中津海 洋一、 松本 雅記、 中山 敬一 

２．発表標題 

 栄養シグナルは転写因子 FOXK1を活性化して慢性炎症を惹起する 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 Gao Xiang、吉田祐樹、福田勉、岩尾正倫 

２．発表標題 

 海洋天然物ラメラリン N の 20 位および 21 位改変アナローグの合成研究 

３．学会等名 

 第 53 回化学関連支部合同九州大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 河原康一、川畑拓斗、下川倫子、上條陽平、白石岳大、山本雅達、新里能成、南 謙太朗、有馬一成、

濱田季之、古川龍彦、 

２．発表標題 

 核小体ストレス応答による細胞分裂監視機構とこれを利用した抗がん剤の開発 

３．学会等名 

 日本ケミカルバイオロジー学会 第 11 回年会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 河原 康一、川畑 拓斗、下川 倫子、上條 陽平、新里 能成、南 謙太朗、有馬 一成、濱田 季之、古

川 龍彦 

２．発表標題 

 核小体ストレス応答による細胞分裂監視機構と抗癌剤の開発 

３．学会等名 

 第 20 回日本がん分子標的治療学会 学術集会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 小松雅明 

２．発表標題 

 肝特異的オートファジー欠損マウスからわかったこと 

３．学会等名 

 第 25 回日本肝臓医生物学研究会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 中村考秀, 田中亜紀, 福岡瑞希,廣瀬豊,大熊芳明 

２．発表標題 

 基本転写因子 TFIIEによる転写開始から伸長への移行の制御機構解析 

３．学会等名 

 第 39 回日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 樋口隆弘，石崎優子,則武厚,柳本嘉時,小林穂高,金子一成 

２．発表標題 

 教室場面の動画を用いた視線解析による自閉症スペクトラム児のスクリーニングの有用性 

３．学会等名 

 第 119 回日本小児科学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 金属配位部位を有する多環性天然物類似化合物群の骨格多様化合成 

３．学会等名 

 第３７回光化学若手の会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 八尾寛 

２．発表標題 

 光と生命の融合 

３．学会等名 

 最先端計測とライフサイエンスの近未来 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 大栗博毅 

２．発表標題 

 骨格多様化合成による医薬リード創製 

３．学会等名 

 アステラス病態代謝研究会 第 47 回研究報告会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 小川宏人，三谷瑠里子 

２．発表標題 

 昆虫の機械感覚性投射ニューロンにおける樹状突起カルシウムシグナルから予測される活動電位の

空間動態 

３．学会等名 

 第 39 回日本神経科学大会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 唐木智充，金亮，尾藤晴彦, 吉村由美子 

２．発表標題 

 最適方位が類似した視覚野錐体細胞における選択的な神経結合. 

３．学会等名 

 第 63 回中部生理学会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 本多 敦子, 伊藤 泰行，五十嵐 道弘 

２．発表標題 

 脂質ラフトにおける M6aタンパク質による神経極性決定シグナルの制御 

３．学会等名 

 第 39 回 日本分子生物学会年会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部神経による睡眠覚醒と記憶の制御メカニズム 

３．学会等名 

 広島大学インキュベーション研究拠点 「本能行動の発現メカニズムに関する総合科学研究推進拠点−大学生

の生活習慣及び科学リテラシーの確立へ向けて−」 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 視床下部神経細胞による睡眠覚醒、睡眠関連機能の調節メカニズム 

３．学会等名 

 第 23 回日本時間生物学会学術大会 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 吉岡美妃子、白川千尋、福田勉、岩尾正倫 

２．発表標題 

 軸不斉構造を持つ 12-および 16-クロロラメラリン N誘導体の合成と分割 

３．学会等名 

 第４６回複素環化学討論会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 

 社会性に関わる神経への入力経路同定と回路機能解析 

３．学会等名 

 平成 28 年度生理研研究会・第 6 回社会神経科学研究会「社会の成り立ちを支える内分泌学」 （招待講演）  

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 五十嵐敬幸, 吉川彩香, 浅野豪文, 石塚徹, 八尾寛 

２．発表標題 

 小胞体 Ca2+ダイナミクスの光操作 - 光感受性 C2C12を用いた Sarcomere assembly 研究モデル 

３．学会等名 

 第 2 回日本筋学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 川田 学、梶川益紀 

２．発表標題 

 新規抗がん抗 CXADR抗体 6G10Aの作用機構の解析 

３．学会等名 

 第 20 回日本がん分子標的治療学会学術集会   

４．発表年 

 2016 年 



 

 

１．発表者名 

 川田 学、坂本修一、梶川益紀 

２．発表標題 

 新規抗がん抗体抗 CXADR 6G10Aの作用機構の解析 

３．学会等名 

 第 75 回日本癌学会学術総会   

４．発表年 

 2016 年 

 

 

１．発表者名 

 山中章弘 

２．発表標題 
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２．出版社 

 シーエムシー出版 

  

５．総ページ数 

 355 

３．書名 

 次世代アジュバント開発のためのメカニズム解明と安全性評価 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 昆 俊亮, 藤田 恭之 

 

  

４．発行年 

 2017年 

２．出版社 

 羊土社 

  

５．総ページ数 

 231 

３．書名 

 実験医学「細胞競合とがんの代謝」 

 

 

  



 

 

１．著者名 

 七野 悠一、岩崎信太郎 

 

  

４．発行年 

 2017年 

２．出版社 

 羊土社 

  

５．総ページ数 

 141 

３．書名 

 実験医学 リボソームプロファイリングが切り拓く翻訳研究の未来 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 滝川雅大, 大木理恵子 

 

  

４．発行年 

 2017年 

２．出版社 

 羊土社 

  

５．総ページ数 

 137 

３．書名 

 実験医学, 35「野生型・変異型 p53 を標的とした抗がん剤の現状」 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 川瀬竜也,大木理恵子 

 

  

４．発行年 

 2017年 

２．出版社 

 羊土社 

  

５．総ページ数 

 137 

３．書名 

 実験医学, 35「p53 の新たな細胞保護・がん化促進経路ー腫瘍にとって有益な新規 p53

標的遺伝子 IER5 の同定と機能解析」 

 

 

  



 

 

１．著者名 

 大木理恵子 

 

  

４．発行年 

 2017年 

２．出版社 

 羊土社 

  

５．総ページ数 

 137 

３．書名 

 実験医学, 35「概論─古くても，まだまだ新しい，最も有名ながん抑制遺伝子 p53」 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 稲垣 暢也, 長船 健二, 松本 征仁, 山口 智之 

 

  

４．発行年 

 2017年 

２．出版社 

 メディカルビュー社 

  

５．総ページ数 

 32 

３．書名 

 糖尿病における再生医療の最新知見 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 鈴木佐和子、横手幸太郎 

 

  

４．発行年 

 2017年 

２．出版社 

 診断と治療社 

  

５．総ページ数 

 197 

３．書名 

 内分泌性高血圧疾患診療マニュアル 改訂第二版 

 

 

  



 

 

１．著者名 

 曽良一郎, 蓬莱政, 木村敦, 松山賢一 

 

  

４．発行年 

 2017年 

２．出版社 

 Depression Strategy 
  

５．総ページ数 

３．書名 

 脳機能からみたベンゾジアゼピン系薬剤のリスクとベネフィット−依存・耐性および認

知機能への影響 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 Watarai H 
 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 Springer 
  

５．総ページ数 

 702 

３．書名 

 Chronic Inflammation 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 鳥越祥太、本園千尋、山崎晶 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 メディカルレビュー社 

  

５．総ページ数 

 116 

３．書名 

 THE LUNG perspectives 

 

 

  



 

 

１．著者名 

 山中章弘、田淵紗和子 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 理工図書 

  

５．総ページ数 

 400 

３．書名 

 コメディカル専門基礎科目シリーズ 生理学 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 石井敦士、廣瀬伸一 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 南江堂 

  

５．総ページ数 

 197 

３．書名 

 てんかん白書 てんかん医療・研究のアクションプラン 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 廣瀬伸一 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 医学書院 

  

５．総ページ数 

 2192 

３．書名 

 今日の治療指針 

 

 

  



 

 

１．著者名 

 浅野良則, 大木理恵子 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 羊土社 

  

５．総ページ数 

 141 

３．書名 

 実験医学, 34「IER5 は新規の低リン酸化型の活性化 HSF1 を誘導し, がん化を促進す

る」 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 廣瀬伸一、小川厚、鶴澤礼実、中村公紀、太田栄治、瀬戸上貴資、井手口博、

伊東和俊、井手康二、児玉隆志、寺町昌史、吉兼由佳子、宮本辰樹、野村優子、

吉村和子、佐々木聡子、井上貴仁、藤田貴子、井原由紀子、橋口千鶴 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 海馬書房 

  

５．総ページ数 

 322 

３．書名 

 小児科研修ハンドブック第 2 版（監修：廣瀬伸一） 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 石井敦士、廣瀬伸一 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 メジカルビュー社 

  

５．総ページ数 

 232 

３．書名 

 神経内科外来シリーズ 4 てんかん外来 

 

 

  



 

 

１．著者名 

 馬場理也 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 羊土社 

  

５．総ページ数 

 141 

３．書名 

 腎がん発生の分子メカニズム  - 実験医学 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 山中章弘 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 化学同人 

  

５．総ページ数 

 324 

３．書名 

 睡眠科学 最新の基礎研究から医療・社会への応用まで 

 

 

  
 
 

１．著者名 

 今井崇史、高野智嗣、本園千尋、山崎晶 

 

  

４．発行年 

 2016年 

２．出版社 

 科学評論社 

  

５．総ページ数 

 108-114 

３．書名 

 臨床免疫・アレルギー科 

 

 

  

  



〔産業財産権〕 
○出願状況（計 34 件） 

産業財産権の名称 

抗がん剤をスクリーニングする方法及び膵がんの治療のため

のキナーゼ阻害剤の組み合わせ医薬  

発明者 

 園下将大、関谷翔、平野聡 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

特許権 PCT/JP2021/7651 

出願年 

 2021 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 

産業財産権の名称 

小児白血病に対する薬剤の有効性の判定を補助する方法、小児

白血病に対する薬剤投与後の予後の判定を補助する方法及び

キット  

発明者 

 中川俊輔、河原康一、岡本

康裕、古川龍彦 

権利者 

 鹿児島大学 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2021-070943 

出願年 

 2021 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

がんの治療又は予防剤、及びがんの治療又は予防のための RF

経路阻害剤と MEK 阻害剤との組み合わせ  

発明者 

 大塩貴子、園下将大、市川

聡、佐藤悠介、藤井清永 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2021-29585 

出願年 

 2021 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

マクロ環含有新規テトラヒドロイソキノリンアルカロイド化

合物  

発明者 

 大栗博毅，谷藤 涼 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2021–33773 

出願年 

 2021 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

がんを治療するための組み合わせ物及び医薬組成物  

発明者 

 長澤和夫、松田未沙子、馬

悦、清宮啓之 

権利者 

 国立大学法

人東京農工大

学、公益財団法

人がん研究会 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2020-008592 

出願年 

 2020 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 



 

 

産業財産権の名称 

グアニン四重鎖結合性リガンド  

発明者 

 長澤和夫、馬悦 

権利者 

 東京農工大

学 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2020-021316 

出願年 

 2020 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

テトラヒドロイソキノリン環含有化合物の製造方法  

発明者 

 大栗博毅(東京農工大)、谷

藤涼(東京農工大)、及川英秋

(北海道大) 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

特許権 PCT/JP2019/009128 

出願年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 

産業財産権の名称 

抗がん剤  

発明者 

 長澤和夫、松田未沙子、馬

悦、清宮啓之 

権利者 

 国立大学法

人東京農工大

学、公益財団法

人がん研究会 

産業財産権の種類、番号 

特許権 PCT/JP2019/028398 

出願年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 

産業財産権の名称 

マウスＭＡＩＴ様細胞及びＭＡＩＴ細胞豊富なマウス  

発明者 

 若尾 宏 杉本 智恵 

権利者 

 学校法人獨

協学園 

産業財産権の種類、番号 

特許権 PCT/JP2020/040361 

出願年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

パーキンソン病の診断指標  

発明者 

 山本 融、正木 勉、出口

一志、鎌田正紀、高田忠幸、

國土曜平、野中和香子、青江

真吾、土居智和、濱田康宏、

伴 沙緒里、鈴木利治 

権利者 

 香川大学・北

海道大学 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2019-033661 

出願年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 



 

 

産業財産権の名称 

新規ジヒドロイソキノリノン系化合物又はその薬理学的に許

容される塩  

発明者 

 吉田稔、八代田陽子、白井

文幸、風見純一、清宮啓之 

権利者 

 国立研究開

発法人 理化学

研究所、公益財

団法人 がん研

究会 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2019-118938 

出願年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

心不全非ヒト霊長類モデル動物の製造方法  

発明者 

 扇田久和、佐藤朗 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2019-125286 

出願年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

ＤＮＡ配列の増幅方法及び配列決定方法  

発明者 

 斎藤益満、百瀬暖佳、松平

崇弘、和田悠作 

権利者 

 日本国、株式

会社ファスマ

ック 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2019-150535 

出願年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

マウス MAIT 様細胞及び MAIT 細胞豊富なマウス  

発明者 

 若尾 宏 杉本 智恵 

権利者 

 獨協医科大

学 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2019-196603 

出願年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

抗がん剤  

発明者 

 酒々井眞澄、飯沼宗和、森

田彰 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特許第 6532730 

出願年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 



 

 

産業財産権の名称 

第四世代 EGFR チロシンキナーゼ阻害剤  

発明者 

 岩尾正倫、福田勉、石橋郁

人、上原至雅、 西谷直之、奥

裕介、旦慎吾、矢守隆夫 

権利者 

長崎大学,岩手

医科大学, 公

益財団法人 

がん研究会 

産業財産権の種類、番号 

特許権 PCT/JP2018/13370 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 

産業財産権の名称 

がんの予後判定および診断方法  

発明者 

 中川将利、吉村 徹、吉田

栄作、清木元治、越川直彦 

権利者 

東京大学、アボ

ットジャパン 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2017-648** 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

HTLV-1 挿入部位同定方法  

発明者 

 斎藤益満、長谷川寛雄 

権利者 

 ヒューマン

サイエンス財

団、長崎大学 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2018-128683 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

抗膵がん剤  

発明者 

 長澤和夫、松田未沙子、馬

悦、清宮啓之 

権利者 

 国立大学法

人東京農工大

学、公益財団法

人がん研究会 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2018-136579 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

テトラヒドロイソキノリン環含有化合物の製造方法  

発明者 

 大栗博毅(東京農工大)、谷

藤涼(東京農工大)、及川英秋

(北海道大) 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2018-144906 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 



 

 

産業財産権の名称 

ＳＰＲをコードするポリヌクレオチドを含む組換えベクター、

及びそれを含む組成物  

発明者 

 一瀬宏、原怜、吉田勇輝、

村松慎一、加藤節子 

権利者 

 東京工業大

学、自治医科大

学、加藤節子 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2018-206643 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

アルカロイド骨格を有する両親媒性化合物  

発明者 

 大栗博毅(東京農工大)、村

岡貴博(東京農工大)、土屋菜

奈(東京農工大)、笠勇之介(東

京農工大) 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2018-206817 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

マウスのてんかんバイオマーカー  

発明者 

 加藤啓子，藤田明子 

権利者 

 京都産業大

学 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2018-233113 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

CXCR7 INHIBITORS FOR THE TREATMENT WITH 

CANCER  

発明者 

 後 藤 典 子 、 James 

Campbell 

権利者 

 

ChemoCentri

x, Inc. 

産業財産権の種類、番号 

特許権 米国 62/778,605 

出願年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 

産業財産権の名称 

プロレニン受容体に対する抗体またはその抗原結合断片、およ

びその用途  

発明者 

 西山 成、海老原章郎、松

山 誠 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

特許権 PCT/JP2017/039702 

出願年 

 2017 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 



 

 

産業財産権の名称 

光学イメージング装置  

発明者 

 小山内 実, 虫明 元 

権利者 

 東北大学 

産業財産権の種類、番号 

特許権 PCT/JP2017/12850 

出願年 

 2017 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 

産業財産権の名称 

Gene modified nonhuman animal model  

発明者 

 OHMORI Iori, OUCHIDA 

Mamoru, MASHIMO Tomoji 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

特許権 PCT/JP2018/0450008 

出願年 

 2017 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 

産業財産権の名称 

強心薬および強心薬の 

スクリーニング方法  

発明者 

 武谷 立、 松山 翔 

権利者 

 宮崎大学 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2017-097531 

出願年 

 2017 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

ヒト尿中におけるうつ，不安症バイオマーカー  

発明者 

 加藤啓子，藤田明子，田中

雅嗣，河合恒，大渕修一，井

原一成，端詰勝敬 

権利者 

 京都産業大

学 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2017-209262 

出願年 

 2017 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

SLC28 又は２９遺伝子異常症の治療剤又は予防剤  

発明者 

 三宅 健介、柴田 琢磨 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2017-215043 

出願年 

 2017 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 



 

 

産業財産権の名称 

マウスのうつ及び／又は不安症バイオマーカー  

発明者 

 加藤啓子，藤田明子 

権利者 

 京都産業大

学 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2017-226220 

出願年 

 2017 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

第四世代 EGFR チロシンキナーゼ阻害剤  

発明者 

 岩尾正倫、福田勉、石橋郁

人、上原至雅、 西谷直之、奥

裕介、旦慎吾、矢守隆夫 

権利者 

 国立大学法

人 長崎大学 , 

学校法人 岩

手 医 科 大 学 , 

公益財団法人 

がん研究会 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2017-64866 

出願年 

 2017 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

膵内分泌細胞の製造方法、及び分化転換剤  

発明者 

 松本征仁、岡﨑康司、菅原

泉 

権利者 

 埼玉医科大

学 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2014-137719 

出願年 

 2016 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 

産業財産権の名称 

EphA2 N 末端フラグメント抗体  

発明者 

 越川直彦、清木元治 

権利者 

 東京大学、神

奈川県立病院

機構 

産業財産権の種類、番号 

特許権 特願 2018-534429 

出願年 

 2016 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 
 
 
 
  



○取得状況（計 16 件） 

産業財産権の名称 

 炎症レポーターシステム  

発明者 

 山村研一、岩脇隆夫、及

川大輔、石川智夫 

権利者 

 株式会社ト

ランスジェニ

ック 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 ZL201480080906.7 

取得年 

 2021 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 

産業財産権の名称 

 光学イメージング装置  

発明者 

 小山内 実, 虫明 元 

権利者 

 東北大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 CN 201780019699.8 

取得年 

 2021 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 

産業財産権の名称 

 炎症レポーターシステム  

発明者 

 山村研一、岩脇隆夫、及

川大輔、石川智夫 

権利者 

 株式会社ト

ランスジェニ

ック 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 EP3196303 

取得年 

 2020 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 

産業財産権の名称 

 炎症レポーターシステム  

発明者 

 山村研一、岩脇隆夫、及

川大輔、石川智夫 

権利者 

 株式会社ト

ランスジェニ

ック 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 US10765094 

取得年 

 2020 年 

国内・外国の別 

 外国 
 
 

産業財産権の名称 

 光学イメージング装置  

発明者 

 小山内 実, 虫明 元 

権利者 

 東北大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 US 10,959,608 

取得年 

 2020 年 

国内・外国の別 

 外国 



 

 

産業財産権の名称 

 抗がん剤  

発明者 

 下野洋平、後藤秀彰、南

博信 

権利者 

 学校法人藤

田学園 

国立大学法人

神戸大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特許第 6664685 号 

取得年 

 2020 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

 抗がん剤の感受性及び癌の予後に対する診断マーカー  

発明者 

 河原康一、古川龍彦、下

川倫子、川畑拓斗、白石岳

大、浜崎研吾 

権利者 

 鹿児島大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 第 6779517 号 

取得年 

 2020 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

 遺伝子改変非ヒトモデル動物  

発明者 

 大守伊織，大内田守，真

下知士 

権利者 

 大守伊織，大

内田守，真下知

士 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2019-514326 

取得年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

 炎症レポーターシステム  

発明者 

 山村研一、岩脇隆夫、及

川大輔、石川智夫 

権利者 

 株式会社ト

ランスジェニ

ック 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 6472448 

取得年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

 高血圧症の予防又は治療用医薬  

発明者 

 扇田久和、栗田宗一、逄

暁玲 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 第 6615504 号 

取得年 

 2019 年 

国内・外国の別 

 国内 



 

 

産業財産権の名称 

 Hopx 陽性舌上皮幹細胞及び前記舌上皮幹細胞に由来する細胞

塊  

発明者 

 上野博夫 

権利者 

 学校法人関

西医科大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2018-055301 、 特開 2019-165654 

取得年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

 核小体ストレス応答を誘導する薬剤の探索のためのポリペプチ

ドの組み合わせ及びスクリーニング方法  

発明者 

 河原康一、古川龍彦、有

馬一成、上條陽平、堀口史

人 

権利者 

 鹿児島大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特許第 63323868 

取得年 

 2018 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

 創傷または線維症の治療剤  

発明者 

 森 亮一、下川 功 

権利者 

 長崎大学 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特許 6238319 

取得年 

 2017 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 

産業財産権の名称 

 抗マラリア活性を有するアザアルテミシニン誘導体及びその製

造方法  

発明者 

 大栗博毅(東京農工大)、

比留間貴久(東京農工大)、

大村智(北里大)、乙黒一彦

（北里大）、岩月正人（北里

大） 

権利者 

 同左 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 特願 2012-194910  

特許第 5994059 号 

取得年 

 2016 年 

国内・外国の別 

 国内 

 
 

産業財産権の名称 

 酸化ストレスインジケーター発現用核酸構築物とその使用  

発明者 

 岩脇隆夫、及川大輔 

権利者 

 国立研究開

発法人理化学

研究所 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 12736230.9 

取得年 

 2016 年 

国内・外国の別 

 外国 



 

 

産業財産権の名称 

 酸化ストレスインジケーター発現用核酸構築物とその使用  

発明者 

 岩脇隆夫、及川大輔 

権利者 

 国立研究開

発法人理化学

研究所 

産業財産権の種類、番号 

 特許権 2012-553799 

取得年 

 2016 年 

国内・外国の別 

 国内 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

その他 
 
先端モデル動物支援プラットフォーム（AdAMS）ホームページ 
http://model.umin.jp/ 
 
北海道大学遺伝子病制御研究所分子腫瘍分野ホームページ 
http://www.igm.hokudai.ac.jp/oncology/ 
 
北海道大学大学院薬学研究院生化学研究室ホームページ 
http://www.pharm.hokudai.ac.jp/seika/index.html 
 
東北大学医化学分野ホームページ 
http://www.dmbc.med.tohoku.ac.jp/official/index.html 
 
東北大学 大学院医学系研究科 医化学分野ホームページ 
http://www.dmbc.med.tohoku.ac.jp/official/index.html 
 
東北大学大学院薬学系研究科薬理学分野ホームページ 
http://www.pharm.tohoku.ac.jp/~yakuri/yakuri_top.html 
 
プレスリリース（2019 年 1 月 23 日）「光ファイバーを用いない「ファイバーレス神経活動操作」の開
発とその応用による長期間のマウス行動制御の達成」 
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2019/01/press-20190122-02-hikari.html 
 
プレスリリース（2019 年 3月 12 日）「触覚パターンを瞬時かつ鋭敏に把握するメカニズムの解明—光を
用いて脳の多変量計算論理を理解する」 
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2019/03/press-20190312-02-syokkaku.html 
 
福島県立医科大学研究成果情報ページ 
https://www.fmu.ac.jp/univ/kenkyuseika/research/1709.html 
 
筑波大学 医学医療系 生命医科学域 解剖学・神経科学研究室 
http://www.kansei.tsukuba.ac.jp/~takeilab/ 
 
医療 NEWS ホームページ 筑波大学「血中 IL-17A の恒常的過剰が中枢神経系に与える影響をマウスで
解析」 
http://www.qlifepro.com/news/20210216/serum-il17a.html 
 
筑波大学 Research News Mimicking a Chronic Immune Response Changes the Brain 
https://www.tsukuba.ac.jp/en/research-news/20210212140000.html 
 
筑波大学プレスリリース「血液中のインターロイキン 17A 過剰は脳のミクログリア活性を低下させる
～ＡＳＤなど精神・神経系疾患治療への道標～」 
https://research-er.jp/articles/view/96508 
 
筑波大学ホームページ TSUKUBA JOURNAL 
https://www.tsukuba.ac.jp/journal/index.html 
 
筑波大学 生命環境系 中田・石川研 HP 
http://www.biol.tsukuba.ac.jp/nakada_ishikawa/index.html 
 
2019 年 5 月 27 日付 日本経済新聞朝刊 9 面 において、「神経疾患の進行 マウスで再現」のタイ
トルで研究成果が紹介された。 
 
理化学研究所 RNA システム生化学研究室 岩崎研究室ホームページ 
http://iwasakirna.com/ 
http://www.riken.jp/research/labs/chief/rna_sys_biochem/ 
 
学術変革領域 B パラメトリク翻訳ホームページ 
http://parametric-translation.pharm.kyoto-u.ac.jp 
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千葉大学大学院医学研究院 内分泌代謝・血液・老年内科学ホームページ 
https://www.m.chiba-u.ac.jp/dept/clin-cellbiol/research/diabetic/study_05/ 
https://www.m.chiba-u.ac.jp/dept/clin-cellbiol/research/diabetic/study_04/ 
 
日本糖尿病学会ホームページ きらり女性医師  
http://www.jds.or.jp/modules/education/index.php?content_id=19 
 
公益財団法人微生物化学研究所 
https://www.bikaken.or.jp 
 
慶應義塾大学薬学部生化学講座ホームページ 
http://square.umin.ac.jp/keio-dbc/research.html 
 
東京工業大学生命理工学院 一瀬研究室ホームページ 
http://www.bh4.bio.titech.ac.jp/index.html 
 
東京慈恵会医科大学 総合医科学研究センター渡部研究部ホームページ 
http://watabe-lab.jp/ 
 
東京農工大学大学院工学研究院応用化学分野 大栗研究室ホームページ 
http://web.tuat.ac.jp/~h_oguri/index.html 
 
東京大学大学院薬学系研究科 井上研究室ホームページ 
http://www.f.u-tokyo.ac.jp/~inoue/ 
 
東京理科大学 生命医科学研究所 昆 俊亮 研究室 ホームページ 
https://konshunsukelab.wixsite.com/rs-tus 
 
順天堂大学 医学部 小松雅明研究室ホームページ 
https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/kikan_saibou/ 
 
新学術領域研究マルチモードオートファジーホームページ 
http://proteolysis.jp/multimode_autophagy/ 
 
東京大学 大学院農学生命科学研究科 獣医外科学研究室ホームページ 
http://www.vm.a.u-tokyo.ac.jp/geka/ 
 
東京医科歯科大学ホームページ（プレスリリース） 
http://www.tmd.ac.jp/press-release/20180213_1/index.html 
http://www.tmd.ac.jp/english/press-release/20180319_1/index.html 
 
東京理科大学 生命医科学研究所 昆 俊亮 研究室 ホームページ 
https://konshunsukelab.wixsite.com/rs-tus 
 
北海道大学遺伝子病制御研究所分子腫瘍分野ホームページ 
http://www.igm.hokudai.ac.jp/oncology/ 
 
東京都医学総合研究所、ゲノム動態プロジェクト ホームページ 
http://www.igakuken.or.jp/genome/?new_publication=e-life 誌に新しい論文が accept されまし
た%E3%80%82 
 
新潟大学大学院医歯学総合研究科機能制御学分野のホームページ 
https://www.med.niigata-u.ac.jp/mit/ 
 
 
新潟大学医歯学系神経生化学（生化学第二）ホームページ 
https://www.med.niigata-u.ac.jp/bc2/index.html 
 
新潟大学脳研究所 研究業績ホームページ 
http://www.bri.niigata-u.ac.jp/result/surgery/001033.html 
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新潟大学脳研究所 動物資源開発研究分野 ホームページ 
http://www.bri.niigata-u.ac.jp/field/lab_animal/index.html 
 
新潟大学脳研究所 脳研コラム ホームページ 
http://www.bri.niigata-u.ac.jp/result/lab_animal/000126.html 
 
新潟大学脳研究所 研究成果・実績 ホームページ 
http://www.bri.niigata-u.ac.jp/result/lab_animal/000833.html 
 
新潟大学脳研究所ホームページ 
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/research/result/surgery/001521.html 
 
新潟大学脳研究所 研究成果ホームページ「D1 ドーパミン受容体を介する神経情報伝達が文脈的恐怖条
件付けの遠隔記憶の形成に重要な働きをすることを解明」 
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/research/result/lab_animal/001664.html 
 
新潟大学脳研究所 動物資源開発研究分野ホームページ 
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/field/lab_animal/index.html 
 
研究成果、実績「慢性心不全患者で認められる突然死の原因を解明」 
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/result/lab_animal/001415.html 
 
富山大学薬学部分子神経生物学研究室ホームページ 
http://www.pha.u-toyama.ac.jp/bioche1/index-j.html 
 
金沢大学がん進展制御研究室腫瘍分子生物学研究分野ホームページ 
http://omb.w3.kanazawa-u.ac.jp/index.html 
 
金沢大学広報ホームページ 
https://www.kanazawa-u.ac.jp/latest-research/64909 
 
金沢大学がん進展制御研究室腫瘍分子生物学研究分野ホームページ 
http://omb.w3.kanazawa-u.ac.jp/index.html 
 
愛知県がんセンター研究所腫瘍制御学分野ホームページ 
http://www.pref.aichi.jp/cancer-center/ri/01bumon/06shuyo_uirusu/ 
 
自然科学研究機構 生理学研究所 細胞構造研究部門古瀬研究室ホームページ 
http://www.nips.ac.jp/dcs/ 
 
基礎生物学研究所神経細胞生物学研究室ホームページ 
http://www.nibb.ac.jp/neurocel/index.html 
 
名古屋市立大学分子毒性学分野ホームページ 
http://www.med.nagoya-cu.ac.jp/moltox.dir/ 
 
名古屋大学 環境医学研究所 神経系分野ホームページ 
http://www.riem.nagoya-u.ac.jp/4/neuroscience2/nr/ 
 
名古屋大学大学院医学系研究科統合生理学ホームページ 
https://www.med.nagoya-u.ac.jp/physiol2/ 
 
藤田医科大学医学部生化学講座ホームページ 
http://www.fujita-hu.ac.jp/~biochem1/index.html 
 
滋賀医科大学分子病態生化学ホームページ 
http://www.shiga-med.ac.jp/~hqbioch2/ 
 
京都産業大学教員紹介 
http://www.kyoto-su.ac.jp/faculty/professors/nls/kato-keiko.html 
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https://www.med.nagoya-u.ac.jp/physiol2/
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生命有機化学研究室ホームページ 
http://www.orgchem.kais.kyoto-u.ac.jp/ 
 
京都大学医学研究科 小川正晃研究室ホームページ 
https://sites.google.com/view/ogawagroup/ 
 
老化とアンチエイジング研究室ホームページ 
http://www.anti-aging.jpn.com/ 
 
京都大学上杉志成研究室 
https://www.scl.kyoto-u.ac.jp/~uesugi/ja/index.php 
 
新学術領域研究 温度生物学ハンドブック 
http://www.nips.ac.jp/thermalbio/handbook.html 
 
関西医科大学 
http://www.kmu.ac.jp/faculty/medical/category2/unit4.html 
 
大阪市立大学大学院医学研究科分子病態学研究室ホームページ 
http://osaka-cu-1seika.umin.jp/ 
 
大阪市立大学大学院医学研究科分子病態学 研究室ホームページ 
http://osaka-cu-1seika.umin.jp/link 
 
大阪大学医学系研究科 分子病態生化学研究室ホームページ 
http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/molbiobc/index.html 
 
大阪大学大学院医学系研究科疾患データサイエンス学共同研究講座ホームページ 
https://www2.med.osaka-u.ac.jp/mds/ 
 
大阪大学微生物病研究所分子免疫制御分野 山崎研究室ホームページ 
http://molimm.biken.osaka-u.ac.jp 
 
大阪大学微生物病研究所分子免疫制御分野 山崎研究室ホームページ  
http://molimm.biken.osaka-u.ac.jp 
 
大阪大学大学院医学系研究科 分子病態生化学ホームページ 
https://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/molbiobc/ 
 
2019 日本再生医療学会賞 受賞 
「味蕾幹細胞の同定とそれを基点とした味覚感知機序の解明・味覚再生技術の確立」 
 
プレスリリース「筋萎縮性側索硬化症(ALS)発症の仕組みの一端を解明」 
https://www.osaka-cu.ac.jp/ja/news/2016/160824 
 
第 62 回大阪市医学会長賞を受賞「Optineurin 遺伝子変異に伴う ALS 発症における直鎖状ポリユビキ
チン鎖の寄与」2017/3/21 及川大輔（大阪市立大学） 
 
 
鳥取大学 細胞ゲノム機能学分野 研究室ホームページ 
https://www.google.co.jp/#spf=1601451705886 
 
岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科ナノバイオシステム分子設計学ホームページ 
http://www.cyber.biotech.okayama-u.ac.jp/senolab/ 
 
広島大学 神経生理学ホームページ 
https://home.hiroshima-u.ac.jp/physiol2/index.html 
 
香川大学医学部薬理学研究室ホームページ 
http://www.kms.ac.jp/~yakuri/ 
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九州大学生体防御医学研究所 分子医科学分野 ホームページ 
http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/saibou/index.html 
 
九州大学大学院薬学研究院 創薬腫瘍科学講座ホームページ 
http://shuyo.phar.kyushu-u.ac.jp/ 
 
福岡大学てんかん分子病態研究所ホームページ 
http://www.med.fukuoka-u.ac.jp/epilepsy/index.html 
 
長崎国際大学薬学部 高井伸彦教授紹介ページ 
https://www1.niu.ac.jp/about/teacher/detail.html?tid=188 
 
森 亮一（長崎大学） 
2016 年 5 月 第３３回角尾学術賞（皮膚創傷治癒における炎症及び組織修復制御の解明と分子標的薬
剤開発に関する研究） 
 
森 亮一（長崎大学） 
2016 年 5 月 平成２７年度日本病理学会学術奨励賞（皮膚瘢痕形成の分子メカニズム解明および核酸
医薬開発への応用） 
 
森 亮一（長崎大学） 
2017 年 11 月 第４７回日本創傷治癒学会研究奨励賞（miR-223 機能解析とその応用：miR-223 発現制
御は黄色ブドウ球菌感染創の改善に有効である） 
 
森 亮一（長崎大学） 
2017 年 10 月 33rd Ernst Klenk Symposium in Molecular Medicine- Tissue regeneration, wound 
healing and fibrosis: Translating basic concepts into regenerative therapy, Poster Award
（Comprehensive identification of wound healing and inflammation miRNAs reveals a key role 
for miR-223 in neutrophilic clearance of Staphylococcus aureus at wound sites） 
 
長崎国際大学 学術研究トピックス 
【学術研究】Precision Medicine2020 年 4 月号に、大神正次助教と高井伸彦教授の研究内容が掲載さ
れました。 
https://www1.niu.ac.jp/topics/study/2020/3429.html 
 
熊本大学国際先端医学研究所ホームページ publication 欄 
http://ircms.kumamoto-u.ac.jp/publications/2017/01/identification-of-stem-cells-in-the-
epithelium-of-the-stomach-corpus-and-antrum-of-mice.html 
 
可変型遺伝子トラップクローンデータベース（EGTC） 
http://egtc.jp 
 
熊本大学発生医学研究所脳発生分野ホームページ 
http://www.imeg.kumamoto-u.ac.jp/bunya_top/brain_morphogenesis/ 
 
熊本大学発生医学研究所ホームページ 
http://www.imeg.kumamoto-u.ac.jp/en/np91/ 
 
熊本大学発生医学研究所ホームページ 
http://www.imeg.kumamoto-u.ac.jp/np104/ 
 
石黒啓一郎（熊本大学）研究紹介動画 
https://www.youtube.com/watch?v=47NhxgLdOmQ&t=5s 
https://www.youtube.com/watch?v=1zAnyBYHLK0 
 
熊本大学発生医学研究所 染色体制御分野ホームページ 
http://www.imeg.kumamoto-u.ac.jp/bunya_top/chromosome-biology/ronbun/ 
 
熊本大学発生医学研究所 染色体制御分野研究室ホームページ 
http://www.imeg.kumamoto-u.ac.jp/bunya_top/chromosome-biology/ 
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石黒 啓一郎（熊本大学精子） 
熊本日日新聞 科学面 2020年 5 月 29 日   形成に関与 新遺伝子 不妊治療進展に期待 
 
西日本新聞     2020/2/7 妊娠左右する遺伝子発見 熊本大など、不妊治療への応用期待 
https://www.nishinippon.co.jp/item/n/582155/ 
 
石黒 啓一郎（熊本大学） 
熊本日日新聞 2020/2/7 不妊防ぐ遺伝子特定 治療進展に期待 熊本大・石黒准教授ら 
https://kumanichi.com/kumacole/interest/1348652/ 
 
石黒 啓一郎（熊本大学） 
テレビ朝日 ANN news 2020/2/7  
https://news.tv-asahi.co.jp/news_society/articles/000175676.html 
 
石黒 啓一郎（熊本大学） 
KKT 医療番組 医療ナビ Dr.テレビたん 原因の半分は男性にも！男性不妊の現状  
https://www.dr-tvtan.jp/program/24738/ 
 
石黒 啓一郎（熊本大学） 
日刊工業新聞 2020/2/7   熊本大、生殖細胞の形成遺伝子発見 不妊治療など応用期待 
https://www.nikkan.co.jp/spaces/view/0051656 
 
石黒 啓一郎（熊本大学） 
FNN PRIME  2020/2/7 不妊原因に関わる新しい遺伝子を発見 熊本大学発生医学研究所が世界初の快
挙！ 
 https://www.fnn.jp/posts/2363TKU/202002071931_TKU_TKU 
 
大学ジャーナルオンライン 
卵子・精子を作る減数分裂をコントロールする遺伝子の発見 熊本大学 
https://univ-journal.jp/30557/ 
 
石黒 啓一郎（熊本大学） 
日本テレビ 日テレ NEWS24 2020 年 5 月 27 日 男性の不妊原因を解明  
 
石黒 啓一郎（熊本大学） 
時事通信(JIJI.COM) 2020/2/7 精子、卵子形成に必須遺伝子 減数分裂のスイッチ—熊本大など 
https://www.jiji.com/jc/article?k=2020020700066&g=soc 
 
石黒 啓一郎（熊本大学） 
テレビ朝日 ANN news 2020/2/7 
https://news.tv-asahi.co.jp/news_society/articles/000175676.html 
 
 
熊本日日新聞 2020/2/7 不妊防ぐ遺伝子特定 治療進展に期待 熊本大・石黒准教授ら  
https://kumanichi.com/kumacole/interest/1348652/ 
 
時事通信(JIJI.COM) 2020/2/7 
精子、卵子形成に必須遺伝子 減数分裂のスイッチ—熊本大など 
https://www.jiji.com/jc/article?k=2020020700066&g=soc 
 
FNN PRIME  2020/2/7 不妊原因に関わる新しい遺伝子を発見 熊本大学発生医学研究所が世界初の快
挙！ 
https://www.fnn.jp/posts/2363TKU/202002071931_TKU_TKU 
 
熊本大学 HP プレスリリース 
https://www.kumamoto-u.ac.jp/whatsnew/seimei/20200206 
 
朝日新聞 2020/2/19 不妊に関わる遺伝子を発見 熊本大など、マウス実験で 
https://www.asahi.com/articles/DA3S14370621.html  
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石黒 啓一郎（熊本大学） 
生命科学連携推進協議会 支援利用者インタビュー AdAMS の支援を受けた研究から 
「減数分裂の謎に挑む」 
http://platform.umin.jp/interviews/ishiguro.html?v=e6VJNm4s7tE 
 
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科分子腫瘍学分野ホームページ 
http://www.kufm.kagoshima-u.ac.jp/~moloncl2/ 
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